
高知空港拡張整備事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

田村遺跡群

第7分冊

1986

高知県教育委員会



田村遺跡群

第7分冊

本文7



例　　昌

1・本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分冊

の内、第7分冊である。

2・調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54～58年度に発掘調査、昭和58～60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわ

たった。

3・遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構、遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡群と呼ぶこととした。また、各調査区はLoc．1～48

と呼称した。

4・本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5・発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6・図中の方位はすべて磁北であり、標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を兄、その他の遺構、断面図及びセクション図を兄とした。遺物実測図の縮

尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を兄、古墳時代以降を％、石器、金属器

を％、木器を％とした。写真図版は約％～％であるが縮尺不同である。

7・遺構の略号は、竪立住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土砿－SK、清一SD、井戸－

SE、柵列－SA、水溜り状遺構－SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8・調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9・出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。
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Loc．13

I．位置と調査経過

Loc．13は、田村遺跡群の中央部南寄りに位置し、小字東松木の東南部にあたる調査区である。

北には近世の土砿群を検出したLoc．12が接しており、西には弥生前期I段階の集落址を検出し

たLoc．16・25が続いている。また、東には中世の溝に固まれた屋敷址を確認したLoc．14が隣摸

している。

当調査区は、空港拡張に伴う県道工事との関連から、県道西側50m内について昭和55年度に

調査を行った。その結果、中世の溝に囲まれた屋敷址が一区画検出された。更に、調査区東端

部でも、一区画分の溝に固まれた屋敷址の一部（西端部）が検出され、56年度の調査によって、

同遺構は県道下から県道東部にまで広がるものであることが確認された。

そこで、整理段階では、各区画別に前者をLoc．13、後者をLoc．14として扱うことにした。但

し、煩雑を避けるため、遺構番号はLoc．13からLoc．14への通し番号とした。

2．調査概要

Loc．13の調査面積は2，147mZに及び、中世の溝に固まれた屋敷址を検出した。当調査区にお

ける主な検出遺構は、掘立柱建物址24棟、土砿29基、溝10条、井戸1基であり、時期的には15

～16世紀に属するものが多いとみられる。

溝は、屋敷を逆U字形に囲むSDlとSD9の他、Loc．12から続くものが3条（SD2・3

・10）あり、また、SDl内部を細分するものも確認された。掘立柱建物は逆U字形の溝の内

側で検出されたものが23棟あり、中世期の土蛇の大半も敷地内で検出された。

3．層序と出土遺物

Loc．13における基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　黄灰色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第III層は、遺物包含層であり、土師器皿（1、2）・椀（3～7）、土師質土器皿（8～14）

・杯（15～18）・鍋（19～23）、土錘（24～33）、瓦質土器捨鉢（34）・鍋（35～42）、備前

焼捨鉢（43－47）、常滑焼婆（48、49）、青磁皿（50、51）・碗（52～58）、瀬戸焼菊皿（60）

等が出土した。また、石硯も1点（64）出土しており、渡来銭も5点（232～234、236、237）

出土している。第Ⅳ層は、その上面が中・近世の遺構検出面であり、古代末から機能していた

と考えられるSDlOも、同レベルで確認された。
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第1図　調査区設定図
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4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間のほぼ正方

形を呈する建物で、一辺約3．60mを測る。但し、東辺と南辺にはそれぞれ柱穴が4個検出され

ており、南辺の3個の柱穴に対応する柱穴が1．20m程北に並んでいる。棟方向は、N－11LE

を指し、SDlの西辺にほぼ平行している。

各柱穴の平面形は直径28cm前後の円形を呈し、確認できた柱痕の直径は12cmを測る。深さは

30cm前後である。埋土は暗灰褐色粘質土であり、東北端の柱穴から青磁碗（65）、その西の柱穴

から土錘（66）が出土した。

なお、SBlの南東部の4個の柱穴はSK5を切っている。

SB2

SB2は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟

であり、梁間2．10m、桁行2．55mを測る。桁行の柱間は南側は若干短くなっている。棟方向は、

N－30LEを指し、SDlの西辺に対して100程東へ振っている。

各柱穴の平面形は不整円形であり、大きさもまちまちであるが、直径25cmを標準とする。確

認できた柱痕は直径12cmの円形を呈している。柱穴の深さも差異が目立つが、平均25cmを測る。

埋土は暗灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無であった。

なお、SB2の西南部の柱穴はSK4を切っている。

SB3

SB3は、SB2の東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×4間の東西棟であ

り、梁間1．80m、桁行4．80mを測る。棟方向は、N－78LWを指し、SDlの北辺にほぼ平行

である。

各柱穴の平面形は直径25cm前後の円形を呈するものが大半であるが、中には直径35cmに及ぶ

ものもある。また、西北端部の柱穴は一辺30cmの方形を呈している。深さは20～30cmである。

柱間距離はまちまちであり、北辺の柱穴と南辺の柱穴とが対応するものは少ない。柱穴の埋土

は灰褐色粘質土で、埋土中より土師質土器の細片が出土した。また、西南端の柱穴からは釘

（230）が出土している。

S B4

SB4は、SBlの南に位置し、第Ⅳ層上面におて検出された。2×2間の東西棟であり、
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梁間3・60m、桁行8．10mを測る。棟方向は、N－68LWを指し、SDlの西辺にほぼ直交する

関係にある。梁間の柱間は南側が若干短くなっているが、北辺と南辺の柱穴は整然と対応して

いる。中央部にも東西に柱穴が並んで検出されたが、総柱ではない。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さも25cm前後を測る。確認できた柱痕は直

径12cmであった。埋土は暗灰褐色粘質土であl上埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が

出土している。

SB4は、SK6・7と重複関係にあり、SK6を切っており、SK7には切られている。

S B5

SB5は、調査区の中央部北寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×4間の東

西棟であり、梁間2．70m、桁行6．90mを測る。棟方向は、N－67LWを指し、SDlの北辺に

ほぼ平行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整方形を呈し、深さは30cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、南辺中央部の柱穴より土師質土器杯（67）が出土している。

SB5の東端部はSB6と重複関係にあるが、直接の切り合い関係が確認できないため、両

者の新旧関係は不明である。

S B6

SB6は、SB5の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SB6の西端部はSB5

の東端部と重複している。SB6は、2×3間の東西棟であり、梁間3．60m、桁行4．20mを測

る。なお、柱間距離は、南辺では短くなっており、4間となっている。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整方形を呈し、確認できた柱痕は直径12cm

を測る。深さは30cm前後である。埋土は、暗灰褐色粘質土であり、柱痕部は濃灰褐色粘質土で

あった。埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

なお、SB6の北西部の柱穴はSK8を切っている。

S B7

SB7は、調査区の北東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟で

あり、梁間2．00m、桁行2．60mを測る。桁行の柱間は南側が北側の2倍になっている。また、

梁間南辺には西寄りにもう1つの中間柱穴が確認され、2間となっている。棟方向は、N－180

－Eを指し、SDlの東辺にほぼ平行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは25～40cmを測る。埋

土は暗灰褐色粘質土で、埋土中位より土師質土器及び瓦質土器が若干出土した。しかし、いず

れも細片であり、図示できるものはなかった。
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S B8

SB8は、SB5の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。梁間2・80m、桁行5・80m

の東西棟である。柱穴の配置は不規則であり、西辺と南辺は2間、東辺は1間、北辺は3間と

なっている。長軸方向はN－65LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20～30cmを測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が若干出土した。また、東北端の柱

穴より砥石（213）の出土もみている。

SB8は、SKlO・11と重複関係にあり、両土蛇を切っている。

S B9

SB9は、調査区の中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の小

規模な南北棟で、梁間2．40m、桁行2．85mを測る。棟方向は、N－22LEを指し、SDlの西

辺にほぼ平行な関係にある。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは30cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、北東端の柱穴より土師質土器皿（68）及び元豊通宝（235）の出土

をみた。また、南東端の柱穴からは柱根の一部と目される木片（228）が出土している。なお、

SB9の南部はSPlと重複しているが、両者の新旧関係は不明である。

SB10

SBlOは、調査区の中央部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の東西棟で

あり、梁間1．60m、桁行3．60mを測る（なお、東辺は2間となっている）。棟方向はN－75LW

を指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さも25cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

SBll

SBllは、調査区の中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南

北棟であり、梁間3．00m、桁行3．90mを測る。桁行の柱間距離は北側が極端に短くなっており、

北辺には柱穴が4個並んで3間となっている。棟方向はN－30LEを指し、SDlの西辺に対

して100程東へ振っている。

各柱穴の平面形は直径20～30cmの円形を呈し、深さは20～40cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質

土であり、埋土中位より土師質土器及び青磁の細片が出土している。また、東南端の柱穴から

は柱根（227）が検出された。

SBllは、SK14と重複関係にあるが、直接の切り合い関係が認められず、新旧関係は不明
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である。

S B12

SB12は、調査区の中央部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2問のほぼ正方

形を呈する建物であるが、南北3．30m、東西3．70mとやや東西に長い。柱間距離は、1．80mを

標準とするが、南側では不揃いである。棟方向は、N－16LEを指し、SDlの西辺とほぼ平

行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さも25cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

S B13

SB13は、調査区の東部中央、SElの南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×

2間の東西棟であり、梁間1．80m、桁行3．30mを測る。棟方向はN－83LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整方形を呈し、深さは8～50cmとまちまち

である。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器及び青磁の細片が出土してい

る。

S B14

SB14は、SB13の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間の小規模な東西

棟であり、梁間1．30m、桁行2．00mを測る。但し、北辺の中央に．は柱穴はみられず、また、東

辺に比して西辺が長くなっている。棟方向はN－80LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さも25cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土で、埋土中より土師質土器片が若干出土した。

S B15

SB15は、調査区の西南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。西はSDl、北と東

はSD4、南はSD5によって区画された部分に位置する。3×5間の総柱風の東西棟であt上

梁間3．90m、桁行6．60mを測る。但し、北西端部の柱穴を欠く。棟方向は、N－68LWを指し、

SDlの西辺に対してほぼ直交する関係にある。

各柱穴の平面形は直径25cmの円形を呈し、深さは20～35cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土で

あり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土している。

SB15は、SB16・17と重複関係にあるが、それらの新旧関係は不明である。但し、南辺の

柱穴の一つはSK16によって切られている。
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S B16

sB16は、SB15とほぼ同位置で、第Ⅳ層上面において検出された。2×4間の東西棟であ

り、梁間2．40m、桁行5・70mを測る。棟方向は、N－67LWを指し、SB15とほぼ同一である。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を呈し、深さは20～40cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質

土であr）、北辺西寄r）の柱穴より土錘（69）が出土している。他に、土師質土器、瓦質土器及

び青磁が出土したが、いずれも細片であり、図示できるものはなかったo

SB16は、その東端部を除いてSB15・17と重複しているが、新旧関係は不明である。なお、

南辺の柱穴の1つはSK16を切っている。

S B17

sB17もr、SB15・16とほぼ同位置で、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の東西棟

であり、梁間1．80m、桁行4．20mを測る。棟方向は、N－68LWを指し、SB15と同一である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは20－40cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質

土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。

S B18

sB18は、調査区の東南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。3×4間の南北棟で

ぁr）、梁間4．80m、桁行5・40mを測る。比較的大規模な建物址である。棟方向は、N－110－E

を指し、SD9に対して100程西へ振っている。柱間距離はまちまちで、柱穴の配置も複雑であ

り、北辺は4間となっている。この北辺部と西辺部は廟であった可能性もある。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは10～40cmを測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器や青磁の細片が出土した。また、南辺部

中央の柱穴からは瓦質土器捨鉢（70）が出土している。

S B19

SB19は、SB18の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の正方形を呈す

る小規模な建物址であり、一辺の長さは1・65mを測る。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の不整円形を呈し、深さも25cm前後を測る。確認できた柱痕

の直径は15cmであった。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が若干出

土している。

SB19はSD8と重複しているが、直接の切り合い関係が認められず、新旧関係は不明であ

る。

－10－



S B20

SB20は、調査区の南部東端に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟

であり、梁間2・70m、桁行3．60mを測る。棟方向はN－18LEを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15～30cmを測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器片が出土した。しかし、いずれも細片であ

り、図示できるものはなかった。

なお、SB20の東端の柱穴は、SD9を切っており、SB20を溝に固まれた屋敷の一つに数

えることはできない。また、SB20はLoc．12から続くSDlOをも切っている。

S B21

SB21は、調査区の東南端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟

であり、梁間2．70m、桁行2．90mを測る。棟方向はN－15LEを指す。

各柱穴の平面形は直径20～30cmの円形を呈し、深さは15－40・cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質

土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

SB21はSD7と重複関係にあり、東辺中央部の柱穴はSD7によって切られているものと

考えられる。

S B22

SB22は、SB19の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間の南北棟であり、

梁間3・20m、桁行4・20mを測る。但し、柱穴の配置は不揃いで、東辺は1間となっている。ま

た、西辺部には廟が張り出している。棟方向はN－19LEを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、確認できた柱痕は直径15cmを測る。柱穴の深

さもまちまちで、10～50cmと差異が大きい。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師

質土器、瓦質土器及び青磁の細片の出土をみた。

なお、SB22の北辺の柱穴はSD7を切っている。

S B23

SB23は、調査区の西南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×4間の東西棟で

あり、梁間3・30m、桁行5・60mを測る。柱間距離はまちまちであり、南辺は2間となっている。

棟方向は、N－69LWを指し、SDlの西辺に対してほぼ直交している。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは12～44cmを測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、埋土下位より、土師質土器、瓦質土器及び青磁が出土している。

うち、図示できたのは中央部東寄りの柱穴から出土した土師質土器皿（71）と瓦質土器鍋（72）

である。
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SB24

SB24は、調査区の西端に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SB1－23が一応SD

l及びSD9で囲まれた敷地内にあるのに対して、同遺構のみは区画外にある。1×2間の

南北棟であり、梁間2．40m、桁行3．60mを測る。東辺の柱間距離は1・80mであるが、西辺は中

間に柱穴が認められない。棟方向は、N－21LEを指し、SDlの西辺と平行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さも25cm前後を測る。埋

土は暗灰褐色粘質土であり、東辺中央部の柱穴より土錘（73）が出土している。

土砿

S KI

SKlは、調査区の北西部で、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの北西コーナーのす

ぐ内側に位置する。平面形は不整長方形を呈し、長径1．00m、短径0・70m、深さ0・18mを測る。

長軸方向はN－18LEを指す。底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は灰

褐色粘質土であり、底面直上より上師質土器の細片が出土した。SKlは形状からみて、墓で

ある可能性をもつ。

S K2

SK2は、SKlの南に位置し、第III層除去の段階で検払された。平面形は長方形を呈し、

長径1．10m、短径0．73m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－15LEを指す。

SK2は、中世墓と考えられ、底面直上において火葬骨片が出土している。その上には径20

cm前後の自然石が一面に敷きつめられ、埋土は灰褐色粘質土であった。中央部の石の間より土

師質土器皿（74）が伏せた形で出土した。完掘時点での底面の状況はほぼ平坦であり、壁も垂

直に近く立ち上がっていた。石は、壁に食い込むような形で検出されたものもあり、また、第

III層中位にまで高く盛り上がったものもあった。おそらく、中世には、SK2の上部はマウンド

状に隆起していたものと考えられる。

S K3

SK3は、SK2の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整形であり、

長径1．75m、短径1．40m、深さ0．20mを測る。底面はほぼ平坦であるが、南部に円形に隆起し

ている部分があり、逆に北端部は若干凹状をなしている。埋土は赤褐色粘質土であり、埋土中

位より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。
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S K4

SK4は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円

形を呈し、長径2・40m、短径1・95m、深さ0・10mを測る。長軸方向はN－69LWを指す。底面

はほぼ平坦で、壁の立ち上がりも滑らかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、須

恵器、土師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土した。なお、SK4はその中央部を、SB

2を形成する柱穴によって切られている。

S K5

SK5は、SK4の西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形を呈

し、長径2・00m、短径1・35m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－64LWを指す。底面にはや

や起伏がみられ、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生

土器及び土師質土器の細片が若干出土している。なお、SK5はSBlを形成する柱穴によっ

て切られている。両者とも、埋土は、暗灰褐色を呈しているが、柱穴は灰色がより濃厚である。

S K6

SK6は、SK5の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長方形を呈

し、長径1・85m、短径0・95m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－72LWを指す。底面はほぼ

平坦であり、壁も滑らかに立ち上がる。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土下位を中心に、弥

生土器、須恵器、土師質土器及び瓦質土器の細片の出土をみた。なお、SK6はSB4を形成す

る柱穴によって切られている。

S K7

SK7は、SK6の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径1．70mの円

形を呈し、深さは0・20mを測る。底面は中央部が若干凹状をなし、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。北西部にテラス状の浅い段を有す。埋土は灰褐色粘質土であり、底面よりやや浮いた状

態で土師質土器及び瓦質土器が出土した。うち、図示できたのは土錘（75）のみである。なお、

SK7はSB4を形成する柱穴を切っている。

S K8

SK8は、調査区の北東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。東西に長い帯状の土

蛇である。長径6・60m、短径0・60m、深さ0．20mを測り、長軸方向はN－79LWを指す。底面

は起伏が激しく、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は暗灰色砂質土であり、埋土中より多量の

土師器及び土師質土器が出土した。うち、図示できたのは土師器椀（76）・皿（77）の2点で

ある。なお、SK8はSB6を形成する柱穴によって切られている。
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S K9

sK9は、調査区の中央部北寄r）に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は隅丸

長方形を呈し、長径2．58m、短径1．20m、深さ0・18mを測争。長軸方向はN－12LEを指す。

底面は平坦であり、壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は黒灰色粘質土であり、埋土中より、

土師質土器皿（78）、瓦質土器、備前焼が出土している。

S K10

sKlOは、SK9の東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径1．30m、短径0．90m、深さ0・33mを測る。長軸方向はN－75LWを指す。底面は凹状をな

し、壁は断面舟底形を呈して立ち上がる。埋土は暗灰色粘質土であり、埋土中位より土師質土

器及び瓦質土器の細片が出土している。なお、SKlOの東南端はSB8を形成する柱穴によっ

て切られている。両者とも埋土は暗灰色粘質土であるが、後者の方が灰色が濃い。

S KII

sKllは、SKlOの東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整形で、長径

2．25m、短径1．45mを測る。このプランを0・10m程掘り下げた段階で、東半部は底面に達した

が、西半部では平面長方形を呈する掘り込みが確認された。同部分の深さは0・38mに及んだ。

底面は、西半部の掘り込み部はほぼ平坦であるが、東半部には起状がみられる。壁の立ち上が

りは、西側は急で、東側は緩やかである。2つの土蛇が切り合っている可能性もあるが、埋土

は灰褐色粘質土単一層であった。遺物は、西半部を中心に多量の土師質土器椀（79、80）が出

土し、また、瓦質土器及び土錘（81）も若干出土している。

S K12

sK12は、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は隅丸長

方形を呈し、長径1．93m、短径1・40m、深さ0・33mを測る。長軸方向はN－16LEを指す。底

面はほぼ平坦であり、壁の立ち上がりは滑らかである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土下

位を中心に、土師質土器、瓦質土器及び青磁、白磁の細片が出土している。しかし、図示でき

たのは土錘（82）のみであった。

S KI3

sK13は、調査区の中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円

形を呈し、長径1．08m、短径0・78m、深さ0・20mを測る。長軸方向はN－10LEを指す。底面

はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より

弥生土器及び土師質土器の細片が若干出土している。
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S K14

SK14は、SK13の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。東西に長い帯状の土蛇で

あり、長径4．50m、短径0．45m、深さ0．30mを測る。長軸方向はN－68LWを指す。底面には

若干の起伏がみられ、壁の立ち上がりは比較的緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、

埋土下位を中心に、土師質土器、瓦質土器、備前焼、青磁等が多量に出土した。うち、図示で

きたのは土師質土器皿（83）と青磁碗（84）である。

S KI5

SK15は、調査区の中央部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円

形を呈し、長径2．00m、短径1．30m、深さ0．23mを測る。長軸方向はN－80LWを指す。底面

はほぼ平坦で、壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中位より、

土師質土器、瓦質土器の細片が出土している。

S K16

SK16は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円形を呈

し、長径0．90m、短径0．75m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－13LEを指す。底面はほぼ

平坦で、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無であった。

なお、SK16はその西端部がSB15を形成する柱穴の上部を切っている。

S K17

SK17は、SK16の東方に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整形で、深

さも0．10mと浅い。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は皆無であった。

S K18

SK18は、一調査区の中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。南北に帯状に

のびる土蛇であり、長径8．00m、短径0．80m、深さ0．22mを測る。長軸方向はN－24LEであ

る。‘底面には若干の起伏がみられ、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土で

あり、埋土中位を中心に多量の遺物の出土をみた。出土遺物は、土師質土器皿（85）・杯（86）

・鍋（87、88）、瓦質土器、備前焼捨鉢（89）・蛮（90）、青磁碗（91、92）等であるが、な

かでも備前焼の出土が目立った。

S KI9

SK19は、SK18の南側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整方形を呈

し、長径2．00m、短径1．40m、深さ0．32mを測る。底面はやや舟底形を呈し、壁の立ち上がり
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も緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土であr上埋土下位を中心に、土師質土器杯（93）、瓦

質土器、備前焼捨鉢（95）、青磁碗（96）及び土錘（94）が出土した。

S K20

SK20は、調査区の南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径2．20m、短径1．53m、深さ0．33mを測る。底面はやや舟底形を呈し、壁の立ち上がりは緩

やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は皆無であった。

S K21

SK21は、調査区の東南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整方形を

呈し、長径1．23m、短径1．05m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－20LEを指す。底面はほ

ぼ平坦で、壁の立ち上がl）も緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であl上埋土中からの出土遺

物は皆無であった。

S K22

SK22は、SK21の南西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径1．45m、短径1．10m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－83LWを指す。底面はほぼ平坦で、

壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中からの出土遺物は皆無で

あった。

S K23

SK23は、調査区の西端に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SKl～22が、SDl

およびSD9で固まれた区画内にあるのに対して、SK23は、区画外に位置する。平面形は長

円形を呈し、長径1．13m、短径0．73m、深さ0．33mを測る。長軸方向は、N－18LEを指し、

SDlの西辺にほぼ平行である。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は灰褐

色粘質土であり、埋土中よl上須恵器、土師質土器、瓦質土器の細片が出土している。

S K24－29

SK24－29は、一群の近世墓である。調査区の東部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において東

西に並んで検出された。埋土は、いずれも掘り方部が灰色粘質土で、木棺埋置部が黄灰色粘質

土であった。

SK24は、近世墓群の西端に位置し、平面形は直径0．80mの円形を呈す。このプランを追っ

て0．10m程掘り下げると、直径0．60mの円形の座棺埋葬部が確認された。同部の深さは0・60m

に及び、下位から骨片及び木片が出土した。
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SK25は、SK24の東隣に位置し、平面形は不整方形を呈す。このプランを5cm程掘り下

げた時点で、長径0・76m、短径0・40mの長方形の木棺埋葬部が検出された。木棺の長軸方向は

N‾20LEを指す。深さは0・20mと浅く、底面直上において伊万里焼碗が2点（97、98）出土

した。

SK26は、SK25の東隣に位置し、平面形は直径0．52mの円形を呈す。同遺構においても、

直径0・36m内外の座棺が埋置されていたことが確認された。深さは0．24mを測り、底面直上に

おいて寛永銭一枚（239）と木片が出土した。

SK27は、SK26の東隣に位置し、平面形は不定形であるが、同プランの東部で直径0．40m

の円形の座棺埋葬部が確認された。深さは0・34mを測り、底面直上において、伊万里焼盤（99）、

京焼系碗（100）及び寛永銭2枚と木片が出土した。

SK28は、SK27の更に東に位置し、平面形は一辺1．50mの不整方形を呈す。同プランの

北寄りにおいて径0・52mの座棺埋葬部が検出された。深さは0．68mを測l上埋土下位より木片

を出土した。なお、SK28はその東端をSK29によって切られている。

SK29は、SK28の東に接する位置にあり、平面形は不整方形で、長径1．63m、短径0．95m

を測る。同プランの西寄りで、長径1・22m、短径0．42mの長方形の木棺埋葬部が確認された。

木棺の長軸方向はN－16LEを指す。深さは0．40mを測り、底面直上において板片が元位置を

保っており、板片直上より骨片と寛永銭3枚（うち1枚が240）及び煙管（229）が出土してい

る。

なお、これら近世墓群の上部構造は明らかでない。ただ、SK27・28の上面において直径20

cm前後の自然石が検出されたのみで、これらも元位置を保っているかどうかは疑問である。

溝

S DI

SDlは、Loc・13の屋敷を逆U字状に囲む長大な溝であり、第Ⅳ層上面において検出された。

幅1・40m、深さ0・35mを標準とし、最深部は0．50mを測る。断面形は舟底形を呈す。確認長

は‘、西辺46m、北辺27m、東辺22mで、計95mに達する。東辺及び西辺の方向はN－20LEを

指し、北辺はこれに直交している。東辺は他辺に比べると規模がやや小さくなっており、これ

に並行して南北に縦走するSD9とSElの東で合流している。埋土は、灰褐色粘質土単一層

の部分が大半であるが、深い所では下層に暗灰褐色土の堆積が認められた。遺物は主として第

I層下位及び第II層よrH出土している。一出土遺物には、土師器椀（101）、土師質土器皿（102、

103）・鍋（104～106）・鉢（107）、瓦質土器鍋（110）、備前焼捨鉢（111）、青磁稜花皿

（112）・碗（113～117）、白磁碗（118）、染付碗（119）、伊万里焼香炉（120）及び弥生土

器等があり、また、土錘（108、109）及び砥石（203、205）も出土している。なお、SDlに

－17－



はSD3～5及びSD7～9が合流しており、いずれの場合にも切り合いは認められない。

S D2

SD2は、調査区の北西端に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。Loc・12のSD2から

続く溝である。幅0．70m、深さ0・16mを測り、断面形はU字形を呈す。Loc・13における確認

長は16mである。埋土は黄灰色粘質土であり、埋土中より弥生土器片が若干出土している。し

かし、検出状況からして、後世の溝と考えられている。

S D3

sD3は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。Loc・12からSD2の

東隣を南へ並走する溝であり、南端はSDlに合流している。幅0・60m、深さ0・12mを測り、

断面形は舟底形を呈す。Loc・13における確認長は19mである。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が若干出土している。

SD4

sD4は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SB15～17及びSB

23を囲むような形で、逆L字状に延びている。幅0・80m、深さ0・12mを測り、断面形は舟底形

を呈す。SDlに連なる北辺の長さは9m、東辺の確認長は18mを測る。東辺の方向は、N

－22LEを指し、SDlに平行である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器

皿（121、122）・杯（123）・鍋（124）、瓦質土器、青磁、白磁碗（125、126）等が出土して

いる。

SD4とSDlとの切り合い関係は認められず、同時に併存していたものと考えられる。こ

の場合、SD4は、SDl及びSD9によって区画された敷地を、更に細分するような機能を

有していたものと推定される。

SD5

sD5は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの西辺の南部

から東へ延びる全長8．80mの溝である。幅0・90m、深さ0・12mを測り、断面形はU字形を呈す。

方向は、N－740－Wを指し、SDlの西辺に直交している。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中位より、土師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土している。

sD5はその北端をSK16によって切られている。しかし、SD5とSDlとの切り合い関

係は認められず、両者は併存していたものと考えられる0また、SB5もSK6によって切ら

れており、SD5の北に位置するSB15～17も溝と併行するものと考えられる。
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S D6

SD6は、調査区の南部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。幅0．60m、深さ

0．12mを測り、断面形はU字形を呈す。確認長は10mで、方向はN－18LEを指す。埋土は

灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び備前焼捨鉢（127）が出土した。

また、砥石も1点（204）出土している。

S D7

SD7は、調査区の南東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。逆L字状を呈して延

びる溝で、西辺はSD6に平行して縦走し、途中で東へ屈曲してSD9に至る。幅1．20m、深

さ0．20mを測り、断面形は舟底形を呈す。北辺の長さは11mで、東辺の確認長は9mである。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位を中心に土師質土器皿（128）・鍋（129～131）、瓦質土

器の出土をみた。なお、SD7はSB22及びSK20によって切られており、SB21を切ってい

る。しかし、SD9との切り合い関係は認められない。

SD8

SD8は、SD7の北側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SD9から西に延びる

小溝である。幅0．20m、深さ8cmを測り、断面形はU字形を呈す。全長9mで、方向はN－

75LWを指す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が若干

出土した。SD8とSD9との切り合い関係は認められず、同時期の溝と考えられる。

S D9

SD9は、調査区の東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。その北半はSDlの東

辺の東隣を縦走しており、南部でSDl・7・8と合流しながら、ほぼ一直線に調査区南端に

至っている。幅1．00m、深さ0．20mであり、断面形は舟底形を呈す。確認長は50mに及び、

方向はN－20LEを指す。SD9の埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位を中心に、須恵器、

土師質土器杯（132、133）・鍋（134）、瓦質土器、備前焼及び青磁の出土をみた。なお、SD

9の東肩部はSB2（）の柱穴によって切られている。

S DIO

SDlOは、調査区の東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。Loc．12の北東部から

Loc．13の南東部まで、直線的に南北に延びる長大な溝である。幅1．80m、深さ0．80mを測り、

断面形はU字形を呈す。Loc．13における確認長は46mであり、Loc．12の分を合わせると95m

に及ぶ。方向は、N－17LEを指し、SD9とほぼ平行である。埋土は、灰黄色粘質土をベー

スとしており、中に、黒色土がブロック状に混入していた。出土遣物は、弥生土器、土師器、
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須恵器、土師質土器杯（135）、瓦質土器鍋（137）、備前焼、魚住焼提鉢（138）、青磁、白

磁碗（139）及び土錘（136）等であった。

SDlOは、SK24・25、SDl・7・8等によって切られており、少なくとも溝に囲まれた

屋敷が構築される以前に機能したものである。その存続時期は、出土遺物及び埋土の状況から

みて、古代末～中世初頭と考えられる。

井戸

S EI

SElは、調査区の中央部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で確認された。同遺構上面一帯では、

第III層除去の時点から大小の自然石の出土が目立ち、第III層下位において人頭大の石が環状に

並んで検出された。第Ⅳ層上面まで掘り下げて精査した結果、これらは石組井戸の上端である

ことが確認された。

SElは、上端部の石組の内径が1．20mを測り、ほぼ同規模のまま下端に至る。下端部中央

には自然木をくり抜いて作った口径0．45m、高さ0．34mの井筒（223）が設置されており、こ

の井筒を固定するように、外周には径40cm前後の自然石が環状に敷き詰められていた。井戸は、

更にその外縁に石を積み上げていくことによって構築されていた。井筒の下端までの深さは

3．95mを測る。井戸内部の埋土は、上端部が礫混じりの灰褐色粘質土、中層が暗灰褐色粘質土、

下層が暗灰色粘質土であった。最下層部では粘土に細砂が混入しており、また、井筒付近では

湧水が激しかった。

掘り方部は、平面形が不整長円形であり、長径5．50m、短径4・40mを測る。掘り方部は、西

部を広くとっているため、その東壁は井筒設置部から垂直に近く立ち上がり、逆に西壁は緩や

かに立ち上がっている。掘り方部の埋土は黄灰褐色粘質土であった。なお、石組の裏込め部に

は若干の小礫と灰色粘土とが詰められていた。

出土遺物は、弥生土器壷（140）、土師器、土師質土器捨鉢（141）・鍋（142）及び土錘

（143）、瓦質土器鍋（144）、備前焼捨鉢（145－147）、常滑焼、青磁碗（148）等であり、備

前焼の出土が目立った。148は掘り方部からの出土である。また、石硯（202）、砥石（210、

212、214）及び石臼1点（217）の出土もみられ、下駄（219）、桶板（220、222）、折敷

（221）、井筒（223）及び橙（224、226）等の木製品も数多く出土している。

性格不明遺構

S PI

SPlは、調査区の中央部に位置し、第III層除去後に検出された。東西12m、南北10mに及
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ぶ浅い池状の落ち込みであり、深さは5～20cmを測る。その東端はSElに至る。底面には若

干の起伏が認められ、壁の立ち上がりは極めて緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、

埋土中より多数の遺物が出土している。うち、図示できたのは、土師質土器皿（149～152）・

杯（153～155）、瓦質土器措鉢（158）・鍋（159～163）、備前焼壷（164）、瀬戸焼瓶子（165）
J

青磁碗（166～168）、白磁碗（169）・小皿（170）及び土錘（156、157）、砥石（206～209、

211）等であり、また、朝鮮通宝（238）も出土している。

SPlは、SB9～12と重複関係にある。SB9～12を形成する柱穴は、埋土がSPlの埋

土とほぼ同一であり、SPlの埋土を除去した後に検出されたものが多い。

SPlは、形状からみても、人為的に掘り込まれたものとは考え難い。現時点では、SPl

は、SElを利用した水作業に関連して形成されたのではないかと推定している。SPlの西

北部より1条の溝状遺構がSDlに向かって延びており、同遺構が排水溝的な機能を有してい

たものと考えられる。この場合、SB9～12は、そのいずれかが炊事場として使用されていた

可能性が濃厚になってくる。

ピット

PI

Plは、調査区の北西部で、第Ⅳ層上面において検出された。SDl北辺のすぐ南に位置す

る。平面形は直径18cmの円形を呈し、深さは16cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋キ

中位より青磁皿（171）が出土している。

P2

P2は、SBlの北側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径28cmの円形

を呈し、深さは25cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器杯（172）

が出土している。

P3

P3は、SBlの東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径18cmの円形を

呈し、深さは20cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、底面より土師質土器杯（173、174）が

出土している。

P4

P4は、SB4の北側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径42cmの円形

を呈し、深さは30cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器杯（175）
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が出土している。

P5

P5は、P4の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径24cmの円形を呈

し、深さは27cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器杯（176）が出

土している。

P6

P6は、P5の更に東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は一辺40cmの隅丸

方形を呈し、深さは50cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器皿（177）

及び石臼（216）が出土している。

P7

P7は、SB4内西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径40cm内外

の不整円形を呈し、深さは27cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土

器小皿（178）が出土している。なお、P7とSB4との新旧関係は不明である。

P8

P8は、SB4内東寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は一辺17cmの方

形を呈し、深さは16cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質の土錘（179）

及び石臼（218）が出土している。なお、P8とSB4との新旧関係は不明である。

P9

P9は、SB5の西南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径32cm、短径22cmを測る。深さは27cmで、埋土は灰褐色粘質土であった。底面よりやや浮い

た状態で青磁碗（180）が出土している。

P10

PlOは、SB5の西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は径64cmの円形を

呈し、深さは27cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器小皿（181）・

杯（182）が出土している。

PII　～I3

Pll～13は、SB5の南部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形はいずれも円
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形を呈し、直径は、Pllが34cm、P12が20cm、P13が24cmを測る。深さは、それぞれ55cm、22

cm、23cmであり、埋土はすべて灰褐色粘質土である。

Pll・12からは土師質土器皿（183、184）が出土し、P13の底面からは青磁碗（185）が出土

している。また、Pllからは釘（231）も伴出している。

なお、各ピットとも、SB与との新旧関係は不明である。

P14

P14は、SB5の北側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径28cm、短径20cmを測る。深さは34cmであり、埋土は灰褐色粘質土である。埋土中位より瓦

質土器鍋（186）が出土している。

PI5～18

P15とP17は、SB6の北に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれも灰褐

色粘質土であるo P15は、平面形が直径20cmの円形であり、深さは16cmを測る。P17は、平面

形が直径31cmの円形であり、深さは44cmを測る。P15からは土錘（187）が出土し、P17からは

土師質土器皿（189）が出土している。

P16とP18は、SB6の北部で、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれも暗灰褐色

粘質土である。P16は、平面形が直径30cmの円形を早し、深さは36cmを測る。P18は平面形が

直径24cmの円形であり、深さは23cmを測る。P16からは土師質土器皿（188）が出土し、P18か

らは土錘（190）が出土している。

なお、各ピットとも、SB6との新旧関係は不明である。

P19

P19は、SB4の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径20cmの円形を

呈し、深さは39cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器杯（191）が

出土している。

P20

P20は、SB8の南側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径16cmの不整

円形を呈し、深さは12cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器皿

（192）が出土している。

P2I

P21は、SB8の東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径20cmの円形
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を呈し、深さは32cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土上位より備前焼捨鉢（193）が出

土している。

P22・23

P22・23は、調査区の西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれも暗灰

褐色粘質土である。P22は、平面形が直径28cmの円形を呈し、深さは33cmを測る。P23は、平

面形が直径30cmの円形であり、深さは41cmを測る。両ピットとも土師質土器皿（194、195）が

出土している。

P24

P24は、SElの東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は一辺24cmの方形

を呈し、深さは20cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器皿（192）

が出土している。

P25

P25は、SElの南側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は、一辺25cmの隅

丸方形を呈し、深さは31cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器皿

（197）が出土している。なお、P25は、SB13の内部にあるが、同遺構との新旧関係は不明

である。

P26

P26は、SB23の北に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径16cmの円形を

呈し、深さは19cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器杯（198）が

出土している。

P27～29

P27～29は、調査区の西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。Pl～26がSDlに

固まれた区画内にあるのに対して、P27～29はSDl西辺の西側に位置している。埋土はいず

れも灰褐色粘質土である。P27は、平面形が直径20cmの円形を呈し、深さは27cmを測る。埋土

中位より青磁碗（199）が出土している。P28は、P27の東側に接した位置にあり、平面形は直

径44cmの円形を呈し、深さも27cmを測る。底面直上壁際より土師質土器杯（200）が出土してい

いる。P29は、P27の南に位置しており、平面形は長円形を呈し、長径40cm、短径28cmを測る。

底面よりやや浮いた状態で土師質土器杯（201）が出土している。
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5．　まとめ

Loc・13における主要な検出遺構は、掘立柱建物群（SBl～24）と2条の溝（SDl・．9）

である。出土遺物からみて、溝は15～16世紀代に機能していたものと考えられ、掘立柱建物の

多くも、同時期に存在していたものと判断される。

溝に囲まれた建物群は、北部、中央部、南西部及び南東部の4つのブロックに細分される。

北部には、SBl～9があり、SB4・5の如き長大な東西棟を含んでいる。中央部のSB9

～12には、SEl及びSPlとの関連から、炊事場的な建物も含まれるものと推定されている。

南西部ではSB15－17が重複して検出され、更にその南にはSB23がある。このブロックはS

D4によって歴然と他と区画されている。そして、南東部にはSB13・14及びSB18～22があ

る（但し、SB18～22は溝と重複しており、溝の時期より若干下るものと考えられる）。かか

る建物址群の配置は、各建物の性格等を考える上でも興味深い事象である。

その他の遺構のうちで特筆すべきものにSEl、SK2、SK24～29がある。SElは、そ

の掘り方部より出土した青磁から、その構築時期の上限が14世紀以降と判断されるが、まず、

掘立柱建物群と同時期に機能したものとみて間違いないであろう。SK2は、屋敷の北西に意

図的に構築された中世墓と考えられる。構造に差はあるが、Loc．6の例と同様な意味をもつも

のであろう。SK24～29は近世墓であり、SK25・27出土の伊万里焼は17世紀後半～18世紀初

頭に位置付けられるものである。これらは、北のLoc．12の近世墓群との関連も考えられる。

－　25　－



第1表　掘立柱建物址計測表

挿 図 番 号 遺構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面 （慧 ） 備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×． 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第　 3　 図 S B　 l 2　 ×　 2 3 ．60　×　 3 ．60 0 ．80 ～　 2 ．34 N － 11？－ E 13 ．0

〝 S ．B　　 2 1　 ×　　 2 2 ．10　 ×　 2 」55 1 ．1 5　～　 2 ．24 N － 30 q一一E 5 ．4

第　 4　 図 S B　　 3 2　　 ×　　 3 1 ．8 0　×　 4 ．80 0 ．8 0 － 1 ．8 0 N － 78 L W 8 ．6

〝 S B　　 4 2　　 ×　　 5 3 ．6 0　×　 8 ．10 1 ．5 0　′－ 1 ．9 5 N － 68 ？－ W 29 ．2

第　 5　 図 S B　　 5 2　　 ×　 4 2 ．7 0　×　 6 ．9 0 1 ．2 5 －　 2 ．10 N － 67 と－W 1 8 ．6

〝 S B　　 6 2　　 ×　　 3 3 ．6 0　×　 4 ．2 0 0 ．95　～ 1 ．90 N － 2 0q一一E 15 ．1

第　 6　 図 S B　　 7 1　 ×　 2 2 ．00　×　 2 ．6 0 0 ．80 ～　 2 ．00 N － 18 q－ E 5 ．2

〝 S B　　 8 2　　 ×　　 3 2 ．80　 ×　 5 ．80 1 ．40　′－　 3 ．40 N － 6 5と－W 16 ．2

第　 7　 図 S B　　 9 1　 ×　 1 2 ．40　 ×　 2 ．85 2 ．4 0　～　 2 ．8 5 N ⊥ 22 と－ E 6 ．8

／′ S B　 lO 1　 ×　 2 1 ．60　 ×　 3 ．60 0 ．8 0　～ 1 ．8 0 N － 75 L W 5 ．8

第　 8　 図 S B　 ll 1　 ×　 2 3 ．00　 ×　 3 ．9 0 0 ．8 0 ～　 3 ．0 0 N － 30 と－ E 1 1 ．7

〝 S B　 12 2　　 ×　 2 3 ．30　 ×　 3 ．7 0 1 ．5 0 ～　 2 ．10 N － 16 と－ E 12 ．2

第　 9　 図 S B　 13 1　 ×　 2 1 ．80　 ×　 3 ．3 0 1 ．5 5　－ 1 ．8 0 N － 83 1－ W 5 ．9

〝 S B　 14 2　　 ×　 2 1 ．3 0　×　 2 ．0 0
■ヽ

0 ．6 0　～　 2 ．0 0 N － 80 L w 2 ．6

第 10 図 S B　 15 3　　 ×　　 5 3 ．9 0　×　 6 ．6 0 0 ．6 0　－ 1 ．5 5 N － 68 し－W － 24 ．1

〝 S B　 16 2　　 ×　 4 2 ．4 0　×　 5 ．7 0 1 ．15　へ′ 1 ．80 N － 6 7と－W 13 ．7

第 1 1 図 S B　 17 2　　 ×　 3 1 ．8 0　×　 4 ．2 0 0 ．80 ′－ 1 ．95 N － 6 8q－ W 7 ．6

〝 S B　 18 3　　 ×　 4 4 ．80　×　 5 ．40 0 ．65　－　 2 ．56 N － 11？－ E 25 ．9

第 12 図 S B　 19 1　 ×　 1 1 ．6 5　× 1 ．6 5 1 ．6 5 2 ．7

〝 S B　 2 0 1　 ×　 2 2 ．7 0　×　 3 ．6 0 1 ．7 0 ′－　 2 ．7 0 N － 18 と一 E 9 ．7

第 13 図 S B　 21 1　 ×　 2 2 ．7 0　×　 2 ．9 0 1 ．4 5　～　 2 ．7 0 N － 15 し－E 7 ．8

〝 S B　 22 2　 ×　 2 3 ．2 0　×　 4 ．2 0 0 ．5 5　～　 4 ．0 0 N － 19 q一一E 1 3 ．4

第 14 図 S B　 23 2　　 ×　 4 3 ．3 0　×　 5 ．6 0 1 ．00　′－　 3 ．80 N － 69 と－ W 18 ．5

′／ S B　 24 1　 ×　 2 2 ．4 0　×　 3 ．60 1 ．80 ～　 3 ．60 N － 2 10－ E 8 ．6
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第2表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 15　図 S K　 l 不整 長 方 形 1 ．0 0 0 ．7 0 0 ．18 N － 18 と－ E 箱　 形

〝 S K　　 2 長方 形 1 ・1 q 0 ．7 3 0 ．2 5 N － 15L E 〝

〝 S K　　 3 不整 形 1 ．7 5 1 ．4 0 0 ．2 0 N － 33 し－E
〝

〝 S K　　 4 不整 長 円形 2 ．4 0 1 ．9 5 0 ．10 N － 69 と－W 皿　 形
J

〝 S K　　 5 〝 2 ．00 1 ．35 0 ．2 5 N － 6 4 と－W 箱　 形

第 16 図 S K　　 6 不整 長 方 形 1 ．85 0 ．95 0 ．2 5 N － 72 と－W
〝

〝 S K　　 7 円　 形 1 ．70 0 ．20 皿　 形

〝 S K　　 8 帯　 状 6 ．60 0 ．60 0 ．20 N － 7 9 ㌔－W
〝

〝 S K　　 9 隅 丸長 方 形 2 ．58 1 ．20 0 ．18 N － 12 し－E
〝

〝 S K　 lO 長 方 形 1 ．30 0 ．90 0 ．33 N － 7 5㌧－W 舟 底 形

第 17　図 S K　 ll 不 整 形 2 ．25 1 ．4 5 0 ．38 N r 9 0－ E 箱　 形

〝 S K　 12 隅丸 長 方 形 1．93 1 ．40 0 ．33 N － 16？－ E 逆 台 形

／′ S K　 13 長 円形 1 ．08 0 ．78 0 ．20 N － 10㌔－E 〝

〝 S K　 14 帯　 状 4 ．50 0 ．4 5 0　 30 N － 6 8と－ W 皿　 形

第 1 8 図 S K　 15 長 円 形 2 ．00 1 ．30 0 ．23 N － 80 q－ W ′‾〝

〝 S K　 16 〝 0 ．90． 0 ．7 5 0 ．15 N － 13 ㌧－E 箱　 形

〝 S K　 17 不 整形 0 ．9 0 0 ．7 5 0 ．10 N － 35 と－ E 皿　 形

′′ S K　 18 帯　 状 8 ．0 0 0 ．8 0 0 ．2 2 N － 24 ㌔－E
〝

第 19 図 S K　 19 不整 方 形 2 ．0 0 1 ．4 0 0 ．3 2 N － 54 ㌔－W 舟底 形

〝 S K　 20 長 円形 2 ．2 0 1 ．5 3 0 ．3 3 N － 28 し－E 皿　 形

〝 S 咋　 21 不 整 方 形 1 ．2 3 1 ．0 5 0 ．1 5 N － 20 ㌔－E
〝

〝 S K　 22 長 円形 1 ．4 5 1 ．1 0 0 ．08 N － 8 3 ？一 W
〝

〝 S K　 23 ′′ 1 ．1 3 0 ．7 3 0 ．3 3 N － 18と－ E U 字 形

第 20 図 S K　 24 円　 形 0 ．8 0 0 ．10 〝

〝 S K　 2 5 不 整 方 形 0 ．7 6 0 ．4 0 0 ．20 N － 2 0？一 E 箱　 形

／′ S K　 2 6 円　 形
0 ．52

（0 ．36 ） 0 ．24 逆 台形

〝 S K　 2 7 不 定 形 0 ．70 0 ．50 0 ．34 ′′

／′ S K　 2 8 不 整 方 形 1 ．5 5 1 ．30 0 ．68 U 字 形

〝 S K　 2 9 ′′ 1 ．6 3 0 ．95 0 ．40 N － 16？－ E 箱　 形
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第3表　包含層出土土器観察表

挿図 番号 層　 位 器　　 種

口径

器 憂窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ層

土　 師　 器

高台付小 皿

11．0

（2 ．4）

高台 は 1 cm の高 さで外傾 して 下 り

る。

底部 は回転 糸切 りを施す。

2 ′′

土　 師　 器

高 台 付 皿

（5 ．2 ）

9 ．4

高台 の高 さは約4 ．5 cm で ，外 反 し

て下 りる。端 部は 丸 くお さめ，途
中 ，わずかで はあ るが段を有 す。

3 ′′

土　 師　 器

椀

（1 ．7 ）

7 ．8

高 台の高 さは 8 mm で，外側 に踏 ん

ぼ る形に貼付 け る。
外底 は丸底 であ る。

4 ′′ ′′
（ 2 ．1）

7 ．0

高 台は小 さ く短 い粘土帯 を貼付 け

る。

5 ′′ ′′
（ 2 ．8）

5 ．5

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が

る。
高台 は 4 mmの 高さで ，丸い粘 土帯

を貼付 け る。

6 ′′ ′′
（ 2 ．7）

6 ．0

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が

る 。
高台 は高 さ 5 m で ，外 傾 して 貼付
け る。

7 ′′ 〝
（ 2 ．2）

6 ．0

休部 は内湾 して外上 方に立 ち上が

る 。
高台 は 5 m皿の高 さで， 内傾 して貼
付 ける 。

挿 図番号 層　 位 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

8 第 Ⅲ層

土 師質土器

小　　　 皿

6 ．2

（ 1 ．9 ）

休部 ははば直 線的 に外上方 に立 ち

上 がる 。

ロ縁端 部を 細 く仕 上げ る。

底 部は回転 糸切 りを施す 。

9 ′′ ′′

7 ．7

1．2

4 ．4

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が

る。ロ縁端 部は外 反 し尖 る。
〝

10 ′′

土 師質土 器

皿

13 ．9

（ 2 ．3）

休 部 は内湾 して外上方 に立 ち上 が

る。 口綾部 は肥 厚 し，端 部は尖 る。

11 ′′ ′′

11 ．8

（ 3 ．2 ）

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が

る。 口縁端部 は細 く仕 上げ る。

12 ′′ ′′

11 ．0

（ 2 ．9 ）

休部 は内湾 して外 上方 に立 ち上が

り，口綾部 に至 る。

ロ縁 端部 は尖 る。

外面 に指頭 圧痕が残 る。

13 ′′ ′′

14 ．8

（ 3 ．7 ）

休部 は 内湾 して外上 方 に立 ち上 が

る。 ロ縁部 は肥厚 し，端部 は尖 る。

内外面 に指 頭圧 痕が残 る。

14 ′′ ′′

14 ．8

2 ．7

9 ．0

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が

り， 口綾 部に至 る。

口縁端部 は細 く仕 上げ る。

l
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挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口径

器 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 5 第 Ⅲ 層

土 師 質 土 器

杯

（ 1 ．8 ）

5 ．2

底 部 は 回 転 糸 切 りを 施 す 。

16 ′′ ′′
（ 3 ．0）

6 ．4

′′

17 ′′ ′′

16 ．2

5 ．5

6 ．0

休 部 は 内 傾 し て 外 上 方 に 立 ち 上 が

り ， 口 縁 部 で や や 外 反 す る 。
内 外 面 と も ロ ク ロナ デ を 施 す 。

1 8 〝 ′′

1 3 ．8

4 ．9

7 ．0

休 部 は や や 外 反 しな が ら外 上 方 に

立 ち 上 が る 。

ロ 縁 端 部 を 丸 く お さめ る 。

1 9 ′′

土 師 質 土 器

鍋

2 1 ．7

4 ．9

口綾 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ， 胴 部

は 張 り出 す 。

2 0 ′′ ”

2 8 ．2 ロ縁 部 は 内 傾 して 立 ち 上 が り ， 胴 外 面 に 指 頭 圧 痕 が 残 り ，煤 状 炭 化

（ 8 ．1 ） 部 は 湾 曲 す る 。

口 唇 部 は や や 凹 状 を な す 。

物 が 付 着 す る 。

2 1 ′′ 〝

19 ．6 休 部 は 内 湾 して 立 ち 上 が り ， □ 縁 外 面 ，右 上 が り の 叩 目有 り 。

（ 4 ．7） 端 部 を 丸 く お さ め る 。 肩 部 は 突 出

す る 。
内 面 ，横 方 向 の パ ケ 調 整 。

2 2 ′′ ”

2 1 ．6 休 部 は 内 湾 して 立 ち 上 が り， ロ縁 外 面 ， 右 上 が りの 叩 目有 り。

（ 6 ．0 ） 部 に 至 る 。 眉 部 は 突 出す る 。

口 唇 部 は 内 傾 す る 面 を な す 。

口 綾 部 内外 面 ，横 方 向 の ナ デ 調 整 。

2 3 ′′ 〝

2 5 ．9 胴 部 は ， あ ま り張 り出 さず ， 口縁 外 面 ， 右 上 が りの 叩 目 有 り 。

（ 7 ．0 ） 部 は や や 内 傾 す る 。 屑 部 は 突 出 す

る 。

内面 ， パ ケ 調 整 。

24 ′′ 土　　　 錘

全 長　 4 ．3

直 径　 1 ．0

重 量 （g ）4．2

円 筒 形 を 呈 す 。 土 師 質 。

2 5 ′′ ”

全 長　 4 ．3

直 径　 1 ．2

重 竜 （g ）5．5

′′ ′′

2 6 ′′ 〝

全 長　　 4 ．9

直 径　 1 ．2

重 量 （g ）5．2

′′ ′′

2 7 〝 〝

全 長 （4 ．1

直 径　 1 ．6

重 量 （g ）8．9

′′ ／′

2 8 ′′ 〝

全 長　 4 ．9

直 径　 1 ．2

重 量 （g ）6．8

′′ ′′

2 9 ′′ ”

全 長　 4 ．8

直 径　 1 ．2

重 量 （g ）7．9

′′ ′′
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挿 図 番 号 層　 位

＿　■P

器　　 種

口径

器 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

3 0 第 Ⅲ 層 土　　　 錘

全 長　　 4 ．0

直 径　 1 ．9

重 量 （g ）1 2 ．5

紡 錘 形 を 呈 す 。 土 師 質 。

3 1 ′′

．t′

′′

全 長　　 5 ．2

直 径　 r ．7

重 量 （g l l l ．5

円 筒 形 を 呈 す 。 ′′

3 2 ／′

′′一．

′′

全 長　　 5 ．4

直 径　 1．．6

重 量 （g ） 9．1

′′ ′′

3 3 ′′ ′′

全 長　　 7 ．0

直 径 （ 5 ．1 ）

重 量 （g ）8 5 ．0

紡 錘 形 の 大 型 土 錘 の 半 損 品 。 ′′

3 4

／

′′

瓦 質 土 器

措　　 鉢

3 3 ．0

（ 5 ．5 ）

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 上 が

り ，口 縁 端 部 は 外 傾 す る面 を な す 。

外 面 に指 頭 圧 痕 が残 る 。

3 5 ′′

瓦 質 土 器

鍋

2 1 ．0

（ 5 ．7 ）

口縁 部 は や や 外 反 し， 端 部 は 若 干

肥 厚 す る 。

口 唇 部 は ナ デ に よ り 凹 状 を な す 。

胴 部 は 張 り 出 す 。

口 唇 部 ， 口 縁 部 内 外 面 横 ナ デ 調 整 。

休 部 内外 面 に指 頭 圧 痕 が 残 る 。

3 6 ′′ ′′

15 ．8

（ 5 ．8 ）

口 縁 部 は垂 直 に 立 ち 上 が る 。

□縁 端 部 は外 側 に 肥 厚 し ，下 垂 す

る 。

胴 部 は 張 り 出 す 。

〝

3 7 ′′ ′′

2 1 ．4

（ 4 ．6 ）

ロ 綾 部 は や や 外 反 し ，端 部 は 外 傾

す る面 を な す 。

胴 部 は張 り出 す 。

口縁 部 内 外 面 桟 ナ デ 調 整 。

口綾 部 以 下 に指 頭 圧 痕 が 残 る 。

3 8 ′′ ′′

2 3 ．0

（ 5 ．5 ）

口 縁 部 は は ば 垂 直 に立 ち 上 が り ，

や や肥 厚 す る。端 部 は凹 状 を な す 。

胴 部 は 張 り 出す 。

口 唇 部 ， 口 縁 部 内 外 面 横 ナ デ 調 整 。

休 部 内外 面 に 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

3 9 ′′ ′′

2 2 ．8

（ 5 ．1 ）

口縁 部 は や や 外 反 し， 端 部 は 外 傾

し て 丸 く お さ め る 。

胴 部 は 張 り 出 す 。

口 唇 部 槙 ナ デ 調 整 。

胴 部 内 外 面 に指 頭 庄 痕 が 残 る 。

4 0 ′′ ′′

2 4 ．8

（ 5 ．1 ）

ロ 縁 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が り ，胴 部

は あ ま り張 り 出 さ な い 。

4 1 ／′ ′′

2 8 ．2

（ 5 ．4 ）

ロ縁 部 は 直 線 的 に や や 外 上 方 へ 立

ち 上 が り ， 胴 部 は 張 り出 す 。

口 唇 部 ， ロ 縁 部 内 外 面 横 ナ デ 調 整 。

4 2 ／′ ′′

2 1 ．2

（1 8 ．6 ）

口 綾 部 は 内 傾 し ， 端 部 を 丸 くお さ

め る 。

胴 部 は 湾 曲 し ，肩 部 に 突 帯 を 有 す 。

脚 部 に 指 頭 圧 痕 が 多 く残 る 。

4 3 ′′
捨　　　 鉢

4 0 ．6

（ 9 ．9 ）

休 部 は は ば 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 口 綾 部 内外 面 横 ナ デ 調 整 。 備 前 焼 。

上 が り ，ロ 縁 端 部 は 若 干 拡 張 す る。 休 部 内外 面 と も ロ ク ロナ デを 施 す 。

4 4 ′′ ／′

2 7 ．8

（ 6 ．4 ）

休 部 は ほ ば 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り ， 口縁 部 は や や 上 下 に 拡 張

す る 。 端 部 を 丸 く お さめ る 。

条 線 の 単 位 は 1 0 本 で あ る。 ′′
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挿 図番号 層　 位 器　　 種

口径

豊 蓋窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

45 第 Ⅲ層 4富　　　 鉢
（3 ．3 ）

14 ．0

休 部は直線 的に外 上方 に立 ち上が

る。
粂線 の単位は 9 本で ある。 備前焼 。

46 ′′ 〝
（6 ．6 ）

11 ．2

〝
粂 線の単位 は10本 であ る。 ′′

47 〝 〝
（6 ．5）

12 ．6

休部 はやや外反 しなが ら，外 上方

に立 ち上が る。
粂 線の単位 は11本 であ る。 ′′

48 ′′ 窺

26 ．6

（ 4 ．0）

N 字状 口縁を呈 す 。 ヽ外面 に 自然 軸がか かる 。 常滑焼 。

49 〝 ′′

26 ．5

（ 4 ．9 ）

N 字状 口綾を呈 す 。

ロ縁端部 を丸 くおさめ る。
〝

50 〝

青　　　 磁

皿

12 ．3 口綾 部 は外 反 して 立ち上が り，端 外 面 ，休 部下位 まで施 粕す る。

2 ．8

5 ．8

部 を丸 くおさめ る。 高台は 6 m皿の
高 さで垂直 に下 り，畳付外面 を削

る。

見込 の粕 を蛇の 目状に掻 き取 る。

51 〝

青　　　 磁

稜　 花　 皿

11 ．0 口綾 部は外反 し，端 部を丸 くお さ 口綾部内面にへ ラ描 きの文 様有 り。

（1 ．0 ） め る。 内外面貫大 有 り。

5 2 〝

青　　　 磁

碗

12 ．4

（ 3 ．3）

休 部 は直線的 に外上方 に立 ち上 が
り， 口綾 部 に至 る。
端 部を 丸 くお さめ る。

ロ綾 部外面 に雷文帯 を施す 。

由
〝 〝

16 ．6

（ 4 ．1）

外面 に蓮弁文 を施す 。
内外面貫 入有 り。

54 〝 〝

高台 は高 さ 1 cm で ，畳付の外 面を 外 面 に細 蓮弁文 を施す 。

（4 ．1 ）

5 ．2

削 る。 畳 付を越 えて粕 がかか る。

55 ′′ ′′

高台 は高 さ 1 cm で ，垂直 に下 り る。 見 込の粕 を円形 に削 り取 る。

（2 ．6）

5 ．6

畳付 は外面を 削 り，狭 くして い る。 高 台外面 まで施 軸 し，外 底は露 胎

す る。
粗 い貴人有 り。青 緑色粕 。

56 ′′ 〝

休部 は内湾 して 外上方 に立ち上 が 外底 の一部 まで軸 が残 り　 畳付 の

（3．7）

4 ．7

る。高 台は高 さ 1 cm で ，垂直 に下
りる。
高台 内面 を浅 く削 る。

Iみ 粕を掻 き取 る。
見込 の粕を 円形 に削 り取 る。
外面 に蓮弁文 を施す 。

57 〝 〝
（2 ．7）

5 ．6

高 台内面 まで 施粕す る。

見込は露胎 し，一 部に軸 が残 る。
内外面 に貴人有 り。

畳付 に砂が溶着 す る。

58 ′′ 〝

高 台は高 さ 8 mmで 高台 内面 を浅 く 見込 に印花文有 り

（ 1．6 ）

5 ．0

削 る。 0畳付の外 底は露 胎す る。
黄緑色 粕。

59 ′′

染　　　 付

皿

（1 ．8 ）

3 ．6

碁 笥底を呈す 。 見 込 1 条の 界線中 に人型 の寿 。

底 部外面 に 1 条 の界線 。
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挿図 番号 層　 位 器　　 種

「］径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

60 第 Ⅲ層 菊　　　 皿

高台 は高 さ7 mm で，高台 脇を削 る。 内外 面 ，放 射線状 に凹み文 様を施 瀬 戸焼 。

（2 ．3）

4 ．0

島台 内面は浅 く削 る。 す 。
内面に黒 色顔料 を塗 って い る。

6 1 ′′

染　　　 付

皿

（1 ．4 ）

5 ．9

高台 外側は 高さ 5 mm で，垂直 に下

りる。
高 台内面 は外 傾 して お り，端 部は
尖 る。

伊万里 系。

62 ′′
腕

12 ：4

（ 8 ．2 ）

4 ．4

休 部は 内湾 して外 上方に立 ち上が 淡青 色の山水 文を染付 け る。 ′′
り，口綾部は・，はば真上 に上が る。 内外 面に質 入有 り。
端 部を丸 くお さめ る。高台 は高 さ

7 mmで外傾 して下 りる。高 台内面
を深 く削 る。

畳付 は露胎 し，赤 く発色す る。

63 ′′
皿

（2 ．1 ）

3 ．2

高台は小 さ く低 い。

休部下位は ，内湾 して立ち上 がり ，
休 部中位 か ら外反 す る。

見 込に胎土 日。 唐津系。

第4表　包含層出土石器観察表

挿図番号 層　　 位 器　 種

最大長

計測値 霊至淫

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

64 第m 層 石　 脱

（8．8）

（7．2）

1．2

82 ．5

千 枚 岩

海部を欠損しており，陸部のみ残す。

第5表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

65
S B l

青　　　 磁

碗

休部 は 内湾 して外上 方に立 ち上が 外面 に細蓮弁 文，見込 に不鮮 明な

（5 ．7 ） る。 島台 は尚 さ1 ．2 cm で ，ほ ぼ垂 0
に　　　 る 畳 、を ．えて 高台　　 まで　 がか

P　 l
4 ．5

○
畳付 は外面 を削 り狭 くす る。
高台内面 を浅 く削 る 。

か る。内外面質 入有 り。

6 6 ′′
土　　　 錘

全長 （ 3 ．4）

直径　 1 ．3

重量（g ）5．5

‘円筒形を 呈す 。 土師質。

67
S　B　 5

P　 l

土師質 土器

杯

13 ．8

（ 2 ．7 ）

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が

り，口縁部 は外 反す る。

68
S B　 9

P　 l

土 師質土 器

皿

1 1．4

（ 2 ．5）

口縁 部は肥厚 す る。 口縁部 内外面横 ナデ調 整 。
休部外 面に指頭 圧痕が 残 る。

69
S B 16

P　 l

土　　　 錘

全長　 4 ．6

直径　 1 ．5

重量（g ）8．7

円筒形を 呈す。 土師質。

70
S　B 18

P　 l

瓦 質 土 器

捨　　　 鉢

23 ．6

（ 4 ．5 ）

休部 は直線的 に外上方 に立ち上 が

る。口縁 端部 は外傾す る面を なす。
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挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

71
S B 23

P　 l

土師質 土器

皿

12 ．6 休 部 は 内湾 して外 上 方 に 立 ち上 口綾部 内外面横 ナデ 調整 。

（3 ．0 ） が り， 口縁 部に至 る。
端 部を丸 くお さめ る。

休 部 内外 面に指頭 圧痕 が残 る。

72 ′′

瓦 質 土 器

鍋

19 ．8

（ 4 ．1 ）

口縁部 内外面桟 ナデ調 整。
休 部外面 に指頭圧 痕が残 る 。

73
S　B 24

P　 l

土　　　 錘

全長 （3 ．0 ）

直径　 1 ．2

重量（g）3 ．5

円筒 形を呈す る もの と考え られ る

が ，欠 損が著 しい 。
土師質 。

74 S K　 2

土 師質土器

皿

9 ．6

（2 ．4）

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上 が

る。 □綾部は肥 厚 し，端 部は尖 る。
外面 に指頭 圧痕が残 る。

75 S　K　 7 土　　　 錘

全長＝　 －4 ．5

直径　 1 ．8

重量（g ）9 ．9

円筒形 を呈す る。 土師質 。

挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

法竜　 器高
（c m ） 胴径

底 径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S K　8

土　 師　 器

椀

（1 ．8 ）

4 ．0

高 台 は 3 mm の高 さで ，外 方に踏 ん

ぼ る形 に貼付 ける。

77 ′′

土　 師　 器

高台付小皿

（3 ．2）

4 ．6

底 部は糸切 り底で あ る。

挿 図番号 遺構番号 器　　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

78 S　K　9

土師質 土器

皿

16 ．4

（ 2 ．5 ）

休 部 は 内湾 して外 上 方 に立 ち 上

が る。

口綾部 は肥厚 し，端部 は尖 る。

7 9 S　K l l

土師質土 器

椀

13 ．4

（ 3 ．6）

休 部 は内湾 して 外 上方 に 立 ち 上

が り，口綾部 は外反す る。
端 部 は尖 る 。

口綾部 内外 面積 ナデ 調整。

80
′′

土 師質土 器

椀

（1．6）

7 ．2

調 整不明 。

8 1 S　K ll 土　　　 錘

全長 （3 ．4 ）

直径　 1 ．2

重量（g ）4．5

円筒 形を呈 す。 土師質 。

82 S K 12 ′′

全長　 3 ．6

直径　 1．4

重量（g ）6．4

′′ ′′

83 S K 14

土師質 土器

皿

9 ．6

1 ．6

6 ．3

休部 は直線的 に外上 方に立 ち上が

る。
口縁端 部は細 く仕上 げる。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

84 S K 14

青　　　 磁

碗

17 ．5

（ 3 ．7）

外 面に細蓮弁 文 。

剣 頭の単位 を意識 して いない 。

85 S K 18

土 師質土器

皿

14 ．6 休 部は 内湾 して外 上方 に立 ち上 が 口縁部 内外 面横 ナデ 調整 。

す
（2 ．7 ） り， 口縁 部は外 反す る。

端 部は 尖 る。
外面 に指頭 圧痕 が残 る。

86 ′′

土師質土器

杯

6 ．9

（4 ．4 ）

休 部 は内湾 して外上方 に立 ち上 が

り，口縁部 はやや外反す る。端 部
を丸 くお さめ る。

87 ノ′

土師質土 器

鍋

2 1．0

（ 4 ．3）

口縁部はやや内傾して立 ち上が り，

肩部 が突 出す る。

ロ縁 部内外面横 ナデ 調整。

88 ′′ ′′

2 3 ．4

（4 ．3 ）

〝 外 面 に叩 目。
内面 にパ ケ調整 。

口縁 部 内外 面横 ナデ調整 。

89 ′′
捨　　　 鉢

（5 ．9 ）

13 ．4

休 部は直線 的に外上 方に立 ち上が

る。

粂線 の単位 は 8 本 であ る。 備前焼 。

90 〝
蛮

24 ．0

（ 7 ．3 ）

断 面 楕 円形 を 呈 す る玉 縁状 の 口

縁 を もつ 。
′′

9 1 〝

青　　　 磁

碗

高 台は1 ．4ctnの高 さ で ，垂 直 に下 高 台内面 まで粕 がかか る。

（3 ．6 ）

4 ．7

りる。
高 台内面 は浅 く削 る。

内外面貰入 有 り。

9 2 ′′ ′′
（3 ．1）

休 部 は内湾気味 に外上方 に立 ち上 外 面 ，片 切彫の 蓮弁文 。

が る。 に　　　 。
高台 は1 ．2 cm の高 さで ，や や 内傾 高台 内面 まで施 軸 し，外 底 は露 胎

5 ．8

して下 りる。 す る。

93 S K 19

土 師質土器

杯

（2 ．0 ）

7 ．1

底部 は回転糸切 りを施 す。

94 ′′
土　　　 錘

全長 （3 ．2 ）

直径　 1．0

重量（g ）2 ．8

円筒形 を呈す 。 土師質 。

95 ′′
ヰ雷　　　 鉢

11 ．6

（ 4 ．8 ）

休部 は直線 的に外上 方に立 ち上が

る。 ロ縁部 は上下 に拡張す る。

内外 面 とも ロクロナデ調 整。 備前焼 。

9 6 ′′

青　　　 磁

碗

16 ．1

（ 3 ．3）

片 切彫 りの買弁文 。

97 S K 25 碗

8 ．3

（ 5．3）

休部 は 内湾 して外 上方 に立 ち上 が 口縁部外 面 ，雨 降 り柳 文様 。 伊 万里 系。

り，口縁部 に至 る。
端 部は丸 くお さめる。

高台は 7 mm の高 さで，や や内傾 し

て下 りる。

軸の発 色が悪 い。

98 ′′ ′′

8 ．6

5 ．3

3 ．3

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が 畳付 のみ粕を掻 き取 る。 ′′
り， ロ縁 部 に至 る。端部 は丸 くお

さめ る。
高台は 8 mm の高 さでやや 外傾 して
下 りる。端部 は丸 くおさめ る。

畳付 に砂が溶着 す る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

99 S K 2 7 盤
（2 ．2）

13 ．0

伊 万里系 。

100 ′′
高 台 付 碗

高台 は 2 cIuの高 さで ，垂 直に下 り 見込 の軸 を蛇の 目状 に掻 き取 る。 京焼 系 。

（3 ．2）

7 ．1

る。高 台内面を深 く削 る。 畳付 の軸を 撞き取 り，砂 が溶着す

る。 内外面貫 入有 り。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

101 S D l

土　 師　 器

椀

（ 1．8）

6 ．0

高台は 5 mmの高 さに貼付 け る。

挿図番号 遺構 番号 器　　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

10 2 S D l

土師質土 器

皿

12 ．4

（ 2 ．0 ）

休 部 は ほば 直 線 的 に外 上方 に立

ち上が り，口綾部 はやや外反 す る。
端 部は 尖る。

10 3 ′′ ／′

10 ．6 休 部下位 で外反 して立 ち上 が り， 内面 に ロクロ痕が残 る。

3 ．6

6 ．0

中位で湾 曲 して 口綾部 に至 る。端

部 は細 く仕 上げ る。

底部 は糸切 り。

104 ′′

土 師質土器

鍋

34 ．0 口頚部で急 に外反す る。 ロ縁部 内外面槙 ナデ調 整。

（6 ．7 ） 頚部 内面 に稜を形成 す る。 胴部外面 指頭圧 痕が残 る。

105 〝 ′′

28 ．8 ロ縁 部は はば垂直 に立ち上が り， 外 面 に指頭 圧痕 が瑳 る。

（3 ．0 ） 口唇部はナデに よ り凹状 をなす。 内面横 方 向のパケ調整 。

106 〝 ′′

28 ．6 胴部 は張 り出 し， 口綾部 は 内傾 し

・．－す
外面 胴部下 半に斜格 子の 叩目痕有
り。
内面 ナデ調 整 。

（10 ．1）

22 ．8

て　　　 が る。 ロ　 ロは　 ナ丁に
よ り凹状を なす。

107 ′′

土師質 土器

鉢

13 ．8

（14 ．3）

休部 ははば垂直 に立 ち上 が り，口

綾部 は内側 に湾 曲す る。端部を 丸
くお さめ る。

ロ縁 部 内外 面桟 ナデ調整 。 火 鉢 か ？

108 ′′
土　　　 錘

全長　　 4 ．8

直径　 1．1

重量 （g ）5．6

、円筒形 を呈す 。 土 師質 。

109 〝 ′′

全長　　 3 ．5

直径　 1．2

重量 （g ）4 ．1

′′ ′′

110 〝

瓦 質 土 器

鍋

27 ．7 ロ綾部 は垂直 に立 ち上 が り，胴 部 口縁 部 内外 面横 ナデ調整 。

（5 ．9 ） は大 き く張 り出す。

口唇部 は外傾す る面を なす。

休 部内外面 に指頭圧 痕が残 る。

111 ′′
才雷　　　 鉢

30 ．4

（ 6 ．2 ）

口縁部 は上方 に拡張 して立 ち上 が

る。
内外 面 とも， ロクロナデ を施す 。 備前 焼 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

日径

豊 整窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 12 S D l

青　　　 磁

稜　 花　 皿

13 ．0

（ 2 ．1）

休 部下位 で屈曲 し，外反 して立 ち

上が り，ロ縁部 に至 る。
端 部は 丸 くお さめ る。

内外面質 入有 り。

113 ′′

青　　　 磁

碗

（2 ．4 ）

5 ．5

高台 は 1 cmの高 さで ，畳 付 内外 面

を削 る。

外底の一 部が露 胎す る。

114 ′′ ′′
（ 1．6 ）

6 ．4

高台 は 7 mm の高 さで ，畳付外 面を

削 る。

内外面 質入有 り。

115
′′ 〝

休 部は 内湾 して外 上方 に立 ち上が 畳付 を越 えて粕が かか る。

（4 ．4）

5 ．0

る。高台 は1．5cm の 高 さで 垂 直 に 外底 は露胎 す る。

下 りる。畳 付外面 を削 る。 高台 内

面は外 よ り浅 く外傾 して 削る 。

内外面貫大 有 り。

116
′′ ′′

5 ．0

（3 ．6 ）

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が

り， ロ縁 端部 は丸 くお さめ る。

117 ′′ ′′

11 ．6 口縁部 は，ほぼ直 線的 に外上方 に 細達弁 文。

コ！亡．‾（3 ．2 ） 立 ち上 が り，端 部は丸 くお さめ る。 剣頭 を恩識 して い る。

118 ′′

白　　　 磁

碗

（2 ．2 ）

6 ．6

高台は7 mmの高さで垂 直に下 りる。

高台 内側は浅 く削 る。

外面 は露胎す る。

119 ′′

染　　　 付

碗

14 ．0 休部 は直線的 に外上 方に立 ち上が 口 縁部 内面 2 条 の 界線 中 に雷 文

・出・′而「0
ロ縁 部外面 1 条 の界 線。

（3 ．4 ） ，ロ　 ロで　　　 反　 る。 、ロ
は丸 くお さめ る。

12 0 ′′
香　　　 炉

8 ．2

（ 1．9 ）

休部 は垂直 に立 ち上 が り，ロ綾部

は内側 に肥 厚す る。

休 部内面 は露 胎す る。 伊万 里系 。

121 S D　 4

土 師質土器

小　　　 皿

9 ．8

（2 ．1）

休 部は 内湾 して ，外 上方 に立 ち上

が り， 口縁 部 に至 る。
端 部は細 く仕上 げる。

122 ′′

土 師質土器

皿

9 ．6

（2 ．5 ）

休 部 ははば直線 的に外 上方 に立 ち 内外面 と も指頭 圧痕が残 る。 灯 明 皿 か ？
上が り，口縁部 に至 る。

端部 は細 く仕上 げ る。

内面黒 色を呈す 。

123 ′′

土師質土 器

杯

15 ．4

3 ．9

6 ．4

休部 は直線的 に外上方 に立 ち上が 内外 面 ロクロナデ調整 。
る。 口縁部 は肥厚 し，端部 は丸 く

お さめ る。

底部 は糸切 り底で ある。

124 ′′

土師質 土器

鍋

34 ．3

（ 4 ．1）

ロ縁部はやや内傾 して立ち上が り， 外 面右上 が りの叩 目痕 有 り。

端部 は 内傾 す る面 をなす。 肩部が ロ綾部 内外面横 ナデ調整 。

突 出す る。 胴部 内面 荒い パケ調整 。

125 ′′

白　　　 磁

碗

（1 ．2）

4 ．2

高 台は 5 mm の高 さで高台 内面は浅

く削 る。

外 面は露 胎す る。

126 ′′ ′′

15 ．1

（ 2 ．9 ）

休部 は直 線的 に外 上方 に立 ち上 が

る 。
玉縁状 の口縁で あ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口彿

器 憂窪 形　　　　　　 ．態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

127 S D　 6 才富　　　 鉢
（4 ．8 ）

14 ．5

休 部 は直線的 に外 上方 に立 ち上 が

る。

備 前焼 。

128 S D　 7

土 師質土器

皿

12 ．0

2 ．5

6 ．3

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が
り， 口綾 部に至 る。
端 部は 尖る。

129 ′′

土師質 土器

鍋

14 ．7

（ 7 ．5 ）
口唇部 及び □綾 部 内外 面積 ナデ調

整 。

130 〝 ′′

27 ．4

（ 8 ．2 ）
口唇部 及び ロ縁 部 内外 面横 ナデ調

整 。

内面 荒い パケ調整 。
外 面に指頭 圧痕 が残 る。

131
′′ 〝

2 1 ．1 ロ綾 部 は内傾 して立 ち上が り　 肩 口綾部 内外面積 ナデ調 整
（10 ．7 ） I部 が突 出す る。胴部 は張 り出す 。

口唇部 は内傾 して丸 くおさめ る。

0外 面右 上が りの 叩目痕有 り。

132 S D　9

土師質 土器

杯

（2 ．5）

5 ．4

底 部 は糸 切 り底 であ る。

13 3 ′′ ′′

（2 ．3）

13 ・芋

内外面 ロ クロナデ調整 。
底 部は糸 切 り底 であ る。

134 ′′

土 師質土器

鍋

21 ．8 □綾部 は 内傾 して立 ち上が る。肩 ロ縁 部内外面 桟 ナデ調整

（4 ．6 ） 部は突 出す る。 口唇部 は内傾 す る
面を なす。

0外面 右上が りの叩 目痕有 り。

135 S D lO

土 師質土器

杯

11 ．9 休 部 は外 反 しなが ら外上 方に立 ち 口綾部 の一 部 に黒 斑有 り。

4 ．0

6 ．6

上が る。ロ縁端部 は丸 くお さめ る。 底 部は糸切 り底 であ る。

136 ′′
土　　　 錘

全長　　 3 ．2

直径　 1 ．6

重量 （g ）5．8

紡 錘形 を呈す 。 土 師質 。・

137 〝

瓦 質 土 器

鍋

27 ．1

（ 5 ．7 ）
口縁部 は垂 直に立 ち上が り，肩部
に突帯有 り。

口唇部 は水 平な面 をなす 。

ロ縁部 内外面横 ナデ 調整。

138 ′′
捏　　　 鉢

32 ．4

（ 5 ．6）
休 部は直線 的に立 ち上が り，口縁
部 は内湾す る。端部 は肥厚 してい

る。

内外面 ロクロナデ 調整。 魚住焼 。

139 〝

白　　　 磁

碗

17 ．0

（ 2 ．6）
玉縁 状の 口縁を呈 す。 内外 面 に貫 大有 り。

挿図番 号 遺構番号 器　　 痙

口径
法量　 器高
（c m ） 胴 径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

140 S E l

弥 生 土 器

＝量ご宝E

12 ．0

（ 5 ．3）

頚部 は直線 的に立 ち上が り，内湾
気味 の ロ綾 部 に至 る。

内外面 パケ調整 。

－　37－



挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

14 1 S E l

土 師質土器

捨　　　 鉢

24 ．0

11 ．4

15 ．0

休部 は直線的 に外上万 に立 ち上が

り，口縁部で 内湾す るや
端部 は丸 くおさめ る。

142 〝

土師質土 器

鍋

25 ．0

（ 4 ．2）

口縁部は 内傾 して 立ち上 が り，肩

曹 鵠 詣 伝すヽ 面を なす。

ロ縁部 内外面槙 ナデ 調整。
休部外面 ，右上 が りの＿叩目痕 有り0

143 〝
土　　　 錘

全長 （4 ．6）

直径　 1．4

重量（g ）8 ．1

円筒形 を呈す。
土師 質。

14 4 〝

瓦 質 土 器

鍋

16 ．4 ロ縁部 は垂直 に立 ち上が り，胴部 口縁部 内外 面槙 ナデ調 整。

（6 ．8 ） は大 き く張 り出す 。 外面 に指 頭圧痕 が残 る。

145 ′′
措　　　 鉢

26 ．9 休部 は直線 的に外 上方 に立 ち上が 内外面 ロクロナデ調 整。 備前焼 。

（5 ．7 ） り，ロ縁部 は上下 に拡張す る。 条線 の単位 は 6 本で あ る。

146 ′′ ′′

29 ．8

（ 4 ．0）

ロ綾部 は上に大 き く拡張 す る。 口縁 部に 3 本 の凹線 文有 り。 ′′

147 〝 ′′

（5 ．0）

13 ．0

内外面 ロク ロナ デ調整 。 ′′

14 8 〝

青　　　 磁

碗

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が 外 面 ，縞 蓮弁文 。

（2 ．7 ）

4 ．6

る。 高台は 5 m皿の高 さで垂直 に下 内外面 ，荒い貫 入有 り。
りる。 畳付及 び外底 は無粕 。

■ヽ

149 S P l

土師質 土器

小　　　 皿

6 ．6

2 ．0

4 ．0

や や内湾気 味に外上 方に立 ち上が

る。

口縁端部 は丸 くお さめ る。

底部 は糸切 り底 であ る。

150 〝

土 師質土器

皿

11 ．0

2 ．3

4 ．5 ・

休 部 は内湾 して外 上方 に立 ち上 が

り，ロ縁部は外反 す る。
端部 は尖 る。

口綾 部 内外 面積 ナデ調整 。
休 部外面 に指頭圧 痕が残 る。

151 　 〝 ′′

12 ．3

3 ．3

6 ．0

休部 は内湾 して外上方 に立 ち上が ‘

り，口綾部 に至 る。
端 部は尖 る。

〝

152 ′′

土 師質土器

皿

1 1．5

1．9

7 ．8

休 部は ほば直線的 に外上方 に立 ち

上 が り，口縁部 に至 る。
端 部は細 丸 く仕 上げ る。

口縁部 内外 面横 ナデ調整 。

15 3 ． ′′

土師質土 器

杯

（1 ．9 ）

7 ．6

底 部は回転 糸切 りを施す 。

154 ′′ ′′
（2 ．7 ）

6 ．0

′′

155 ′′ ′′

15 ．6

（4 ．3）

休 部は 内湾 して外 上方 に立ち上 が

り， 口綾 部は外反 す る。
端 部 は丸 くお さめ る。

口縁 部 内外面 横 ナデ調整 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

156 S P l 土　　　 錘

全 長　 4 ．2

直径　 1 ．5

重 量（g ）8．8

紡 錘形を呈す 。 土師質 。

157 ′′ 〝

全長 （5 ．4 ）

直径　 1 ．6

重量（g n 3 ．4

円筒形 を呈す 。
〝

158
〝

瓦 質 土 器

梧　　　 鉢

22 ．8 休 部は直 線的 に外 上方 に立ち上 が 口唇 部及び ロ縁部 内外面横 ナデ訝
■

（7 ．1） る。ロ縁端 部は外傾 す る面 をな す。 整 。
胴部外 面に指頭 圧痕 が残 る。
粂線 の単位は 5 本で あ る。

159
〝

瓦 質 土 器

鍋

19 ．2 休 部は内湾 して立 ち上が り，口縁 口唇部及 び ロ縁 部内外 面横 ナデ調
整。
休 部外面 に指頭 圧痕 が残 る。

（4 ．7 ） 部 は内傾す る。
rL

屑部 に段部を 有す。

160
〝 ′′

20 ．2

（ 6 ．5）
′′

16 1 ′′ ′′

22 ．8

（ 6 ．3 ）

ロ綾部 は垂直 に立 ち上が り，胴部

は張 り出す。
口唇部 及び 口縁部 内外面横 ナデ調
整。
休 部外 面に指頭 圧痕 が願 著 。

162 〝 ′′

23 ．5

（6 ．5 ）
′′ 口唇 部及び ロ綾部 内外 面横 ナデ調

整 。
休 部外 面に指頭 圧痕 が残 る。

163 ′′

瓦 質 土 器

鍋

22 ．8

（ 4 ．7 ）

口綾部 は垂直 に立 ち上 が り，胴 部
は大 き く張 り出す。

休 部外面 に指頭圧 痕が残 る 。

口綾部 内外 面積 ナデ 調整。

164 〝 一上宝E

11 ．6

（ 3 ．6 ）

玉縁 状の 口縁を呈 す。 内外面 ロクロナデ 調整 。 備前焼 。

16 5 ′′ 瓶子 の底部
（1．5）

7 ．2

外面 に灰 粕を施 す。
外 底は露胎 す る。

胴 部内面 に指頭圧 痕を残 す 。

瀬戸焼 。

166 〝

青　　　 磁

碗

12 ．6

（ 1 ．9 ）

外 面に細蓮弁 文 。

167 ′′ 〝
（2 ．0 ）

5 ．2

外面 休 部下位 まで施 軸。
内外 面に貫入 あ り。

見込の 軸を蛇の 目状 に掻 き取 る。

168 〝 ′′

14 ．3 休部下 位か ら内湾気 味に立 ち上が 外面 に細 蓮弁文 。

6 ．8

4 ．7

り，口綾部 は直線的 に外上方 に延
び る。 端部 は丸 くお さめ る。 高台
は 1 cm の高 さで 垂直 に下 りる。 畳
付 外面 を削る 。

畳付及 び外底 は無粕 。

見込 に印花文有 り。

16 9
〝

白　　　 磁

碗

12 ．8

（ 2 ．0）

ロ縁 は玉縁状を呈 す。

170
〝

白　　　 磁

小　　　 皿

（1 ．7 ）

3 ．8

アーチ状 の高台を 有す。 休 部下位 まで 施軸 す る。
内外面貫入 有 り。

見込 に目跡が残 る。‾
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挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

17 1 P　 l

青　　　 磁

皿

13 ．6

（ 2 ．5）

休 部 は内湾 して外 上方 に立ち上 が

る。 口縁 端部を 丸 くお さめ る。

焼 成不良 。

17 2 P　　 2

土師 質土器

杯

14 ．0

（ 3 ．0）

休部 は直 線的 に立 ち上が り，口縁
部 は外 反す る。端部 は肥厚 し，丸

くお さめ る。

内外面 ロクロナデ 調整。

173 P　　 3 ′′

15 ．9

（ 3 ．5 ）

ロ縁部 内外 面桟 ナデ調 整。

休 部 内外面 に指頭 圧痕が残 る。

174 ′′ ′′

13 ．2

（ 4 ．5）

休 部 はや や外反 しなが ら外上方 に

立ち上 が る。 口縁端部 は細丸 く仕
上げ る。

内外面 に ロクロナデが残 る。

ロ縁部 の一部 に黒斑有 り。
底部 は回転糸切 り底で あ る。

175 P　　 4 〝

12 ．0

3 ．3

5 ．6

休部 は直線的 に外上方 に立 ち上が

り，その ままロ綾部 に至 る。端 部
は丸 くお さめ る。

内外 面 ロクロナデ 調整 。
底部 は回転糸 切 り底 であ る。

176 P　　 5 ′′
（2 ．1 ）

6 ．0

〝

177 P　　 6

土 師質土器

皿

13 ．5

（ 3 ．1）

休部 は内湾 して立 ち上が り， ロ縁
部 で外反す る。

端部 は丸 くお さめ る。

口綾部 内外 面積 ナデ調 整。

178 P　　 7

土 師質土器

小　　　 皿

9 ．4

1 ．8

6 ．0

休 部 は内湾 して外上方 に立 ち上 が

る 。

内外面 ロク ロナデ調整 。

底部 は回転 糸切 り底で あ る。

179 P　　 8 土　　 準

全長　　 5 ．0

直径　 1 ．1

重量（g ）6．3

円筒形 を呈す。 ■ヽ
土師質 。

180

18 1

P　　 9

青　　　 磁

碗

14 ．6

（ 4 ．8 ）

休部 はやや 内湾 して 外上方 に立 ち

上が り， 口綾 部はや や肥厚 し外反

す る。

内外 面に質 入有 り。

P　 lO

土師質 土器

小　　　 皿

6 ．3 休部 は外反 して立 ち上が る。 休 部 内外 面 ロクロナデ調 整 。

1．4

3 ．7

□縁端部 は尖 る。 底部 は回転糸切 り底で あ る。

182 〝

土師質 土器

杯

13 ．0

（ 4 ．7 ）

休 部 は内湾 して 外上方 に立 ち上 が

り，ロ綾部は外 反す る。

口綾 部内外面 桟ナデ 調整 。

183 P　 ll

土 師質土器

皿

13 ．3

3 ．2

8 ．5

休部 は内湾 して外上 方に立 ち上が

り，口縁部 に至 る。

口縁 部は肥厚 す る。

ロ縁部 内外 面横 ナデ調 整。

休 部 内外 面に指頭 圧痕 が残 る。

184 P　 12 ′′

1 1．4

（ 2 ．2）

休 部は 内湾 して外 上方 に立 ち上 が

り， ロ縁 部は外反 す る。
端部は細 く尖 る。

185 P　 13

青　　　 磁

碗

高台 は1 5 cm の高 さで 垂直 に下 り 見込 に 「福」 の印刻有 り。

（2 ．6）

5 ．6

る。畳付 は外面 を削 り狭い。 高台

内面 は浅 く削 る。

外底 ，蛇の 目状 に粕を掻 き取 る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

語 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

186 P　 14

瓦 質 土 器

鍋

2 2 ．4 口綾部 は垂直 に立 ち上 が り，胴 部 ロ綾 部 内外 面積 ナデ 調整。

（4 ．2 ） は張 り出す。＿
口縁端部 は内傾す る面を なす 。

休部 外面 に指頭圧 痕が残 る。

187 P　 15 土　　　 錘

全長　 4 ．5

直径　 1 ．3

重量（g ）6．4

紡 錘形を 呈す。 土師質 。

188 P　 16

土 師質土器

皿

12 ．7 休部 は内湾 して外上 方に立 ち上が 口綾部 内外面積 ナデ 調整。

2 ．4

7 ．0

り，ロ綾部 に至 る。 端部は細 く尖
る。

休 部外面 に指頭 圧痕が残 る。

18 9 P　 17 〝

16 ．2

（ 3 ．3 ）

休部 は内湾 して立 ち上 が り，□縁

部は外 反す る。端部 は尖 る。
〝

190 P　 18 土　　　 錘

全 長 （4 ．6 ）

直径　 1 ．4

重量（g ）7．6

紡 錘形 を呈す 。 土師 質。

19 1 P　 19

土 師質土器

杯

13 ．8

（ 2 ．4）

口綾 部 は外 反 し．端部 は丸 くお さ

め る。

192 P　　 20

土師質 土器

皿

12 ．7 休部 はやや 内湾 して外上方 に立 ち 内外面 と も指頭 圧痕 が残 る
2 ．3

7 ．0

上 がる。 □縁 端部 は尖 る。 0内外面 と も磨耗 が激 しい。

19 3 P　　 2 1 才雷　　　 鉢

31 ．0

（ 7 ．5 ）

休部 は直線的 に外上方 に立 ち上 が
り， 口縁 部を上 下に拡 張す る。

内外面 ロク ロナデ調整 。 備前 焼。

194 P　　 22

土 師質土器

小　　　 皿

8 ．7 休 部は直線 的に外 上方 に立 ち上 が 内外 面 ロクロナデ調 整

1 ．5

5 ．0

る。ロ縁端 部を丸 くお さめる 。 0底部 は回転糸切 り底 であ る。

195 P　　 23

土師質 土器

皿

13 ．7 休部 は内湾 して外上 方に 向かい ， □綾部 内外面積 ナデ 調整

3 ．2

7 ．2

口縁 部はは ば垂直 に立ち上 がる。

端部 は尖 る。

0休 部 内外 面に指頭 圧痕 が残 る。

196 P　　 24 〝

13 ．8

（ 2 ．7 ）

休部 は内湾 して 外上方 に立 ち上 が

り，口綾 部はや や外反す る。
′′

19 7 P　　 25

土 師質土 器

皿

13 ．6

（ 5 ．1）

休 部は 内湾 して外 上方 に立 ち上 が

り， 口縁 部に至 る。
端 部は細 く仕上 げる。

休 部内外面 に指頭圧 痕が残 る。

198 P　　 26

土 師質土器

杯

15 ．6

（ 4 ．0 ）

休 部は直線 的に外 上方 に立 ち上が

り， ロ縁部 はやや外 反す る。端部
を 丸 くお さめ る。

休部 内外面 ロクロナデ調整 。

199 P　　 27

青　　　 磁

碗

（2 ．5）

4 ．4

高台は 1 cmの高 さで垂 直に下 りる。

高台 内面 は浅 く削 る。畳付外 面を
削 る。

高台外 面 まで施 粕す る。

200 P　 28

土師質 土器

杯

9 ．2 休部 は直線的 に外上方 へ立 ち上が 休 部 内外 面 ロ クロナデ調整

3 ．0

5 ．6

る。 口縁端部 は丸 くおさめ る。 0底 部は 回転 へ ラ切 り底 であ る。
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挿図番号 遺構番号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

201 P　　29

土師質土器

杯

（1．9）

7．8

休部内外面ロクロナデ調整。
底部は回転糸切り底である。

第6表　遺構出土石器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 豊 実 霊

（c m ， g ） 重　 量

材　　　　 質 ・ 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 0 2 S E l 石　 脱

（ 7 ．7 ）

9 ．1

1 ．9

2 0 0 ．2

千 枚 岩

陸 部 の み で 海 部 は 欠 損 し て い る 。

使 用 面 に 粂 痕 が 残 る 。

2 0 3 S D l 砥　 石

（ 9 ．2 ）

3 ．9

2 ．1

14 5 ．0

砂　　 岩

4 面 と も 使 用 し て い る 。

2 0 4 S D　 6 ′′

7 ．1

5 ．9

2 ．7

1 9 6 ．5

′′

′′

2 0 5 S D l ′′

6 ．1

（ 5 ．4 ）

4 ．0

19 7 ．0

〝

3 面 を 使 用 し て い る 。

2 0 6 S P l ′′

（ 9 ．6 ）

（ 6 ．8 ）

2 ．7

2 8 5 ．0

〝

′′

2 0 7 ′′ ′′

1 4 ．7

1 6 ．4

6 ．9

24 0 0 ． 0

〝

‘〝

2 0 8 ′′ ′′

（ 4 ．1 ）

（ 4 ．6 ）

1 ．8

5 0 ．3

′′

－

2 0 9 ′′ ′′

（19 ．3 ）

（19 ．2 ）

5 ．2

2 2 0 0 ，．0

′′

′′

2 1 0 S E l ′′

（ 9 ．6 ）

5 ．8

4 ．5

4 2 2 ．5

〝

4 面 と も 使 用 し て い る 。

2 1 1 S P l ′′

（3 3 ．1）

1 7 ．3 ・

9 ．8

8 0 0 0 ．0

〝

2 面 を 使 用 し て い る 。

2 1 2 S E l ′′

1 2 ．5

5 ．6

8 ．3

8 7 2 ．0

〝

1 面 の み 使 用 し て い る 。

2 1 3

S B　 8

P　 l

′′

（7 ．9 ） 大 半 が 欠 落 し て い る が ， 側 縁 部 の 一 部 に 使

（ 3 ．3 ）

（ 5 ．2 ）

16 7 ．0

′′

用 痕 が 残 る 。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最大長

計 測値 夏 至淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

214 S E l 砥　 石

6 ．6

2 ．3

4 ．3

120 ．0

砂　　 岩

側 綾部を 1 面のみ使 用 してい る。

あま り使 い込 まれ ていな い。

2 15 〝

（6 ．2 ）

（3 ．7 ）

1 ．4

45 ．0

〝

断面三角形の溝状をなした使用痕が 2 粂残 っ

て いる。

216 P　　 6 石　 臼

20 ．6

13 ．0

1700 ．0

〝

表面剥離 が著 しいが ， 8 条一単位 の 揺目が

確 認で きる 。
穿 孔部を 中心

に欠損 してい

る。

217 S E l ′′

24 ．8

8 ．0

1200 ．0

〝

揺 目の単位 は 6 条 以上 。

〝

218 P　　 8 ′′

23 ．4

9 ．2

1900 ．0

′′

6 粂一 単位 の措 目を有す 。

〝

第7表　遺構出土木器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ） 最 大 厚

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 1 9 S E l 下　 駄

2 0 ．8

9 ．7

3 ．0

不　　 明

一 つ の 木 片 よ り ，下 駄 状 に 作 り 出 し て い る 。

2 2 0 ′′ 桶　 板

1 2 ．4

7 ．5

1 二4

〝

表 裏 両 面 と も 調 整 痕 を 有 す る 板 片 で あ る 。

2 2 1 ′′ 折　 敷

2 1 ．5

2 ．5

0 ．．8

〝

〝

2 2 2 ／′ 桶　 板

1 7 ．4

5 ．4

1 ．0

′′

〝

2 2 3 〝 井　 筒

3 4 ．0

4 5 ．8

3 ．0

〝

自 然 木 を く り 抜 い て 作 製 し て い る 。

中 央 部 に 方 形 の 小 孔 を 有 し て い る 。

2 2 4 〝 栓

4 ．0

2 ．8

2 ．6

′′

全 面 に 調 整 痕 が 残 る 。

2 2 5 ′′ 不　 明

2 3 ．4

5 ．3

4 ．0
′′

表 面 に 調 整 痕 が 僅 か に 残 る 。

2 2 6 ′′ 栓

1 5 ．5

3 ．1

2 ．0
〝

4 面 に 調 整 痕 が 残 る 。

－　43－



挿図番 号 遺 構番号 器　 種

最大 長

計測値　 最大 幅

（cm ）　 最 大厚

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

227
S B ll

P　 l

桂　 根

15 ．1

4 ．1

3 ．5

不　　 明

桂根下 端部 か 。

228
S B　 9

P　　 2
′′

30 ．7

4 ．9

4 ．5

〝

第8表　遺構出土金属器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計 測値 霊譜　 材　　 質

（cm ，g） 重　 量

特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 29 S K 29 煙　 管

（ 5 ．8）

1．2

1 ．1

8 ．9

230
S B　 3

P　 l
釘

3 ．5

1．1

0 ．6

5 ．0

断面長方 形を呈 す。

231 P　 ll ′′

（2 ．7 ）

0 ．8

0 ．4

l

′′

第9表　包含層出土古銭観察表

挿図 番号 層　　 位 銭 ．　 種 初 鋳 年 （西暦 ） 備　　　　　　　　　　　　　 考

232 第 Ⅲ層 祥符 元宝 1008

233 ′′ 元豊通 宝 107 8

2 34 ′′ ′′ 〝

236 ′′ 元祐通宝 108 6

237 〝 永楽通 宝 14 08
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第10表　遺構出土古銭観察表

挿 図番号 遺構番号 銭　　 種 初 鋳 年 （西暦 ） 備　　　　　　　　　　　　 考

235
S B　 9

P　 l
元豊 通宝 1078

2 38 S P l 朝鮮通 宝 14 23

239 S　K 26 寛 永通宝 1636

24 0 S K 29 ′′ 〝
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2．Loc．14



Loc．14

I．位置と調査経過

Loc．14は、田村遺跡群の南東部に位置し、小字フクナカの南西部にあたる調査区である。西

にはLoc．13、南にはLoc．6があり、両調査区において中世の溝に固まれた屋敷址が確認されて

おり、当調査区においても同様な遺構が検出された。

Loc．14で検出された溝に固まれた屋敷址は、調査区内を南北に走る県道によって分断されて

おり、調査も3段階に分けて行われた。まず、昭和55年度の調査によって、Loc．13の東に接し

た形でLoc．14の西端が確認され、次いで、昭和56年度初頭に県道以東の調査が行われた。そし

て、同年度末に県道下の発掘を行うことによって、漸くLoc．14の全容が明らかとなった。

発掘段階では、県道以西はLoc．13として調査したが、Loc．14が1区画の溝に固まれた屋敷址

をなすことが確認されたため、整理段階では県道以西の一部をもLoc．14に取り込んで扱った。

但し、煩雑を避けるため、各遺構にはLoc．13からの通し番号を付した。

2．調査概要

Loc．14の調査面積は、最終的には1，951mZに及び、中世の溝に囲まれた屋敷址を検出するこ

とができた。

当調査区における主な検出遺構は、掘立柱建物址15棟、土拡37基、溝8条であり、時期的に

は15・16世紀に属するものが多い。また、古代末に位置付けられる遺物が土蛇やピットから少

なからず出土しているのも当調査区の特徴である。掘立柱建物址は、すべて逆U字形の溝（S

Dll）の内側にあり、土蛇もその大半が敷地内で検出されている。但し、井戸は検出されなか

った。

3．層序と出土遺物

Loc．14における基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰黄色粘質土層

第Ⅳ層　灰褐色粘質土層

第Ⅴ層　淡褐色粘質土層

第I層は、耕作土ではあるが、土師器椀（1）、須恵器椀（2）、土師質土器杯（3、4）・

鍋（5）・鍋の脚（6）、白磁碗（7、8）及び砥石（55、56）が出土している。第II層下位

から第III層にかけても、古代より近世に至る遺物が包含されていた。図示できたものは、土師

器小皿（9、12）・椀（10、13）、須恵器杯（11）、土師質土器小皿（14、17、31）・皿（15、
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第46図　調査区設定図
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16、18、19、32）・杯（33、34）・鍋（20、35）、瓦質土器鍋（36）、備前焼捨鉢（40～42）

魚住焼鉢（24、25、43、44）、青磁稜花皿（26）∴碗（27、28、45、46）、白磁碗（29）、土

錘（21～23、37～39）及び釘（177、178）である。第Ⅳ層は、古代から中世にかけての遺物包

含層であり、須恵器椀（48）、土師質土器鍋（49）、瓦質土器鍋（50、52～54）及び土錘（51）

が出土している。第Ⅴ層は、古代から中世にかけての遺構検出面であり、西部では黄褐色を呈

していた。同層がLoc．13の第Ⅳ層につながるものである。なお、県道直下は第Ⅳ層下位まで撹

乱を受けていた。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

SB25

sB25は、調査区の北西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の南北棟で

ぁり、梁間2．40m、桁行3・00mを測る。桁行の柱間は南側が広くなっている。棟方向はN－150

－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cmの円形を呈し、深さは20～30cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土で

あr上埋土中より土師質土器片が若干出土している。

SB26

sB26は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×1間の一辺

1．90mの正方形を呈する小規模な建物である。棟方向はN－14LEを指す。

各柱穴の平面形は直径25cmの円形あるいは長円形を呈し、深さは20cm前後を測る。確認でき

た柱痕の直径は12cmである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器片が若干出

土している。

SB27

sB27は、SB26の東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の南北棟であり、

梁間1．70m、桁行3．60mを測る。桁行の柱間距離はほぼ1・80mとなっている。棟方向はN－140

－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径25cmの円形を呈し、深さは10～40cmと不揃いである。確認できた柱痕

の直径は10cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び

青磁が出土した。しかし、いずれも細片で図示できるものはなかった。
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S B28

SB28は、調査区の東部中央に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×5間の東西棟

であり、梁間2．40m、桁行8．40mを測る。梁間の柱間距離は南側が長くなっており、桁行の柱

間距離はまちまちである。棟方向はN－76LWを指す。

各柱穴の平面形は直径20～50cmの円形あるいは不整円形を呈し、深さは20～40cmを測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器が数十点出土した。うち、図示

できたのは南西端の柱穴より出土した土師質土器の皿2点（57、58）であった。なお、SB28

は東部の柱穴がSK52・53によって切られている。

S B29

SB29は、調査区の西部中央に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の東西棟

であり、梁間1．80m、桁行2．10mを測る。棟方向はN－70LWを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15～40cmを測る。埋

土は灰褐色粘質土で、埋土中より若干の土師質土器が出土している。なお、SB29の西南端の

柱穴はSK51によって上部を切られている。

S B30

SB30は、SB29の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×2間の建物で、東西

2．40m、南北2．10mを測る。棟方向はN－75LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは20－30cmを測る。埋土

は灰褐色粘質土で、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が若干出土している。なお、S

B30の南辺の柱穴ばSP3を切っている。

S B3l
し

SB31は、調査区の南西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×3間の東西棟で

あり、梁間2．10m、桁行2．70mを測る。桁行の柱間距離は東端が非常に短くなっている。棟方

向は、N－2LEであり、ほぼ真北を指している。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15～40cmを測る。確

認できた柱痕の直径は15cmである。埋土は暗灰褐色粘質土で、埋土中より、土師質土器、瓦質

土器及び青磁の細片が出土している。

S B32

SB32は、調査区の中央部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×1間の小規模な

東西棟である。梁間1．00m、桁行1．80mを測り、棟方向はN－77LWを指す。
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各柱穴の平面形は不整円形を呈し、深さは15－25cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であった。

遺物は、北西端の柱穴より土師質土器の細片が1点出土したのみであった。

S B33

SB33は、SB28の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。基本的には3×5間の南

北棟と考えられるが、確認できたのは、北辺は2間分、南辺は3間分のみの柱穴であった。そ

のため、柱間距離は不揃いであった。梁間5．40m、桁行7．20mを測り、棟方向はN－14LEを

指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15～40cmを測る。埋

土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師器、須恵器、土師質土器皿（59、60）、瓦質土

器及び青磁が出土している。なお、SB33の東辺の柱穴はSK56を切っている。

S B34

SB34は、SB32の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×3間の南北棟であり、

梁間3．30m、桁行3．60mを測る。棟方向はN－16LEを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20～45cmに達する。

埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器皿（61）、瓦質土器及び青磁が出土し

ている。なお、SB34の南部はSB35の北部と重複関係にあるが、直接の切り合い関係が認め

られないため、新旧関係は不明である。

S B35

SB35は、SB34の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。3×4間の東西棟であり、

梁間3．60m、桁行4．20mを測る。棟方向はN－78LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15～50cmを測る。埋

土は黄灰褐色粘質土で、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び備前焼の細片が出土している。

SB35は、SB34・36と重複しているが、直接の切り合い関係が認められないため、新旧関係

は不明である。

S B36

SB36は、SB35の西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の小規模な東

西棟であり、梁間1．35m、桁行2．50mを測る。棟方向はN－75LWを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20～45cmを測る。埋

土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び青磁皿（62）が出土して

いる。なお、SB36の西南端の柱穴はSP3によって上部を切られている。
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S B37

SB37は、調査区の南部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×4間の東西棟であ

り、梁間4．80m、桁行6．90mを測る。棟方向はN－75LWを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは20～50cmを測る。確認

できた柱痕の直径は15cmである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦

質土器、備前焼及び青磁の細片が出土している。なお、SB37はSB38と重複関係にあり、東

部及び中央部の柱穴がSB38の柱穴によって切られており、また、南辺の柱穴はSK63及びS

D17を切っている。

S B38

SB38は、SB37の東半部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の東西棟で

あり、梁間2・70m、桁行3・60mを測る。桁行の柱間距離もほぼ均一である。棟方向は、N－700

－Wを指し、SB37より50程北へ振っている。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整方形を呈し、深さは30～45cmを測る。埋

土は、黄灰褐色粘質土であるが、SB37の柱穴よりは灰色が弱い。出土遺物は、土師質土器、

瓦質土器等であったが、細片のため図示できるものはなかった。なお、SB38はSB37を切っ

ている。

S B39

SB39は、調査区の南端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×2間で一辺3．30

mの正方形を呈する小規模な建物である。棟方向はSB37と同一である。

各柱穴の平面形は直径30cmの円形を呈し、深さは20～55cmを測る。四隅の柱穴が特に深いの

が特徴である。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出

土している。なお、SB39の東北端の柱穴はSK63を切っている。

土砿

S K30

SK30は、調査区の北西端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整方形

を呈し、長径1・10m、短径0・86m、深さ0．20mを測る。長軸方向はN－15LEを指す。底面は

ほぼ平坦であり、埋土は灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無であった。

S K31

SK31は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整方形
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を呈し、長径1．00m、短径0．80m、深さ0．35mを測る。長軸方向はN－10LEを指す。底面は

ほぼ平坦であり、壁の立ち上がりは西部のみ緩やかで、他は垂直に近く立ち上がっている。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中より多量の遺物が出土した。出土遺物は、須恵器椀（63）・

皿（64）、土師器杯（65－70、72、73、75）・皿（71、74）・椀（76～78、80）・鍋（79）及

び瓦質土器椀（81－83）・鍋（84）であり、多くの遺物が重なるように埋められていた。うち、

84以外は古代末に属するものと考えられ、81～83も形態的には「瓦質土器」の範暗外に出るも

のである。

S K32－34

SK32－34は、調査区の北部東寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。いずれも埋

土上層に大小の自然石が配されており、中世墓の可能性をもつ土蛇である。

SK32は、平面形が一辺0．80mの不整方形を呈し、深さは0．25mを測る。長軸方向はN－260

－Eを指す。底面は平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。但し、南壁のみは立ち上がりが

緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び青磁の細

片が若干出土した。また、石臼も1点（176）出土している。

SK33の平面形は隅丸長方形であり、長径1．80m、短径0．80m、深さ0．25mを測り、長軸方

向はN－25LEを指す。底面の形状は平坦である。壁は断面U字形を呈して立ち上がるが、南

壁部には浅い段を有している。埋土は灰褐色粘質土であり、底面直上より、土師質土器杯（85）、

瓦質土器及び備前焼が出土している。また、細骨片も出土しており、SK33は中世墓と考えら

れる。

SK34の平面形は長円形であり、長径1．08m、短径0．65mを測り、長軸方向はN－30LEを

指す。深さは0．22mで、底面の形状はほぼ平坦である。壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は黒

黄褐色粘質土であり、埋土中より須恵器及び土師質土器が若干出土している。

S K35

SK35は、SB27の北に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径0．80m、短径0．60m、深さ8cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土である。浅い土蛇であり、

出土遺物も皆無であった。

S K36

SK36は、SB25の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径0．72m、短径0．60m、深さ0．18mを測る。底面は舟底形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器杯（86）・椀（87）及び瓦質土器の出土を

みた。
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S K37

SK37は、SK36の東側に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は、円形を呈す

るものと推定されるが、東側が撹乱を受けているため、全容は不明である。埋土は灰褐色粘質

土であり、出土遺物は皆無であった。

S K38

SK38は、SB26の西側で、第Ⅴ層上面において検出された。SD13の東に位置してお生

平面形は隅丸長方形である。長径0・80m、短径0．45m、深さ0．15mを測り、長軸方向はN－3。

－Eを指す。底面は平坦であり、壁は断面U字形をなして立ち上がる。埋土は黄灰褐色粘質土

であり、埋土下位より土師質土器皿（88）が出土している。

S K39

SK39は、SB27の東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径1・70m、短径1・10m、深さ0・11mを測る。長軸方向はN－15LEを指す。底面にはやや起

伏があり、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質

土器片が若干出土している。

S K40～42

SK40～42は、SK39の東に位置し、第Ⅴ層上面において南北に並んで検出された。平面形

は、SK40・41が不整方形で、SK42が円形を呈す。深さはいずれも0．25mと等しく、埋土

も黄灰褐色粘質土で同一である。

SK40は、長径1・25m、短径1・20mを測り、長軸方向はN－75LWを指す。埋土中より、土

師質土器、瓦質土器及び白磁の細片が出土している。

SK41は、長径1・50m、短径1・25mを測り、長軸方向はN－72LWを指す。埋土中より土師

質土器鍋（89）及び瓦質土器が若干出土している。

SK42は、長径1・30m、短径1・22mを測り、長軸方向はN－70LWを指す。埋土中位を中心

に、土師質土器、瓦質土器及び白磁の細片が出土している。

SK40～42は、検出状況からしてもほぼ同時期のものと考えられ、形状的には墓の可能性を

もっている。しかし、それを証左するような遺物は出土しなかった。

S K43

SK43は、SK42の東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径0．65mの円

形を呈し、深さは0・13mである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片

が3点のみ出土している。
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S K44

SK44は、SB27の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径1．15m、短径0．60m、深さ0．40mを測る。長軸方向はN－42LEを指す。底面は南側が一

段落ち込んでいる。埋土は黄灰褐色粘質土であり、出土遺物は皆無であった。

S K45・46

SK45・46は、調査区の西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は、SK46

は円形を呈するが、SK45は不整形であり、西側を旧県道工事によって破壊されている。埋土

はいずれも黄灰褐色粘質土であり、出土遺物は皆無であった。なお、両土蛇ともピットによっ

て切られている。

S K47

SK47は、SK46の東において、第Ⅳ層除去の段階で検出された。SD13の上面に位置する。

平面形は長円形を呈し、長径2．20m、短径0．80m、深さ0．20mを測る。同遺構は中世墓と考え

られ、上面には径25cm内外の自然石が、南北に帯状に配されていた。長軸方向はN－9LEを

指す。底面はほぼ平坦であり、壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は、黄灰褐色粘質土であ

り、SD13の埋土と酷似していた。埋土下位より、土師質土器鍋（90、91）、瓦質土器措鉢

（92）が出土しており、集石南部直下より骨片も出土している。また、集石の間からは備前焼
！

ヰ雷鉢（93）及び常滑焼が出土した。SK47は、SD13の上面を切っているが、その埋土は酷似

しており、本土蛇はSD13の廃絶から時期を隔てずして構築された可能性もある。

S K48

SK48は、調査区の西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径1．75m、短径0．93m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－25LEを指す。底面はほぼ平坦

であり、壁は緩やかに立ち上がる。西壁及び南壁には、深さ5cm程の小ピットを有している。

埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び青磁の細片が若干出土している。

なお、SK48は4個のピットによってその中央部を切られている。

S K49・50

SK49・50は、SB29の東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は、SK49が

帯状を呈し、SK50は長方形を呈している。埋土はいずれも灰褐色粘質土であるが、出土遺物

は皆無であった。
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S K51

SK51は、SB30の西側に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整形であり、

西半部は旧県道工事による撹乱を受けていた。平面形が長大であるのに比べて、深さは0．19m

と浅く、底面にも若干の起伏がみられた。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土

器皿（94、95）が出土した。なお、SK51はSB29の西南端の柱穴の上部を切っている。

S K52・53

SK52・53は、SB28の東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。いずれも、埋土は

灰褐色粘質土であり、SB28を切っている。

SK52の平面形は一辺1・20m前後の方形を呈し、深さは0．12mを測る。埋土上層より土師質

土器の細片が1点のみ出土している。

SK53の平面形は長円形を呈し、長径1．00m、短径0．55m、深さ8cmを測る。非常に浅い土

蛇であり、出土遺物は皆無であった。

S K54

SK54は、SB28の南東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径2・03m、短径1・83m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－15LEを指す。底面は平坦であり、

壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は黄灰褐色粘質土である。平面形が大きいのに比べ、極

めて浅い土砿であり、出土遺物は皆無であった。なお、SK54は、SDllによって中央部を南

北に切られており、また、東部のSD14を切っている。

S K55

SK55は、SB30の南で、第Ⅴ層上面において検出された。SP3の西壁部に位置する。平

面形は長円形を呈し、長径3．30m、短径1．95mを測る。断面形は舟底形を呈し、深さは0．68m

に及ぶ。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器杯（96）が出土している。長大

な土蛇ではあるが、遺物の出土は僅少であった。なお、SK55はSP3を切っている。

S K56

SK56は、SB33の東端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈

し、長径1・25m、短径1・00m、深さ0．15mを測る。底面はほぼ平坦であり、壁の立ち上がりは

緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、底面直上より青磁碗が1点（97）出土している。

なお、SK56は、その東端をSB33を形成する柱穴によって切られており、また、西端も別の

ピットによって切られている。
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S K57～60

SK57～60は、SB33の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は、SK58が

不整長円形を呈する他は、すべて円形を呈している。いずれも深さが0・20mに満たず、出土遺

物も僅少であり、SK59・60より若干の土師質土器及び瓦質土器が出土したのみであった。

S K61

SK61は、SB37の北部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整形であり、

長径1．90m、短径1．35m、深さ0．10mを測る。底面はほぼ平坦であり、壁の立ち上がりも極め

て緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び備前焼の細片が出土

している。

S K62

SK62は、SB37の中央部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円

形を呈し、長径2．10m、短径1．40m、深さ0．25mを測る。埋土は灰黄色粘質土であり、出土遺

物は皆無であった。なお、SK62はSP3を切っている。

S K63

SK63は、調査区の南部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径2．25m、短径1．20m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－3LWを指す。底面はほぼ平坦

で、壁は緩やかに立ち上がる。埋土は淡黄灰褐色粘質土であり、出土遺物は皆無であった。な

お、SK63は、SD17を切っており、逆にSB37及びSB39によって切られている。

S K64～66

SK64～66は、調査区の南東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。SK64・65はS

Dllの内側にあるが、SK66は同溝の外側に位置する。平面形は、SK64が不整形、SK65が

円形、SK66が帯状を呈している。いずれも、深さ0．20m以下の浅い土蛇であり、埋土は黄灰

褐色粘質土であった。SK64・65からの遣物の出土はみられず、SK66から若干の土師質土器

が出土している。

溝

S DII

SDllは、Loc．14の屋敷を逆U字状に囲む長い溝であり、第Ⅴ層上面において検出された。

幅0．70m、深さ0．16mを標準としており、西辺が他辺に比してやや規模が大きい。断面形は舟
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底形を呈し、壁の立ち上がりも緩やかである。確認長は、西辺及び東辺が共に41mを測り、北

辺は32mである。北辺の方向はN－75LWを指し、東西両辺はほぼこれに直交している。但し

北辺の2か所は旧県道工事によって破壊されている。埋土は灰褐色粘質土単一層であった。埋

土下位を中心に、土師質土器小皿（98）・皿（99、101、102）・杯（100）・椀（103）・鍋

（104～106）、瓦質土器捨鉢（108、109）、備前焼捨鉢（110）、常滑焼及び青磁碗（111、112、

115）、白磁碗（113、114）の出土をみた。また、土錘（107）や、砥石（172）も出土してい

る。時期的には15・16世紀代のものが多い。

なお、SDllの北辺はSD13を切っている。また、西辺中央部には広い池状の部分があり、

SP2として別に扱った。

S D12

SD12は、調査区の北部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。東西に走る長い溝であ

るが、その西端は旧県道工事によって破壊されている。また、東端部では主流は南へ屈曲して

おり、細溝が東へ続いている。幅は0・58mで、深さは0．12mであり、断面形は舟底形を呈す。

確認長は、東西38m、南北9mに及ぶ。北辺の方向はN－76LWを指し、東辺はこれに直交し

ている。埋土は黄灰色粘質土であり、埋土中より、土師質土器杯（116）、瓦質土器鍋（117

～121）及び備前焼が出土した。また、釘も1点（179）出土している。なお、SD12はSD13

の北端を切っている。

SD12は、SDllの北辺と東辺を囲むように並走している。SD12の出土遺物は15世紀のも

のが大半であり、SDllは15・16世紀代のものが主である。かかる位置関係及び出土遺物の特

徴から考えて、両者は15世紀代には併存していたものと考えられる。

S D13

SD13は、調査区の中央部を南北に縦走する溝であり、第Ⅴ層上面において検出された。幅

0・58m、深さ0・26mを測り、断面形はU字形を呈している。確認長は36mに及ぶが、その南部

は旧県道工事による撹乱を受けており、全容は不明である。方向はN－13LEを指す。埋土は

黄灰褐色粘質土であった。出土遺物は、土師器の範時に入ると考えられる鍋（122）、土師質土

器皿（123～126）・杯（127）及び瓦質土器、備前焼捨鉢（128）、青磁等であった。また、砥

石も1点（173）出土している。

なお、SD13は、SDll及びSD12によって切られており、時期的に若干遡るものと考えら

れる。また、中央部南寄りではSK47によっても切られている。

S DI4

SD14は、調査区の東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。幅0．36m、深さ8cmの
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小港であり、確認長は1・50mである。断面形は舟底形を呈し、埋土は灰褐色粘質土である。出

土遺物は皆無であった。なお、SD14は、SDllにつながるものと考えられるが、西端をSK

54によって切られており、全容は不明である。

SD15

sD15は、SD14の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。幅0・70m、深さ0・28mを

測り、断面形はU字形を呈している。確認長は2・80mであり、方向はN－82LWを指す。埋土

は、2層に分層され、第I層が黄灰褐色粘質土、第II層が暗褐色粘質土である0埋土中より若

干の土師質土器が出土している。なお、SD15はその西端をSDllによって切られている。

SD16

sD16は、SB38の北東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。逆L字状に屈曲した溝

であり、東西4．80m、南北2・40mを測る0幅0・48m、深さ0・14mを測り、断面形は舟底形を呈

している。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器及び瓦質土器が若干出土し

ている。なお、SD16はSB38を形成する柱穴の1つによって切られている。

S D17

sD17は、調査区の南端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。幅0・76m、深さ0・26

mを測り、断面形は舟底形を呈している。確認長は14mである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、

埋土下位より土師質土器及び瓦質土器鍋（129）が出土している。なお、SD17はSB37及びS

K63によって切られている。

SD18

sD18は、調査区の南部西寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。東西方向に横走

する溝であり、旧県道工事によって寸断されてはいるが、SD17の延長と考えられる。幅0・98

m、深さ0．18mを測り、断面形は舟底形を呈す○確認長は10mである0埋土は黄灰褐色粘質

土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している0

性格不明遺構

SP2

sp2は、SDll西辺の中央部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。SDllが、局部

的に広く、かつ、深くなった箇所である○埋土は、第I層がSDllと同じく灰褐色粘質土であ

り、第II層が暗灰褐色粘質土であった。最大幅は4・00m、深さは0・60mを測る。同遺構の南寄
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r）では、SDllに直交するように石が積まれており、また、東側にも集石が配されていた。こ

の間に水を溜めるべく構築されたものと考えられ、SP2は水作業場的な機能を有していたも

のとみられる。同遺構の西10mの地点にはSElも存在しており、この水が利用されていた可

能性もある0出土遺物は、土師質土器、瓦質土器、備前焼捨鉢（130）、青磁等であった。

S P3

SP3は、SD13の南端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整形であ

り、SD13が池状に広がった部分である。最大幅は8．00mに及び、深さは5～20cmを測る。但

し、同遺構の中央部は旧県道工事による撹乱を受けており、全容は不明である。底面には大小

の起伏がみられ、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中位を

中心に、土師質土器、瓦質土器鍋（131）、備前焼及び青磁が出土した。また、砥石も1‘点（175）

出土している。

ピット

P30～36

P30～36は、調査区の東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。P30～33はSDllの

内側にあり、P34～36は外側にある。

P30は、平面形が直径46cmの円形を呈し、深さは36cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、

埋土中位より土師質土器及び瓦質土器捜鉢（132）が出土している。なお、P30はP31の北端を

切っている。

P31は、平面形が直径50cmの円形を呈し、深さは10cmを測る。埋土は暗黄灰色粘質土であり、

埋土中よr）、土師器椀（135）、須恵器椀（134）、土師質土器小皿（133）・杯（136、137）

が出土している。なお、P31はP32の北端を切っている。

P32は、平面形が直径54cmの円形を呈し、深さは12cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土であり、

埋土下位より土師質土器小皿（138）が出土し、上位より土錘（139）が出土している。

P33は、平面形が直径18cmの円形を呈し、深さは9cmを測る。埋土は暗黄灰色粘質土であり、

底面直上より土師質土器椀（140）が出土している。

P34は、平面形が直径64cmの円形を呈し、深さは48cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、

埋土中位より、土師器杯（141）・小皿（142－144）、土師質土器小皿（145、146）、備前焼

及び青磁が出土している。

P35は、平面形が直径38cmの円形を呈し、深さは29cmを測る。柱痕部が確認されており、そ

の直径は18cmである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師器皿（147、148）、土

師質土器杯（149）が出土している。
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P36は、平面形が長円形を呈し、長径56cm、短径44cmで、深さは45cmを測る。埋土は黄灰褐

色粘質土であり、埋土中位より、須恵器壷（150）、土師器椀（151）・杯（152）・小皿（153

～155）、土師質土器小皿（156、157）・椀（158）及び瓦質土器が出土している。

P37～39

P37～39は、SB29の北に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はいずれも灰褐色

粘質土であった。

P37は、・平面形が直径34cmの円形を呈し、深さは52cmに及ぶ。埋土中位より須恵器杯（159）

が出土している。

P38は、平面形が直径24cmの円形を呈し、深さは10cmを測る。埋土上位より土錘（160）が出

土している。

P39は、平面形が直径40cmの円形を呈し、深さは54cmに及ぶ。柱痕部が確認されており、そ

の直径は22cmである。埋土中位より青磁碗（161）が出土している。

P40・41

p40・41は、SB32の西に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はいずれも灰褐色

粘質土であった。

P40は、平面形が直径39cmの円形を呈し、深さは27cmを測る。埋土中位より土師質土器皿（162）

が出土している。

p41は、平面形が直径23cmの円形を呈し、深さは33cmを測‾る。埋土中位より土錘（163）が出

土している。

P42

P42は、SB34の北東端に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径30cmの円

形を呈し、深さは28cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師質土器小皿

（164）及び砥石（174）が出土している。なお、P42はSB34の北東端の柱穴によって切られて

いる。

P43・44

p43・44は、SB32の東に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はともに黄灰褐色

粘質土であった。

p43は、直径36cm内外の不整円形を呈し、深さは21cmを測る。埋土上位より須恵器壷（166）

及び土師質土器椀（165）が出土している。

p44は、直径28cm内外の不整円形を呈し、深さは8cmを測る。底面直上より土師器小皿（167）
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l

が出土している。

P45

P45は、SB28南西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径32cm内外の

不整円形を呈し、深さは14cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中位より土師器小皿

（168）・杯（169）が出土している。

P46

P46は、調査区の南西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径82cm、短径52cmを測り、深さは16cmである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、底面直上より

土師器皿（170）が出土している。

P47

P47は、調査区の南誠こ位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径28。mの円形

を呈し、深さは26cmを測る。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土下位より土師質土器及び白磁

碗（171）が出土している。

5．　まとめ

Loc・14における主要な検出遺構は、掘立柱建物群（SB25～39）と2条の溝（SDll・12）で

ある。出土遺物からみて、SDllは15・16世紀に機能していたものと考えられ、掘立柱建物の

多くも同時期に存在していたものと判断される。また、SD12は主として15世紀に機能してお

り、当時、Loc・14の屋敷は、その北と東を二重の溝によって囲まれていたのである。なお、西

隣のLoc・13の屋敷も15・16世紀代に存続していたものと判断されており、SD12の西辺が検出

されなかったのは、SDllの西辺がLoc．13のSD9と隣摸していたためとも考えられる。

L∝・14における掘立柱建物群は、若干南に偏して構築されており、構内北部に空間を有して

いる。これはLoc・13とはやや趣を異にする点であり、南のLoc．6と共通した形態である。なお、

Loc・14において井戸が検出されなかったことと、SP2の存在とを結び付けて考えることが許

されるならば、Loc．13の居住者とLoc．14の居住者とは同族的な関係にあったのではないかとも

推察される。

その他の遺構では、中世墓と目されるSK32～34とSK47も屋敷に伴うものと考えられる。

いずれも集石基であり、SK32～34は屋敷の北東部に、SK47は中央部に位置している。SK

47は、位置からするとその併存に疑問も残るが、出土遺物からみると建物群に伴うものと判断

される。

なお、古代末に属する土師器類を出土したSK31、SD13、P31～37及びP43～46にも着目
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すべきであろう。P31～36は、調査区の東部に集中しており、当調査区以東における平安末期

の遺構の存在の可能性を窺わせる。
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第11表　掘立柱建物址計測表

’挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（m 2）

備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 4 8 図 S B　 2 5 1　 ×　　 2 2 ．40　 ×　 3 ．00 0 ．9 0 ～　 2 ．40 N － 15 と－ E 7 ．20

〝 S B　 26 1　 ×　 1 1 ．90　 × 1 ．90 1 ．85　～ 1 ．90 N － 14′L E 3 ．61

第 49 図 S B　 27 1　 ×　　 2 1 ．7 0　 ×　 3 ．6 0 1 ．70 ′－ 1 ．80 N － 14q一一E 6 ．12

′′ S B　 28 2　　 ×　 5 2 ．4 0　 ×　 8 ．4 0 1 ．00 ～　 2 ．63 N － 7 6と－W 20 ．16

第 50 図 S B　 29 1　 ×　　 2 1 ．8 0　 ×　 2 ．10 1 ．00　～ 1 ．80 N － 7 0q一一W 3 ．7 8

〝 S B　 30 2　　 ×　 2 2 ．10　 ×　 2 ．4 0 1 ．00　～ 1 ．25 N － 7 5生－W 5 ．0 4

〝 S B　 3 1 1　 ×　 3 2 ．10　 ×　 2 ．7 0 0 ．5 0　～　 2 ．10 ・N －　 2 0－ E 5 ．6 7

第 5 1 図 S B　 32 1　 ×　 1 1 ．0 0　 × 1 ．8 0 1 ．0 0 ～ 1 ．80 N － 77 q一一W 1 ．8 0

′′ S B　 33 3　　 ×　　 5 5 ．4 0　 ×　 7 ．2 0 1 ．0 9　～　 3 ．3 4 N 二一14 L E 38 ．8 8

第 52 図 S B　 34 2　　 ×　 3 3 ．3 0　 ×　 3 ．6 0 1 ．0 3　－ 1 ．8 6 N － 16 し－E 11 ．88

〝 S B　 3 5 3　　 ×　 4 3 ．6 0　 ×　 4 ．2 0 0 ．57　 ～ 1 ．6 3 N － 78 と－W 15 ．12

第 5 3 図 S B　 3 6 1　 ×　　 2 1 ．3 5　 ×　 2 ．50 1 ．10　 ～ 1 ．48 N － 7 5 q一一W 3 ．37

〝 S B　 3 7 2　　 ×　 4 4 ．80　 ×　 6 ．90 1 ．6 1 －　 3 ．08 N － 7 5と－ W 33 ．12

第 54 図 S B　 38 1　 ×　　 2 2 ．70　 ×　 3 ．60 1 ．70　～　 2 ．70 N － 70 ㌔－W 9 ．7 2

〝 S B　 39 2　　 ×　　 2 3 ．30　 ×　 3 ．3 0 1 ．3 0　－　 3 ．2 0 N － 75 号一一W 10 ．8 9

第12表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 5 5 図 S K　 3 0 不 整 方 形 1 ．10 0 ．86 0 ．2 0 N － 15q一一E 箱　 形

／′ S K　 3 1 ′′ 1 ．00 0 ．80 0 ．35 N － 10 q－ E 逆 台 形

〝 S K　 3 2 〝 0 ．80 0 ．25 N － 26 し－E 〝

〝 S K　 3 3 隅 丸 長 方 形 1 ．80 0 ．8 0 0 ．25 N － 25 L E U 字 形

〝 S K　 34 長 円形 1 ．08 0 ．6 5 0 ．2 2 N － 30 q－ E
／′

〝 S K　 35 〝 0 ．80 0 ．6 0 0 ．0 8 N － 17 9－－E 皿　 形

〝 S K　 36 〝 0 ．7 2 0 ．6 0 0 ．18 N － 9 0－ W 箱　 形

〝 S K　 37 円　 形

第 56 図 S K　 38 隅 丸 長方 形 0 ．8 0 0 ．4 5 0 ．15 N － 3 0－ E U 字 形

／′ S K　 39 長 円形 1 ．7 0 1 ．10 0 ．11 N － 15 し－E 皿　 形
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 5 6　図 S K　 4 0 不 整 方 形 1 ．25 1 ．20 0 ．25 N － 7 5？一一E 逆 台 形

′′ S K　 4 1 ′′ 1 ．50 1 ．25 0 ．25 N － 7 2と－W 箱　 形

′′ S K　 4 2 円　 形 1 ．30 1 ．2 2 0 ．2 5 N － 7 0と－W 逆 台 形

′′ S K　 43 ′′ 0 ．6 5 0 ．13 ′′

′′ S K　 44 長方 形 1 ．15 0 ．6 0 0 ．4 0 N － 4 2 と－E
′′

′′ S K　 45 不整 形 3 ．2 0 1 ．4 5 0 ．4 5 皿　 形

′′ S K　 46 円　 形 1 ．10 0 ．3 4 箱　 形

第 57　図 S K　 47 長 円 形 2 ．20 0 ．8 0 0 ．2 0 N － 9 0 － E 皿　 形

′′ S K　 48 長 方 形 1 ．7 5 0 ．9 3 0 ．12 N － 25 CL E ′′

〝 S K　 49 帯　 状 1 ．6 5 0 ．2 5 0 ．20 N － 70 と－W ′′

′′ S K　 50 長 方 形 1 ．0 0 0 ．5 3 0 ．0 8 N － 40 ㌧一E
′′

′′ S K　 5 1 不 整 形 3 ．6 0 1 ．7 5 0 ．19 N － 10 CJ E ′′

第 58 図 S K　 5 2 方　 形 1 ．30 1 ．15 0 ．12 N － 5 0－ W 皿　 形

′′ S K　 53 長 円 形 1 ．0 0 0 ．55 0 ．0 8 N － 3 0－ W ．／′

′′ S K　 54 長 方 形 2 ．0 3 1 ．83 0 ．08 N － 15 ？一一E ′′

′′ S K　 55 長 円 形 3 ．30 1 ．9 5 0 ．68 N － 72 竺－W 舟 原 形

′′ S K　 56 ′′ 1 ．25 1 ．00 0 ．15 N －　0 0－ E 皿　 形

′′ S K　 5 7 円　 形 1 ．10 0 ．18 逆 台 形

第 5 9　図 S K　 5 8 不 整 長 円形 0 ．80 0 ．40 0 ．13 N －　 9 0－ E 箱　 形

′′ S K　 59 円　 形 0 ．70 0 ．08 皿　 形

′′ S K　 60 ′′ 0 ．7 5 0 ．18 逆 台形

′′ S K　 6 1 不 整 形 1 ．9 0 1 ．35 0 ．10 N － 6 3 ？－W 皿　 形

′′ S K　 62 長 円 形 2 ．10 1 ．4 0 0 ．2 5 N － 90 と－W ′′

′′ S K　 63 ′′ 2 ．2 5 1 ．2 0 0 ．15 N － 3 0－ W ′′

′′ S K　 64 不 整 形 1 ．6 0 0 ．7 0 0 ．17 N － 2 1と－ E ／′

第 60　図 S K　 65 円　 形 0 ．7 5 0 ．7 0 0 ．18 N － 90 ？一 E 逆 台 形

′′ S K　 66 帯　 状 3 ．15 0 ．3 0 0 ．0 5 N － 15 ㌧－ E 皿　 形

ー110－



第13表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　 位 器　　 種

口径

器 葱窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 I 層

土　 師　 器

椀

休部 ははば直線 的 に外方 に立 つ 。 内外 面 ロクロナデ 調整。

（ 2 ．1）

5 ．4

高台 は外傾す ．る。 貼付 高台 。

2 〝

須　 恵　 器

一　　 椀

15 ．0

（ 2 ．7 ）

休部はほば直線的に外方に立ち，口

縁部 は外反す る。

口唇部 を丸 くお さめ る。

内外面 回転 ナデ調整。

挿図 番号 層　 位 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

3 第 I 層
土 師質土器

杯

（ 2 ．0 ）

7 ．1

やや 内湾気味 に立つ 。 底部回転 糸切 り。

内外面 ロ クロナデ 調整。

4 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

7 ．2

′′ ′′

5 ′′

土師 質土器

鍋

14 ．9

（ 5 ．0 ）

胴 部は張 り出 し，その後緩 やか に
内傾 し，ロ縁部 は上方 に立つ 。

口唇部 は外傾す る面を なす。

休 部外面 に指頭圧 痕 。

6 ′′

土師質 土器

鍋　 の　 脚

全 長 12 ．0

径　　 2 ．3

休部 への接合

部か ら剥離 し

てい る。

7 〝

白　　　 磁

碗

（ 1．7）

5 ．9

高台は厚 く，外傾 し削 り出 しが浅 L も 内面施 軸 。
外面残 存部全 体露胎 。

8 ′′ 〝
（ 2 ．2）

5 ．2

〝 ′′

挿 図番号 層 ．位 器　　 種

口径

千 妻喜 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 第 Ⅱ層

土　 師　 器

小　　　 皿

7 ．1

2 ．6

3 ．9

高 さ1 ．2 cm の高台 か ら直 線的 に立
ち，口縁端 部を丸 くおさめ る。
器面 の磨耗 が著 しい 。

底部回転 糸切 り。

10 ′′

土　 師　 器

椀

（ 2 ．9 ）

6 ．6

高 さ 5 mmの端部の丸い高台か ら，内
湾気 味に立つ 。

器面 の磨耗 が著 しく調整痕不 明。

貼付高台 。

－11 ′′

須　 恵　 器

杯

16 ．4

（ 2 ．6 ）‘

休部は直線的に立ち，口端縁部を外
方 につ まみ 出す。

内外面 回転ナデ 調整 。

12 ′′

土　 師　 器

小　　　 皿

4 ．4

3 ．5

5 ．3

高 さ2 ．5cm の高台 付小 皿 で「ハ 」の
字状 に開 く。皿部 は浅 く，休 部は

はば横 に延 び， ロ綾 部で若干 内湾
す る。 ロ縁 端部を 丸 くお さめ る。

内外面 ロ クロナデ調 整。

13 〝

土　 師　 器

椀

（ 3 ．0 ）

6 ．4

高 さ 5 m皿で端 部の外傾 す る高台か
ら内湾 気味 に立つ 。

器面 の磨耗が 著 し く，調整 痕 不 明 。
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挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

14 第 Ⅲ 層

土 師 質 土 器

小　　　 皿

6 ．8 休 部 は 直 線 的 に立 ち ， 口唇 部 を 丸 く 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

1 ．8

5 ．0

お さめ る 。 底 部 回 転 糸 切 り。

1 5 ′′

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．0

1 ．9

8 ．1

ほ ば 平 らな 底 部 か ら直 線 的 に外 方

に 立 ち ，口縁 端 部 は 細 く仕 上 げ る。

1 6 ′′ ′′

1 4 ．0 休 部 は 内湾 気 味 に 立 ち ， ロ綾 部 は や 口 綾 部 内外 面 槙 ナ デ 調 整 。

（ 3 ．8） や 外 反 す る 。 休 部 に指 頭 圧 痕 。

1 7 ′′

土 師 質 土 器

小　　　 皿

8 ．3

1 ．5

4 ．5

ロ縁 部 は や や外 反 し ，口唇 部 を丸 く

お さ め る 。

底 部 回 転 糸 切 り 。

1 8 ′′・

土 師 質 土 器

皿 ．

13 ．8 休 部 は 内 湾気 味 に立 ち ，ロ縁 部 が 若 □縁 部 内 隼 面 横 ナ デ 調 整 。

（ 3 ．3） 干 外 反 す る 。

口 唇 部 を 細 く仕 上 げ る 。

休 部 に 指 頭 圧 痕 。

1 9 ′′ ′′

1 4 ．6

（ 4 ．3 ）

休 部 は 若 干 内 湾気 味 に立 ち ，口縁 部

で 外 反 す る 。
端 部 は 肥 厚 し ，丸 くお さ め る。

2 0 ′′

土 師 質 土 器

鍋

19 ．2 胴 部 は あ ま り張 らず ， 肩 部 に 断 面 胴 部 に 斜 位 の 叩 目 。

（ 5 ．7） 三 角 形 の 突 出 が見 られ る。

口縁 部 は 上 方 に立 ち ，口唇 部 は内 傾
す る面 を な す 。

口縁 部 内 外 面 横 ナ デ 調 整 。

2 1 ′′ 土　　　 錘

全 長　 4．．7

直 径　 0 ．9

重 量 （g ）3．8

円 筒 形 を 呈 す 。

端 部 は磨 耗 して い る 。

土 師 質 。

2 2 ′′ ′′

全 長　 4 ．0

直 径　 0 ．9

重 量 （g ） 2．8

′′ ′′

2 3 ′′ 〝

全 長　 3 ．5

直 径　 1 ．2

重 量（g ） 3．9

′′ ′′

2 4 ／′
鉢

2 3 ．0

（ 4 ．0 ）

休 部 は 直 線 的 に 立 つ 。

ロ縁部 は若 干 肥 厚 し ，口唇 部 を 丸 く
お さ め る 。

内 外 面 回転 ナ デ 調 整 。 魚 住 焼 。

2 5 ′′ ′′

2 3 ．6

（ 4 ．9 ）

休 部 は 直 線 的 に外 方 に 立 ち ， 口縁

端 部 を 上 下 に 拡 張 す る 。

内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 ′′

2 6 ／′

青　　　 磁

稜　 花　 皿

（ 2 ．5）

6 ．8

5 m の 高 台 で端 部 を 丸 くお さ め る 。

休 部 は 腰 が 屈 曲 し ，外 反 して 立 つ 。．

内面 全 体 ，外 面 高 台 内 側 まで 施 粕 。

2 7 ′′

青　　　 磁

碗

（ 4 ．5）

5 ．8

1 ．3 cm の 高 台 で 垂 直 に 下 り る 。

高 台 内 面 を 外 面 よ り浅 く削 る 。

休 部 は 内 湾 し ，外 上 方 に 立つ 。

′′

2 8 ′′ ／′
（ 2 ．2）

4 ．9

見 込 に 印 花 文 。

外 底 は 露 胎 し，内 面 と 畳 付 ま で 施 粕 。

畳 付 の 外 面 を 削 る 。
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挿図 番号 層　 位 器　　 種

口径

豊 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

29 第 Ⅱ層

白　　　 磁

碗

（2 ．4 ）

7 ．2

高 台は厚 く，削 り出 しは浅 い 。
畳付 外面 を削 り狭 い。

内面及び高台外側 と中央 まで施軸 。

30 〝 瓦

厚 さ1 ．8 cm の 丸 瓦 の破 片。 外面 に叩 目痕 ，内面 に布 目痕有 り。

3 1 第 Ⅲ層

土師 質土器

小　　　 皿

8 ．7 休部は直線 的に立ち ，口唇部を丸 く 底部 回転糸切 り。

1 ．2

5 ．2

お さめ る。 内外 面 ロクロナデ 調整。

32 ′′

土 師質土器

皿

15 ．8

（ 1．8 ）

休部は内湾 して立ち，口唇部を丸 く

お さめ る。

3 3 ′′

土 師質土器

杯

（2 ．9 ）

5 ．2

9 m の 高台 。 底 部回転糸 切 り。

内外面 ロク ロナデ調整 。

34 ′′ ′′

14 ．6 休部 は直線的 にに外 上方に立 ち ， 底部磨耗のため不明だが ，回転糸切

4 ．4

4 ．8

口縁部 はやや 外反す る。

口唇部は若干肥厚 し ，丸 くお さめる。

り らしい 。

35 ′′

土師質土 器
20 ．4 休部 はやや 内湾気味 に立 ち，肩部 口綾部 内外 面 横 ナデ調整 。

（6 ．7） に突 出部を形成 す る。

口綾 部は外側 に強 く肥厚 し　 端部
休部上部桟 ナデの後 ，指頭圧痕が残

る鍋 口　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　 而ロ
は 内傾す る面 をなす 。

0
内面横方 向のパ ケ調整 。

36 ′′

瓦 質 土 器

鍋

19 ．0

（6 ．5）

休部 は内湾気 味に立 ち，肩部 に断
面 三 角形 の 突 出部 を 有す 。 口 唇
部 は内傾す る。

37 ′′ 土　　　 錘

全長 （2 ．8）

直径　 1 ．1

重畳 g ）2．5

円筒形 を呈 す 。
端部 は磨耗 してい る。

土師質 。

38 ′′ ′′

全 長　 4 ．0

直径　 1 ．3

重 量（g ）4．6

〝 ′′

39 ′′ ′′

全長　 5 ・4

直径　 1 ・8

重量（g ）17 ．4

′′ ′′

40 ′′
寸雷　　　 鉢

20 ．0

（ 4 ．0 ）

休 部は直 線的 に外 上方 に立 ち ，口

縁 端部 を上下 に拡 張す る。

内外面 ロクロナデ調整。 備 前焼 。

41 ／′ ′′

29 ．8 休 部は直 線的 に外 上方 に立ち ，口 内外面 ロ クロナデ調整 。 ′′

（5 ．6 ） 縁部 は内側 に屈 曲す る。
端 部 は尖 る。

条線単位 数不 明。

42 ′′ ′′
（4 ．5 ）

17 ．8

平 らな底部か ら直線的 に外方 に立

つ 。
′′ ′′

43 ′′
鉢

21 ．0

（ 3 ．7 ）

休部 は直線的 にに外 上方に立 ち ，

□縁端 部を下 に拡張 す る。
口唇部 を丸 くお さめ る。

内外 面 ロク ロナ デ調整。 魚住焼 。
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挿図番 号 層　 位 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

44 第 Ⅲ層 鉢

23 ．4

（ 3 ．4 ）

休部は直線的に外上方に立ち，口綾
部 は外反す る 。
端 部は肥厚 し，丸 くお さめる。

内外面 ロク ロナデ 調整。 魚住焼 。

45 ′′

青　　　 磁

碗

11 ．0 休 部は直線的に外上方へ立ち，口唇 線描達弁文で ，剣頑単位を意識 して

（3 ．4 ） 部 を丸 くお さめ る。 いない 。
貫 大有 り。

46 ′′ ′′

13 ．4

（ 3 ．4 ）
′′ □綾部外 面雷文帯 。

外面休部 中位 に蓮弁文 。
貴人有 り。

47 ′′
碗

（1 ．8 ）

5 ．4

高さ 7 mm の高台 。 内面及 び外面畳付 まで施 粕 。

細か い貰大有 り。

瀬戸 系。

挿図番 号 層　 位 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

48 第Ⅳ層

須　 恵　 器

椀

14 ．2

6 ．0

5 ．2

高さ 6 m の貼付 高台 。
休 部は 内湾 気味 に立 ち，口綾部 で

やや外反 し，端部を丸 くおさめる 。

内外面 と も回転 ナデ調整 。

挿 図番号 層　 位 器　　 種

「］径

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

49 第 Ⅳ層

土 師質土 器

鍋

16 ．4 肩 部に断面 三角形 の突 出部 を形成 口綾部横 ナデ 調整。休部 斜位 の叩

（3 ．5） し，口唇部 は内傾す る 。 目。

50 ′′

瓦 質 土 器

鍋

30 ．0

（5 ．3）

休部は内湾気味 に立 ち，肩部 に突 出

部 を形成 し，口唇部 を丸 くお さめ
る。

51 ′′
土　　　 錘

全長　 4 ．5

直径　 2 ．3

重量（g ）20 ．3

紡錘 形を呈 す。 土 師質 。

52 ′′

瓦 質 土 器

鍋

16 ．4 休部 は内湾気 味 に立 ち ，肩 部に断 口縁部横 ナデ調整 。

（7 ．3 ） 面三 角形の 突 出を形成す る。 口唇 内面休部 ナデ調整 。

部は丸 くおさめ る。 外 面休部指 頭圧 痕。

53 ′′ ／′

17 ．0

（ 5 ．1 ）

休部は内傾 して立ち ，口縁部は外反
す る。 口唇 部を丸 くお さめる。

内面頸部 に稜 を形成 。

54 ′′ ′′

19 ．3

（8 ．8）

ロ縁 ，口頭間が狭 く，ロ綾部 はやや
外 反す る。 口唇部 は外傾す る面を

なす。
胴 部は緩 やか に張 り出す。
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第14表　包含層出土石器観察表

挿図番 号 層　　 位 器　 種

最大長

計測値 霊譜

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

55 第 I 層 砥　 石

14 ．8

5 ．8

9 ．3

1250 ．0

砂　　 岩

2 面を使 用 して いる 。

56 ′′ ／′

13 ．5

（ 3 ．3 ）

2 ．2

196 ．0

′′

′′

第15表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

口径．

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

57
S B 28

P　 l

土 師質土器

皿

15 ．0 休部は内湾気味に立ち，口縁部は外 ロ綾 部内外 面積 ナデ調整 。

3 ．6

6 ．0

反す る。内面に稜を形成 し，口縁 端
部 は丸 く仕上 げ る。

休 部内外面 指威圧 痕 。

58 ′′

土 師質土器

杯

12 ．6

4 ．3

6 ．6

休部は直線的に外上方に立 ち，端 部

を 丸 くお さめる 。
内外 面 とも ロクロナデ調 整。

59
S B 33

P　 l

土 師質土器

皿

11 ．8 休部は内湾気味 に立 ち，口綾部 に至 口綾 部内外 面積 ナデ調整 。

2 ．2

7 ．8

る。 休部 中位 は若干 肥厚 し，端部
は 丸 くお さめる 。

休部 外面指頭 圧痕 。

60 ′′ ′′

12 ．8

2 ．2

9 ．2

休部は内湾気味 に立ち ，ロ綾部は肥

厚 し，端部 を細 く仕 上げ る。

6 1
S B 34

P　 l

′′

6 ．6

1 ．5

手づ くねの 皿で丸底 を呈す 。 指頭 圧痕残 る。

62
S B 36

青　　　 磁
（ 2 ．8）

1 cm の高 台。

畳付外面を外傾 す るように削 り，狭
くす る

P　 l 皿

4 ．8

0休 部下位 で屈曲 し，外反す る。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

63 S K 3 1

須　 恵　 器

椀

14 ．6 休部は内湾気味に立ち，ロ綾部は若 内外面回転 ナデ 調整 。

5 ．2

6 ．4

干外 反す る。 底 部回転 糸切 り。

64 ′′

須　 恵　 器

皿

8 ．0 休部は内湾気味に立 ち，口縁部は外 内外面 ナデ調整 。

1 ．4

5 ．1

反す る。端部 を細 く仕 上げ る。 底 部回転 糸切 り。

6 5 ′′

土　 師　 器

杯

10 ．0

2 ．4

5 ．8

休部は直線的に外上方 に立ち ，端 部

を丸 くお さめ る。

内外面 ナデ調整 不明 。

6 6 ′′ ′′

9 ．4

2 ．6

6 ．4

休部下位で一担屈曲 し，直線的に外
上方 へ立つ。端部 は丸 くおさめ る。

′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「］径

豊 眉 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

6 7 S K 3 1

土　 師　 器

杯

9 ．5

2 ．5

6 ．0

休 部 下 位 で 一 担 屈 曲 し ．直 線 的 に

外 上 方 へ 立 つ 。 端 部 は 丸 くお さめ

な い 。

内 外 面 ナ デ 調 整 不 明 。

6 8 ′′ ′′

9 ．5 休 部 は はば 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち ， 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 ．9

5 ．5

U 縁 部 に 至 る 。

端 部 は 丸 くお さめ る 。

底 部 へ ラ切 り と 思 わ れ る 。

6 9 ′′ ′′

9 ．7

2 ．8

6 ．6

休 部 は 中位 ま で 直 線 的 に外 上 方 に

立 ち ， 若 干 屈 曲 し 口 縁 部 が 外 反 す

る 。 端 部 は 肥 厚 し，丸 く お さ め る 。

内外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

7 0 ′′ ′′

9 ．3

3 ．0

6 ．0

休 部 は や や 内 湾 気 味 に 立 ち ， 口縁

部 は 若 干 外 反 す る 。

端 部 を 丸 くお さ め る 。

′′

7 1 ′′

土　 師　 器

皿

1 0 ．0

2 ．9

6 ．6

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に立 ち ， 口

唇 部 を 細 く仕 上 げ る 。

内 外 面 と も回 転 ナ デ 調 整 。

7 2 ′′

土　 師　 器

杯

1 0 ．5 休 部 は 若 干 外 反 しな が ら立 つ 。 内 外 面 と も ロ ク ロナ デ 調 整 。

3 ．5

5 ．9

端 部 を 丸 くお さ め る 。 底 部 平 底 。

7 3 ′′ ′′

1 1 ．5 休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち ， 口 縁 部 は 内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

3 ．4

7 ．1

そ の ま ま 直 線 的 に 外 方 に 開 く 。

端 部 を 丸 くお さ め る 。

底 部 へ フ切 り 。

7 4 ′′

土　 師　 器

1皿

（ 2 ．0）

7 ．5

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 つ 。 内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

7 5 ′′

土　 師　 器

杯

13 ．0

（ 3 ．7 ）

休 部 は 内湾 気味 に立 ち ，口縁 部 か ら

直 線 的 に 外 上 方 へ 延 び る 。

口 唇 部 を 細 く仕 上 げ る 。

内 外 面 と も回 転 ナ デ 調 整 。

7 6 ′′

土　 師　 器

椀

（ 2．5）

7 ．0

高 さ 5 mm の 高 台 。

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 つ 。

内外 面 と も磨 耗 が 激 し く調 整 不 明 。

7 7 ′′ ′′

17 ．0

（ 4 ．6 ）

休 部 は 内 湾気 味 に立 ち ，口綾 部 は 外

反 す る 。 端 部 は 丸 くお さめ る 。
′′

7 8 ′′ ′′

16 ．8

5 ．5

7 ．7

高 さ 8 m m の 高 台 。 内外 面 と も 回 転 ナ デ調 整 。

7 9 ′′

土　 師　 器

鍋

27 ．0 幅 1 ．5 cm の 鍔 が 口 縁 端 部 下 に 斜 め 鍔 よ り上 に 桟 ナ デ 調 整 。

（ 5 ．5） 上 方 に 向 い て 付 く。 内 面 ナ デ 調 整 。

8 0 ′′

土　 師　 器

椀

高 さ 6 m 皿の 高 台 。 内 外 面 と も 回 転 ナ デ 調 整 。

（ 1 ．8 ）

6 ．4

休 部 は 直 線 的 に外 上 方 に 立 つ 。 底 部 回 転 糸 切 り 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

【コ径

器 葱窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

8 1 S K 3 1

瓦 質 土 器

椀

14 ．7

（ 4 ．5）

休部 は内湾気 味に立 ち ，ロ綾 部は

外反 する 。
調整 不明 。

82 ′′ ′′

15 ．2

（ 4 ．3）

休部 は内湾気味 に立 ち， 口縁 部は
外反す る。

端部 を丸 くお さめ る。

83 ′′ ′′
（3 ．9 ）

6 ．0

高 さ5 mmの貼付高台で，外反 して下

りる。
休部 は内湾 して 外上方 に立つ 。

底 部回転 糸切 り。

84 ′′

瓦 質 土 器

鍋

23 ．2 休部 は内湾 して 立つ。 □綾部 は外 ロ綾部 内外面 と も横 ナデ調整 。

（7 ．6 ） 反 し，端 部が外 傾す る面をな す。
脚が付 く。

内面 ナデ調整 。

外 面 に指 頭圧痕 。

85 S K 33

土 師質土器

杯

11 ．6

4 ．2

6 ．8

休 部 は直線的 に外上方 へ立 ち，端
部を細 丸 く仕上 げ る。

内外面 とも ロクロナデ 調整。

86 S K 36

土師 質土器

杯

10 ．0 休部 はわずかに外 反 しな が ら立 つ。 内外面 と もロクロナデ調整 。

2 ．9

6 ．6

口唇部 は肥厚 し ，丸 くお さめ る。 底 部へ ラ切 り。

87 ′′

土師質 土器

椀

17 ．0

4 ．6

7 ．0

高さ 5 mmの高台で，やや内傾 して下
りる。休 部はやや 内湾気 味に立 ち，

ロ縁部で わずか に外 反す る。
端 部は細 丸い。

88 S K 38

土師質土 器

皿

12 ．1

1．9

7 ．8

休 部はやや 内湾気味 に立 ち口唇部

に至る 。
端部 は尖 る。

調整 不明 。

89 S　K 4 1

土 師質土器

鍋

17 ．1

（ 6 ．0 ）

口縁 部はや や外方 に直線的 に立 ち
上が り，胴部 は張 り出す。

胴部外 面に指頗 圧痕 。

90 S K 47 ′′

23 ．2 休部は内傾 して立ち，肩部が突出す 口綾部内外面 とも横 方向のナデ調整 。

（8 ．3 ） る。 ロ綾部 は外反 して端部は 肥厚 上胴部外 面横 ナデの後 ，指・頑圧 痕。
し，丸 くお さめ る。 胴 部外面斜 位の 叩 目。

胴 部内面横 方 向のパケ 調整。

91 ′′ ′′

24 ．0 休部は内傾 して立ち，肩部に断面 三 外 面肩部 か ら口綾 部桟 ナデ調整 。

（5 ．9 ） 角形の 突苗を形 成す る。端部 は肥 ロ縁 部内面積 ナ デ調整 。
厚 し，内傾す る面をな す・。 胴 部外面斜位 の 叩 目，内面横方 向

の パケ調整 。

92 ′′

瓦 質 土 器

才富　　　 鉢

28 ．0 休 部 は直 線的 にに外上方 へ立つ 。 口縁部内外 面桟 ナデ調整 。

（7 ．0 ） 口縁部 はナデ の為窪む 。 条線 は単位 数不明 。

93 ′′ 捨　　　 鉢
（5 ．7 ）

13 ．0

休 部は外 反 して 立つ 。 内外 面 ともロ クロナデ調整 。
条線 は単位数 不明 。

備 前焼。

94 S K 5 1

土師質 土器

皿

10 ．8

（ 2 ．4）

ロ縁部 は肥厚 し，端部 は丸 くおさめ
る。

調整 不明 。

95 ′′ ′′

11 ．8 休 部は 内湾気味 に立 ち，□縁部 は ［］縁 部内外面 横ナ デ し，内面に稜

（2 ．4） 外 反す る。 を形 成す る。
休部 に指威圧 痕。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

豊 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

96 S K 5 5

土師質土 器

杯

（2 ．0）

5 ．6

底部 は断面台形状 を なす。 調整 不明 。

9 7 S K 56

青　　　 磁

碗

16 ．5

（ 5 ．5）

休部 は内湾気 味に外 上方に立 ち上

が り，口縁部 はやや外 反す る。
端部 は丸 くおさめ る。

内外 面 とも淡青緑 色粕 。

98 S D ll

土師質 土器

小　　　 皿

7 ．0

1 ．7

手づ くねの 皿。

丸底 で休部 は内湾気 味に立 ち， 口
綾部 が若干外 反す る。

口綾部 ナデ調整 。

99 ′′

1

土師 質土器

皿

11 ．0

1 ．9

6 ，0

休部は内湾気味 に立 ち，端部を丸 く

おさめ る。
休部 に指 頭圧痕 。

10b
′′

土 師質土器

杯

11 ．3 休 部は 内湾気味 に立 ち，ロ縁部で

イ
ロ綾 部横ナデ 調整 。

（2 ．7 ） 内側 に屈曲 し，端部は外反 して細 く
仕 上げ る。

休部 に指頭圧 痕。

101 ′′

土 師質土 器

皿

12 ．2

（ 2 ．2）

口綾部 は内側 に屈曲す る。
端 部を細 く仕上 げ る。

′′

102 ′′ ′′

1 1．6

2 ．6

7 ．5

休 部は 内湾気味 に立つ 。 口縁 部内外面 横ナ デ調整 によ り稜

を形 成す る。
休部 に指頭圧 痕 。

103 ′′

土 師質土器

椀

（ 1．9 ）

6 ．2

高さ 5 mm の貼付 高台 。 内外 面磨耗 のため調 整不 明。

104 ′′

土師質 土器

鍋

18 ．4 休 部は直 線的 に立ち上 がる。 調整 不明 。

（4 ．5） 口縁部外面を若干 肥厚 させて いる。

105 ′′ ′′

23 ．7

（ 7 ．0 ）

休部 は内湾気 味に立 つ。
端部 は凹状 を呈す。

内面ナデ調 整 。 外面 煤状炭 化

物付 着 。

10 6 ／′ ′′

25 ．0

（ 7 ．0 ）

口縁部 内外面桟 ナデ 調整。

胴部外面 に斜格 子の 叩目。

107 ′′ 土　　　 錘

全長 ・（2 ．4 ）

直径　 1 ．1

重 量（g）3 ．1

円筒 形を呈 す。 土師質 。

108 ′′

瓦 質 土 器

寸富　　　 鉢

22 ．9

（ 5 ．4 ）

休部 か ら口綾部 にかけて直 線的 に
外 反す る。

端 部は面 をなす 。

条線 の単位数 は不 明。

109 ′′ ′′

休 部は直 線的 に立ち ，や や外反 す 粂線は12本単位 で下か ら上へ施 す。

（6 ．1）

14 ．0

る。 内外 面 とも ロクロナデ調整 。

110 ′′ 捨　　　 鉢
（3 ．8）

15 ．0

休 部 は直線的 に外上方 に立つ 。 条 線は下 か ら上 へ施す 。
内外面 とも ロクロナデ 調整 。

備 前焼 。
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挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

111 S D ll

青　　　 磁

碗

16 ．2

（ 6 ．0 ）

休 部は 内湾 して外上 方 に立 ち ，口

縁部 はやや 外反す る。端部 を丸 く
お さめ る。

外面 片切彫 りの鏑蓮 弁文 。

112 ′′ 〝

13 ．0 休部 は直線的 に外上方 に立 ち ， 外面線 描蓮弁 文を剣頭 単位 を意識

（3 ．0） ロ綾部 に至 る。 J　ヽロ
して施 す 。　　　　　　 ノ
内外面 貫入有 り。

113 ′′

白　　　 磁

碗

13 ．6 休 部 は内湾気味 に立 ち， ロ綾部 は 外面線描 の縦線

（3 ．0 ） 外反す る。 0内外 面貫 入有 り。

114 ′′ 〝
（1 ．9 ）

6 ．0

幅 広い高 台で外 面を削 る。
外 底は浅 い削 り出 し。

内面 に施 軸 し，外面 は露胎す る。

115 ′′

青　　　 磁

碗

高 さ1．4 cm の高台 で畳 付 の 内外 面 見 込を 円形 に削 り　赤 く発色す る
（3 ．5 ）

7 ．0

を 削 り丸 くす る。
休部 は内湾気 味 に立 つ。

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0外面高台内側 まで施軸。
外底は露胎 し赤 く発色する。

1 16 S D 12

土 師質土 器

杯

（2 ．6）

6 ．2

休部 はやや 内湾気味 に立つ 。 内外 面 ともロク ロナデ調 整。
底部 回転糸切 り。・

117 ′′

瓦 質 土 器

鍋

6 ．0

（19 ．0）

休部は内湾気味に立ち，ロ綾部は内
傾す る。

肩部 に突帯を有 す 。

118 ′′ 〝

16 ．8

（ 5 ．8 ）

休 部はや や内傾 して立 ち， 口唇部

を丸 くおさめ る。
肩 部に貼 付け突帯 を有す。

胴部外面 に指頭圧 痕 。

I

1 19 ′′ ′′

25 ．0

（ 4 ．4 ）

休部は内偵 して立 ち，口唇部 は外傾

す る面をなす 。肩部 に突帯 を有す 。
I

120
〝 ′′

22 ．8

（10 ．2）

ロ綾部 は垂直に立 ち，胸部はやや 張

り出す 。

口唇部 は水平 な面を なす。

胴部外 面に指頭 圧痕 。

121 ′′ ′′

22 ．6 休 部 は内湾気味 に立 ち，肩部 に断 ロ綾部横 ナデ調整 。

（11．8） 面三角形 の突帯 を有す 。

口唇部 は内偵す る面を なす。

l

胴部外面 に指頭圧 痕 。

挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

122 S D 13

土　 師　 器

鍋

22 ．8

（ 5 ．1）

ロ縁端部す ぐ下 に厚 さ1 ．2cm の 斜

め 上方 に向か う鍔 を有す。 】

挿図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

123 S D 13

土師 質土器

小　　　 皿

6 ．0

1 ．1

4 ．2

手づ くねの小 皿。‘
内湾 して立ち ，口唇部を丸 くおさめ

る。

l
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挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

124 S D 13

土師質 土器

皿

9 ．8

（2 ．1）

休 部 は内湾気味 に立つ 。

125 ′′ ′′

11 ．0 休部 は内湾気 味に立 つ。 口綾部 内外面積 ナデ 調整。

（2 ．9 ） 口唇 部は肥厚 し．丸 くお さめ る。 休部 に指頭圧 痕。

126 ′′ ′′

9 ．2 休 部 は下 位 で一 担 屈 曲 し，直 線 内外 面 ともロ クロナデ調整 。

2 ．6

5 ．7

的 に外上方 に立つ 。
端部 を丸 くお さめる。

底 部回転糸 切 り。

127 ′′

土師 質土器

杯

（2 ．0 ）

7 ．0

底 部回転 糸切 り。

128 〝 寸富　　　 鉢

25 ．6 休 部 は直線的 に外上方 に立 ち， 口． 内外面 と もロク ロナデ調整 。 備 前焼 。

（8 ．5 ） 縁端部 を上下 に拡張す る。 条線単位 数不 明。

129 S D 17

瓦 質 土 器

鍋

21 ．8

（ 8 ．5 ）

休部 は内湾気 味に立 ち ，肩部 に断

面三 角形 の突帯を有 す。

仕部外 面 に指 頭圧 痕。 I

130 S P　 2 捨　　　 鉢

32 ．7

（ 4 ．8 ）

内外 面と もロ クロナデ調整 。 備 前焼 。

131 S P　 3

瓦 質 土 器

鍋

24 ．8 胴 部は大 き く張 り出す 。 口縁部 内外 面槙 ナデ調整 。
ヒ．

（7 ．5）

28 ．0

口縁部 は垂 直に立 ち ，口唇 部は外

傾 す る面 をなす 。

胴部 外面 に指頭圧 痕。

132 P　　 30

瓦 質 土 器

捏　　　 鉢

18 ．8

（ 5 ．5）

外 面に指頭 圧痕 。

13 3 P　　 3 1

土師質 土器

小　　　 皿

7 ．8

1 ．3

3 ．6

休 部 は直 線的 に外上方 に立つ 。 内外面 と もロク ロナデ 調整 。

挿図番 号 遺構番 号 器　　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

134 P　　 31

須　 恵　 器

椀

15 ．0

（ 5 ．2 ）

休 部は 内湾気 味 に立ち ，口縁部 は

やや外反す る。端 部を丸 くお さめ
る。

内外 面 とも回転 ナデ調整 。

135 ′′

土　 師　 器

椀 ‘

（2 ．2 ）

6 ．2

高さ 5 m の高台で厚 く，端部 を丸 く

お さめ る。
休部 は内湾気味 に立つ 。

挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

136 P　　 3 1

土 師質土器

杯

（3 ．1）

6 ．1

休部 は底 よ り高 さ 8 mmの ところで

屈 曲 し，直線 的 に外 上方 に立つ 。
底部 回転糸切 り。
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挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

137 P　　 31

土師質 土器

杯

休部 下位で 屈曲 し，若干外反 して 内外 面 とも ロクロナデ調 整

（3 ．9 ）

6 ．5

立つ 。 0底部 回転糸 切 り。

138 P ’3 2

土師質土 器

小　　　 皿

8 二4

1 ．4

5 ．6

休部 は直線的 に外上方 に立う 。

端部 はやや肥厚 し，丸 くお さめ る。
′′

139 ′′ 土　　　 錘

全長　　 8 ．5

直径　　 4 ．5

重量（g ）170 ．0

紡 錘形 を呈す る大型 の土 錘 。 土 師質。

140 P　　 33

土師質土 器

椀

（4 ．0 ）

5 ．4

休 部 は直 線的 に外 上方 に立つ 。 内外面 と もロク ロナデ調 整。

底部 回転糸切 り。

挿図番 号 遺構番 号 器　　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

14 1 P　　 34

土　 師　 器

杯

13 ．4 高 さ 7 m の高台 。 内外面 と もロクロナデ 調整。

3 ．6

6 ．0

休部は内湾気味 に立ち，口綾部は外

反す る。端部は肥厚 し，丸くお さめ

る。

底 部回転 糸切 り。

142 ′′

土　 師　 器

高台付 小皿

6 ．5

2 ．0

3 ．4

高 さ 9 mmの高 台の付 く小皿 。
休部 は直線 的に外上 方に立 ち ，口

綾部 で外反す る。端 部を丸 くお さ

め る。

′′

143 ′′ ／′

7 ．1

2 ．2

3 ．4

高 さ 8 mm の高 台の付 く小 皿 。
休 部 はやや 内湾 気味 に立ち ，口綾

部で若干 外反す る。
端 部を 丸 くお さめ る。

′／

144 ′′ ′′

7 ．3

3 ．5

3 ．8

高 さ 2 cm の高台 の付 く小 皿。

休 部下位で屈曲 し，やや内湾気味 に
立 つ。
端 部を丸 くお さめる。

′′

挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態・ 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

145 P　　 34

土 師質土器

小　　　 皿

7 ．0

1 ．9

5 ．2

休部ははば直線的 に外上方 に立 ち，

端部 を丸 くおさめ る。

146 ′′ ′′

7 ．7 休部はほぼ直線的 に外 上方 に立 ち ， 内外 面 ロクロナデ 調整。

1．2

4 ．2

ロ縁部 に至 る。
端部 は丸 くおさめ る。

底部 回転糸切 り。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

14 7 P　　 35

土　 師　 器

高台付小 皿

（2 ．4 ）

3 ．4

高 さ1 ．1cm の 高 台 の付 く小 皿。
休 部下位 で屈 曲 し立つ 。

調整不 明。

148 ′′

土　 師　 器

皿

15 ．0 休部ははば直線的 に外上方 へ立つ 。 内外面 とも ロク ロナデ 調整。

2 ．9

8 二0

口縁部は外 反 し，端 部を 丸 くお さ
め る。

底 部回転 糸切 り。
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挿図番 号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

149 P　　 35

土 師質土器

杯

（＿2 ．6 ）

6 ．2

底 部回転 糸切 り。

挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

150 P　　 36

須　 恵　 器

＝ヒ璽

（5 ．4）

12 ．2 ．

休 部は直線 的 に外 上方 に立つ 。 内外面 と も回転 ナデ調 整。

15 1 ′′

土　 師　 器

椀

15 ．2

（4 ．5）

休 部は 内湾気味 に立つ 。ロ縁部 は
外 反 し，端部 を丸 くおさ める。

内外面 と もロク ロナデ調整。

152 ′′

土　 師　 器

杯

12 ．7

3 ．9

5 ．5

休部 は緩 や か に外反 す るカ ー ブ

で立 ち， 口綾 部はな お若干外反 す
る。端 部を丸 くお さめる。

底部 回転糸切 り。

153 〝

土　 師　 器

小　　　 皿

7 ．8

1 ．4

5 ．7

休部は内湾気味 に立 ち，端部を丸 く

仕上 げる。
1内外面 と もロク ロナデ調整 。

154 ′′ 〝

6 ．4

2 ．2

3 ．5

高 さ 8 m皿の高台 の付 く小 皿。
休部はやや内湾気 味 に立 ち上が り，

全体的 に肥厚す る。

155 ′′ ／′

6 ．3 高 さ 1 cm の高 台の付 く小 皿。

－◆ニ◆一

ノ内外面 と もナデ調整 。

2 ．2

3 ．7

休 部下位で右干屈曲 し．口綾部 は外

反 す る。

底部 回転糸切 り。

挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径
法量　 器高
（c m ） 胴径

底 径

形　　　　　　　　 態
▼　′

文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

156 P　　 36

土師質 土器

小　　　 皿

7 ．4 外反 して立 ち，ロ縁部 に至 る。 内外面 と もロク ロナデ調整 。

1 ．3

4 ．8

端部 を細 く仕 上げ る。 底部 回転 糸切 り。

157 l 〝 ′′
（ 1．7 ）

3 ．8

休部’は底 よ り高 さ6 m の ところで

屈 曲 し，内湾気味 に立つ 。
底部 回転糸切 り。

158 ′′

土師質 土器

椀

（2 ．9）

6 ．2

休部 は直線 的に外上 方に立つ 。 内外 面 ともロ クロナデ調 整。

底部 回転糸切 り。

挿 図番号 遺構番号 器　　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

159 P　　 37

須　 恵　 器

杯

（1 ．7）

7 ．0

内外面 とも回転 ナデ調整 。
底 部回転糸 切 り。

16 0 P　　 38 土　　　 錘

全 長　 （3 ．6）

直 径 （1 ．7）

重量（g ）8 ．0

円筒形 を呈す。 土師質 。
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挿図番 号 遺 構番号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

161 P　　 39

青　　　 磁

碗

10 ．0

（ 3 ．1）

休 部は直 線的 に外 上方 に立 ち，端

部 を丸 く－お さめ る。

162 P　　 40

土師質土 器

皿

14 ．2

（ 1 ．7 ）

ロ綾部は肥厚す るが ，端部は細丸 く
仕上 げ る。

163 P　　 41 土　　　 錘

全長　 4 ．5

直径　 1 ．3

重 量（g ）6 ．2

円筒形 を呈す 。 土 師質 。

16 4 P　　 4 2

土師質土 器

小　　　 皿

6 ．3 休部 は直線 的に外上 方に立 ち， 口 内外 面 ともロ クロナデ調整 。

1 ．8

4 ．6

綾部 で若干外 反す る。
端部 は丸 くおさめ る。

底部 回転糸切 り。

16 5 P　　 4 3

土師質土 器

椀

15 ．6

（ 2 ．7）

休部 は内湾気 味に立 ち， ロ縁 部は
外反 す る。

端部 は肥厚 し，丸 くお さめ る。

挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

166 P　　 43

須　 恵　 器

＝土ご笠

9 ．4

（4 ．0 ）

胴部は強 く張 り出 し，口綾部 は垂

直に立つ 。 口唇 部は外傾 す る面 を
なす。

内外面回転 ナデ調整 。

167 P　　 44

土　 師　 器

高台付小 皿

6 ．2 高 さ 1 cm の高台 の付 く小 皿。 休 部外面 ナデ調整 。

2 ．2

3 ．9

休部下位で若干屈曲 し，口縁部は外
反 す る。端 部を丸 くお さめる 。

皿 部が浅 い。

底 部回転糸 切 り。

168 P　　 4 5

土　 師　 器

小　　　 皿

6 ．4

1 ．7

3 ．8

休部 は内湾気 味 に立 ち ，端 部を丸

くおさめ る。

内外 面 ロ．クロナデ 調整。

16 9 ′′

土　 師　 器

杯

16 ．4 休部 は内湾気 味に立 ち，そ のまま 口綾部 内外面 とも桟 ナデ調整 。

（4 ．1） 口綾部 に至 る。 口綾部 はやや肥 厚
し，端 部は 尖る。

休 部 内外 面 とも指頭圧 痕。

170 P　　 46

土　 師　 器

皿

12 ．6

（ 2 ．2）

休部 はやや 内湾 気味 に立つ 。

端部 は尖 る。

挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

17 1 P　　 47

白　　　 磁

碗

（ 1．5）

6 ．0

高 さ 6 mmの高 台。
高台 内面を浅 く削 る。
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第16表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最大長

計測 値 霊套淫

（c m ，g ）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

17 2 S D ll 砥　 石

（6 ．7）

5 ．7

3 ．0

225 ．0

砂　　 岩

3 面 を使用 してい る。

173 S D 13 〝

10 ．0

5 ．1

4 ．9

4 15 ．0

′′

1 面 のみ使用 痕を残 す。

174 P　　 42 ′′

（10 ．8）

3 ．2

1 ．6

8 5 ．0

流 紋 岩

4 面 とも使 用 して いる。

175 S P　 3 ′′

7 ．9

4 ．9

2 ．9

180 ．0

砂　　 岩

′′

176 S K 32 石　 臼

28 ．9

10 ．7

2500 ．0

〝

荒 くて浅 い措 目を有す 。

第17表　包含層出土金属器観察表

挿図番 号 層　　 位 器　 種

最大 長

計測値 霊至 覧

（cm ，g ）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

177 第 Ⅱ層 釘

4 ．7

1 ．5

1 ．0

7 ．2

鉄

端部が肥 厚 して お り，若 干孤状 に屈 曲 して

い る＿。

178 第 Ⅲ層 ′′

4 ．8

0 ．8

0 ．7

5 ．5

′′

　 「
′′

第18表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

。票 ）曇真空

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

179 S D 12 釘

4．7

0．8

0．7

9．0

鉄

断面四角形をなし，端部が若干肥厚 している。
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3．Loc．15



Loc．15

I．位置と調査経過

Loc．15は、場内地と南側場周道路部分にあたる場所であり、小字をフクダと称し、調査区の

南東に位置する。北にLoc．16、西にLoc．26が接している。4m幅のトレンチを東西、南北に入

れた。その結果溝が3条確認されたために全面発掘を行った。調査期間は昭和57年10月18日～

11月18日、及び昭和58年2月10日～3月18日である。

2．調査概要

Loc．15は、上面からは中世の掘立柱建物址1棟、古墳時代と考えられる溝2条、古代～中世と

考えられる溝1条を確認した。調査区北端においては下層で弥生前期の遺構が確認された。

3．層序と出土遺物

Loc．15の基本層序は、弥生の項ですでに述べられているので、ここでは簡単に触れるにとど

める。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　明灰色粘質土層

第Ⅳ層　灰色粘質土層

第Ⅴ層　暗茶褐色粘質土層

第III層が中世の遺物包含層であり、第Ⅳ・Ⅴ層が中世、古代の検出面である。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

調査区のほぼ中央部に位置する。梁間2間桁行2間の建物で棟方向はN－64LEに取る。柱

穴掘り方は径20～30cmで、柱根跡は径12cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、遺物は全くみ

られない。

溝

S DI

調査区の北端を東西に切る溝である。長さ30．00m、幅4．40m、深さ0．15～0．20mを測る。
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第75図　調査区設定図

－156－



SDlは明瞭な肩を有きず、人工の溝であるかどうかはやや不明である。埋土はすべて砂がつま

っており、遺物は（1～22）が出土している。古代から中世にわたるものが入っており溝の時

期決定はむずかしい。

S D2

調査区の西側を北西方向から南東方向に走る溝である。長さ53．00m、幅0．40～1．00m、深

さ0・20mを測る。埋土はすべて砂がつまっており、遺物は古墳時代の須恵器及び弥生土器の細

片が出土している。

S D3

SD2の西側をSD2に並行するかたちで走っている。長さ53．00m、幅1．00～1．60m、深さ

0・30mを測る。埋土はSD2と同様で、遺物は古墳時代の須恵器細片が少量出土している。S
4

D2・3はともに6～7世紀の溝である。
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第19表　掘立柱建物吐計測表

挿図番号 遺構番号

′　規　　　　　　　　　　　 模
棟 方 向 面　 積

（m 2）
備　　 考

梁（問）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 76　図 S B　 l 2　　 ×　　 2 － 2．80　×　4．00 1．29　～　 2．58 N － 6 4q－・E 11．2

第20表　遺構出土土器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口 径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 S D l

土　 師　 質

杯

1 5 ．9 口 縁 部 は わ ず か に 外 反 し ， 端 部 は ロ ク ロ 成 形 。 赤 く 発 色 。

4 ．0

7 ．6

肥 厚 す る 。

底 部 は や や 厚 い 。

糸 切 り 底 。

2 ′′ ′′

15 ．6

4 ．4

7 ．3

〝

′′ 白 く 発 色 。

3 ′′ ′′

1 5 ．8

5 ．0

8 ．9

〝

′′ 〝

4 ′′ ′′

15 ．4

4 ．1

6 ．4

口 縁 部 は 強 く 外 反 し ， 端 部 は 肥 厚

し 丸 く お さ め る 。
〝 〝

5 ′′ ′′

15 ．1

5 ．0

6 ．4

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り 口 縁 部 は わ

ず か に 外 反 し ， 端 部 は 丸 く お さ め

る 。

′′ 赤 く 発 色 。

6 ′′

土　 師　 質

椀

16 ．2

（ 4 ．0 ） 〝

内 外 面 ナ デ 調 整 。 ′′

7 ′′

土　 師　 質

杯

底 部 は や や 厚 く 内 湾 気 味 に 立 ち 上 ロ ク ロ 成 形 。 ′′

（ 3 ．4 ）

6 ．6

が る 。 底 部 糸 切 り 。

8 〝

土　 師　 質

椀

1 5 ．2

（ 2 ．4 ）

直 線 的 に 立 ち 上 が り ロ 綾 部 に 至 る 。

端 部 は 肥 厚 す る 。
′′

9 ′′

土　 師　 質

杯

1 6 ．0 な め ら か に 外 反 し な が ら 口 縁 部 に ロ ク ロ 成 形 。 ′′

3 ．6

8 ．0

至 る 。 底 部 糸 切 り 。

10 ′′

土　 師　 質

皿

1 3 ．7 直 線 的 に 立 ち 上 が り 端 部 は 丸 く お 底 部 に 粘 土 紐 の 輪 積 成 形 痕 が み ら

2 ．2

6 ．4

さ め る 。 れ る 。

1 1 ′′

土　 師　 質

椀

（ 3 ．5 ）

7 ．6

外 方 に 張 り 出 す 貼 付 高 台 を 有 す る 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。

1 2 〝

土　 師　 質

小　　　 皿

8 ．4 直 線 的 に 立 ち 上 が り 端 部 は わ ず か ロ ク ロ 成 形 。

1 ．9

5 ．3

に 外 反 す る 。 底 部 糸 切 り 。
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挿 図番号 遺構番号 器　　 種

口径

器 葱窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

13 S D l

土　 師　 質

小　　　 皿

7 ．3

1 ．3

4 ．．6

ロ縁端部 は肥厚す る。 ロクロ成形 。
底 部糸切 り。

14 ′′

須　 恵　 器

杯

14 ．6

3 ．8

11．0

内湾 気味 に立ち上が り端部 は丸 く

お さめ る。
高台 は外方 に強 くは り出す 。

内外面積 ナデ調整 。

15 ′′ 〝

11．6 直線 的に立 ち上が り端 部は丸 くお 底 部に粘土 紐輪積成 形痕 が みられ

3 ．7

8 ．0

さめ る。

やや退 化 した高台が付 く。

る。

16 ′′

黒 色 土 器

椀

13 ．7

（ 4 ．8 ）

内湾気 味に立 ち上が る。 ロ綾 部 内外 面横方 向のナ デ調整 。
外 面は指頭 圧痕が顕 著 。

17 〝

須　 恵　 器

蓋

14 ．0

1 ．2

端 部 は面をなす 。
′′ 焼成不 良。

18． 〝 ′′
1 ．6

キ ノコ状 のつ まみが付 く。 ′′

19 ′′

瓦 質 土 器

椀

15 ．2 内湾気味になめ らか に立 ち上 が り ， ロ縁外面 ナデ調 整。

4 ．5

4 ．8

断面二角形 の退化 した南台 がつ く。 休 部外面 には指頭 圧痕 が多 くみ ら

れ る。
内面にの み暗文 。

20 〝
椀

（2 ．5）

6 ．5

高い高 台を有 する。

ロハゲ の タイプ と考 え られ る。
白　 磁 。

21 ′′ ′′
（3 ．0）

ロ縁部 は玉縁を呈 する。
′′

22 〝 ′′
（1 ．9 ）

口綾部 はわずか に外反す る。
〝
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4．Loc．16



Loc．16

I．位置と調査経過

Loc．16は、空港拡張範囲の南部に位置しており、中央部を南北に走る県道の西方の調査区で

ある。字名は東松木と呼ばれている。調査経過については、弥生時代く前期I〉で述べたとお

り、4m幅の試掘トレンチを、20mグリッドラインに合わせて9本設定し、調査を行った。そ

の結果、中央部から北部にかけて中世の遺構と遺物が発見された。同時に弥生時代前期の遺物

も多く出土したので、全面発掘を行うこととなった。

Loc．16の東、県道との間にはLoc．13・14が隣接しており、溝に固まれた掘立柱建物址群が存

在しており、西に隣接するLoc．25においても、同じく溝に囲まれた掘立柱建物址群が検出され

ている。北に続くLoc．17では、弥生時代前期の遺構、遺物が多く検出されているが、中世の遺

構、遺物は、ほとんどみられなかった。さらに北のLoc．18では、Loc．13・14・25と同じく溝に

囲まれた掘立柱建物址群が発見されており、Loc．16の周辺には、北に隣接するLoc．17を除き、

中世の遺構群が存在している。

中世の遺構面の調査は、昭和56年8月から11月までの4ヵ月間であり、調査面積は5，128mZで

あった。

2．調査概要

Loc．16において検出された遺構は、前述のとおり、弥生時代前期と中世の2時期である。調

査区の中央部から北部にかけては、弥生時代前期と中世の遺構面は同じであるが、南部では、

中世の遺構検出面下約1．2mに弥生時代前期の遺構面が検出されており、南へと低く傾斜して

いる。

中世の遺構は、調査区の中央西部に集中して検出されており、北部と中央東部には少なく、南

部では散在している。掘立柱建物址は32棟検出されているが、中央部の柱穴集中部分に21棟が

検出されており、他の掘立柱建物址は、北部に1棟、北東部に2棟、東部から南部にかけて8

棟が検出されている。また、中央部には掘立柱建物址群の東に石組みの井戸が1基検出されて

おり、井戸の東側には遺構は存在しない。溝は、調査区の北部に東西及び南北方向に延びる

2条が検出されているが、他の調査区でみられるような、掘立柱建物址群と井戸を囲む溝は発

見されなかった。しかし、中央部と南部の掘立柱建物址群の間には、両者を隔てるように東西

方向の柵列が検出されている。

遺物包含層は北部ではほとんどみられず、出土遺物の大半は中央部の遺構集中部分からであ

り、南部には遺物包含層が厚く堆積するが、出土遺物はほとんどみられなかった。

3．層序と出土遺物
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Loc・16の基本層序は弥生時代前期の項で述べたとおりであり、中世の遺構検出面までの層序

は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　暗褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　茶褐色粘質土層

北半部では基盤の砂礫層が第I層直下にみられる部分が多く、部分的に第IIトⅤ層が存在す

る。中世の遺構検出面は、第Ⅳ層黄褐色粘質土層上面であるが、第Ⅳ層の存在しない部分では

砂礫層上面、または第Ⅴ層が遺構検出面となっている。遺物包含層は第III層であるが、第Ⅳ層

上面、及び第I～II層中からも若干出土している。

第III層出土遺物としては、土師質土器小皿（1～8）、皿（9～12）、杯（13～21、26）、

椀（22～25、27～30）、鍋（31）、鉢（32）、瓦質土器捨鉢（33）、備前措鉢（34）、青磁碗

（35～40）がみられる。他に土錘1点（41）が出土している。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の北端部に位置しており、調査区北辺にかかり検出された。検出面は、第

I層耕作土直下の第Ⅴ層が混じる砂礫層である。

規模は、不明であるが、1×2間の南北棟と考えれば、梁間3．76m、桁行6．15mを測り、棟

方向はN－16LWを示す。柱間距離は、2．37～3．78mと長く、やや不揃いである。

柱穴は、直径16～20cmの円形であり、深さは12～20cmと浅いものが多い。埋土は灰色粘質土

であり、出土遺物は、土師質土器の細片を若干出土したのみである。SBlは単独で検出され

ており重複する遺構は存在しない。

S B2

SB2は、調査区の北部、やや東に位置しており、西部の遺構集中部より離れて検出された。

検出面は第Ⅴ層上面である。

規模は、梁間4・80m、桁行5・62mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－16LEを示

す。柱間距離は1・68～3・12mを測り、梁間、桁行ともに、よく揃っている。柱穴の並びも極めて

整然としているが、北辺と南辺の3個の柱穴が検出されなかった。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形及び、楕円形と不定形がみられる。深さは4～38cmを測る
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が、ほとんどは25cm前後である。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕は直径約16cmを測る。埋

土は灰色粘質土である。遺物は、土師質土器杯1点（42）が出土している。

SB2は、SB3と東辺が重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B3

SB3は、調査区の北部、やや東に位置しており、SB2と一部重複して検出された。検出

面は第Ⅴ層上面である。

規模は、2×2間であり、南北にやや長いので南北棟と考えるならば、梁間2．43m、桁行2．

76mを測り、棟方向はN－15LEを測る。柱間距離は、0．96～1．54mを測り、やや短く、北辺

の2個の柱穴が検出されなかった。

柱穴は、直径10～30cmを測る円形であり、深さは6～16cmと浅い。柱痕を残す柱穴は、1個

在し、柱痕は直径12cmを測る。埋土は灰色粘質土である。遺物は、土師質土器杯（43）、小叫

（61）、鍋（60）が出土している。

SB3はSB2と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。また、SK

3とも重複関係にあるが、SB3がSK3を切っており、その点で新しくみなけばならない。

S B4

SB4は、調査区中央部の北に位置しており、柱穴集中部分の北端部に検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．46m、桁行3．46mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－28LEを示

す。柱間距離は1．52～2．46mを測り、梁間、桁行ともに、よく揃っている。

柱穴は、直径30cm前後を測り、円形及び楕円形である。深さは20cm前後を測るが、8cmと浅

いものもみられる。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕は直径16cmを測る。埋土は灰色粘質土

であり出土遺物はほとんどみられない。また重複する遺構は存在しない。

S B5

SB5は、調査区中央部の北に位置しており、SB4の西に隣接して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．80m、桁行4．54mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－21LEを示

す。柱間距離は、2．17～2．80mを測り、梁間、桁行ともによく揃っているが、やや平行四辺形を

呈す。

柱穴は、直径約30cmを測る円形であり、深さはいずれも25cm前後を測る。柱痕を残す柱穴は

1個存在し、柱痕は直径12cmを測る。埋土は灰色粘質土である。出土遺物はほとんどみられな

い。また重複する遺構は存在しない。
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S B6

SB6は、調査区中央部の西に位置しており、SElの東に検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は、2×2間であり、やや南北に長いので南北棟と考えるならば、梁間3．24m、桁行4．

21mを測り、棟方向はN－16LEを示す。柱間距離は1．40～2．32mを測り、梁間、桁行ともに

よく揃っている。

柱穴は、直径30cm前後の円形であるが、直径24cmと小さいものも存在する。深さは12～30cm

を測り、ほとんどは25cm前後である。柱痕を残す柱穴は1個存在し、柱痕の直径は17cmを測る。

埋土は灰色粘質土である。遺物は、土師質土器皿（44）、杯（45）を出土している。

SB6と重複する遺構は、SB7・8・11、SA2であるが、柱穴の切り合いはみられず、

新旧関係は不明である。

S B7

SB7は、調査区中央部の西に位置しており、柱穴集中部分において、SB6と重複し、検

出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．52m、桁行3．16mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－15LEを示

す。柱間距離は1．20～2．52mを測り、梁間に比べ桁行はやや短い。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形であり、やや不定形のものもみられる。深さは12～24cmを

測り、ほとんどは20cm前後である。柱痕を残す柱穴は存在しない。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SB7と重複する遺構はSB6・8・11、SA2であるが、柱穴の切り合いはなく、新旧関

係は不明である。

S B8

SB8は、調査区中央部の西に位置しており、柱穴集中部分において、SB7と重複し、検

出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間5．45m、桁行6．64mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－11LEを示

す。柱間距離は2．00～2．68mを測り、よく揃っているが、北辺の中間穴が1個検出されなかっ

た。

柱穴は、直径20cm前後を測る円形及び隅丸方形であるが、直径約56cmと大きい柱穴も2個存

在する。深さは、12～26cmを測り、20cm未満の浅いものが多い。柱痕を残す柱穴は1個存在し

柱痕は直径24cmを測る。埋土は灰色粘質土であり出土遺物はほとんどみられなかった。

SB8と重複する遺構はSB6・7・9－11・13、SA2であるが、柱穴の切り合いはなく

新旧関係は不明である。
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S B9

SB9は、調査区中央部の西に位置しており、SB6・7の南において検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、1×1間の正方形であり、南北棟と考えれば、梁間2．17m、桁行2．20mを測り、棟

方向はN－20LEを示す。柱間距離は2．08－2．20mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径28cmを測る円形そあり、深さは8～16cmを測り、やや浅い。柱痕を残す柱穴は

2個みられ、柱痕は直径6～12cmと小さい。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなか

った。

SB9は、SB8と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B10

SBlOは、調査区の中央部に位置しており、SB9の西において検出された。検出面は、第

Ⅳ層上面である。

規模は、1×1間であり、やや台形に近い正方形を呈するがわずかに東西に長く、東西棟と

考えるならば、梁間2．10m、桁行2．26mを測り、棟方向はN－68LWを示す。柱間距離は、

1．92～2．26mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径25cm前後を測る円形及び楕円形であり、深さは、10～15cmを測り、浅い。柱痕

を残す柱穴はみられず、埋土は灰色粘質土である。出土遺物はほとんどみられなかった。

SBlOは、SB8・11と重複しており、1個の柱穴に切り合いがみられるが、SB8・11の

柱穴ではなく、新旧関係は不明である。また南西の柱穴はSK9に壊されており、SBlOがよ

り古いことが判明している。

S BII

SBllは、調査区中央部の西に位置しており、SBlOと同じく、SB9の西に隣接して検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．56m、桁行4．32mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－15LEを示

す。柱間距離は、1．79～2．56mを測り、南半部の柱間はよく揃っている。また、北東の柱穴は

検出されなかった。

柱穴は、直径25～30cmを測る円形及び不定形である。深さは8－30cmを測り、ほとんどは25

cm前後である。柱痕を残す柱穴はみられず、埋土は灰色粘質土である。出土遺物はほとんどみ

られなかった。

SBllは、SB6～8・10と重複しているが、切り合いはみられず、新旧関係は不明であ

る。
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S BI2

SB12は、調査区中央部の西に位置しており、SB6～11の西に隣接して検出された。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2・80m、桁行2．98mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－10LEを示

す。柱間距離は、1・40－2・80mを測り、梁間の柱間は桁行の柱間のほぼ半分である。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形及び不定形であり、深さは20～30cmを測る。埋土は灰色粘

質土であり、出土遺物は土師質土器片が若干みられる。

SB12は、SB13と重複しているが、切り合いはみられず、新旧関係は不明である。

S BI3

SB13は、調査区中央部の西に位置しており、SB12の南に重複し、検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3・20m、桁行4．58mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－20LEを示

す。柱間距離は、1・36～1・91mを測り、やや短い。また、北西部には1間の張り出しが存在す

る。

柱穴は、直径20～30cmの円形及び1辺35cm前後の方形であり、深さは12～28cmを測り、ほと

んどは20cm前後である。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕の直径は12cmを測る。埋土は灰色

粘質土であr上　出土遺物は土師質土器と瓦質土器の細片が出土したのみである。

SB13は、SB8・12・14・15と重複している。この中で柱穴の切り合いがみられるのはS

B14であり、SB14の柱穴がSB13の柱穴を切っているのでSB13が古いことが判明する。そ

の他の建物については、柱穴の切り合いが存在せず、新旧関係は不明である。

S BI4

SB14は、調査区中央部の西に位置しており、SB12の南にSB13と重複し検出された。検

出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3・35m、桁行5．18mを測る2×3間、総柱の南北棟であり、棟方向はN－18L

Eを示す。柱間距離は、1・54－1．94mを測年非常によく揃い、柱穴の並びも整然としている。

柱穴は、直径35～40cmを測る円形及び楕円形が多く、やや乱れた不定形も存在する。深さは、

16～42cmを測り、ほとんどは30cm前後と深い。柱痕を残す柱穴は3個存在し、柱痕は直径約10

cmと小さい。埋土は灰色粘質土であり、出土遣物は土師質土器と瓦質土器の細片がみられたの

みである。

SB14は、SB13・15と重複するが、SB13の柱穴と切り合いがみられ、前述のとおりSB

14がSB13を切っており新しいことが判明している。
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S B15

SB15は、調査区中央部の西に位置しており、SB13・14と重複し検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間1．59m、桁行6．似mを測る1×4間の南北棟であり、棟方向はN－17LEを示

す。柱間距離は、1．38～1．66mを測り、梁間、桁行ともによく揃っている。

柱穴は、直径25～30cmを測る円形及び楕円形と方形である。深さは20～26cmとよく揃ってい

るが、1個のみ6cmと非常に浅いものがみられる。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕は直径

約8cmと小さい。また南西の柱穴が1個検出されなかった。埋土は灰色粘質土であり、出土遺

物はほとんどみられない。

SB15はSB13・14と重複しているが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。

S BI6

SB16は、調査区の中央部に位置しており、SElの南6mにおいて検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間4．91m、桁行6．41mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－21LEを示

す。柱間距離は1．68～3．20mを測り、梁間、桁行ともに、1．8m前後と3m前後に2分される。柱

穴の並びは整然とよく揃っており、北東の柱穴には柱間距離0．76mと0．92mを測る小柱穴がみ

られる。

柱穴は、直径24～44cmを測る円形及び方形と不定形であり、深さは26～38cmを測り、ほとん

どは30cm前後である。柱痕を残す柱穴は6個存在し、柱痕は直径12～24cmを測る。埋土は灰色

粘質土であり、遺物は土師質土器小皿（46）が出土している。

SB16は、SB17～19と重複するが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。

S BI7

SB17は、調査区の中央部に位置しており、SB16の東面に重複して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間であり、東西棟と考えるならば、梁間2．89m、桁行2．96mを測り、棟方向

はN－60LWを示す。柱間距離は、1．26～1．72mを測り、やや短い。柱穴の並びもやや歪み、

台形を呈している。

柱穴は、直径24～36cmの円形及び隅丸方形であり、深さは20～30cmを測る。柱痕を残す柱穴
e

は4個存在し、柱痕の直径は8～16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられな

かった。

SB17は、SB16・18・19と重複しており、SB19とは柱穴の切り合いがみられるが、プラ

ン、埋土では新旧関係はつかめず、他の建物においても新旧関係は不明である。
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S B18

SB18は、調査区の中央部に位置しており、SB17とほぼ重複して検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間であり、やや東西に長いので、東西棟と考えれば、梁間2．92m、桁行3．56

mを測り、棟方向はN－78LWを示す。柱間距離は1．50～2．06mを測r上桁行に比べ梁間の柱

間はやや短い。また西辺の柱穴が1個検出されなかった。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形及び楕円形と隅丸方形がみられる。深さは約30cmを測るが、

1個のみ50cmと深いものがある。柱痕はすべての柱穴に存在し、直径10～14cmを測る。埋土は

灰色粘質土であり、遺物の出土はみられなかった。

SB18は、SB16・17・19と重複しているが、切り合いは与られず、新旧関係は不明である。

S B19

SB19は、調査区の中央部に位置しており、SB17の西に隣接して検出されている。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2・98m、桁行4．22mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向N－20LEを示す。

柱間距離は1・04～1・84mを測るが、ほとんどは1．5m以下と短い。また、南東の柱穴は検出さ

れなかった。

柱穴は、直径20～26cmを測る円形であり、深さは12～28cmを測り、平均的には25cm前後であ

る。埋土は灰色粘質土であり、遺物の出土はみられなかった。

SB19と重複する建物はSB16～18であるが、前述のとおり、SB17と柱穴の切り合いが存

在するが、新旧関係は不明であり、SB16・18との間においても柱穴の切り合いはなく、新旧

関係は不明である。

S B20

SB20は、調査区の中央西部に位置しており、SB12～15の南2．4mにおいて検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間6．57血、桁行9．30mを測る3×4間の東西棟であり、棟方向はN－70LWを示

す。柱間距離は、1・40～3．18mを測り、梁間は中央部が3．08mと長く、両端部は1．73～1．76m

と短い。また桁行では中央部が1．92mと短く、両端部は2．38～2．92mとやや長い。

柱穴は、直径20～30cmを測る円形及び隅丸方形と不定形がみられ、深ぎは12～24cmを測る。

柱痕をもつ柱穴は3個存在し、柱痕は直径約12cmを測る。埋土は灰色粘質土である。出土遺物

としては土師質土器椀（47）、土師質土器鉢（48）が出土している。
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S B21

SB21は、調査区の中央西部に位置しており、SB20の南辺に一部重複して検出された。検

出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁問3．92m、桁行7．24mを測る2×3間の東西棟であり、棟方向はN－73LWを示

す。柱間距離は、1．92～2．46mを測り、柱穴の並びはよく揃っている。桁行は2．40m前後とや

や長く、梁間は2m弱と短い。

柱穴は、直径約24cmを測る円形であl上　やや隅丸方形に近いものもみられ、深さは8－24cm

を測る。柱痕を残す柱穴は3個存在しておr主柱痕は直径8～10cmと細い。埋土は灰色粘質土

であり、出土遺物はみられなかった。

SB21は、SB20の南辺に重複しているが、柱穴の切り合いはなく新旧関係は不明である。

S B22

SB22は、調査区の中央西部に位置しており、SB21の東に隣接して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．97m、桁行3．18mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－21LEを示

す。柱間距離は1．32～3．18mを測り、桁行は3m以上と長く、平面形は正方形に近い。南辺の

柱穴は1個のみ検出された。

柱穴は、直径20－38cmを測る円形及び不定形であり、深さは12～22cmを測る。柱痕を残す柱

穴は2個存在し、柱痕は直径8cmと細い。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかっ

た。

SB22は、SB20の南辺及びSB24と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明

である。

S B23

SB23は、調査区の中央西部に位置しており、SB22の東に隣接して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3．08m、桁行4．12mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－20LEを示

す。柱間距離は、1．72－3．08mを測り、梁間は約3mと長く、桁行はやや短い。また西辺の柱

穴が1個検出されなかった。

柱穴は、直径24－28cmを測る円形であり、深さは10－13cmとやや浅い。柱痕を残す柱穴はな

いが、中に礫のみられる柱穴が2個存在する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられな

かった。

SB23は、SB24の東半分と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。
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SB24

SB24は、調査区の中央西部に位置しておr上SB21の東に並び隣接する。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、梁間3・36m、桁行7・48mを測る1×2間の東西棟であり、棟方向はN－69LWを示

す。柱間距離は、2・48～3・88mを測り、非常に長い。また北辺には、さらに柱間1．9m前後を

測る柱穴が1個存在している。

柱穴は、直径20cmの円形から長径60cmを測る不定形であり、1個には切り合いが存在するが、

重複する建物はみられない。深さは、11～23cmを測り、ほとんどは20cm前後である。埋土は灰

色粘質土であり、出土遺物はみられ、なかった。

SB24は、SB22・23と大きく重複しており、SB20の南辺に接しているが、柱穴の切り合

い関係はなく、新旧関係は不明である。

S B25

SB25は、調査区中央部のやや東寄りに位置しており、単独で検出されている。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間1・95m、桁行5・28mを測る1×3間の南北棟であり、棟方向はN－19LEを示

す。柱間距離は、1・60～1・95mを測り、梁間、桁行ともにほぼ揃っている。また西辺の柱穴が2

個検出されなかった。

柱穴は、直径25～30cmを測る円形及び不整方形であり、深さは12～20cmを測る。柱痕を残す

柱穴は3個みられ、柱痕は直径12～16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられ

ず重複関係もみられなかった。

S B26

1

SB26は、調査区の南部に位置しており、SB27の北に一部重複して検出された。楓出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間の建物であり、正方形に近いがやや南北に長いので、南北棟と考えれば、

梁間3・52m、桁行4・14mを測り、棟方向はN－24LEを示す。柱間距離は、1．40～2．72mを測

り不揃いである。北辺及び西辺の中間穴は検出されなかった。

柱穴は、直径25～30cmを測る円形及び不整方形であり、深さは8～20cmを測る。柱痕を残す

柱穴は1個みられ、柱痕の直径は12cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は土師質土

器小皿（49）がみられる。

SB26は、SB27の北部と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。
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S B27

SB27は、調査区の南部に位置しており、SB26と一部重複して検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、梁間2．93m、桁行7．04mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－25LEを示

す。柱間距離は、1．26－3．04mを測るが、梁間は1．26～1．72mとやや短く、桁行は1．88～3．04

mと長い。また、北東の柱穴と東辺の中間穴も1個検出されないので、1×3間の建物の東辺

に一部廟をもつものかもしれない。

柱穴は、直径25cm前後を測る円形及び1辺20cmを測る方形と不定形であり、深さは12～28cm

を測る。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕の直径は10cmである。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SB27は、SB26と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B28

SB28は、調査区の南部に位置しており、SB26・27の西にやや離れて検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3．79m、桁行6．71mを測る2×3間、総柱の東西棟であり、棟方向はN－70L

Wを示す。柱間距離は、1．76－2．38mを測るが、梁間は1．76－1．96mと短く、桁行は2・10～

2．38mとやや長く、柱穴の並びはやや乱れている。

柱穴は、直径30～40cmを測る円形及び不整方形ゼぁり、他の建物に比べやや大きい。深さは、

8－25cmを測り、ほとんどは20cm前後である。柱痕を残す柱穴は7個存在し、柱痕の直径は12

－20cmを測る。埋土は灰色粘質土である。出土遣物は、土師質小皿（50）が1点みられる。

SB28は、SB29と一部重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B29

SB29は、調査区の南部に位置しており、SB26・27の西に隣接して検出されている。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間5．96m、桁行7．15mを測る2×3間の東西棟であり、棟方向はN－72LWを示

す。柱間距離は、1．98～3．96mを測り、梁間は南の柱間が約2mと短く、北は3・96mと非常に

長い。桁行は2．40m前後とよく揃っている。また北東の柱穴及び南辺の中間穴1個が検出され

なかった。

柱穴は、直径25～36cmを測る円形が多いが、不定形もみられる。深さは、8～20cmを測り、

平均的には15cm前後とやや浅い。柱痕を残す柱穴は1個みられ、柱痕の直径は15cmを測る。ま

た柱穴の底に礫をもつものが1個存在する。埋土は灰色粘質土である。出土遺物は、土師質土

器椀（51）が1点みられる。

SB29は、前述のとおり、SB28と一部重複するが、新旧関係は不明である。
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S B30

SB30は、調査区の南西部に位置し、SB28の南4mにおいて単独検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間1・48m、桁行3．60mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－12LEを示

す。柱間距離は、1．48～1．84mを測り、梁間1．48mに比べ、桁行は1．8m前後とやや長い。ま

た南西の柱穴は検出されなかった。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形であり、深さは12cm前後とよく揃っている。柱痕を残す柱

穴は存在せず、埋土は灰色粘質土である。また、出土遺物はみられず、重複する遺構は存在し

ない。

S B31

SB31は、調査区の南部に位置しており、SB29の南東に隣接し検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、2・15×2・25mを測る1×1間の正方形であり、棟方向は不明である。柱間距離は、

2．12～2．25mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径20～25cmを測る円形及び楕円形であり、深さは約20cmを測る。埋土は灰色粘質

土であり、出土遺物はみられなかった。また重複する遺構は存在しない。

S B32

SB32は、調査区の南東部に位置しており、SB26～31から東へ18mほど離れ、単独で検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、1×1間であり、南北に長く南北棟と考えれば、梁間1．92m、桁行3．08mを測り、

棟方向はN－18LEを示す。柱間距離は、1．92～3．08mを測り、梁間に比べ桁行が長い。

柱穴は、直径36－40cmを測る円形であり、やや大きい。深さは13～20cmを測る。埋土は灰色

粘質土であり、遺物は出土しなかった。また重複する遺構は存在しない。

土砿

S KI

SKlは、調査区の北部やや西寄りに位置しており、中央部の掘立柱建物址の北に検出され

た。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径5・85m、短径1．53m、深さ0．12mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N一褐LWを示す。底面は平坦であり、西端部にピットが3個みられる。断面形は浅い逆台形

を呈し、埋土は灰色粘質土に褐色のブロックが混入する。

－177－



遺物は、土師質土器と瓦質土器の細片が若干出土したのみであり、時期は不明である。しか

し、掘立柱建物址群と同じ方向性をもっており、関連性があると考えられる。

S K2

SK2は、調査区の北部やや東寄りに位置しており、SB2と重複して検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．45m、短径0．72m、深さ0．13mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－78LWを示す。底面はほぼ平坦であるが中央部がわずかに低くなっており、断面形は浅い

逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はほとんどみられず時期は不明である。

SK2は、SB2と重複しているが、その関連性については不明である。

S K3

SK3は、調査区の北部やや東寄りに位置しており、SK2の東1．8mにSB2・3と重複

して検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．20m、短径1．06m、深さ0．13mを測る。平面形は方形に近い不定形であり、

南へ一部張り出している。長軸方向はN－17LEを示す。底面は中央部が低く、南の張り出し

部は浅くなっており、断面形は皿形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられな

かった。

重複するSB2・3との新旧関係は、SB3の柱穴がSK3を切っており、SK3が古いこ

とが判明しているが、SB2については不明である。

S K4

SK4は、調査区の中央西部に位置しており、SB12の北1mに検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径1．43m、短径1．01m、深さ9cmを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向はN

－11LEを示す。底面はばば平坦であり、断面形は非常に浅い逆台形を呈する。埋土は灰色粘

質土であり、出土遺物はみられなかった。

東壁に重複するピットが存在し、SK4を切っているが、掘立柱建物址ではない。

S K5

SK5は、調査区の中央西部に位置しており、SB15の西に隣摸して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、長径3．70m、短径1．87m、深さ7cmを測る。平面形は不定形であり、長軸方向はN
°

－17LEを示す。底面は平坦であり、断面形は非常に浅い逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質
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土であり、遺物は土師質土器の細片が若干出土している。

また、SD3がSK5から北へ9・4mほど延びているが、新旧関係は不明である。

S K6

SK6は、調査区の中央西部に位置しており、SK7と重複して検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径2・20m、短径0．40m、深さ7cmを測る。平面形は溝状であり、長軸方向はN－

23LWを示す。底面は平坦であり、断面形は非常に浅い逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土で

あり、出土遺物はみられなかった。

SK6は、SK7に切られており、より古いことが判明している。

S K7

SK7は、調査区の中央西部に位置しており、SK6と重複して検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径0・76m、短径0・47m、深さ0．15mを測る。平面形は楕円形を呈し、長軸方向は

N－23LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は褐色粘質土であr上

出土遺物はみられなかった。

SK7は、前述のとおりSK6を切っており、より新しいことが判明している。

S K8

SK8は、調査区の中央部に位置しており、SB17・18の東に隣接し、単独で検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径0・91m、短径0．53m、深さ0．13mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－13LEを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。また、重複する遺構は存在しない。

S K9

SK9は、調査区の中央西部に位置しており、SBlOと重複して検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径0・89m、短径0・81m、深さ0．25mを測る。平面形は隅丸方形であり、長軸方向

はN－67LWを示す。底面は平坦であり、北西及び北東に小段がみられる。断面形は逆台形を

呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB9は、SBlOと重複しているが、検出面では、柱穴のプランはみられなかったので、S

K9がSBlOを切っており、新しいことが判明している。
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S K10

SKlOは、調査区の中央部やや東寄りに位置しており、SB25と重複して検出された。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．74m、短径0．43m、深さ0．19mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－67LWを示す。底面は平坦であり、中央部には長径48cmのピットがみられる。断面形は逆

台形を呈し、埋土は灰色粘質土である。出土遺物はみられなかった。

SKlOは、SB25と重複しているが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S Kll

SKllは、調査区の中央部やや東寄りに位置しており、SKlOの東で検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．75m、短径0．43m、深さ0．10mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－68LWを示す。底面は平坦であり、断面形は浅い逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であ

り、出土遺物はみられなかった。

SKllは、SKlOと同じくSB25と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S K12

SK12は、調査区の中央部やや東寄りに位置しており、SB25の東に単独で検出された。検

出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2．15m、短径0．79m、深さ0．17mを測る。平面形は不定形であり、南へ幅約0・

30mで1．20mほど溝状に延びており、一部深くなっている。長軸方向はN－20LEを示す。底

面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はほとんどみ

られない。また、重複する遺構は存在しない。

溝

S DI

SDlは、調査区の北端部に位置しており、調査区外に延び、SD2と重複して検出された。

検出面は一部基盤の砂礫層と第Ⅴ層上面である。

規模は、検出長9．6m、幅約2m、深さ0．2mを測る。方向はN－78LWを示し、北西から南

東へ延びる。底面は中央部がやや深く、断面形は緩やかな逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土

であり、出土遺物はみられなかった。

SDlは、SD2を切っており、新しいが、溝の方向もSD2と直角に重複しており、掘立

柱建物址群との関連性が考えられる。
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S D2

SD2は、調査区の北端部に位置しており、調査区外にかかり検出された。検出面は、一部

基盤の砂礫層と第Ⅴ層上面である。

規模は、検出長28m、幅1．8m、深さ約0．1mを測る。方向はN－22LEを示し、北東より南

西へ延びる。底面は中央部が深く、断面形は浅い逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

遺物は瓦質土器鍋（52）が出土している。

SD2は、SDlと重複しており、SDlに切られており古い。SD2の方向は、掘立柱建

物址群と同方向をもっており、周辺部には遺構は存在しないがなんらかの関連性をもつものと

考えられる。

S D3

SD3は、調査区の中央部やや西寄りに位置しており、SK5より北へ延びて検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長9・2m、幅約0．4m、深さ0．12mを測る。方向はN－19LEを示し、南北方向

に走っている。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土

遺物はみられない。また、SK5と重複するが、新旧関係は不明である。

井戸

S El　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

SElは、調査区の中央部に位置しており、東を除き三方を掘立柱建物址群に囲まれるよう

に検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は直径0・72mを測る円形の石組みの井戸である。深さは、検出面より4．08mを測るが、

石組みが検出されたのは検出面より1．88m下であり、石組みと井筒を含め検出された深さは2．

20mである。

石組みは、長径30cm前後の扁平な楕円形の河原石を、短面を井戸の内面に向け、螺旋状に積

み上げている。直径は、上部で0．64m、中間部で0．74m、最下部0．62mを測り、中間部にやや

ふくらみを持ち、最下部では若干狭くなっている。また、最下部には、井筒のおさえとし、か

つ石組みの重量をバランスよく受けるために、砂利の上に、直径40～50cmの特に大形の扁平楕

円礫を円形に並べている。

井筒は、桶状の筒であり、直径0．64m、最大高は0．52mを測る。井筒の外面にはタガは認め

られなかった。井筒材は25枚であり、幅は6～13cm、厚さは2．5cm、長さは18～52cmを測り、

正目の杉を使用しているのではないかと考えられる。

石組みの裏込めは、最下部に小砂利を若干つめ、他の部分は灰色のきわめて粘性の強い粘土
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である。石組みの間にも粘土をつめ込み、石組みを強固に支えている。井筒の外周にも、灰色

粘土を裏込めとして、約10cmほどの厚さで入れている。また、標高4m以下は砂利層であり、

井筒の底からのみ砂利層の伏流水が湧水として、湧き出てくるようになっている。

掘り方は、直径2・84mを測る円形であり、井筒の上部までほぼ垂直に掘られている。井筒の

掘り方は、直径約0・7mと最少限の大きさである。掘り方の埋土は、茶褐色粘質土をベースと

し、黒褐色と黄褐色粘質土のブロックを多量に含む単一層であり、掘り方を掘った排土を再び

埋土としている。また、石組みの位置は、掘り方の中心よりやや西に寄っている。

遺物は、井戸の埋土中から土師質土器椀（53）、青磁碗（54、59）、土師質土器鍋（55）、

備前捨鉢（56－58）が出土しており、石製品としては、砥石2点（71、72）が、木製品として

は板片4．点（73～76）が出土している。井戸の時期としては、備前捨鉢、青磁からみると15世

紀後半ではないかと考えられる。

SElに付属する遺構はみられないが、SElの西1mにSA3が、南2mにはSA4が存

在しており、井戸との関連性が考えられる。

柵列

S AI

SAlは、調査区の中央部に位置しており、SB5の北1．4mで検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、東西方向に2間、4・32mを測り、方向はN－68LWを示す。柱穴は、直径20～30cm

を測る円形であり、深さは8～20cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなか

った。

SA2

SA2は、調査区の中央部に位置しており、SB6～9に重複して検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、南北方向に6間、12．6mを測り、方向はN－13LEを示す。柱穴は、直径26～30cm

を測る円形であり、深さは10～20cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなか

った。

SA3

SA3は、調査区の中央部に位置しており、SElの西1mで検出されている。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、南北方向に3間、4・8mを測り、方向はN－19LEを示す。柱穴は、直径25cm前後を
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測る円形であり、深さは約20cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SA4

SA4は、調査区の中央部に位置しており、SElの南2．2mで検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、東西方向に2間、4・4mを測り、N－73LWを示す。柱穴は、直径25～30cmを測る

円形または不定形であり、深さは12～24cmである。柱痕を残す柱穴が2個みられ、柱痕は直径

16cm前後を測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SA5

SA5は、調査区の南部西辺近くに位置しており、SB21とSB28のほぼ中間で検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、東西方向に5間、12・6mを測り、N－74LWを示す。柱穴は、長辺25cm前後を測る

長方形と不定形であり、深さは16cm前後である。いずれの柱穴にも柱痕がみられ、直径8～10
●

cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

柱穴

PI

Plは、調査区の北部に位置しており、検出面は第Ⅴ層上面である。規模は、直径23cm、深

さ18cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器杯（62）が出土している。

P2

P2は、北部東寄りに位置しており、検出面は第Ⅴ層上面である。規模は、直径20cm、深さ

23cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器杯（63）が出土している。

P3

P3は、調査区の北部東寄りに位置しており、検出面は第Ⅴ層上面である。規模は、直径24

cm、深さ18cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は桂根の断片（77）が出土している。

P4

P4は、調査区の中央西部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は、直径26cm、

深さ15cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器椀（64）が出土している。
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P5

P5は、調査区の中央西部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は、直径42cm

深さ23cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は柱根（78、79）が2つに割れ、出土してい

る。

P6

P6は、調査区の中央西部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は長径75cm、

深さ21cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器小皿（65）を出土している。

P7

P7は、調査区南部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は、直径18cm、深さ

16cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器杯（66）、小皿（67）が出土してい

る。

P8

P8は、調査区の南東部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は、直径23cm、

深さ17cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器小皿2点（68、69）が出土して

いる。

P9

P9は、調査区の南東部に位置しており、検出面は第Ⅳ層上面である。規模は、直径18cm、

深さ16cmを測り、埋土は灰色粘質土である。遺物は土師質土器小皿（70）が出土している。

4．　まとめ

Loc．16下は、掘立柱建物址32棟、土砿12基、溝3条、井戸1基、柵列5列、多数のピットが

検出された。基本的には井戸を伴う掘立柱建物址群であり、他の調査区でも検出されているが、

最も大きな違いは、掘立柱建物址群を囲む溝が存在していないことである。

掘立柱建物址群は、大きく3群に分けられる。第1群は、調査区の中央部、SElの東を除

き3方向を囲むように15棟が存在している。さらに、重複するまとまりとして4ブロックに分

かれる。1ブロックは、SElの北に位置し、SB4・5の2棟にSAlが存在する。第2ブ

ロックは、SElの西に位置し、SB6～11の6棟が集中しており、柵列はSA2～4が存在

する。第3ブロックは、第2ブロックの西やや南へずれて位置しており、SB12－15の4棟が

集中する。第4ブロックは、第2・3ブロックの南東4～5mほど離れた位置に、SB16～19

の4棟が集中している。
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第2群は、第1群の南に位置し、SB20－24の5棟が存在している。第3群は、調査区の南

端部に位置し、SB26～31の6棟である。

以上の掘立柱建物址群の集中部分の東には、SBl～3・25・32が独立して存在している。

掘立柱建物址群は、東西、南北棟両者ともに方向性を同じくしており、柵列、溝についても同じ

方向性をもっている。

掘立柱建物址群の重複関係からみれば、第1群では4臥第2群では3臥第3群では2回

の建て替えが存在し、SElを囲む第1群において最も建て替えが多く、存続時期も長いと考

えられる。

時期的には、出土遺物からみれば、SB2・3は14～15世紀、SB20・29は13～14世紀と考

えられ、他の掘立柱建物址群は15世紀である。SElも備前措鉢からみれば15世紀であり、3

時期に分かれる。

また、包含層出土遺物も、13～14世紀と考えられるものは、高台をもつ土師質土器椀（22～

25、27、28、30）であり、14～15世紀のものとしては、土師質土器杯（13～17）である。他の

土師質土器、瓦質土器、備前捨鉢、青磁については15世紀と考えられる。

以上の時期を考え、遺構の全体的配置を考えるならば、SB20・29が13～14世紀に位置づけ

られ、これらの掘立柱建物址を含む第2群、第3群が同時期に存在したと考えられる。またS

A5も第1・2群を分離する位置にあり、同時期であろう。SB2・3は14～15世紀に位置づ

けられ、周辺部に関連遺構のないことから、単独に存在した建物である。

SElを囲む第1群は、15世紀に位置づけられ、Loc．16の中心をなす遺構群である。また、

建物の重複から4段階の小時期が考えられる。さらにSKl・5、SD3は第1群の西と北に

同じ方向性をもち、位置しているので、同時期に含まれるものであろう。

SDl・2については、瓦質土器鍋（52）が出土しており、15世紀と考えられるが、方向性

の点から、他の遺構との関連性が存在すると考えられるが、不明な点が多い。
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第21表　掘立柱建物吐計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

m 2

備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 79　図 S B　 l 1　 ×　 2 3 ．7 6　×　 6 ．1 5 2 ．37　～　 3 ．78 N － 16 と－W 2 3 ．1

′′ S B　　 2 2　　 ×　　 3 4 ．8 0　×　 5 ．6 2 1 ．6 8 ～　 3 ．12 N － 16 q一一E 27 ．0

第 80 図 S B　　 3 2　　 ×　　 2 2 ．4 3　 ×　 2 ．76 0 ．9 6　～ 1 ．5 4 N － 15 号－・E 6 ．6

〝 S B　　 4 1　 ×　 2 2 ．4 6　×　 3 ．4 6 1 ．5 2　－　 2 ．4 6 N － 28 生－ E 8 ．5

第 8 1 図 S B　　 5 1　 ×　　 2 2 ．80　×　 4 ．5 4 2 ．17　′｝　 2 ．80 N － 2 10－ E 1 2 ．7

′′ S B　　 6 2　　 ×　 2 3 ．24　 ×　 4 ．2 1 1 ．40　－　 2 ．32 N － 16号一一E 13 ．6

第 8 2 図 S B　　 7 1　 ×　　 2 2 ．52　 ×　 3 ．16 1 ．20　～　 2 ．52 N － 15㌧－E 8 ．0

／′ S B　　 8 ． 2　　 ×　　 3 5 ．4 5　×　 6 ．64 2 ．0 0 ′－　 2 ．68 N － 11？－ E 36 ．2

第 83 図 S B　　 9 1　 ×　 1 2 ．17　×　 2 ．20 2 ．0 8 －　 2 ．2 0 N － 20竺一一E 4 ．8

′′ S B　 lO 1　 ×　 1 2 ．10　×　 2 ．2 6 1 ．9 2　′－　 2 ．2 6 N － 68 ？－ W 4 ．7

〝 S B　 l l 1　 ×　 2 2 ．5 6　×　 4 ．3 2 1 ．7 9 ～　 2 ．5 6 N － 15 ？－ E 1 1 ．1

第 84 図 S B　 12 1　 ×　　 2 2 ．8 0　×　 2 ．9 8 1 ．4 0　～　 2 ．80 N － 10 と－ E 8 ．3

′′ S B　 13 2　　 ×　　 3 3 ．2 0　×　 4 ．5 8 1 ．36　′－ 1 ．9 1 N － 20 ？－ E 14 ．7

第 85 図 S B　 14 2　　 ×　　 3 3 ．35　×　 5 ．18 1 ．54　～ 1 ．9 4 N － 18 q－ E 1 7 ．4

′′ S B　 15 1　 ×　 4 1 ．59　×　 6 ．0 4 1 ．38 ～ 1 ．66 N － 17 q－ E 9 ．6

第 86　図 S B　 1 6 2　　 ×　　 3 4 ．9 1 ×　 6 ．4 1 1 ．68　～　 3 ．20 N － 2 10－ E 3 1 ．5

′′ S B　 17 2　 ×　 2 2 ．89　×　 2 ．9 6 1 ．26 ～ 1 ．72 N － 6 0？－ W 8 ．6

第 8 7　図 S B　 18 2　　 ×　 ．2 2 ．92　 ×　 3 ．56 1 ．50 ～ 2．．06 N － 7 8q－ W 10 ．4

′′ S B　 19 2　　 ×　　 3 2 ．9 8　×　 4 ．22 1 ．04 ′－ 1 ．84 N － 20 q一一E 12 ．6

第 8 8 図 S B　 20 3　　 ×　 4 6 ．5 7　×　 9 ．3 0 1 ．4 0　～　 3 ．18 N － 70 ？－ W 61 ．1

第 89 図 、S B　 2 1 2　　 ×　　 3 3 ．9 2　×　 7 ．2 4 1 ．9 2　～　 2 ．4 6 N － 73 q－W 28 ．4

′′ S B　 22 1　 ×　 2 2 ．9 7　×　 3 ．18 1 ．32　～　 3 ．18 N － 2 10－ E 9 ．4

第 90 図 S B　 2 3 1　 ×　 2 3 ．08　×　 4 ．12 1 ．72　′－　 3 ．08 N － 20 と－ E 1 2 ．7

／′ S B　 2 4 1　 ×　 2 3 ．36　 ×　 7 ．48 2 ．48　～　 3 ．88 N － 69 ？－ W 2 5 ．1

第 9 1 図 S B　 2 5 1　 ×　　 3 1 ．95　 ×　 5 ．28 1 ．60　～ 1 ．95 N － 19q－ E 10 ．3

′′ S B　 26 2　　 ×　　 2 3 ．5 2　×　 4 ．14 1 ．40　～　 2 ．7 2 N － 24？一 E 14 ．6

第 92 図 S B　 27 2　　 ×　　 3 2 ．9 3　×　 7 ．04 1 ．2 6　～　 3 ．04 N － 25 q一一E 20 ．6

′′ S B　 28 2　　 ×　　 3 3 ．7 9　×　 6 ．7 1 1 ．7 6　～　 2 ．3 8 N － 70 竺－W 25 ．4

第 93 図 S B　 29 2　　 ×　　 3 5 ．9 6　×　 7 ．1 5 1 ．9 8 －　 3 ．9 6 N － 72 と－ W 42 ．6

第 94 図 S B　 30 1　 ×　 2 1 ．4 8　×　 3 ．6 0 1 ．4 8　～ 1 ．8 4 N － 12 と－ E 5 ．3
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挿図番号 遺構番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

m 2

備　　 考
梁 （問）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 94 図 S B　 31 1　 ×　 1 ： 2 ．15　×　2．25 2 ．12　～　2 ．25 不　 明 4．8

′′ S B　 32 1　 ×　 1 1 ．92　×　3 ．08 1 ．92 ～　3 ．08 N － 18 q－E 5．9

第22表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 95　図 S K　 l ・長方 形 5 ．8 5 1 ．5 3 0 ．12 N － 74 と－W 逆 台形

〝 S K　　 2 ′′ 1 ．4 5 0 ．7 2 0 ．1 3 N － 7 8 ？－ W 浅 い逆 台形

′′ S K　　 3 不定 形 1 ．2 0 1 ．0 6 0 ．13 N － 17 し－E 皿　 形

第 9 6　図 S K　　 4 楕 円形 1 ．4 3 1 ．0 1 0 ．09 N － 110－ E 浅 い 逆 台 形

／′ S K　　 5 不 定 形 3 ．70 1 ．8 7 0 ．07 N － 17 し－E
〝

〝 S K　　 6 楕 円形 2 ．20 0 ．4 0 0 ．07 N － 2 3し－W
〝

S　 K 7 と

重 複 す る 。

′′ S K　　 7 ′′ 0 ．76　 r 0 ．4 7 0 ．15 ．N － 23 ？一 W 逆 台 形

〝 S K　　 8 長 方 形 0 ．9 1 0 ．5 3 0 ．13 N － 13 し E 〝

第 97　図 S K　　 9 隅 丸 方 形 0 ．8 9 0 ．8 1 0 ．2 5 N － 67 ？－ W ′′

〝 S K　 lO 楕 円形 0 ．7 4 0 ．4 3 0 ．1 9 N － 67 ㌧－W
′′

′′ S ．K　 l l 不‾定形 0 ．7 5 0 ．4 3 0 ．1 0 N － 6 8 q一一W ′′

〝 S K　 12 ′′ 2 ．15 0 ．7 9 0 ．17 N － 2 0？－ E ′′
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第23表　包含層出土土器観察表

挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口 径

子 ≡ … 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ 層

土 師 質 土 器

小　　　 皿

6 ．6 底 部 は 上 げ 底 状 。 底 部 と 休 部 の 境 に 粘 土 を 貼 付 し ，

1 ．1

5 ．6

口　 は 重 め て　　 日 い 。 南 台 を 、 。
高 台 を も つ 。 ト一・・一・・・・・・．・・一

2 〝 ′′

8 ．0

1 ．4

4 ．8

浅 く や や 外 反 し 開 く 。 底 部 回 転 糸 切 り 。 内 面 に ロ ク ロ 目

を 残 す 。

3 〝 〝

8 ．7

1 ．6

5 ．5

浅 く 直 線 的 に 開 く 。 底 部 に 回 転 糸 切 り 痕 を 僅 か に 残 す 。

4 ′′ ′′

7 ．8 直 線 的 に 開 き ， 口 縁 部 は 僅 か に 内 底 部 回 転 糸 切 り 。 内 外 面 と も に ロ

一Ⅰニ
1 ．6

4 ．5

湾 す る 。 ク ロ 目 を ナ 丁 調 整 。

5 〝 ′′

7 ．7

（ 1 ．6 ）

緩 や か に 開 き ， 口 稼 部 は 大 き く 外

反 す る 。

ロ 綾 部 は ナ デ 調 整 。

6 ′′ 〝

8 ．0 直 線 的 に 開 き ， 口 縁 部 は 僅 か に 内 底 部 回 転 糸 切 り 。 内 外 面 と も に ロ

一すユ
1 ．8

5 ．0

湾 す る 。 ク ロ 目 を ナ 丁 調 整 。

7 〝 ′′

8 ．8 浅 く 直 線 的 に 開 く 。 底 部 は 僅 か に 底 部 回 転 糸 切 り 。 内 外 面 と も に ロ

．．一寸．ユ1 ．4

5 ．8

凹 む 。 ク ロ 目 を ナ デ 調 整 。

8 〝 ′′

9 ．2

1 ．5

5 ．7

平 底 で ，休 部 は 直 線 的 に 外 反 す る 。 内 外 面 と も ナ デ 調 整 。

9 ′′

土 師 質 土 器

皿

9 ．2

1 ．9

4 ．4

休 部 は 丸 み を も つ 。

底 部 中 央 は や や 薄 い 。
′′

1 0 〝 ′′

8 ．9

2 ．3

3 ．8

休 部 及 び 底 部 は 丸 み が か る 。 口 縁

端 部 は 面 を も つ 。
′′

1 1 〝 ′′

1 4 ．2

2 ．8

6 ．2 ．

口 縁 端 部 は 面 を も つ 。 ′′

1 2 ′′ ′′

8 ．9

2 ．1

ヽ

4 ．3

底 部 は 僅 か に 凹 む 。

休 部 は 直 線 的 。
〝

1 3 ′′

土 師 質 土 器

杯

（ 2 ．2 ）

5 ．3

底 部 は 幅 広 で ， 外 面 中 央 は 凹 む 。 内 面 に ロ ク ロ 目 痕 。

1 4 ′′ ＿一〝

（ 2 ．3 ）

6 ．7

平 底 状 の 底 部 。 内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

1 5 〝 〝

（ 3 ．1 ）

5 ．9

底 部 は ， 上 げ 底 状 で あ る 。 ′′
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挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口径

子 … 董 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

16 第 Ⅲ層

土 師 質 土 器

杯

底 部 は 平 担 で あ る 。 円 盤 状 の 底 部 を も つ 。

（ 3 ．2 ）

5 ．0

底 部 か ら休 部 に か け て 2 段 に 外 反

す る 。

内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

17 ′′ 〝

（ 2 ．6 ）

5 ．8

底 部 は 平 底 状 。

休 部 は や や 内 湾 す る 。
〝

18 ′′ ′′

（ 1．4）

6 ．1

底 部 は 平 坦 で あ る 。 ′′

19 ′′ ′′

（ 2 ．4）

7 ．5

平 坦 な 底 部 か ら外 反 す る 休 部 を も

つ 。

′′

2 0 ′′ 〝
（ 1．7）

6 ．6

平 底 で あ る 。 〝

云1
′′ ′′

（ 2 ．2）

8 ．8

底 部 か ら休 部 に か け て ， 外 面 を 1

段 に 外 反 させ ， 平 底 状 に す る 。
′′

2 2 ′′

土 師 質 土 器

椀

底 部 中 央 は や や 上 げ 底 状 。 貼 付 高 台 を も つ 。

（ 2 ．4 ）

6 ．1

高 台 を も つ 。 内外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 3 ′′ ′′

（ 1 ．5 ）

5 ．4

高 台 は ，逆 三 角 形 状 で あ る 。

休 部 の 器 厚 は 薄 い 。
〝

2 4 ′′ 〝

（ 1 ．6 ）

5 ．0

ハ の 字 形 に外 傾 し た 高 台 を も つ 。
〝

2 5 ′′ ′′

（ 3 ．4 ）

5 ．8

休 部 は 緩 や か に 内 湾 す る。 高 台 の

高 さ は 低 い 。
′′

2 6 ′′

土 師 質 土 器

杯

1 5 ．2

（ 2 ．4 ）

外 反 す る ロ縁 を も ち ， 端 部 は面 を

もつ 。

内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 7 〝

土 師 質 土 器

椀

16 ．2

（ 4 ．4 ）

l．－

休 部 か ら 口綾 部 を 緩 や か に 外 反 さ

す 。

口縁 端 は 丸 み を もつ 。

′′

2 8 〝 ′′

16 ．8

（ 5 ．0 ）

内 湾 ぎ み の 休 部 か ら ， 口 綾 部 を 外

一反 さす 。
′′

2 9
〝 ′′

15 ．6

（ 2 ．6 ）

ロ縁 端 が ， 僅 か に 外 反 す る 。 ′′

3 0
′′ 〝

15 ．8 休 部 は 内 湾 す る 。 内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

5 ．2

5 ．0

底 部 に逆 二 角 形 状 の 南 台 を もつ 。 ロ ク ロ 目 が 外 面 に残 る 。
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挿図 番号 層　 位 器　　 種

「］径

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 ．備　　 考

3 1 第 Ⅲ層
土師質土 器

鍋

16 ．6

（ 8 ．1）

17 ．0

口縁部 は外 反 し，端 部 に面 を もつ。

胴 部は 内湾す る。

胴部外 面に横方 向の タタキ 目痕。

32 ′′

土師質土 器

鉢

29 ．6

（ 6 ．2 ）

休 部は 内湾す る。

□縁端 は面を もつ。

内外面 共ナ デ調 整 。

33 ′′

瓦 質 土 器

寸富　　　 鉢

24 ．8 休 部は直 線状 に外反す る。 口縁端 内面 5 本 1 単位 の条線 。
　ヽ′

（7 ．2 ） 面は 凹状 。 外面休 部上半 に指頭圧 痕 。

34 ′′ 寸富　　　 鉢

28 ．6 外反す る休部 に，内傾す る 口綾 部 内外 面 ともロ クロナデ調整 。
イ

備 前焼 。

（8 ．0 ） を もつ 。 内面 に細 い粂 線 。

35 ′′

青　　　 磁

碗

（2 ．2）

6 ．4

高台 内の削 りが深い 。 高 台内は施 粕 され ない。
高 台内粕 ハギ。

胎土 ，灰 白色。

緑色粕 。

36 ′′ ′′
（2 ．1）

5 ．6

′′ 見込 み蛇 ノ日和ハ ギ。
高 台内蛇 ノ 日和ハ ギ。

胎土，灰 色 。
淡緑色 粕。

37 ′′ ′′
（‘2 ．4 ）

5 ．6

高台か ら休部 にかけて 外反す る。 外底 軸ハギ 。 胎土 ，灰 白色。

青緑色 軸。

38 ／′ ′′
（ 1．6 ）

5 ．0

高台 内の削 りが浅い 。 見込 み蛇 ノ目粕ハ ギ。
外底 粕ハギ 。

胎土，淡茶 灰色 。
緑色粕 。

39 ′′ ′′

高台 はハの字型 。 体部 下半か ら無軸 。 胎土 ，灰色 。

（1．8）

4 ．4

高台 内の削 りが深い 。 見込 み蛇 ノ目粕ハギ 。 淡緑色 粕。

4 0 ′′ ′′
（2 ．2）

5 ．0

高台 内の削 りが深い 。 高 台外面 に 2 条の界 線。

畳付 には施 粕 され ない。
全面 に質入 あ り。

胎土，灰色 。
淡灰 白色 粕。

41 ′′
土　　　 錘

全長　 4 ．1

直径 1 ．2

重量　 4．1 g

中央部 に最大 幅を もつ。
形状 は楕円形 。

ナデ調整 。

第24表　遺構出土土器観察表

挿図番 号 遺構番号 器　　 種

「】径

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

42 S　B　 2

土 師質土器

杯

（2 ．6 ）

6 ．4

平 底状 の底部を もつ。
休 部は直 線的 。

内外面共 ナデ調整 。

43 S　B　 3 ′′
（4 ．2 ）

5 ．8

底 部は平 底状 。 ′′
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

44 S B　 6

土 師質土器

皿

9 ．4

（2．6）

休部 は内湾す る。

口綾 部先端 は尖 りぎみ。

内面 に指頭圧痕 を もつ 。

45 ′′

土 師質土器

杯

13 ．2

4 ．0

5 ．4

平底 か ら 2 段 に外反 して立 ち上が

る。

内外 面共に ロク ロナデ調整 。

46 S B 16

土 師質土器

小　　　 皿

6 ．4

1 ．5

4．4

休部 は短 い。 ′′

47 S B 20

土師質土 器

椀

内湾す る休 部で ，体 部下半 に高台 内外面 ともロ クロナデ調整 。

（1 ．5 ）

6 ．2

を もつ 。 貼付 高台を もつ 。

48 ′′
鉢

21 ．0

8 ．4

10 ．0

緩 やか に外反す る休部を もち， 口

縁 瑞は面 を有す る。

内外 面共 ロク ロナデ調整 。

49 S B 26

土師質土 器

小　　　 皿

7 ．8

1 ．8

4 ．5

平 坦な底 部か ら外 反す る休 部を も

つ。
′′

50 S B 28 〝

9 ．0

1 ．3

5 ．4

底 部は広 く，短 い休部を もつ 。 ′′

51 S B 29

土師質土 器

椀

（2 ．5 ）

5 ．8

休 部は 内湾す る。

高 台を有 す る。
′′

52 S D　 2

瓦 質 土 器

鍋

21 ．2

（ 8 ．5 ）

22 ．4

内湾す る休 部か ら， 口縁部 は緩や

かに外反 す る。
〝

53 S E l

・土師質土 器

椀

（1 ．7 ）

6 ．9

底 部の破 片。
高 台は高 い。

貼付 高台 。

54 ′′

青　　　 昭

碗

（2 ．5 ）

6 ．6

底 部は 分厚い 。
高台部欠 損 。

内面 に印花文 。

55 ／′

土師質土 器

鍋

30 ．6

（ 4 ．6 ）

2 段 に外 反 した 口綾部を もつ 。 内外 面共 ロク ロナデ 調整 。

56 ′′
捨　　　 鉢

27 ．8

（ 7 ．1）

緩や かに外反す る。
休部 に内傾す る口綾部 を もつ 。

内面 に細 い粂 線を もつ 。 備前焼 。

57 ′′ ／′

29 ．0

（ 6 ．4 ）

片 口の捨 鉢 。

口縁部 は内傾す る 。
′′ ′′

58 〝 ′′

32 ．8

（ 5 ．9 ）
′′ ′′ ′′
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挿図 番号 遺構 番号 器　　 種

口径

語 意 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

59 S　E l

青　　　 磁

碗

20 ．6

（ 4 ．2 ）

休部 は内湾す る 。 全 面に質入 がは いる。 胎土 ，灰 白色 。

緑色 粕。

60 S B　 3

土師質 土器

鍋

28 ．6

（ 4 ．8 ）

ロ綾 部，休 部共に 内湾す る。 外 面横 ナデ調整 。

61 ′′

土師質 土器

小　　　 皿

5 ．9

1 ．2

4 ．8

底部 は上げ底状 。
短 い休 部を もつ。

内外 面共 ロク ロナデ調整 d

62 P　　 l

土師 質土器

杯

12 ．6

4 ．2

6 ．2

底部か ら休部 にかけて 2 段に外 反

す る。
〝 E 4　－ 4 －18

63 P　　 2 ′′
（2 ．9 ）

6 ．3

平坦な底 部か ら，直線 的な休部 を

もつ 。
〝 E 4 － 10 － 16

64 P　　 4

土師質 土器

椀

（1 ．8）

5 ．3

ハの字 型の高 台を もつ 。 貼付 高台 。 E 4 － 12 －　5

6 5 P　　 6

土師質 土器

小　　　 皿

7 ．7

1 ．8

4 ．5

平坦な底 部を もつ。

ロ綾部 は僅か に外 反す る。

内外 面共 ロクロナデ調 整 。 E 4　－17 －　4

66 P　　 7

土師質土器

杯

15 ．0

4 ．2

6 ．6

底 部は上 げ底状 。
休 部は緩 やかに外 反す る。

′′ E 4 －23 － 1

67 ′′

土 師質土器

小　　　 皿

8 ．2

1．4

4 ．8

底 部は平坦 であ る。
直 線的な休 部を もつ。

′′ ′′

68 P　　 8 ′′

9 ．0

2 ．4

底 部は丸 みを もつ 。 ／′ E 4 －23 － 10

69 ′′ ′′

8 ．6

1．6

5 ．8

平 底で短 い休 部を もつ 。 ′′ ′′

70 P　　 9 ′′

7 ．6

1．5

5 ．3

平 底で ，緩 やか に休 部が外 反す る。
先 端は丸 みを もつ 。

′′ E 4 －24 － 11

第25表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計脚値 霊套賢

（cL ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

71 S　E　 l 砥　 石

J 7．7

5．2

3．4

193．0

砂　　 岩

2 面が使用面。 熟変化 してい
る。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 霊套厚

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

72 S E l 砥　 石

14 ．0

8．4

1．8

25 2．0

砂　　 岩

3 面が使用面。

第26表　遺構出土木器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

‘最 大 長

計 測 値 霊 套 竪

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

7 3 S E l 不　 明

6 ．6

3 ．8

0 ．6
不　　 明

板 状 の 小 木 片 で あ る 。

7 4 〝 ′′

9 ．1

3 ．2

0 ．6 ′′

′′

7 5 ′′ ′′

7 ．9

4 ．1

0 ．5 〝

〝

7 6 〝 ′′

1 2 ．5

3 ．7

0 ．5 ′′

′′

7 7 P　　 3 桂　 根

9 ．4

4 ．6

2 ．0 ′′

7 8 P　　 5 ′′

9 ．9

4 ．7

1 ．2 ′′

桂 根 の 先 端 部 。 7 9 と 接 合 。

7 9 ′′ ′′

1 1 ．0

6 ．6

1 ．8 ′′

桂 根 の 先 端 部 。 7 8 と 接 合 す る 。∴
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5．Loc．18



Loc．I8

I．位置と調査経過

Loc．18は、田村遺跡群のほぼ中央部に位置し、字名をスエン坊と称し、その北半分である。

発掘区は、当時、標高約7．20mを測る水田であった。ここからは中世遺構群以外にも弥生時代

前期の住居址等が検出されている。

調査は、昭和56年度に行われ、まず、グリッド及びトレンチによる試掘を行った。その結果、

多数の遺構が検出され、全面発掘を行うことになった。

調査期間は、昭和56年5月25日から8月21日までの89日間であり、最終的な調査面積は　2，774

m2であった。

2．調査概要

Loc．18では、調査によって溝に固まれた2つの屋敷跡を確認することができた。これらは隣接し

ており、東側の屋敷跡は、南北に細長く、南北約22m、東西12mと小規模である。対して西側

の屋敷跡は、東西に長く、南北約23m、東西約28mと東側の屋敷跡の約二倍の規模をもつ。

西側の屋敷跡には1基の井戸が確認されている。なお、屋敷跡からは、多数の柱穴とみられる

ピット群、土蛇、溝が確′認されている。

まず、東側の屋敷跡では、南半分に柱穴が集中しており、5棟の掘立柱建物址と3基の柵列

を確認することができた。西側の屋敷跡では、南東部に井戸があと主柱穴は南半分に集中して

いた。掘立柱建物址8棟、柵列3基を確認することができた。

これら以外にも、屋敷跡周辺から、数条の溝、数基の土蛇等を検出することができた。

これらは、主に15世紀から16世紀にかけての遺構であるとみられる。

出土遺物は、総数約1，000点であり、復元できたものは約100点であった。その内の約半数

は包含層からの出土であった。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第II層　黄色粘質土層

第III層　茶褐色粘質土層

第Ⅳ層　黒褐色粘質土層

第Ⅴ層　灰褐色粘質土層

中世の遺構が検出されたのは第III層と第Ⅴ層上面であった。なお、弥生の遺構が検出された

のは第Ⅴ層上面であった。
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調査区は、かなl自制平されていたとみられ、北部では第II～Ⅳ層の堆積は全く確認できず、

南部に向うにしたがって第II層の堆積さらに第III・Ⅳ層の堆積を確認することができ、中央部

から南部にかけての中世の遺構の検出面は第III層上面であった。

第I層は、現代の耕作土であり、遺物はほとんど出土せず、発見される一部のものは小破片

であり、図示できるものはなかった。

第II層は、中世の遺物包含層であり、調査区中央部から南部にかけて確認された。今回図示

できたのはこの層からの出土遺物のみであった。下層に弥生の遺物包含層があるため、多数の

弥生土器が混入していた。

第III・Ⅳ層は弥生の遺物包含層であり、詳しくは弥生編に記載してある。

第Ⅴ層は、自然堆積層であり、前述の如く、調査区北部においてのみ確認することができた

が、南部では第II～III層を掘り下げた段階で確認することができる。

出土遺物は、第II層からのものがほとんどで、図示できたのは第II層出土のものだけであっ

た。下層に弥生の遺物包含層があるため、多数の弥生土器が混入していた。なお、弥生の包含

層の遺物については弥生編に記載してある。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区中央部、西側の屋敷跡の北端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出し

た。建物は第III層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－78LWである。梁間（南北）1．80m、桁行（東

西）2・10mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径20～28cmを測り、柱径は直径約12cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より25～32cmで、基底面の標高は6．527－6．605mを

測る。柱間距離は、梁が1・70mと1・80m、桁が2．㈱mと2．10mである。埋土は褐灰色粘質土で

あった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できる

ものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B2

SB2は、調査区西部、屋敷跡の外に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は

第III層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－72030′－Wである。梁間（南北）1．50m、桁行

（東西）2・00mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径28－38cmを測r主柱径は、直

径約15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より8－23cmで、基底面の標高は6．554～
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6．639mを測る。柱間距離は、梁が1．50m、桁が1．90mと2．00mである。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属施設とみられるものは確認されなかった。出土遺物は皆無である。なお、建物

はSDlと重複している。

S B3

SB3は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘

削していた。

建物は、1×2間の南北棟で、．棟方向はN－21LEである。梁間（東西）2．60m、桁行（南

北）3．90mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ楕円形を呈し、長径53cm、短径28cmを測り、

柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より17～36cmで、基底面の標高は

6．463～6．642mを測る。柱間距離は、梁が2．60m、桁が1．90mと2．00mである。埋土は褐灰色

粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、か

つ、小破片で図示できるものはない。なお、建物はSD2・3と重複している。

S B4

SB4は、調査区南西部、西側の屋敷跡の南西端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出

した。建物は第III層を掘削していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－16LEである。梁間（東西）1．90m、桁行（南

北）3．80mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径25～40cmを測り、柱径は、

直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より17～34cmで、基底面の標高は6．509～6．682

mを測る。柱間距離は、梁が1．80mと1．90m、桁が1．60～2．00mである。埋土は褐灰色粘質土

の単一層であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、

図示できるものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなか

った。

S B5

SB5は、調査区南西部、SB4の東隣りに位置し、窮II層を掘り下げた段階で検出した。

建物は第III層を掘削していた。

建物は、1×3間の細長い南北棟で、棟方向はN－14LEであった。梁間（東西）1．70m、

桁行（南北）3．80mを測る。柱穴の平面形は、Pl・3・4が楕円形を呈する以外はすべてほ

ぼ円形を呈し、直径30～39cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面

より4～35cmで、基底面の標高は6．490－6．815mを測る。柱間距離は、梁が1．30mと1．70m、

桁が1．20mと1．30mでやや歪んだ建物となっている。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設

とみられるものは確認できなかったが、SAl・2とは何らかの関連の可能性もある。出土遺
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物は少なかったが、3点が図示できた。この内P4から出土した41、42は混入したものと考え

られ、P2から出土した土師質土錘（43）がこの建物に関連したものとみられる。なお、建物

は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B6

SB6は、調査区南部、SA3の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第III層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟とみられ、棟方向はN－82LEである。梁間（南北）2．20m、桁

行（東西）2・10mである。柱穴の平面形は、すべてはぼ円形を呈し、直径22～34cmを測り、柱

径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より6－25cmで、基底面の標高は6．433

～6・656mを測る。柱間距離は、梁が2・00mと2・20m、桁が2．10mである。埋土は褐灰色粘質

土であった。付属施設とみられるものは確認できなかったが、南側に隣接するSA4はこの建

物に伴う可能性もある。出土遺物は皆無であった。なお、建物は単独で検出され、他の遺構と

の重複関係は認められなかった。

S B7

SB7は、調査区南部、SB6の北東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第III層を掘削していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－16LEである。梁間（東西）2．20m、桁行

（南北）4・00mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径29～51cmを酢主柱径

は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より14～46cmで、基底面の標高は6．406～

6・726mを測る。柱間距離は、梁が2・20m、桁が2．00mの等間隔である。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属遺構とみられるものは確認できなかった。遺物は、ほとんど出土せず、かつ、

小破片で図示できるものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認め

られなかった。

S B8

SB8は、調査区南部、SB7の北隣りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第III層を掘削していた。

建物は、1×3問の東西棟で、南の桁の柱穴1個を確認できなかった。棟方向はN－68LW

である。梁間（南北）3・20m、桁行（東西）4．20mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形

を呈し、直径26～40cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より12

～38cmで、基底面の標高は6・461～6．715mを測る。柱間距離は、梁が3．00mと3．20m、桁が

1・10～1・70mで、建物はやや歪んでいる。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられる
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ものは確認できなかった。遺物は、ほとんど出土せず、かつ、小破片で図示できるものはない。

なお、建物はSK14と重複している。

S B9

SB9は、調査区南部、SB7の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第III層を掘削していた。

建物は、1×2問の南北棟で、棟方向はN－20LEである。梁間（東西）2．80m、桁行（南

北）3．10mを測る。柱穴の平面形は、Plが長径45cm、短径32cmを測る楕円形を呈する以外は

すべてほぼ円形を呈し、直径20～25cmを測り、柱径は、直径約12cmと推定される。これら柱穴

の深さは検出面より10～35cmで、基底面の標高は6．479～6．695mを測る。柱間距離は、梁が

2・80m、桁が1．30～1．80mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは

確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物はSK15と

重複している。

S BIO

SBlOは、調査区南部、SB9の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第III層を掘削していた。

建物は、1×1間で、正方形をなしておr上南北棟か東西棟かは不明である。また、梁間桁

行とも2・00mを測り、柱間距離も同じである。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径30

～34cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より6～11cmで、基底

面の標高は6．721－6．の4mを測り。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構とみられるものは

確認できなかった。出土遺物は皆無である。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複

関係は認られなかった。

S Bll

SBllは、調査区南東部、西側の屋敷跡の北部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出し

た。建物は第III層を掘削していた。

建物は、1×1間で、梁間と桁行がそれぞれ同じとなっており、南北棟か東西棟か不明であ

る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径23～28cmを測り、柱径は、直径約12cmであ

る。これら柱穴の深さは検出面より14～27cmで、基底面の標高は6．398～6．592mを測る。柱間

距離は梁、桁とも2・40mと2．50mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられる

ものは検出されなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は、

SB12及びSA6と重複している。
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S B12

SB12は、調査区南東部、SA6の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第III層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－71LWである。梁間（南北）2．30m、桁行（東

西）2・80mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径24～37cmを測り、柱径は、

直径約15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より18～25cmで、基底面の標高は6．477～

6・704mを測る。柱間距離は、梁が2．20mと2．30m、桁が2．50mと2．80mであり、やや歪んだ

建物となっている。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかっ

た。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物はSBllと重複している。

S B13

SB13は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘

削していた。

建物は、2×3間の南北棟で、棟方向はN－14LEである。梁間（東西）3．60m、梁行（南

北）5．20mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径23～53cmを測り、柱径は、

直径約15cmであった。これら柱穴の深さは検出面より13～59cmで、基底面の標高は6．281

～6．654mを測る。柱間距離は、梁が1．80m、桁が1．50～1．90mであった。埋土は褐灰色粘質

土であった。付属遺構とみられるものは確認できなかった。出土遺物は少なく、図示できたの

はPlから出土した土師質土器鍋1点（44）のみである。なお、建物は南側でSB14と接して

いる。

S BI4

SB14は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘

削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－67LWである。梁間（南北）2．60m、桁行（東

西）2．60mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径26～43cmを測り、柱径は、

直径約15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より18～41cmで、基底面の標高は6．369

～6・581mを測る。柱間距離は、梁が2．40mと2．60m、桁が2．60mであった。埋土は褐灰色粘

質土であった。付属施設とみられるものは検出されなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示で

きるものはない。なお、建物は北側でSB13と接している。

S B15

SB15は、調査区南東部、SB13の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第III層を掘削していた。
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建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－82LWである。梁間（南北）2．30m、桁行（東

西）3．90mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20～31cmを測り、柱径は、

直径約15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より12～31cmで、基底面の標高は6．408

～6．552mを測る。柱間距離は、梁が2．20mと2．30m、桁が1．50～2．20mである。埋土は褐灰

色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は、土師質土器の

小破片が少量あったのみで、図示できるものはない。なお、建物は、SK17及びSA7と重複

している。

S B16

SB16は、調査区南東部、SB15の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第III層を掘削していた。

建物は、1×2間の細長い東西棟で、棟方向はN－76LWである。梁間（南北）1．80m、桁

行（東西）3．80mを測る。柱穴の平面形は、Plが楕円形を呈する以外はすべてほぼ円形を呈

し、直径30～42cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面よ、r）12－29

cmで、基底面の標高は6．400～6．655mを測る。柱間距離は、梁が1．60mと1．80m、桁が1．60～

2．10mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは検出されなかった。

出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は、SK18及びSA7と重複し

ている。

S B17

SB17は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅴ層を掘削

していた。

建物は、1×1間の南北棟で、棟方向はN－19LEである。梁間（東西）2．50m、桁行（南

北）2．80mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20～25cmを測り、柱径は、

直径約12cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より14～36cmで、基底面の標高は　6．185

～6．460mを測る。柱間距離は、梁が2．40mと2．50m、桁が2．80mである。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属施設とみられるものは検出されなかった。遺物はほとんど出土せず、図示でき

るものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかっ

た。

土士広

S KI

SKlは、調査区中央部、SBlの西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺
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構は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1・05m、短径0・79m、深さ0・11mを測る。長軸方向はN－

62LWである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰

色粘質土であった。付属遺構として、西部で2個の小ピットを検出した。出土遺物は皆無に等

しく、図示できるものはない。なお、遺構は北側で1個のピットに掘り込まれていた。

S K2

SK2は、調査区中央部、SBlの東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径1・00m、短径0・89m、深さ0・16mを測る。長軸方向はN－190

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質

土であった。付属遺構として、底面より2個の小ピットを検出した。出土遺物は土師質土器片

が少量出土したのみで、図示できるものはない。なお、遺構は北側でSD12に切られている。

SK3

SK3は、調査区南西部に位置し、第II層を掘r）下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．30m、短径1．20m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN－450

－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面は中央部に楕

円形の落ち込みを有する。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺物

は土師質土器と瓦質土器の小破片が数点あったのみで、図示できるものはない。なお、遺構は

南西壁をピットに切られていた。

S K4

SK4は、調査区南西部、SAlの西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径0．84m、短径0．46m、深さ3cmを測る。長軸方向はN－90L

Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属遺構として西部で小ピット1個を検出した。出土遺物は皆無に等しく、図示で

きるものはない。

S K5

SK5は、調査区南西部、SB5の西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。
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平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．50m、深さ0．30mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。

S K6

SK6は、調査区南西部、SK5の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ楕円形を呈し、長径0．78m、短径0．64m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN

－3LEである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土単一層であった。出土遺物は、土師質土器片が若干あったのみで、図示できるものはな

い。なお、遺構はSB5と重複している。

S K7

SK7は、調査区南西部、SK6の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遷

構は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．85m、深さ0．52mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より垂直に近い角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は、瓦質土

器片が数点あったのみで、図示できるものはない。なお、遺構は南側でピットを切っている。

S K8

SK8は、調査区南西部、SB4の東隣りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は第III層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．00m、短径0・85m、深さ9cmを測る。長軸方向はN－

74LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰

色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。なお、遺構は4個のピットに掘り込まれて

いた。

S K9

SK9は、調査区南部、SK7の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第III層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径0．84m、短径0．72m、深さ0・17mを測る。長軸方向はN

－74LEである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は2個のピッ

トに掘り込まれていた。
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S KIO

SKlOは、調査区南部、SK9の東側に位置し、第II層を掘り下げた形で検出した。遺構は

第III層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径0・82m、短径0・68m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN

－18LEである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。出土遺物は、土師質土器片が少量あったのみで、図示できるものはない。な

お、遺構は、北西壁で1個のピットを切r上南壁で1個のピットに掘りこまれていた。

SKII

SKllは、調査区南部、SKlOの北側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0・69m、深さ0・16mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。なお、

遺構は、北東側で1個のピットを切って掘り込まれていた。

S KI2

SK12は、調査区中央部南寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形をなし、直径0・81m、深さ0．33mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は、土師質土器の小

片が数点あったのみで、図示できるものはない。

S KI3

SK13は、調査区中央部南寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径0・78m、短径0．58m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－

28LEである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。出土遺物は皆無である。

S K14

SK14は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、不整形を呈し、長径0・69m、短径0．50m、深さ0．29mを測る。長軸方向はN－860

‾Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質

ー　233－



土単一層であった。出土遺物は皆無である。なお、遺構は東側でピットに切られていた。

S K15

SK15は、調査区南部、SK14の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．67m、深さ0．44mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。

出土遺物は少なかったが、瓦質土器鍋1点（45）が図示できた。なお、遺構はSB9と重複し

ている。

S K16

SK16は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．71m、深さ0．26mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。

なお、遺構はSD6を切って掘り込まれていた。

S KI7

SK17は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．04m、短径0．75m、深さ6cmを測る。長軸方向はN－55L

Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土

であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構はSB15と重複して

いる。

S K18

SK18は、調査区南東部、SK17の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

平面形は、舟形を呈し、長径1．14m、短径0．32m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－24LE

である。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は褐灰色粘質土

であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構はSB16と重複して

いて、かつ、2個のピットに掘り込まれていた。
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S K19

SK19は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．18m、短径0．60m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－750

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質

土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K20

SK20は、調査区西部、SDlの西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径0．88m、短径0．36m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－

51LWである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。出土遺物は皆無である。

S K2I

SK21は、調査区南西端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．41m、短径0．94m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－

67LWであった。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。付属遺構として、南東部で小ピットを1個検出した。出土遺物は皆無である。

S K22

SK22は、調査区北部、SK23の北側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．03m、短径0．65m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－

42030′－Wであった。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は東

部に半月形の平場を有する。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、・底面より2個の小

ピットを検出した。出土遺物は、瓦質土器片が数点あったのみで、図示できるものはない。

S K23

SK23は、調査区北部、SK22の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．05m、短径1．00m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN－220

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質
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土であった。付属遺構として、西壁直下よりピット1個を検出した。出土遺物は、土師質土器

と瓦質土器の小破片が数点あったのみで、図示できるものはない。

S K24

SK24は、調査区北部、SK23の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．71m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。なお、

遺構は南側でピットに掘り込まれていた。

S K25

SK25は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径0．74m、短径0．61m、深さ9cmを測る。長軸方向はN－5L

Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は褐灰色粘質

土単一層であった。出土遺物は皆無である。

S K26

SK26は、調査区北東端、SK25の北東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．39m、短径1．15m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN

－15LEである。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より緩やかに内湾して上がっている。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。

溝

S DI

SDlは、調査区西部を南北に延びる溝で、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III

層を掘削していた。

溝は、幅0．22～1．50m、深さ2～8cm、残存長約35mを測り、北に行くにしたがって幅

が減少している。断面形は概ねU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。底面は

ほぼ平地で、南部にやや幅が広がった部分がある。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は、

規模に比して少なく、図示できたのは2点のみであった。その内46の弥生土器は混入したもの

と考えられる。47の瓦質土器鍋は鍔を有しないものである。なお、溝は、中央部でSB2と重

－　236－



複し、各所でピットに掘り込まれていた。

S D2

SD2は、調査区南部に位置し、西側の屋敷跡をコの字状に囲む溝で、第II層を掘り下げた

段階で検出した。溝は第III層を掘削していた。

溝は、まず西側で南北に約13m延びて、東へ屈曲し約27m延び、さらに北へ屈曲し約13m延

びる。幅0・40～1・80m、深さ2～33cm、全長約53mを測る。断面形はU字形ないし逆台形を

なし、壁は底面よりやや急角度をもって上がっている。埋土は、主に褐灰色粘質土であり、下

層で一部灰色粘質土を検出した。出土遺物は多く、そのほとんどは土師質土器片であった。こ

の内図示できたものは21点（48～67、100）であり48～51の弥生土器は混入したものと考えられる。

なお、溝は、SD3・16、SEl、SPlを切って掘り込まれ、かつ、SB3と重複している。

S D3

SD3は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削し

ていた。

溝は、南北に延びるもので、幅0・40～0・80m、深さ4～11cm、全長約9．60mを測る。断面形

は概ねU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面はやや南に向って傾斜し、南

端で、東へ短く延び、SPlと摸している。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、

SPlを検出した。出土遺物は皆無である。なお、溝は、SDlに切られ、かつ、SB3と重

複している。

S D4

SD4は、調査区中央部から東部にかけて延びる溝で、西側の屋敷跡の北と東の境をなし、

第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削していた。

溝は、まず東西に約13m延び、屈曲して南に約9m延びる。幅0．40～1．30m、深さ0．10～

0・34m、全長約22mを測る。断面形はU字形ないし逆台形状をなし、壁は底面より角度をも

って上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺物は、

土師質土器及び瓦質土器の小破片が少量あったのみで、図示できるものはない。なお、溝はS

D5を切って掘りこまれていた。

S D5

SD5は、調査区東部、SD6の北側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は

第III層を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0・30～0・43m、深さ8～10cm、全長約9mを測る。断面形
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は概ねU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。

出土遺物は皆無である。なお、溝はSD4に切られている。

S D6

SD6は、調査区東部、SD5の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は

第III層を掘削していた。

溝は、西側で南北に短く延び、屈曲して東へ延びる。幅0．30－0．75m、深さ5－8cm、全長

約10mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土

は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝はSK

16に切られている。

S D7

SD7は、調査区南東部に位置し、東側の屋敷跡をコの字状に囲む溝で、第II層を掘り下げ

た段階で検出した。溝は第III層を掘削していた。

溝は、まず西側で南北に約11m延び、東へ屈曲して約11m延び、さらに北へ屈曲し約10m延

びる。幅0．20～0．70m、深さ8～18cm、全長約32mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は

底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は規模に比して少な

く、図示できたのは3点（68－70）である。なお、溝はSD2と接していた。

S D8

SD8は、調査区南東部に位置し、東側の屋敷跡の西の境をなしていたとみられる溝で、第

II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削していた。

溝は、南北に延びるもので、幅0．25－0．74m、深さ8～17cm、全長約11mを測る。断面形は

はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出

土遺物は、土師質土器片が数点あったのみで、図示できるものはない。なお、溝はSD7と接

している。

S D9

SD9は、調査区南東部、SD7の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝

は第III層を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、東端でSP2に接し、SDlOに繋がる可能性がある。幅0．34～

0．82m、深さ5～9cm、全長約11mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾

して上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、SP2を東端で検出した。

出土遺物は少なく、図示できたのは71と72の2点のみであった。なお、溝は西部でSD2と接
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していた。

S D10

SDlOは、調査区東端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

溝は、南北に延びるもので、北では調査区外へさらに延びている。幅0．28～0．45m、深さ5

～18cm、残存長約26mを測る。断面形はほぼU字形を呈し、壁は底面より内湾して上がって

いる。底面は、ほぼ平坦で、南端でSP3と接している。埋土は褐灰色粘質土であった。出土

遺物は少なく、土師質土器片と瓦質土器片が少量出土したのみで、図示できるものはない。な

お、溝はSD20を切っていた。

S DII

SDllは、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層

を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0．20～0．40m、深さ3～6cm、全長約6．60mを測る。断面形

はU字形をなし、壁はほぼ平坦な底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土であっ

た。出土遺物は皆無である。

S D12

SD12は、調査区中央部やや北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第

III層を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0．24～0．39m、深さ8～20cm、全長約21mを測る。断面形

はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。底面は中央部に向って傾斜して

いる。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。

S D】3

SD13は、調査区中央部やや北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第

III層を掘削していた。・

溝は、東西に延びる短いもので、幅約0．20m、深さ約6cm、全長約1．50mを測る。断面形は

U字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出

土遺物は皆無である。

S D14

SD14は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削
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していた。

溝は、北西から南東にかけて延びるもので、幅0．70～0．84m、深さ5～8cm、全長約4．60m

を測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘質土であ

った。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは73の弥生土器1点のみであった。これは混入

したものと考えられる。

S D15

SD15は、調査区南東端、SD2の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝

は第III層を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0．32－0．50m、深さ2～7cm、全長約7．40mを測る。断面形

は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺

物は皆無である。

S D16

SD16は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削し

ていた。

溝は、北西から南東に延びるもので、さらに調査区外へ延びている。幅0．60－0．80m、深さ

5～7cm、残存長約10mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がってい

る。埋土は灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝

はSD2に切られている。

S DI7

SD17は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

溝は、SD9から南に延びる短いもので、幅0．20～0．30m、深さ8cm、全長約1．30mを測る。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がってし．－る。埋土は褐灰色粘質土であった。

出土遺物は皆無である。

S D18

SD18は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅴ層を掘削し

ていた。

溝は、南北に延びるもので、幅0．30～0．40m、深さ0．11－0．16m、全長約11mを測る。断

面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面は北に向ってやや傾斜し

ている。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、南端でSP4を検出した。出土遺物
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は土師質土器片が少量あったのみで、図示できるものはない。

S D19

SD19は、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層

を掘削していた。

溝は、SD4から南に延びるもので、幅0．30～0．70m、深さ7～13m、全長約8．50mを測る。

断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面は北に向ってやや傾斜

している。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として南端でSP5を検出した。出土遺物

は土師質土器片が少量あったのみで、図示できるものはない。

S D20

SD20は、調査区東端を南北に延びる溝で、北部では第I層、中央部から南部では第II層を

掘り下げた段階で検出した。溝は、北部では第Ⅴ層、中央部から南部では第III層を掘削してい

た。

溝は、南北両端とも調査区外へ延びており、幅0．44～0．80m、深さ8～19cm、残存長約64

mを測る。断面形はU字形ないし逆台形をなし、壁は底面より急角度をもって上がっている。

底面はほぼ平坦である。埋土は黄灰色砂性粘質土であった。遺物ほとんど出土せず、図示で

きたのは74だけであった。なお、溝はSDlOに切られている。

S D21

SD21は、調査区北東部に位置し、北部では第I層、南部では第II層を掘り下げた段階で検

出した。溝は、北部で第Ⅴ層、南部で第III層を掘削していた。

溝は、南北に延びるもので、南北両端とも調査区外へ延びている。幅0．40～1．40m、深さ8

～2Ocm、残存長約45mを測る。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味にほぼ上がっ

ている。埋土は、主に黄灰褐色粘質土であり、下層には灰色の砂粒が混入していた。遺物は、

ほとんど出土せず、かつ、細片であり、図示できるものはない。なお、溝は北端でピットに切

られている。

井戸

S EI

SElは、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第III層を掘

削し、さらに地山の砂礫層をも掘り込んでいた。

掘り方は、ほぼ円形を呈し、直径3．80mを測る。井戸の本体は、石組になっていて、平面形
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は楕円形を呈し、長径1．20m、短径1．00m、深さ3・80mを測る。底には自然木を到り貫いた直

径約0．60mの井筒が設置され、石組は河原石を螺旋状に積んで造っている。現代でも、底には

水が湧き出していて、十分使用し得るぐらいの遺存状況であった。出土遺物は多く、木器2点

（103、104）を含めた9点（75～81、103、104）が図示できた。この内79－81の備前捨鉢と婆

は、備前のⅣ期に相当すると考えられる。なお、井戸は、西側の屋敷跡をコの字状に囲むSD

2に掘り方を切られていた。

柵列

S AI

SAlは、調査区南西部、SB4の西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

柵列の規模は3間で、その方向はN－16LEである。全長4．90mを測る。柱間距離は、1．30

～2．00mである。柱穴の平面形は、すべて円形を呈し、直径25～40cmを測r主柱径は直径約12

cmである。これら柱穴の深さは検出面より15－36cmで、基底面の標高は6．480～6．617mを測る。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、柵列

はSA2を切っている。

S A2

SA2は、調査区南西部、SB4の西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

柵列の規模は3間とみられるが、柱穴1個を確認できなかった。方向はN－16LEである。

全長4．80mを測る。柱間距離は1．80⊥3．00mである。柱穴の平面形は、すべて円形で、直径28

－37cmを測り、柱径は直径約12cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より7－28cmで、

基底面の標高は6．554～6．716mを測り。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。

なお、柵列はSAlに切られている。

S A3

SA3は、調査区南部、SB6の西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第III層を掘削していた。

柵列の規模は3間で、その方向はN－8LEである。全長4．50mを測る。柱間距離は0．70～

0．90mである。柱穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、直径25～37cmを測り、柱径は直径約15cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より16～27cmで、基底面の標高は6．526－6・677mを測る。埋

土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は土師質土器片が数点あったのみで、図示できるものは
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ない。なお、柵列は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S A　4

SA4は、調査区南部、SB6の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第III層を掘削していた。

柵列の規模は3間で、その方向はN－78LEである。全長2．30mを測る。柱間距離は0．70m

と0・90mである。柱穴の平面形は、Plが楕円形を呈する以外はすべて円形を呈し、直径22～

30cmを測り、柱径は、直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より14－29cmで、基底面

の標高は6・492～6・636mを測る。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。なお、

柵列は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S A5

SA5は、調査区南東部、SBllの西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第III層を掘削していた。

柵列の規模は2間で、その方向はN－7LEである。全長3．60mを測る。柱間距離は1．70m

と1・90mである。これら柱穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、直径約27cmを測り、柱径は直径約

15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より約14cmで、基底面の標高は6．464～6．592m

を測る。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遣物は皆無である。なお、柵列は、単独で検出さ

れ、他の遺構との重複関係は認められなかったが、SBllに付属するものと考えられる。

S A6

SA6は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

柵列の規模は6間で、その方向はN－20LEである。全長10．30mを測る。柱間距離は1．30－

2・00mである。柱穴の平面形は、Pl・2が楕円形を呈する以外はほぼ円形を呈し、直径25－

41cmを測r主柱径は、直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より21～38cmで、基底面

の標高は6・368～6・460mを測る。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遣物は土師質土器細片が

数点あったのみで、図示できるものはない。なお、柵列はSBll、SA7と重複している。

S A7

SA7は、調査区南東部に位置し、L字状に配置されたもので、第II層を掘り下げた段階で

検出した。遺構は第III層を掘削していた。

柵列の規模は、東西8間、南北7間で、その方向は、東西がN－70LW、南北がN－16LE

である。南北7・60m、東西10．15m、全長17．75mを測る。柱間距離は0．65～1．85mである。柱
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穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、直径15～40cmを測り、・柱径は直径約9cmである。これら柱穴

の深さは検出面より14－45cmで、基底面の標高は6．176－6．618mを測る。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属施設とみられるものは検出されなかったが、東側の屋敷跡の北側と東側を囲ん

だ形となっていることから、屋敷を区画する柵列ではなかろうか。出土遺物は、土師質土器と

瓦質土器の細片が少量あったのみで、図示できるものはない。なお、柵列は、SB15・16、S

A6と重複している。

水溜状遺構

S PI

SPlは、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

遺構は、SD3に伴うものとみられ、SD3から分派した溝に接している。平面形は、不整

形を呈し、長径4．40m、短径1．00m、深さ0．20mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底

面より緩やかに内湾して上がっている。東部の底面より4個の大きな河原石を検出した。埋土

は褐灰色粘質土であった。出土遺物は、土師質土器片が少量あったのみで、図示できるものは

ない。なお、遺構はSD2に切られている。

S P2

SP2は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

遺構は、SD9に伴うものとみられ、平面形は、楕円形を呈し、長径0．70m、短径0・50m、

深さ0．32mを測る。断面形は舟底形をなし、壁は底面より緩やかに内湾して上がっている。埋

土は、上層が褐灰色粘質土で、下層が灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示で

きるものはない。

S P3

SP3は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘

削していた。

遺構は、SDlOに伴うものとみられ、平面形は、方形を呈し、長径2．00m、短径0．90m、深

さ約0．12mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面では大

小8個の河原石を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示で

きるものはない。
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SP4

SP4は、調査区北部南寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層

を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径2．00m、深さ0．33mを測る。断面形は捨鉢状をなし、壁は

底面よりやや傾斜して上がっている。底面では大小5個の河原石を検出した。埋土は、上層が

褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺物は土師質土器片が少量出土しただけで、

図示できるものはなかった。なお、遺構はSD18に付属するものとみられる。

S P5

SP5は、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘l）下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径1．78m、短径1．40m、深さ0．29mを測る。断面形は措鉢状を

なし、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。底面より大小7個の河原石を検出した。埋土

は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺物はほとんどなく、図示できる

ものはない。なお、遺構はSD19に付属するものとみられる。

ピット

PI

Plは、調査区西部、SB2の北側に位置し、第II層を掘l）下げた段階で検出した。柱穴は

第III層を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径39cm、短径26cm、深さ21cmを測る。柱根は検出されなかった。

埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは混入したとみられる

弥生土器1点（82）のみであった。

P2

P2は、調査区南西部、SDlとSD3の間に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。

柱穴は第III層を掘削していた。
t

平面形は、円形を呈し、直径24cm、深さ18cmを測る。柱根は検出されなかった。埋土は褐灰

色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは瓦質土器鍋1点（83）のみであった。

P3・4

P3・4は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第III層を

掘削していた。
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平面形は、いずれも楕円形を呈し、長径32～40cm、短径18－32cm、深さ14～24cmを測る。P

3には直径15cmの柱根が残存していた。埋土は両方とも褐灰色粘質土であった。出土遺物は少

なく、図示できたのはP3から出土した84の瓦質土器、P4から出土した85の土師器である。

P5～lI

P5－11は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第III層を掘

削していた。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径16－46cm、深さ14～31cmを測る。柱根はPllのみに

残存していた。埋土は、すべて褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは、

P5から田土した弥生土器（86、87）、P6から出土した土建（88、102）、P7から出土した

土師質土器鍋（89）、P8から出土した瓦質土器鍋（90）、P9から出土した青磁（91）、P

lOから出土した土師器（92）、Pllから出土した紡錘車（93）と石包丁（101）であった。

P12

P12は、調査区北端に位置し、第1層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第Ⅴ層を掘削し

ていた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径20cm、深さ13cmを測る。柱根は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは94の弥生土器蛮1点のみである。

P13－17

P13－17は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第III層を

掘削していた。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径22－43cm、深さ18－38cmを測る。柱根は残存してい

なかった。埋土はすべて褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは各

柱穴とも工喪（95～99）であった。

P18－20

P18～20は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第1II層を掘

削していた。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径24～40cm、深さ13～42cmを測る。柱根はP18・20に

残存していた。埋土はすべて褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたの

は、P18が柱根の先端部（105）、P19・20が渡来銭（106、107）であった。
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5．　まとめ

Loc・18では、2つの屋敷跡を確認することができた。以下それについてまとめてみたい。

まず、西側の屋敷跡は、南東部に1基の井戸（SEl）を保有しているが、屋敷をコの字状

に囲む溝（SD2）によって切られている。屋敷を囲む溝としては、SD2以外にほぼ同じ方

向を示すSD3・4が考えられる。この内SD2はSEl以外にもSD3を切って掘り込まれて

いる。このことから、SElを保有した時期にはSD2は設けられていなかったことになる。

SElの時期は、出土している3点の備前がⅣ期に相当することから、15世紀と考えることが

できるのではなかろうか。SD3は、時期を決定し得る出土遺物がないが、西側の境界をなし

ていることから、SElとほぼ同時期と考えられる。この2つの遺構を掘り込んでSD2は造

られ、その時期は出土した瀬戸・美濃系天目茶碗と青磁稜花皿より16世紀と考えられる。また、

L字上に屋敷を囲むSD4は先に述べたように、その示す方向からSD2とほぼ同時期とみら

れる。

東側の屋敷跡は、井戸を保有せず、西側の屋敷跡の％の規模である。屋敷を囲む溝としては、

規模、方向からして、SD5～10が考えられる。この内、SD7は、時期を決定し得る遺物に

乏しいが、SD2の形態と酷似し、ほぼ同時期に設けられたのではないかと考えられる。また、

SD6は、単独で北側の境界をなしていることから、SD7に伴うものではなかろうか。SD

8はSD7と接していて、かつ、時期を決定し得る遺物が出土せず、新旧関係を明確にできな

いが、SD3のように南北の境界をなしていた溝とみられ、SD7が造られる以前に設けられ

ていたのではなかろうか。SD5がSD4、SD9がSD2にそれぞれ切られ、SD5が北側

SD9が南側、SDlOが東側の境界をなしていることから、これらは、SD8に伴うものでは

ないかと考えられる。この内、SDlOは、調査区外にまで延びておl上単に屋敷を区画するの

みでなく、他の何らかの役割も果していたと考えられる。

以上より2つの屋敷跡は、大きく2時期の変遷が考えられる。I期は、SElを保有し、S

D3・5・8－10によって屋敷が区画されていた時期で、15世紀とみられる。II期は、SD2

・7によって屋敷がコの字状に区画される時期で、SD4・6が伴うと考えられ、これは16世

紀ではなかろうか。II期は、I期に比べ明確な区画が施されるようになる。ただ、各屋敷から

多数の掘立柱建物址が確認されているが、時期を明確にし得る遺物に乏しく、どの時期に属す

るか不明である。

なお、SElのあり方が他の屋敷跡に比べやや不自然であり、屋敷を囲む溝と井戸との関係

については今後の検討課題である。
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第27表　掘立柱建物吐計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積
（m 2）

備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 107 図 S B　 l 1　 ×　 1 1 ．80　 ×　 2 ．10 1 ．70　～　 2 ．10 N － 7 8？－ W 3 ．8

′′ S B　　 2 1　 ×　 1 1 ．50　 ×　 2 ．00 1 ．50　－　 2 ．00 N － 7 20 30 ，－W 3 ．0

〝 S B　　 3 1　 ×　　 2 2 ．60　 ×　 3 ．90 1 ．90　～　 2 ．60 N ＿ 2 10－ E 10 ．1

′′ S B　　 4 1　 ×　　 2 ・ 1 ．90　 ×　 3 ．80 1 ．60　～　 2 ．00 N － 161 － E 7 ．2

〝 S B　　 5 1　 ×　　 3 1 ．70　 ×　 3 ．80 1 ．20　～ 1 ．70 N － 14 9－ E 6 ．5

第 108 図 S B　　 6 1　 ×　 1 2 ．20　 ×　 2 ．10 2 ．00　～　 2 ．20 N － 8 2？－ E 4 ．6

′′ S B　　 7 1 r　 x　 2 2 ．20　 ×　 4 ．00 2 ．00　～　 2 ．20 N － 16年－ E 8 ．8

′′ S B　　 8 1　 ×　　 3 3 ．20　 ×　 4 ．20 1 ．1 0　～　 3 ．2 0 N － 6 8 q－W 13 ．4

第 10 9 図 S B　　 9 1　 ×　　 2 2 ．8 0　×　 3 ．1 0 1 ．3 0　～　 2 ．8 0 N － 20 L E 8 ．7

／′ S B　 lO 1　 ×　 1 2 ．0 0　×　 2 ．0 0 2 ．0 0 4 ．0

〝 S B　 ll 1　 ×　 1 2 ．5 0　×　 2 ．5 0 2 ．4 0　～　 2 ．5 0 6 ．3

′′ S B　 12 1　 ×　 1 2 ．3 0　×　 2 ．8 0 2 ．2 0　～　 2 ．8 0 N － 7 1？－ W 6 ．4

第 1 10 図 S B　 13 2　　 ×　　 3 3 ．6 0　×　 5 ．2 0 1 ．5 0　～ 1 ．9 0 N － 14 と－ E 18 ．7

′′ S．B　 14 1　 ×　 1 2 ．6 0　×　 2 ．6 0 2 ．4 0　～　 2 ．6 0 N － 67 と－W 6 ．8

第 1 11 図 S B　 15 1　 ×． 2 2 ．3 0　×　 3 ．9 0 1 ．5 0　～　 2 ．3 0 N － 82 と－W 9 ．0

′′ S B　 16 1　 ×　　 2 1 ．8 0　×　 3 ．8 0 1 ．6 0　′｝　 2 ．10 N － 76．？－ W 6 ．8

〝 S B　 17 1　 ×　 1 2 ．5 0　×　 2 ．8 0 2 ．4 0　～　 2 ．8 0 N － 19 q一一E 7 ．0

第28表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 112 図 S K　 l
方　 料

1 ．05 0 ．7 9 0 ．11 N － 62 と－ W 逆 台 形

′′ S K　　 2 楕 円形 1 ．00 0 ．89 0 ．16 N － 19 し－E 〝

〝 S K　　 3 不 整 形 1 ．3 0 1．20 0 ．32 N － 4 5L w U 字 形

S K　　 4 〝 0 ．84 0 ．46 0 ．0 3 N － 9 0㌔－E 逆 台 形

S K　　 5 円　 形 0 ．5 0 0 ．30 ′′

第 1 12 図 S K　　 6 楕 円形 0 ．7 8 0 ．64 0 ．2 5 N － 3 0 － E 〝

〝 S K　　 7 円　 形 0 ．8 5 0 ．5 2 ′′

′′ S K　　 8 不整 楕 円形 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．0 9 N － 7 4？－ E 〝
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

S K　　 9 不 整 楕 円形 0 ．84 0 ．7 2 0 ．17 N － 74 L E U 字 形

S K　 lO ′′ 0 ．82 0 ．6 8 0 ．13 N － 18 ？－ E 逆 台 形

S K　 l l 円　 形 0 ．6 9 0 ．16 ′′

第 112 図 S K　 1 2 ′′ 0 ．81 0 ．33 ′′

〝 S K　 13 方　 形 0 ．7 8 0 ．5 8 0 ．25 N － 28 L E ′′

S K　 14 不 整 形 0 ．6 9 0 ．5 0 0 ．29 N － 86 L E U 字 形

第 112 図 S K　 1 5 円　 形 0 ．6 7 0 ．4 4 逆 台 形

〝 S K　 16 〝 0 ．7 1 0 ．2 6 ′′

′′ S K　 17 不 整 形 1 ．0 4 0 ．7 5 0 ．0 6 N － 55 ㌔－W ′′

S K　 18 舟　 形 1 ．14 0 ．3 2 0 ．0 8 N － 24 9－－E U 字 形

第 1 12 図 S K　 19 不 整形 1 ．18 0 ．6 0 0 ．1 1 N － 759－ E 逆 台 形

第 1 13 図 S K　 20 方　 形 0 ．8 8 0 ．36 0 ．12 N － 5 10－ W
〝

′′ S K　 21 〝 1 ．4 1 0 ．94 0 ．16 N － 67 ？－W ′′

′′ S K　 22 不 整 形 1 ．0 3 0 ．65 0 ．15 N －4 20 3 0 ，－W 〝

′′ S K　 2 3 〝 1 ．05 1 ．00 0 ．18 N － 22 号一一E U 字 形

〝 S K　 2 4 円　 形 0 ．7 1 0 ．14 逆 台 形

〝 S K　 2 5 楕 円形 0 ．74 0 ．6 1 0 ．0 9 N － 5 0 － E U 字 形

S K　 26 不 整 楕 円 形 1 ．39 1 ．15 0 ．2 8 N － 15 q－ E 〝
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第29表　包含層出土土器観察表

挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口 径

器 曇 窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ 層

弥 生 土 器

士璽E

20 ．0 内 傾 し て の び た 胴 部 か ら ， □ 綾 部 口 綾 部 か ら 外 面 に か け て へ ラ 磨 き 。

・．・一ナ‾（1 3 ．1 ） は 卦 を 有 し ， な め ら か に　　　 ， ナ 丁 三　 。 劉 ま　 、　 合 、
端 部 を 丸 く 仕 上 げ る 。 に つ く る 。

2 ′′ ′′

な め ら か に 外 反 す る 口 綾 部 。 ロ 縁 内 外 面 と も ナ デ 調 整 。 段 は 粘 土 紐

（ 4 ．7 ，）
外 面 に は 段 を つ く る 。 接 合 時 に つ く る 。

3 ′′ 〝

3 5 ．．4 大 型 の 壷 で ， 口 綾 部 は な め ら か に 一 部 へ ラ 磨 き が 残 る 。 他 は 不 明 。

（ 5 ．8 ） 外 反 す る 。 □ 縁 外 面 に は 段 を つ く

る 。

段 は 粘 土 帯 を 貼 付 し て つ く る 。

4 ′′ ′′
（‘4 ．3 ）

8 ．4

平 底 の 底 部 。 底 部 は 苦 干 た ち 上 が

る 。

内 外 面 と も ナ デ 調 整 。

5 〝

弥 生 土 器

窺

や や 内 湾 気 味 に 上 が る 口 頚 部 。 端 ロ 綾 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 外 面 ナ デ 調

（ 5 ．0 ）
部 外 面 に 突 帯 を 貼 付 し ， へ ラ 状 原

体 に よ る 刻 目 を 施 す 。

整 。 内 面 不 明 。

6 ′′ ′′

内 湾 気 味 に 上 が る 口 頸 部 。 端 部 は 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 外 面 縦 方

（ 4 ．8 ）
丸 く 仕 上 げ ，直 下 に 突 帯 を 貼 付 し ，

へ ラ 状 原 体 に よ る 刻 目 を 施 す 。

向 の パ ケ 調 整 。 内 面 不 明 。

7 ′′ 〝

（ 5 ．4 ）

口 縁 部 は 上 外 方 へ の び ， 端 部 を 拡

張 し ， 下 端 に へ ラ 状 原 体 に よ る 刻

目 を 施 す 。

器 面 は 磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。

8 ′′ ′′

（ 6 ．8 ）

口 縁 部 は 上 外 方 へ の び ， 端 部 を 若

干 拡 張 し ， 両 端 に へ ラ 状 原 体 に よ

る 刻 目 を 施 す 。

外 面 ナ デ 調 整 。 内 面 不 明 。

9 ′′ ′′

（ 3 ．8 ）

口 綾 部 は 上 外 方 へ の び ， 端 部 下 端

に へ ラ 状 原 体 に よ る 刻 目 。 外 面 に

突 帯 を 貼 付 す る 。

器 面 は 磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。

1 0 〝 〝

上 外 方 へ の び る 胴 部 か ら ロ 縁 部 は 器 面 は 磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。

（ 5 ．9 ） な め ら か に 外 反 し ， 端 部 下 端 に へ

ラ 状 原 体 に よ る 刻 目 。 段 を 有 す 。

段 は 粘 土 紐 接 合 時 に つ く り 出 す 。

1 1 ′′ ′′

短 く 外 反 す る ロ 縁 部 。 端 部 下 端 に 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 外 面 パ ケ 調

（ 2 ．8 ） へ ラ 状 原 体 に よ る 刻 目 。 整 。 内 面 不 明 。

1 2 ′′ 〝
（ 3 ．7 ）

′′ 器 面 は 磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。

外 面 に 一 部 パ ケ 目 が 残 存 。

13 ′′ ′′
（ 2 ．5 ）

7 ．8

平 ら な 底 部 。 内 外 面 と も ナ デ 調 整 。

14 ′′ ′′
（ 7 ．2 ）

4 ．4

平 ら な 底 部 。 底 部 は た ち 上 が る 。 内 面 ナ デ 調 整 。 外 面 不 明 。

1 5 〝 ′′
（ 5 ．1 ）

9 ．0

′′ 内 面 ナ デ 調 整 。 外 面 パ ケ 調 整 。
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挿図 番号 層　 位 器　　 種

口径

悪 意窪 形 ＿　態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 第 Ⅲ層

弥 生 土 器

蛮

（4 ．9 ）

8 ．4

平 らな底部 。底部 はた ち上 が る。 内外面 ともナデ調 整。

17 ′′ ′′
（7 ．1 ）

7 ．2

上 げ底気味 の底部 。 内面 ナデ調整 。外 面パケ調 整。

18 ′′

弥 生 土 器
45 ．6 上外 方への びた胴部 よ り，□綾部 部分 的にへ ラ磨 きが残 る。胴 部 と

（8 ．1） は恒 立 した のち外反 し，端部 は外

′ヽ　　　　　　　　　　　　　 rL

の境界 の段 は粘 土紐．接 合時 につ く

鉢 傾す る平面 をなす。段 を有す 。 り出す。

挿 図番号 層　 位 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

19 第 Ⅲ層

土 師質土器

皿

11 ．9

2 ．0

はば平 らな底部 か ら，休 部は斜 め

上方へ のび，端部 を丸 く仕 上げ る。
器面 は磨 耗が著 しく，調整不 明。

20 ′′ 〝

10 ．0

2 ．3

丸味の ある底部 よ り，休部 は内湾
気 味に上 が り，端 部を細 く仕 上 げ

る。

′′ 焼成不良 。

21 ′′ ′′

11 ．4

2 ．4

丸味 のあ る底 部よ り，休部 は内湾
気味 に上が り，端部 を丸 く仕 上げ

る。

′′ 〝

22 ′′ ′′

11．6

2 ．3

〝 ′′

23 〝 ′′

11 ．4

2 ．3

丸味の ある底部 よ り，休 部は上外
方 への び，端部 を細 く仕 上げ る。

ロ縁部 ヨコナデ調整 。他 は不明 。 焼成不 良。

24 ′′ ′′

11 ．4

1 ．9

丸味のあ る底部 よ り，休部 はその

まま内湾 して上が り，端部 を細 く
仕 上げ る。

器面 は磨耗 が著 し く，調整 不明 。
′′

25 ′′

土師質 土器

鍋

25 ．0 胴 部は内湾気 味に上 が り，その ま ロ縁部 ヨコナデ調整。 内面 ナデ調 鍔 以下 に煤が

（8 ．1 ） ま口綾部 に至る。 ロ縁外面 に粘土
帯 を貼付 し，鍔 とす る。

整。外 面には平 行の 叩 目が残 る。 付着 す る。

26 〝

土師質土 器

璧

24 ．6 口綾 部は胴部 よ り大 き く外反 し， 外面 には叩 目が残存。 他は ヨコナ 外 面には煤 が

（4 ．5 ） 端部 近 くで上方 を 向 く。端部 は丸
く仕 上げ られ る。

デ調整 。 付着 す る。

2 7 ′′

瓦 質 土 器
22 ．7 平 らな底部 より，休部 は上外方 へ 内面に は 4 本単位 の粂線 を施す 。

7 ．5 のび ，端部を ヨ．コナ デによ り拡 張 口縁部 ヨコナデ調整 。 内面 ナデ調
ヒ．　　　　　　　　 Ⅰ

捨　　　 鉢

6 ．4

す る。 整 。外面 には指頭圧 痕が残 る。

28 ′′

瓦 質 土 器

鉢

17 ．4

7 ．0

12 ．0

はば平 らな底部 よ り，休 部は上外
方への び，端部 を丸 く仕 上げ る。

江 口が付 く。

器 面は磨 耗が著 し く，調整 不明 。

29 〝 ′′

23 ．0

（ 9 ．7 ）

休 部は上外 方への び，そ のま ま口
綾 部に至 る。端部 は丸 く仕 上げ ら

れ る。 口縁 部に は注 ロが付 く。

′′
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挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　 考 ．

3 0 第 Ⅲ層

瓦 質 土 器

鉢

2 0 ．4

（ 6 ．7 ）

底 部 は 丸 味 が 残 る。 休 部 は 上 外 方

へ の び ， 口縁 部 で 外 反 し， 端 部 は
外 傾 す る 平 面 を な す 。

器 面 は 磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。

3 1 ′′

瓦 質 土 器

鍋

2 0 ．8

（ 6 ．9 ）

休 部 は 内 湾 して 上 が り ， ロ綾 部 で

短 く外 反 し ，端 部 は外 傾 す る 凹 面

を 有 す 。

／′

3 2 ′′ ／′

1 7 ．6

（ 7 ．7 ）

休 部 は 内 湾 し て 上 が り ， 口縁 部 で

外 傾 し， 端 部 は上 方 を 向 く平 面 を

な す 。

′′ 底 部 に 煤 が 付

着 す る 。

3 3 ′′ ′′

2 0 ．6

（ 9 ．2 ）

底 部 か ら 口綾 部 に か け て 内 湾 して

上 が り，端 部 は 内 傾 す る面 を な す 。

外 面 に 粘 土 紐 を 貼 付 。

′′ ／′

3 4 ′′

青　　　 磁

碗

削 り 出 し高 台 。 休 部 は 内 湾 気 味 に 見 込 に へ ラ描 き の 文 様 あ り 。

l

（ 2 ．1）

5 ．4

上 が る 。 見 込 か ら外 面 に か け て 施 軸 。

3 5 ／′ 〝
（ 4 ．1）

8 ．2

′′
見 込 に へ ラ 描 きの 唐 草 文 。

見 込 か ら外 面 に か け て 施 粕 。

3 6 ′′
土　　　 錘

全 長　　 3 ．8

直 径　 1 ．4

重 量 （g ）1 1 ．0

土 師 質 の 土 錘 で ， 円 筒 形 を 呈 し ，

ほ ば 中 央 部 に 直 径 3 ．5 m m の 円 孔 を
穿 つ 。

表 面 は 磨 耗 して い る 。

3 7 ′′ ′′

全 長　　 4 ．5

直 径　　 0 ．9

重 量（g ） 9 ．8

土 師 質 の 土 錘 で ， 細 長 い 円 筒 形 を

呈 し ， は ば 中 央 部 に 直 径 4 ．3 m 皿の

円 孔 を 穿 つ 。

′′

第30表　包含層出土石器観察表

挿図 番号 層　　 位 器　 種

最 大長

計 測値 霊 真澄

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

l
38 第 I 層 石　 斧

3 ．0

1 ．7

0 ．4

3 ．5

頁　　 岩

小型 石斧で ，両刃 とな って いる。刃部 は両

面 か ら斜め に研 ぎだされ る。 全面 を研磨 し

て いる。約 砲が残存 。

39 第 ］層 砥　 石

6 ．2

2 ．4

1 ．7

35 ．7

砂　　 岩

箱形 の砥石 で ， 3 面 を使用 してい て，使用
度 の激 しい部分 は中央部 が凹んで い る。

40 ′′ ′′

6 ．4

4 ．3

3 ．6

178 ．5

′′

両側辺部 が欠損 してい るが， 3 面 を使用 し

てい る。その 内の 1 面 には 溝状 の凹み が残
存す る。
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第31表　遺構出土土器観察表

挿図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 1 S B　 5

弥 生 土 器
胴部 は内反 して上 が り，その まま 口縁部 ヨ コナデ調 整。外面 ナデ 調 混 入品 とみ ら

（11 ．3 ）
口縁 部に至 る。端部 両端を拡 張 し，
下端 に　 ‾ 、 体　　　 効

整 。 内面 不明 。 れ る。

＝量ご璽E へ フ状 原　 によ る刻 目を施
す 。

P 4 出土 。

42 ′′

弥 生 土 器

喪

（ 5 ．3）

5 ．3

平底 の底部 。 内面 ナデ調整。’外 面ハ ケ調整 。 P 4 出土 。

43 ′′
土　　　 錘

全長　　 5 ．0

直径　　 2 ．0

重量（g ）23 ．0

円筒 形の土 錘で， ほば中央部 に直

径 4 ．6 mm の 円孔 を穿 つ。

表面 には指 頭圧 痕が残存 。 P 2 出土 。

挿図番号 遺 構番号 器　　 種

口径

豊 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

44 S B 13

土師質 土器
20 ．1 胴部 は内湾 して上が り，そ のま ま ロ縁部 ヨ コナデ調 整。 外面 鍔以下 に

（ 3 ．2 ） 巨縁 部に至 る。端部 は内傾す る平 外面 に粘土 紐を貼付 。 煤が 付着す る。

鍋 20 ．5 面 をなす。 P l 出土 。

45 S K 15

瓦 質 土 器

鍋

16 ．2

（6 ．2 ）

胴部 は内湾気 味に上 が り， U 綾部

で外傾 す る。端 部 は外 傾す る平 面
を なす。

ロ綾部 ヨコナデ調 整。他 は不明 。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

日経
法量　 器高
（c m ） 胴 径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S D l

弥 生 土 器

士璽E

14 ．6 なめ らかに外反 す る□綾 部。端 部 ロ縁部 ヨコナデ調整。 内面へ ラ磨

（ 3 ．5 ） は　 く　 上げ られ る。 口　　　 に き。　　 パ ケ調 。 卦は成雁雅 の
は段を有 す 。 粘土紐接 合 によ りつ くる。

挿図 番号 遺構番号 器　　 種

口径

豊 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

47 S D l

瓦 質 土 器

鍋

21 ．0

（ 4 ．0 ）

胴部か らその まま内湾 して 上が る

口縁部。 口縁外面 には粘土 紐を貼
付 し鍔 とす る。

器面 は磨耗が著 しく，錮整不 明。

挿図 番号 遺構番号 器　　 種

口径
法量　 器高

（c m ） 胴径
庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

48 S D　 2

弥 生 土 器

＝土ご璽E

22 ．4 、

（16 ．0 ）

胴 部は 内反 して上 が り，ロ綾部 か

らなめ らかに外反 す る。端 部は外
傾 す る平面 をなす 。

口縁部から内面にか けてナデ 調整。

49 ′′

弥 生 土 器

要

19 ．0 胴 部は上外 方へ のび， ロ縁 部で短 口綾部 ヨコナデ調整。他 はパ ケ調

（ 5 ．0 ） く外反 し，端部を拡 張 し，下端 に

刻 目を施 す。

整 。

50 ′′ ′′
（ 3 ．8 ）

短 く外反す る 口綾部 。端部 は丸 く
仕 上げ られ ，へ ラ状原体 によ る刻

目を施す 。

口縁部 ヨコナデ調整。他 は不 明。

51 ′′ 〝

22 ．6 はば直立す る胴部 か ら，短 く外傾 口綾部 ヨコナ デ調整。 他は ナデ訝

（ 3 ．8 ） す るロ縁部 。端部 は外傾す る凹面

を なす。

整。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

豊 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

5 2 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．6

（ 2 ．9 ）

丸 味 の あ る底 部 よ り ，休 部 は 内 湾

して 上 が り ，端 部 を 細 く仕 上 げ る。

口 綾 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 他 は 不 明 。

5 3 ′′ ′′

1 1 ．6

（ 2 ．3 ）

平 ら な底 部 よ り ， 休 部 は 上 外 方 へ

短 く の び ， 口綾 部 は 外 傾 す る 。

器 面 は 磨 耗 が 著 し く， 調 整 不 明 。

5 4 ′′

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．3 平 ら な底 部 か ら， 休 部 は 上 外 方 へ 内 面 に は ロ ク ロ 目が 残 る 。 他 昼 不

4 ．0

5 ．0

の び ，端 部 を 細 く仕 上 げ る 。 明 。 底 部 は 回 転 糸 切 り 底 。 口唇 部

は つ ま み 上 げ る 。

5 5 ′′ ′′

1 1 ．4

3 ．3

4 ．8

′′
′′

5 6 ′′ ′′

1 1 ．2

5 ．9

4 ．6

′′
口唇 部 ヨ コナ デ調 整 。内 面 に は ロ ク

ロ 目 が残 る。 他 は 不 明 。 底 部 は 回
転 糸 切 り底 。

5 7 ′′

土 師 質 土 器

鍋

17 ．6 胴 部 は 内 湾 し て 上 が り ， そ の ま ま ロ 綾 部 か ら 内面 に か け て ヨ コ ナ デ 鍔 以 下 に 煤 が

（ 7 ．8）

18 ．6

口縁 部 に 至 る 。 口 縁 外 面 に は粘 土

紐 を 貼 付 し ， 鍔 とす る 。

調 整 。 外 面 に は 平 行 叩 目 が 残 る 。 付 着 す る 。

5 8 ′′ ′′

2 4 ．0

（ 6 ．5 ）

2 7 ．0

′′ ′′

′′

5 9 ′′ ′′

1 9 ．2

（ 5 ．2 ）

2 3 ．6

′′ ′′

′′

6 0 ′′ ′′

1 9 ．4

（ 7 ．0 ）

1 9 ．2

胴 部 は 上 外 方 へ の び ， そ の ま ま 口

縁 部 に 至 る 。 ロ 縁 外 面 に は 薄 い 粘

土 紐 を 貼 付 し ，鍔 と す る 。

器 面 は 磨 耗 が 著 し く ，調 整 不 明 。 外 面 に は 煤 が

付 着 す る 。・

6 1 ′′ ′′

2 1 ．6 胴 部 は 内湾 気 味 に 上 が り ， そ の ま ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 口 縁 外 面 に

（ 5 ．6 ） ま 口 縁 部 に い た る 。 は 薄 い 粘 土 紐 を 貼 付 。 他 は 不 明 。

6 2 ′′ ′′

18 ．0

（ 6 ．0 ） ′′

器 面 は磨 耗 が 著 し く ， 調 整 不 明 。 鍔 以 下 に 煤 が

付 着 す る 。

6 3 ′′ ′′

2 0 ．0

（ 6 ．0 ） ′′

内 面 に 横 方 向 の パ ケ 目調 整 。 他

は 不 明 。 ′′

6 4 ′′

瓦 質 土 器

ここ土＝宝E

18 ．2 内 湾 して 上 が っ た 胴 部 か ら ，短 く 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 他 は ナ デ 調

（ 4 ．9） 内 傾 す る ロ縁 部 。 端 部 を 外 方 へ 拡

張 す る 。

整 。

6 5 ′′
碗

1 1 ．2

（ 5 ．0 ）

天 目茶 碗 で ，休 部 は 内湾 気 味 に 上

が り ， 端 部 を 丸 く仕 上 げ る 。

見 込 か ら外 面 に か けて 施 粕 。 鉄 粕 。

瀬 戸 焼 。

6 6 ′′

青　　　 磁

腕

削 り 出 し高 台 。 休 部 は 内 湾 気 味 に 見 込 に へ ラ描 き の 文 様 あ り 。 青 緑 色 粕 。

（ 2 ．4 ）

5 ．6

上 が る 。 見 込 か ら外 面 に か け て 施 粕 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

67 S D　 2

青　　　 磁

皿

6 ．0 稜花皿 であ る云　削 り出 し高台。体 見込 とロ縁内面 にへ ラ描 きの 文様 青緑色 軸。

2 ．9

5 ．6

部は外 反 して上 が り，端 部を丸 く
仕上げ る。

あ り。 全面 に施軸 。 胎土灰 色。

68 S D　 7

土 師質土 器

鍋

21 ．0

（ 7 ．3 ）

胴部 は内湾 して 上が り，その まま

ロ綾部 に至 る。端 部 は丸 く仕上 げ
られ る。

器面 は磨耗が著 しく言 問整不 明。

69 ′′ ′′

22 ．8 内傾 して上が る胴部か ら， 口綾 部 口綾部 ヨコナデ調整。 内面 パケ調

（5 ．9 ） は内傾 しての びる。鍔 は粘土紐 を
拡張 してつ くる。

整。外 面に 叩 目が残 存。

70 ′′
盤

29 ．0

（ 7 ．0 ）

胴部 は内反 して 上が り，ロ縁で 大
き く屈 曲す る。 口綾部 は形骸 化 し

たN 字 口縁 をなす。

内外面 と もヨコナデ調 整。 常滑焼 。

7 1 S D　 9

土師質土 器

鍋

21 ．0 胴部 は内湾 して上が り，その まま L」綾部 ヨコナデ調整。 内面 パケ調 鍔以下 に煤が

（6 ．0 ） □縁部 に至 る。 □縁外 面に粘土 紐
を貼付 し，鍔 とす る。

整。外 面には 叩 目が残存 。 付 着す る。

72 ′′

瓦 質 土 器

鍋

18 ．2

（ 5 ．1）

胴部 は内湾 して 上が り，口綾部 で
短 く外反 し，端 部は外傾 す る平面
をなす 。

器面 は磨耗 が著 しく，調整 不明 。

挿図 番号 遺構番号 器　　 種

ロ往
法量　 器高

（c m ） 胴 径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

73 S D 14

弥 生 土 器

窺

19 ．0 上 外方へ のび る胴 部か ら，口綾部 器面は磨 耗が著 しく，調整 不明 。

（7 ．0 ） は短 く外傾 し，端 部下端 にヘ ラ状
原 体によ る刻 目を施 す 。

段 は粘土紐 接合時 につ くり出す 。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

74 S D 20

土師質 土器

蛮

11 ．6 ロ綾 部はや や外反 しての び，途中 口縁 部 ヨコナデ調整 。内面 にへ ラ

（3 ．2） より　 傾 して上が り，端 。を丸 く 状原　 に よるとみ られ る圧 痕が残
仕 上げ る。 る。

75 S E l

土師質 土器

鍋

20・．4 口縁部は 内傾 し，外 面に粘土 紐を ロ縁 部 ヨコ．ナデ調整 。内面 ナデ調

（2 ．8） 貼付 し，鍔 とす る。 整 。

76 〝

瓦 質 土 器

鍋

16 ．0

（5 ．8）

胴 部は内湾 しての び， □綾 部ほほ

ほ 直立 し，端 部は外 傾す る平 面を
な す。

．器 面は磨耗 が著 しく，調整 不明 。

77 ／′ ′′

17 ．0

（4 ．6 ）

胴 部は内湾 しての び， 口綾 部は外
傾 して上が る。端部 は丸 く仕 上げ

られ る。

′′

78 ／′ ′′

20 二6

（ 7 ．0） ′′

口縁 部 ヨコナデ調整 。内面 ナデ調
整。 外面不 明。

79 ′′
捨　　　 鉢

2 1．8 休部 は上外方 への び，その まま □ 内外 面 とも ヨコナデ 調整。 内面 に 備 前焼 。

（5 ．9 ） 綾部 に至 る。 口縁部 は外傾 する面
を なす。

は 6 本単位 の条線が施 され る。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　　 種

口径

豊 層 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

80 S　E l 窺

30 ．0

（ 5 ．0 ）

玉縁 日縁 をなす 。 内外面 と もヨコナデ調整 。

8 1 ′′ ′′

30 ．6

（．6 ．1）

′′ ′′

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

82 P　　 l

弥 生 土 ．器

璧

（3 ．8 ）

6 ．6

平 らな底 部。 内面 ナデ調整 。外面 パケ調整 。‾

挿図 番号 遺構 番号 器　　 種

L」径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

83 P　　 2

瓦 質 土 器

鍋

25 ．4

（3 ．4）

．胴部 は内湾 して 上が り，口綾部 で

短 く外傾 す る。端 部は 丸 く仕上 げ
られ る。

器面 は磨耗 が著 し く，調整 不明 。

84 P　　 3 ′′

15 ．0

（ 3 ．4 ）

胴部 は内湾 して上 が り，口縁部 は

直立 し，端部を 丸 く仕上 げ る。 ロ
縁外面 に一 条の沈 線。

′′

85 P　　 4

土師質 土器

皿

15 ．0

（ 3 ．4 ）

休 部は 内湾気味 に上が り，その．ま

ま口綾部 に至 る。端 部を細 く仕上
げる。

口唇部 ヨコナデ 調整。他 は不 明。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

日経

法量　 器高
（cm ） 胴経

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

86 P　　 5

弥 生 土 器

窺

24 ．6

（ 3 ．4 ）

胴 部か ら大き く外 反す る口縁部 。
端 部 にはへ ラ状原体 に よる刻 目を

施す 。

器面 は磨耗が著 しく，調 整不 明。

87 ′′ ′′
（7 ．0 ）

6 ．8

平 らな底 部。底部 はた ち上 が る。 内面 ナデ調整。 外面不 明。

88 P　　 6 土　　　 錘

全長　　 5 ．8

直径　　 2 ．2

重量（g ）26 ．5

円筒形 の土錘で ，弥生 のもの とみ
られ る。ほぼ中央 部 に 直径4 ．5 mm

の円孔 を穿つ 。

表面 は磨 耗 して い る。

挿 図番号 遺構番号 器　　 種

「］径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

89 P　　 7

土 師質土器

鍋

22 ．4 胴部 は内湾気味 に上 が り，そ のま
ロ

口綾 部 ヨヨナデ調整 。内面横 方 向 鍔以下 に煤が

（4 ．7 ）
H　 。に　 一る。 日　　　　 には、弓 の パケ　 三。 。　　 ロ　　 が　 。 付着す る。

をつ くる。 鍔 は粘土紐 を外へ 曲げてつ くる。

90 P　　 8

瓦 質 土 器

鍋

16 ．6 丸味の ある底部 か ら，休 部は上 外
や

口唇 部 ヨコナデ調整。 他は ナデ調 底部 に煤が付

（5 ．8 ） 方への びる。 ロ縁端部 を丸めて い

る。

整 。 着す る。
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挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

千 三三 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

9 1 P　　 9

青　　　 磁

碗

削 り出 し高台 。休部 は内湾気味 に 見込 にへ ラ楢の 花文。外 面 に達弁 青緑 色粕。

（2 ．2）

5 ．4

上が る。 文。見込 か ら外 面にか けて施 粕。

92 P　 lO

土師質土 器

皿

15 ．2 休部 は内湾気 味に上 が り，そ のま 器面 は磨 耗が著 しく，調整不 明。

（4 ．4） ま 口縁 部に至 る。端 部は丸 く仕 上
げ られ る。

器面 には指頭圧 痕が残 存。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

法号　 器高
（cm ） 胴径

庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

93 P　 ll 紡　 錘　 車

直径　　 4 ．9

厚 さ　 1 ．3

重量（g ）2 5 ．0

円形 を呈 し，はば 中央部に直径 3 紡錘車 と してつ くられ た もので ，

mm の円孔 を穿つ 。 表面 には指頭圧 痕が残 る。

94 P　 12

弥 生 土 器 ＿

聾

21 ．4 短 く外反 し，端 部下端 に刻 目を施 ロ縁外 面 ヨコナデ調整 。他 はナデ

（9 ．7 ） す。 調整。段 は粘土 紐接合 時 にできた
有段部 あ り。 もの を段 とす る。

挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

［」径
法竜　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

95 P　 13

瓦 質 土 器

鍋

22 ．0 胴部 は内湾気 味 に上 が り，その ま ロ綾部 か ら内面 些か けて ヨコナデ 鍔以下 に煤 が

（4 ．5 ） まロ縁部 に至 る。 調整。 外面 ナデ調整 。

□縁外面 には粘 土紐を 貼付す る。

付着 す る。

96 P　 14

土師質 土器

皿

15 ．4 休部 は上外方 へ上が り， 口縁 部で □綾部 ヨ コナデ 調整。他 は ナデ調

（2 ．7 ） 外反 し，端部 を丸 く仕上げ る。 整 。

97 P　 15

土師質土 器

杯

14 ．8

（ 2 ．7）

休部 は上外方 へ上が り， 口縁 部で

短 く外 傾 し，端 部を丸 く仕上 げ る。

器面 は磨耗が 著 し く，調整不 明。

98 P　 16

瓦 質 土 器

鍋

19 ．6

（ 4 ．7 ）

（22 ．8 ）

胴部 は内湾 して上が り， □縁 部で
短 く上外方 を向 く。端 部は上方 を
向 く凹面をな す。

′′

99 P　 17

瓦 質 土 器

捨　　　 鉢

8 ．0

平 らな底部 。 器面 は磨耗が著 しく，調整不 明。

内面 には 4 本 単位の条 線を部 分的

に施 す。

第32表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 豊実淫

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

100 S D　2 石　 斧

12．2

3．7

3．9

150．0

細粒砂岩

片面が約兢ほど欠損 している。刃部には敲
打痕が残存する。

10 1 P　 ll 石包丁

8．0

5．7

0．6

31．4 ・‘

砂質結晶片岩

外湾刃形態をな し，刃部は両面か ら斜めに
研ぎだされる。経穴はすり切りによる可能
性が強い。約坑が欠損。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 霊奈淫

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

102 P　　 6 砥　 石

7．1

2．9

2．2
54．5

流 紋 岩

4 面を使用 していて，使用度の激 しい中央
部は凹んでいる。

第33表　遺構出土木器観察表

挿図 番号 遺 構番号 器　 種．

最 大長

計測 値　 最大 幅

（cm ） 最大 厚

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

10 3 S　E　 l 箸

23 ．7

0 ．6 桧

断面 円形を な し，丸 く調饗 してい る。

長 い箸であ る。

104 ′′ 曲物 の底

14 ．0

0 ．7 ′′

約 ％が欠 損す るが，直径 16 cm前 後の丸 い も

ので あった とみ られ る。表面 を丁寧に研 い
でいる。また表面 には木 目が きれいに残 る。

105 P　 18 桂　 根

10 ．8

4 ．8 不　　 明

柱の 先端部で ，先端 が尖 るように削 ってい

る。 主に 3 方 向か ら削 られ てい る。

第34表　遺構出土古銭観察表

挿図 番号 遺構 番号 銭　　 種 初 鋳 年 （西暦 ） 備　　　　　　　　　　　　 考

106 P　 19 元豊通宝 1078年 直径 2 ．4cm 。

10 7 P　 20 ′′ ／′ ′′
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第117図　第Ⅱ層出土遺物
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6．Loc．19



Loc．19

I．位置と調査経過

Loc．19は、空港拡張範囲の中央を南北に走る県道の西に隣接した調査区であり、やや北より

に位置する。字名は正吉と呼ばれている。調査区は、東西約85m、南北約23mを測る東西に長

い長方形の水田であり、北にLoc．20・21、西にLoc．40、南にLoc．18が位置しており、いずれも

中世の遺構が検出されている。

調査区である水田は、調査着手前に耕作土がすでに剥がされており、下層も若干ではあるが

上面を削られていた。調査方法としては、4×8mの試掘グリッドを4ヶ所に設定し、遺構の

有無を確認したところ、すべての試掘グリッドにピットが検出されたので、当初から全面発掘

を行うこととした。調査は西から順次行ったが、掘立柱建物址及びこれを囲む溝が検出され、

・最終的には西から東へ4区画が並んだ形となった。

調査面積は1，784mZであり、調査期間は、昭和56年4月から7月にかけての約3ケ月間である。

2．調査概要

調査区は、前述のとおり東西85m、南北23mほどの長方形であり、この中に4区画の溝に固

まれた掘立柱建物址群が検出された。溝は、一部調査区外にかかっており、末検出部分もある

が、四方を囲むものはなく、一部が切れている。1辺の長さは約16～23mを測r上正方形に近

く、4区画ともに同じような規模をもっている。掘立柱建物址は区画内の中央部に集中してお

り、周辺部にはあまりみられなかった。また4区画ともに井戸は検出されていない。さらに、

溝のコーナーには集石をもつものが多くみられ、土蛇にも集石が多くみられた。

全体的には、きわめて整然と並ぶ、溝に固まれた掘立柱建物址群、すなわち中世の屋敷跡が

検出されたといえる。また、この区画を便宜上西から東へ、第1～4区画と呼ぶこととする。

3．層序と出土遺物

調査区の基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　茶褐色粘質土層

第I層耕作土及び第II層床土は、調査前に大半を削りとられており、調査区の西端部に一

部残されていたのみであり、第I層は厚さ10cm、第II層は厚さ5cmほどである。第III層灰褐色

粘質土層は、遺物包含層であり、第I・II層と同様に上面を削られているため厚さは5～10cm

と薄く部分的には存在しない。第Ⅳ層茶褐色粘質土層が遺構検出面であり、調査区の約％の部
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分では、すでに地表面に出ていた。第Ⅳ層以下については、中世の遺構調査終了後に3ヶ所の

試掘トレンチを設定し、弥生時代の遺構の存在を確認した際にみられ、第Ⅴ層暗褐色粘質土層

第Ⅵ層黒褐色粘質土層、第Ⅶ層暗茶褐色粘質土層である。

包含層である第III層出土遺物としては、土師質土器皿（1～5）、鍋（6－15）、備前捨鉢

（16～21）、窪（22～26）、瀬戸片口（27）、卸し皿（28）、青磁皿（29）、瀬戸小杯（30）、

白磁小皿（31、32）、染付皿（33、34）、伊万里皿（35）、紅猪口（36）、土錘（37～40）が

みられ、石製品としては、砥石（41～44）、鉄製品としては、不明鉄器片（45）、釘（46）が

出土している。以上の出土遺物の中で備前措鉢（16）、伊万里皿（35）、紅猪口（36）は他の遺

物に比べ確実に新しく、上層の第I・II層中の遺物が混入したものと思われる。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の西部に位置しており、第1区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、2×2間であり、正方形に近いがやや東西に長く、東西棟と考えれば梁間3・28m、

桁行4．04mを測り、棟方向はN－69LWを示す。柱間距離は、1．34～2．12mを測r上桁行に比

べ梁間の柱間が若干短い。

柱穴は、直径20～28cmを測る円形であるが、方形も1個みられる。深さは12～30cmを測り、

ほとんどは20cm前後である。柱痕を残す柱穴は4個存在し、柱痕は直径8－12cmを測る。翠土

は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB2と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。また、SKlを

SBlの柱穴が切っており、SBlが新しいことが判明している。

S B2

SB2は、調査区の西部に位置しており、第1区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、2×2間であr上正方形に近いがやや南北に長く、南北棟と考えるならば梁間5・04

m、桁行5．48mを測り、棟方向はN－19LEを示す。柱間距離は、2．44～3．02mを測り、桁行

の柱間はよく揃っているが、梁間は東側が3．02mと長く、西は短い。また北辺と南西部の柱穴

が検出されなかった。

柱穴は、直径30cm前後の円形及び不定形であり、深さは20－30cmを測る。柱痕を残す柱穴

は4個存在し、柱痕の直径は12－15cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられな
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かった。

SBl・3と重複するが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。

S B3

SB3は、調査区の西部に位置しており、第1区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

規模は、梁間2・50m、桁行3・52mを測る1×2間の南北棟であl上棟方向はN－18LEを示

す。柱間距離は1・56～2・50mを測り、梁間、桁行ともにやや短かいが、よく揃っている。

柱穴は、直径20－30cmの円形または不定形であり、深さは7～20cmを測りやや浅い。柱痕を

残す柱穴は2個存在し、柱痕の直径は6～12cmを測る。埋土は灰色粘質土であl上出土遺物は

ほとんどみられなかった。

SB2と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B4

SB4は、調査区の西部に位置し、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層上面で

ある。

規模は、梁間3・12m、桁行4・34mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－3LEを示

す。柱間距離は1・68－3・12mを測r上梁間はやや広く、桁行は南側が長い。また西辺の柱穴が

1個検出されなかった。

柱穴は、16～30cmを測る円形であr上深さは10－16cmと浅い。柱痕を残す柱穴は1個存在し、

柱痕は直径15cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遣物はみられなかった。

SB5と一部重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B5

SB5は、調査区の西部に位置し、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層上面で

ある。

規模は、梁間6・00m、桁行7・64mを測る3×4間の南北棟であり、棟方向はN－9LEを示

す。柱間距離は1・84～2・31mを測r上よく揃っている。柱穴の並びは整然としており、東辺の

南側2間分に約1mの張り出しがみられる。

柱穴は、直径20－40cmを測る円形または不定形であり、深さは12～37cmを測る。柱痕を残す

柱穴は7個存在し、柱痕は直径12－16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遣物として、

土師質土器杯（47）がみられる他は、土師質土器の細片が若干出土している。

SB5は、SB4・6～8と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明であ

る。
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S B6

SB6は、調査区の西部に位置し、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層上面で

ある。

規模は、1×1間であるが、やや南北に長いので南北棟と考えるならば、梁間2．06m、桁行

2．59mを測t上棟方向はN－25LEを示す。柱間距離は2．05～2．59mとほぼ揃っている。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形であり、深さは16～28cmである。柱痕を残す柱穴は2個存

在し、柱痕の直径は12cm前後を測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB6は、SB5・7と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B7

SB7は、調査区の西部に位置しており、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、梁間2．69m、桁行3．82mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－72LWを示

す。柱間距離は1．44～2．69mを測り、桁行は西側がやや長い。

柱穴は、直径24～32cmを測る円形であり、深さは12－27cmを測る。柱痕を残す柱穴は3個存

在し、柱痕の直径は12～24cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB7は、SB5・6と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B8

SB8は、調査区の西部に位置しており、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、1×1間であるが、南北に長いので南北棟と考えれば、梁間2．16m、桁行3．21mを

測り、棟方向はN－16LEを示す。柱間距離は1．88～3．21mを測り、桁行が長い。

柱穴は、直径20－30cmを測る円形であr上　深さは10～15cmを測る。柱痕を残す柱穴は2個存

在し、柱痕は直径12cmを測る。また、北東部の柱穴にはピットの切り合いがみられ、南西部の

柱穴は、浅い落ち込みの中に存在する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB8は、SB5と重複するが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。

S B9

SB9は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の南西部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．28m、桁行2．96mを測る1×2間の東西棟であり、棟方向はN－75LWを示

す。柱間距離は1．39～2．28mを測り、桁行の柱間はやや短い。また、北西部の柱穴が検出され

なかった。

－284－



柱穴は、直径20～24cmを測る円形であl上深さは12～20cmを測る。柱痕を残す柱穴は3個存

在しており、柱痕は直径10～12cmである。埋土は灰色粘質土であl上　出土遺物はみられなかっ

た。重複する遺構はなく、単独で検出されている。

S B10

SBlOは、調査区の中央西部に位置しておl）、第2区画の中央部やや西寄りに検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2・42m、桁行3．75mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－26LEを示

す。柱間距離は1・84－2・42mを測り、よく揃っているが、西辺の柱穴が1個検出されなかった。

柱穴は、32～40cmを測る円形または不定形であり、深さは20～30cmを測る。柱痕を残す柱穴

は3個存在し、柱痕の直径は15～18cmである。また、東辺中央の柱穴には、小ピットの切リ合

いがみられる。埋土は灰色粘質土であl上出土遺物はみられなかった。重複する遺構はなく、

単独で検出されている。

S Bll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

SBllは、調査区の中央西部に位置しておl上第2区画の中央部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間であり正方形に近いが、やや南北に長いので南北棟と考えれば、梁間3．38

m、桁行3・57mを測り、棟方向はN－6LEを示す。柱間距経は1．39－1．95mを測り、よく揃

っている。

柱穴は、直径30cm前後を測る円形または不定形であt上深さは10～40cmを測るが、ほとんど

は25cm前後である。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕の直径は12cmである。埋土は灰色粘質

土であり、出土遺物はみられなかった。

SBllは、SB12－14と重複している。柱穴の重複がみられるのはSB12であるが、切り合

いは不明瞭なので、新旧関係は不明である。また、他の建物についても柱穴の切l）合いはなく、

新旧関係は不明である。

S B12

SB12は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の中央部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3・72m、桁行4．99mを測る2×3間、総柱の東西棟であり、棟方向はN－76L

Wを示す。柱間距離は1．28～1．96mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径30～40cmを測る円形及び方形と不定形がみられる。深さは12－56cmと差があ

り、ほとんどは40cm前後を測る。柱痕を残す柱穴は7個存在し、柱痕の直径は10cm前後である。
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埋土は灰色粘質土であl上　出土遺物は土師質土器の細片が若干みられた。

SB12は、SBll・13・14と重複しておl上　また柱穴の切り合いは8個の柱穴にみられ、最

高4個の切り合いが存在するが、いずれも掘立柱建物の柱穴ではなく、新旧関係は不明である。

S B13

SB13は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の中央部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間5．38m、桁行6．19mを測る2×3間、総柱の東西棟であり、棟方向はN－77L

Wを示す。柱間距牡は1．54－2．78mを測l上桁行中央の柱間は、南辺1．54m、北辺1．78mと他

の柱間に比べ、短い。

柱穴は、直径12－30cmの円形及び方形と不定形がみられ、深さは18～30cmを測る。柱痕を

残す柱穴は4個存在し、柱痕の直径は12－18cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は

みられなかった。

SB13は、SBll・12・14と重複しておl上　また、柱穴の切り合いは3個の柱穴にみられ、

この中の1個はSBllの柱穴であるが、切り合いは不明瞭であり、他の建物と同様に新旧関係

は不明である。

S BI4

SB14は、調査区の中央西部に位置しておl上　第2区画の中央部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3．19m、桁行4．10mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－7LEを示

す。柱間距離は1．71－3．19mを測り、梁間の北辺がやや長く、平面形は若干台形を呈する。

柱穴は、直径15－38cmを測る円形及び方形と不定形がみられ、深さは12－48cmを測り、ほ

とんどは25cm前後である。柱痕を残す柱穴は4個存在し、柱痕の直径は約10－20cmを測る。埋

土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB14は、SB11－13と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B15

SB15は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の北東部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、1×1間であるが、南北にやや長いので南北棟と考えれば、梁間1．36m、桁行1．95

mを測り、棟方向はN－24LEを示す。柱間距経は1．16～1．95mを測り、平面形はやや台形を

呈する。

柱穴は、直径約20cmの円形であり小さく、深さも12～19cmと浅い。埋土は灰色粘質土であり、
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出土遺物はみられなかった。重複する遺構はなく、単独で検出されている。

l

L

l

S B16

SB16は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間5．99m、桁行8．33mを測る3×4間、総柱の東西棟であり、棟方向はN－80L

Wを示す。柱間距離は1．72－2．30mを測りほぼ揃っており、梁間の南の柱間は他の柱間に比べ

やや短い。

柱穴は、直径20－40cmを測る円形及び方形と不定形がみられ、深さは16～64cmを測り、浅

い柱穴は20cm前後、深い柱穴は40cm前後である。柱痕を残す柱穴は12個存在し、柱痕の直径は

8～16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は土師質土器片が若干みられる。

SB16は、SB17～19と重複しており、柱穴の俳）合いが存在するのはSB17・18であl上」

SB16がSB17を切っており新しいことが判明している。また、SB18とは柱穴の切り合いが

存在するが不明瞭であり、他の建物と同様に新旧関係は不明である。

S B17

SB17は、調査区の中央東部に位置しておl上　第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．70m、桁行5．60mを測る2×3間、総柱の東西棟であり、棟方向はN－80L

Wを示す。柱間距離ば1．22～2．08mを測り、梁間、桁行ともにやや短い。

柱穴は、直径20－36cmを測る円形である。深さは8～30cmを測り、ほとんどは25cm前後であ

る。柱痕を残す柱穴は10個存在し、柱痕の直径は12－16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物は瀬戸瓶底部（49）と土師質土器鍋（48）がみられる。

SB17は、SB16・18・19と重複している。SB16には切られており古いが、他の建物は柱

穴の切り合いがなく、新旧関係は不明である。

S B18

SB18は、調査区ゐ中央東部に位置しており、第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間であり、南北にやや長いので南北棟と考えれば、梁間3．70m、桁行5．08m

を測り、棟方向はN－7LEを示す。柱間距離は1．74～2．56mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径20－32cmの円形と不定形であり、深さは15－44cmを測り、ほとんどは20cm前後

である。柱痕を残す柱穴は4個存在し、柱痕の直径は8－12cmを測る。埋土は灰色粘質土であ

り、出土遣物はみられなかった。
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SB18は、SB16・17・19・20と重複している。SB16とは前述のとおり、柱穴の切り合い

は不明瞭であr上他の建物とともに新旧関係は不明である。

S B19

SB19は、調査区の中央東部に位置しておr上　第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間の総柱であり、若干東西に長く東西棟と考えれば、梁間4・08m、桁行4・14

mを測り、棟方向はN－80LWを示す。柱間距離は1．72－2．40mを測る。

柱穴は、直径28－36cmを測る円形と楕円形であり、深さは12～35cmを測る。柱痕を残す柱穴

は5個存在し、柱痕の直径は約16cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は土師質土器

鍋（50）、鉢（51）がみられる。

SB19は、SB16－18・20と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B20

SB20は、調査区中央東部に位置しており、第3区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、梁間5．46m、桁行9．57mを測る3×5間の東西棟であり、棟方向はN－73LWを示

す。柱間距離は1．31－2．80mを測り、よく揃っている。また、東辺の中間の柱穴が1個検出さ

れず、西面では、南の柱間に1個の柱穴がみられる。

柱穴は、直径16－32cmの円形と不定形であり、深さは8－32cmを測り、ほとんどは26cm前後

である。柱痕を残す柱穴は5個存在し、柱痕の直径は10－15cmを測る。埋土は灰色粘質土であ

r上　出土遺物は土師質土器の細片がみられる。

SB20は、SB18・19・21さらにSK12－15と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関

係は不明である。

S B21

SB21は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間3．68m、桁行4．43mを測る2×3間の南北棟であり、棟方向はN－21LEを示

す。柱間距離は0．82～2．22mを測り、やや不揃いである。また、北辺の中間の柱穴が検出され

なかった。

柱穴は、直径18－32cmを測る円形と不定形であり、深さは10～24cmを測る。柱痕を残す柱穴

は4個存在し、柱痕の直径は16cm前後である。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は砥石（110）

がみられた。
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SB21は、SB20、SK14・15と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明であ

る。

S B22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

SB22は調査区の中央東部に位置しており、第3区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、梁間3．82m、桁行7．54mを測る2×4間の局北棟であり、棟方向はN－18LEを示

す。柱間距離は1．54～2．14mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径20～33cmの円形及び方形と不定形であり、深さは8－40cmを測り、ほとんど

は25～30cmである。柱痕を残す柱穴は5個存在し、柱痕の直径は12cm前後を測る。埋土は灰色

粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB22は、SD8と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B23

SB23は、調査区の東部に位置しておr上　第4区画の西半部に検出された。

規模は、2×2間であり、平面形は正方形に近いが、やや東西に長く、東西棟と考えるなら

ば、梁間3．56m、桁行3．90mを測r上棟方向はN－68LWを示す。柱間距離は1．45－2．06mを

測り、やや不揃いである。また、南辺の中間の柱穴は検出されなかった。

柱穴は直径20～40cmを測る円形であl上深さは12－28cmを測る。柱痕を残す柱穴は3個存在

し、柱痕の直径は10～‘20cmである。埋土は灰色粘質土であl上出土遣物は白磁碗（52）がみられ

る。

SB23は、SB25・26、SK24・25と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明

である。

S B24

SB24は、調査区の東部に位置しており、第4区画の中央部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、2×2間そあるが、南北に長く南北棟と考えれば、梁間3．26m、桁行4．06mを測l）

棟方向はN－14LEを示す。柱間距離は1．08－2．08mを測り、ほぼ揃っている。

柱穴は、直径25～30cmの円形と不定形であり、深さは10－25cmを測る。柱痕を残す柱穴は1

個のみ存在し、柱痕は直径15cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は備前捨鉢底部

（53）がみられる。

SB24は、SB26と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。
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S B25

SB25は、調査区の東部に位置しており、第4区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、梁間2．82m、桁行3．49mを測る1×2間の東西棟であl上棟方向はNq71LWを示

す。柱間距離は1．55－2．82mを測り、桁行の柱間はやや短い。

柱穴は、直径20－39cmの円形であt上　深さは12～28cmを測る。柱痕を残す柱穴は3個存在し

柱痕の直径は13～20cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は土師質土器の細片が若干

みられた。

SB25は、SB23・26、SK25と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明であ

る。

S B26

SB26は、調査区の東部に位置し、第4区画の中央部に検出された。検出面は第Ⅳ層上面で

ある。

規模は、2×2間であり、ほぼ正方形に近いが、若干東西に長く東西棟と考えれば、梁間

4．51m、桁行4．66mを測り、棟方向はN－71LWを示す。柱間距離は1．74～2．32mを測り、ほ

ぼ揃っている。

柱穴は、直径25～33cmの円形と方形であり、深さは16－48cmを測り、ほとんどは30cm前後で

ある。柱痕を残す柱穴は1個存在し、柱痕の直径は18cmを測る。埋土は灰色粘質土であl上　出

土遺物はみられなかった。

SB26は、SB23～25と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B27

SB27は、調査区の東部に位置しており、第4区画の南部に検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は、梁間2．48m、桁行5．10mを測る1×3間の東西棟であり、棟方向はN－75LWを示

す。柱間距離は1．32～2．48mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径24－30cmを測る円形と方形であり、深さは16～44cmを測り、ほとんどは30cm前

後である。柱痕を残す柱穴は1個のみ存在し、柱痕の直径は18cmを測る。埋土は灰色粘質土で

あり、出土遺物はみられなかった。

SB27は、SB28と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B28

SB28は、調査区の東部に位置しておr上　第4区画の南部に検出された。検出面は第Ⅳ層上
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面である。

規模は、梁間3・98m、桁行4・52mを測る1×2間の東西棟であり、棟方向はNq78LWを示

す。柱間距離は1・64～3．98mを測り、梁間が非常に長い。

柱穴は、直径26～53cmの円形及び楕円形と方形がみられ、深さは16～24cmを測り、やや浅

い。柱痕を残す柱穴は2個存在し、柱痕の直径は16～20cmを測る。埋土は灰色粘質土であl上

出土遺物は土師質土器皿（54）がみられる。

SB28は、SB26・27・29と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B29

SB29は、調査区の東部に位置しておl上第4区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、梁間3・68m、桁行4・17mを測る1×2間の南北棟と考えられ、棟方向はN－10LE

を示す。柱間距離は1．85～3．68mを測り、梁間がかなり長い。

柱穴は、直径24～40cmを測る円形であり、深さは6～43cmを測るが、ほとんどは20cm前後で

ある。柱痕を残す柱穴は1個のみ存在し、柱痕の直径は20cmを測る。埋土は灰色粘質土であl上

出土遺物は土師質土器皿（55）、砥石（111）がみられる。

SB29は、SB28・30と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B30

SB30は、調査区の東部に位置しておl上第4区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、梁間2・96m、桁行3・42mを測る1×2間の東西棟と考えられ、棟方向はN－77LW

を示す。柱間距離は1・24～2．96mを測り、梁間の柱間がやや長い。

柱穴は、直径30～42cmを測る円形であり、深さは12－20cmを測る。柱痕を残す柱穴は1個の

み存在し、柱痕の直径は20cmを測る○埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SB30は、SB29と重複するが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

土砿

SKI

SKlは、調査区の西部に位置しておr上第1区画の西半部中央に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径3・22m、短径1・17m、深さ0・34mを測る。平面形は不定形であl上長軸方向は

N－45LWを示す。底面には4ヶ所の落ち込みがみられ、断面形は逆台形である。埋土は灰褐
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色粘質土であり、出土遺物はほとんどみられなかった。

SKlは、SBlと重複しており、SBlの柱穴がSKlを切っているので、SKlが古い

ことが判明している。

S K2

SK2は、調査区の西部に位置しており、第1区画の東半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径1．03m、短径0．75m、深さ5cmを測る。平面形は隅丸方形であり、長軸方向は

N－25LEを示す。底面は平坦であり、断面形は非常に浅い逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘

質土であり、出土遺物はみられなかった。また、埋土中には、長径10～20cm前後の自然礫が7

個みられた。

SK2は、SB5・7と重複しているが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S K3

SK3は、調査区の西部に位置しており、第1区画のSD3の東辺北部に重複して検出され

た。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．12m、短径1．02m、深さ0．25mを測る。平面形は円形であり、長軸方向はN

－16LEを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出

土遺物はみられなかった。

SK3は、SD3と重複しており、SD3を切っているので、新しいことが判明している。

S K4

SK4は、調査区の西部に位置しており、第1区画のSD3の東辺南部に重複して検出され

た。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．23m、短径0．93m、深さ0．24mを測る。平面形は楕円形であr上長軸方向は

N－70LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SK4は、SD3と重複しており、SD3を切っているので、新しいことが判明している。

S K5

SK5は、調査区の西部に位置しており、第1区画のSD3と第2区画のSD4の間、約

1．2mに検出されている。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．25m、短径0．63m、深さ8cmを測る。平面形は長方形であり、長軸方向はN

－20LEを示す。底面は平坦であり、断面形は浅い逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、
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出土遺物は土師質土器の細片がみられた。SK5は、単独で検出されており、重複する遺構は

存在しない。

S K6

SK6は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の中央南部、SBlOの南0．4mに検

出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．93m、短径0．62m、深さ0．13mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－68LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。SK6は、単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K7

SK7は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画の中央南部、SK6の東約4mに検

出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．83m、短径0．45m、深さ0．13mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－58LWを示す。土蛇の東半部は深くなっており、底面には6cmほどの小さな段を有する。

断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であl上　出土遺物はみられなかった。SK7は、

単独で検出されておl上　重複する遺構は存在しない。

S K8

SK8は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画のSD4の南辺、東端部に接合し、

調査区の南辺にかかり検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．43m、短径1．27m、深さ0．28mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－25LEを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SK8は、SD4と重複しているが、埋土の違いはみられず、深さもほぼ同じであt上　SD

4に伴う土蛇と考えられる。

S K9

SK9は、調査区の中央西部に位置しており、第2区画のSD6の南辺、西端部に接合し、

調査区の南辺にかかり検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2・60m、短径2．57m、深さ0．37mを測る。平面形は不定形であり、南部の幅が

0・4mほど短くなっている。長軸方向はN－60LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台

形を呈する。底面上には、集石がみられ、長径20～30cmの楕円礫が乱雑に敷き並べた状態で検

出された。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器の細片がみられる。
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SK9は、SD6と重複しているが、SK8と同じく埋土の違いはみられず、SD6に伴う

土蛇と考えられる。

S K10

SKlOは、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の北部に検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径0．75m、短径0．67m、深さ0．15mを測る。平面形は不整円形であり、長軸方向

はN－13LEを示す。底面は小さく平坦であり、断面形は緩やかな逆台形を呈する。埋土は黒

茶褐色粘質土であl上　出土遺物は弥生時代前期IIの土器片が若干みられるのみであり、弥生時

代前期前半の土蛇と考えられる。SKlOは、単独で検出されており、重複する遺構は存在しな

い。

S Kll

SKllは、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の北東部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．95m、短径0．95m、深さ0．10mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－67LWを示す。底面は平坦であr上断面形は浅い逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土で

あり、出土遺物はみられなかった。SKllは、単独で検出されており、重複する遺構は存在し

ない。

S K12

SK12は、調査区の中央東部に位置しておl上　第3区画の西半部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．80m、短径0．60m、深さ0．11mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－20LE′を示す。底面は平坦であり、断面形は浅い逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であ

l上　出土遺物はみられなかった。

SK12は、SB20と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S KI3

SK13は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の南西部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径0．75m、短径0．50m、深さは4cmを測る。平面形は楕円形であt上長軸方向は

N－60LWを示す。底面は平坦であl上　断面形はきわめて浅い皿形を呈する。東端部には直径

9cmの小ピットがみられる。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。
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SK13は、SB20と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

SKI4

SK14は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の南部に検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径1・33m、短径0・90m、深さ0・50mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－62LWを示す。底面はほぼ平坦であり、やや東が高く、わずかに傾斜する。断面形は逆台

形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は染付碗（56）、土師質土器鍋（59）がみ

られる。

SK14は、SK15と重複しておt）、SK15を切っているので、新しいことが判明している。

SKI5

SK15は、調査区の中央東部に位置しておr上第3区画の南部に検出された。′検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、長径2・06m、短径1・90m、深さ0・60mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－21LEを示す。底面は勘ぎ平坦であl）、断面形は逆台形を呈する。西にやや幅広く、深さ

12cmほどの小段がみられる。底面の西半部には、長径10～30cmの自然礫がみられ、中央部には

炭化物が直径約30cmの範囲に薄く検出された。埋土は灰褐色粘質土に黒褐色と黄褐色粘質土の

ブロックを混在するものであり、出土遺物は、土師質土器鍋（57）、備前捨鉢（58）がみられ

他に土師質土器片が出土している。

SK15は、SK14と重複しておt）、切られているので、SK15が古いことが判明している。

SK16

SK16は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画のSD7の南辺北壁に重複し検出さ

れた。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1・15m、短径0・85m、深さ0・10mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－78LWを示す。底面は平坦であr）、断面形は浅い逆台形を呈する。底面上には、長径20～

30cmの自然礫が4個並べられている。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SK16は、SD7と重複しておr）、SD7を切っているので、新しいことが判明している。

SK17

SK17は、調査区の中央東部に位置しておr）、第3区画の南部、SD7の南辺北壁に接する

ように検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1・20m、短径0・69m、深さ0・14mを測る。平面形は長方形であl）、長軸方向は
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N－69LWを示す。底面はほぼ平坦であるが、わずかに西が高く傾斜しており、断面形は逆台

形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SK17は、SD7の南辺北壁と接しているが、新旧関係は不明である。

S K18

SK18は、調査区の中央東部に位置し、第3区画のSD8と第4区画のSDlOの間に検出さ

れた。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．27m、短径0．75m、深さ6cmを測る。平面形は長方形であt上長軸方向はN

－59LWを示す。底面は平坦であり、中央部に直径19cmの小ピットがみられる。断面形は浅い

逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SK18は、SDlOの西辺西壁に接しているが、新旧関係は不明である。

S K19

SK19は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画のSD8と第4区画のSDlOの間に

検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．14m、短径1．12m、深さ6cmを測る。平面形は不整方形であり、長軸方向は

N－59LWを示す。底面は平坦であり、北西部に直径8cmの小ピットがみられる。断面形は非

常に浅い逆台形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK19は、

単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K20

SK20は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画のSD8と第4区画のSDlOの間に

検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．95m、短径0．68m、深さ0．20mを測る。平面形は不整方形であり、長軸方向

はN－16㌧′Eを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であ

り、遺物はみられなかった。SK20は、単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K21

SK21は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画のSD8の南端部に重複して検出さ

れた。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．83m、短径1．38m、深さ0．31mを測る。平面形はやや台形であり、長軸方向

はN－9LEを示す。底面は、中央部がわずかに低いがはぼ平坦であり、断面形は逆台形を呈

する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器片が若干みられた。

SK21は、SD8と重複しており、SD8を切っているので、新しいことが判明している。
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S K22

SK22は、調査区の中央東部に位置しており、第3区画の南東部に検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径1・36m、短径0・95m、深さ0・11mを測る。平面形は長方形であ生長軸方向は

N－70LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であr上

出土遺物はみられなかった。SK22は単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K23

SK23は、調査区の中央東部に位置しており、SK22の南、調査区の南辺にかかり検出され

た。検出面は第Ⅴ層上面である。

規模は、長径1・50m、短径1．43m、深さ0．17mを測る。平面形は方形であり、北へ0．40mほ

どの張り出しがみられる。長軸方向はN－82LWを示す。底面は平坦であl上断面形は逆台形

を呈する。埋土は灰褐色粘質土であと上出土遺物はみられなかった。SK23は、単独で検出さ

れており、重複する遺構は存在しないとみられる。

S K24

SK24は、調査区の東部に位置しておl上第4区画の北西部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径0・74m、短径0．71m、深さ0．19mを測る。平面形は円形であり、長軸方向はN

－22LEを示す。底面の中央部には、直径40cmを測るピットがみられ、断面形は段をもつ逆台

形である。埋土は灰褐色粘質土であり、遺物はみられなかった。

SK24は、SB23と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S K25

SK25は、調査区の東部に位置しており、第4区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径1・27m、短径0．77m、深さ0．12mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－13LEを示す。底面はほぼ平坦であり、直径10～20cmほどの自然礫がみられた。断面形は

浅い逆台形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は底面上の礫に混じり、五輪塔の水

輪が1個みられた。

SK25は、SB23・25と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S K26

SK26は、調査区の東部に位置しており、第4区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層
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上面である。

規模は、長径0．80m、短径0．72m、深さ0．19mを測る。平面形は円形であり、長軸方向はN

－74LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。SK26は、単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K27

SK27は、調査区の東部に位置しておl上　第4区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径0．70m、短径0．68m、深さ0．15mを測る。平面形は円形であり、長軸方向はN

－18LEを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられない。SK27は、単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

S K28

SK28は、調査区の東部に位置しており、第4区画の西半部に検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径0．56m、短径0．44m、深さ0．16mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－72LWを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。SK28は、単独で検出されており、重複する遺構は存在しない。

溝

S DI

SDlは、調査区の北西端部に位置しており、北壁に平行し検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は検出長9．64m、幅0．16－1．似m、深さ0．32mを測る。東西方向の溝であるが、西端部

は南北方向となり、調査区外へ延びている。東半部は、不定形に広がり終わっている。埋土は

灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SDlは、第1区画を形成する溝の内の1条であり、北辺西部を区画している。

S D2

SD2は、調査区の北西部、SDlの東に位置しており、調査区の北辺に東端部がかかり検

出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長9．87m、幅0．32～2．00m、深さ0．44mを測る。東西方向の溝であるが、東魂

部は調査区の北辺にかかっているが、端部は北へ曲っており、さらに調査区外へ続くのではな
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いかと考えられる。西端部は、池状に広がっておr上長径2．00mを測り、深さも0．25mほど深

くなっている。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器鍋（60）、瀬戸小皿（61）

がみられた。

SD2は、第1区画を形成する溝の内の1条であり、北辺東部を区画している。

S D3

SD3は、調査区の西部に位置しておl上南北及び東西方向の逆L字状に検出された。検

出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、南辺が、検出長15．0m、幅0．3m、深さ0．16m、東辺は、全長17．5m、幅0．34m、

深さ0・20mを測る。南辺は、幅、深さともに変化はなく、調査区外へと延びている。東辺は、南

東コーナーから約2mは幅1．30mと広く、北端から南1mには長さ1．50m、幅1．20mの不定形

の張り出しが西へみられる。また、中間部においても、溝の幅が1m近く広くなる部分が存在

する。しかし深さは変化なく、底部はほぼ平坦である。北端部は、やや北東へ曲がり終わって

おり、SD2の東端と約1．5mの間隔がみられる。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は備

前鉢（62）がみられた。

SD3は、第1区画を形成する溝の内の1条であり、東辺と南辺を区画している。またSD

3は、SK3・4に切られており、古いことが判明している。

S D4

SD4は、調査区の西部に位置しており、南北方向の溝とその両端から東へ延びておl上　こ

の形に検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、南北方向の西辺が、全長17．3m、幅0．30～0．40m、深さ0．14mを測る。南西コーナ

ーから北へ3・60mの位置に長さ2．10m、幅1．93m、深さ0．30mの張り出しが存在し、底面は東

がわずかに高く、若干傾斜をもち、長径約30cmの自然礫が乱雑に出土した。南辺は幅0．38m、

深さ0・28mを測r上乗へ5．00m延び、SK8に接続し終わっている。北辺は、東へ10．25m延び

て終わっており、幅0．28m、深さ0．24mを測る。東半部は、幅2．13mと広くなり乱れているが

深さはほぼ同じである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は青磁碗（63）、土錘（64）が

みられた。

SD4は、第2区画を形成する溝の西辺、及び北辺と南辺の西半部であ、り、西に平行する

SD3との間は0・96mを測る。またSD4と重複する遺構はSK8であり、SD4に付属する

ものではないかと考えられる。

S D5

SD5は、調査区の中央部、北に位置しており、SD4北辺の東に隣摸し検出された。検出
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面は第Ⅳ層上面である。

規模は、全長7・36m、幅0．25m、深さ0．20mを測る。東半部は、長径2．64m、短径1．76m、

深さ0・32mを測る土砿状になっておr上西へ1．60mほど幅0．21mの溝が延びている。また、西

端から3・36mの部分には幅0．48mの小さな張り出しが存在する。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物はほとんどみられなかった。

SD5は、SD4とともに第2区画の北辺を形成しており、SD4の東端部との間は0．40mを

測r上　本釆続いていたものではないかと考えられる。

S D6

SD6は、調査区の中央部、南に位置しており、SD4の南辺の東に、東西及び南北方向

に延びて検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、東西方向の南辺は、全長4．48m、幅0．40m、深さ0．15mを測りSK9に接続し終わ

っている。南北方向の東辺は調査区外へ延びており、検出長7．44m、幅0．24～1．24m、深さ0．

18mを測る。南東のコーナーから北の部分は、幅1．20m前後と広く長径30cmほどの楕円形の自

然礫を2－3段に積んでいる石列が、長さ2．64mほど存在する。またその西に、全長8．72m、

幅0．42～1．12m、深さ0．16mの溝が北へ延びている。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は

土師質土器鉢（65）がみられる。

SD6は、SD4・5と共に第2区画の南辺の東半部と、東辺の南半部を形成しており、南

辺はSD4とSK8・9をかいして6．4mの間隔をもち、東辺は、SD5と6．88mの間隔をも

っている。またSD6と重複する遺構はSK9であるが、新旧関係はみられず、SD6に付属

するものではないかと考えられる。

S D7

SD7は、調査区の中央部に位置しておr上　南北方向の溝とその両端から東へ延びる東西方

向の溝からなり、Eの形に検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、南北方向の西辺は、全長20．48m、幅0．72m、深さ0．18mを測り、調査区北辺にかか

っているのでさらに北へ続くと考えられる。西辺の東壁には、幅0．5mほどの張り出しが2ヶ

所にみられ、やや歪んでいる。北西のコーナーは不定形に膨らみ、直径2．40mを測り、埋土中

には多量の礫が含まれていた。北辺は、幅0．55m、深さ0．18mを測り、東へ11．36m延びて終

わっている。南辺は、幅0．5m前後、深さ0．17mを測り、東へ15．68m延びており、さらに南へ曲

がり調査区の南辺にかかってし．－る。南辺の北壁にも、幅0．5m前後の張り出しが2ヶ所にみられ

た。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器杯（66）、鍋（67、68）、備前捨鉢

（69～71）、婆（72、73）、瀬戸卸し皿（74）、青磁碗（75－77）、盤（79、80）、白磁皿

（78）がみられ、出土量は他の溝に比べ多い。
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SD7は、第3区画の西辺、及び北辺の西半部と南辺を形成しておl上西に一部平行する

SD6との間は0・96mを測る。SD7と重複する遺構はSK16であるが、SD7はSK16に切

られておl上　古いことが判明している。

S D8

SD8は、調査区の東部に位置しておl上第3区画の東辺として、南北方向に検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、全長10・24m、幅0・48m、深さ0．1mを測り、浅い溝である。北端は、調査区の北辺

から南4・48mで終わり、南端はSK21に切られ終わっている。中央部は、幅0．96mとやや広く

なり、深さも0・25mと深くなっている。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器鍋

（81）がみられる。

SD8は、第3区画の東辺を形成する溝であるが、南北両端部は検出されず、中央部のみで

あった。また、重複する遺構はSK21であり、SD8はSK21に切られており、古いことが判

明しているが、SB22とは切り合いがなく、新旧関係は不明である。

S D9

SD9は、調査区の東部に位置しており、東西方向の南辺と南北方向の東辺及び西辺の南

部が検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、南辺が全長18．40m、幅0．40m、深さ0．15mを測り、浅く、南東コーナーから0．9m

西寄りの北壁に幅0・40°mの張り出しがみられた。東辺は、全長18．56m、幅0．45m、深さ0．16m

を測り、南辺とほぼ同じ規模である。北端はそのまま終わる。南西のコーナーはSDlOと重複

し、幅1・84mと広くなっており、深さも0．42mと深くなっている。また、底面のやや上面に長

径20～30cmの自然礫が乱雑に出土している。西辺は、コーナーから6．96mで終わっており、幅

は北半部では0・32mと細く、深さも0・12mと浅くなっている。埋土は灰褐色粘質土であり、出

土遺物は、土師質土器鍋（82）、瀬戸菊皿（83）、青磁碗（糾、85）、土錘（86）がみられる。

SD9は、第4区画の東辺と南辺、さらに西辺の南部を形成しており、西辺と平行するSD

8との間は0・88mを測る。重複する遺構は、SD9の内側に検出されたSDlOであり、東辺と

南東コーナーでの切り合いによれば、SDlOがSD9を切っており、SD9が古いことが判明

している。

S DIO

SDlOは、調査区の東部に位置しており、東西方向の南辺と南北方向の西辺がL字形をなし

検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、南辺が、検出長18．88mを測り、さらに東へ延びているが県道の下となり調査不可能
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であった。幅は0．78m、深さは0．43mを測り、Loc．19で検出された溝の中では最も深く、しっ

かりしている。南西のコーナーは、SD9につながり重複しているが、この部分では新旧関係

はつかめなかった。西辺は、全長19．20m、幅0．44m、深さ0．41mを測り、両辺と同様の規模を

もっている。北西のコーナーは、膨らみをもたないがやはり底面上に、長径15－20cmの自然礫

が乱雑に出土している。また、東へ2．8mほど延び終わっている。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物は土師質土器皿（87、88）、鍋（89－91）、白磁皿（93）、青磁碗（92、94）、土錘

（95）がみられる。

SDlOは、SD9と同じく第4区画の南辺と西辺を形成しており、SD9の内側0・96mに検

出されている。SDlOはSD9を切っているので、新しいことが判明しているが、何らかの理

由により、SD9の掘り替えが行われたと考えられ、同じ掘立柱建物群を囲む溝であるので時

期差はほとんどないと推定される。

ピット

PI

Plは、第1区画の北西部に位置しており、直径24cm、深さ30cmを測る。埋土は灰褐色粘質

土であl上　出土遺物は土師質土器皿（96主がみられる。

P2

P2は、第2区画の中央部に位置しており、直径30cm、深さ11cmを測る。埋土は灰褐色粘質

土であり、出土遺物は土師質土器小皿（97）がみられる。

P3

P3は、第2区画の中央部に位置しており、直径38cm、深さ43cmを測る。3個の柱穴が重複

しており、直径17cmの柱痕がみられる。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遣物は染付皿（98）

がみられる。

P4

P4は、第3区画の西部に位置しており、直径40cm、深さ17cmを測り、直径21cmの柱痕が存

在する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器皿（100）がみられる。

P5

P5は、第2区画の東部に位置しており、直径25cm、深さ8cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、出土遺物は土師質土器小皿（99）がみられる。
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P6

P6は、第3区画の中央部に位置しており、直径33cm、深さ51cmを測る。埋土は灰褐色粘質

土であり、出土遺物は、土師質土器鍋（102）が底面にへばりつきみられた。

P7

P7は、第3区画の西部に位置しており、直径34cm、深さ18cmを測り、直径12cmの柱痕が存

在する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器鍋（101）がみられる。

P8

P8は、第3区画の中央部に位置しており、直径25cm、深さ16cmを測り、1個の柱穴と重複

しており、直径12cmの柱痕が存在する。埋土は灰褐色粘質土であl上　出土遺物は土師質土器鍋

（103）がみられる。

P9

P9は、第3区画の東部に位置しており、直径35cm、深さ7cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、出土遺物は土錘（105）がみられる。

P10

PlOは、第3区画の東部に位置しており、直径34cm、深さ32cmを測り、直径18cmの柱痕が存

在する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は砥石（113）がみられる。

Pll

Pllは、第3区画の中央部に位置しており、直径40cm、深さ24cmを測る。SB21の柱穴と重

複するが、新旧関係は不明である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土錘（104）がみら

れる。

P12

P12は、第3区画の東部に位置しており、直径34cm、深さ40cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、出土遺物は土錘（106）がみられる。

PI3

P13は、第3区画の東部に位置しており、直径28cm、深さ19cmを測る。2個の柱穴が重複し

ており、直径13cmの柱痕が存在する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器小杯

（108）がみられる。

－　303－



P14

P14は、第3区画の東部に位置しており、直径30cm、深さ18cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

であl上　出土遺物は土師質土器皿（107）がみられる。

P15
1

P15は、第4区画の東部に位置しておl上　直径49cm、深さ40cmを測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、出土遺物は土師質土器皿（109）がみられる。

5．　まとめ

Loc．19では、溝に固まれた掘立柱建物址群が、4区画東西に並び検出された。これを前述の

とおり、西から東へ第1～4区画とする。

第1区画は、SD1－3により固まれるが、調査区の西端にかかっており、西辺の溝は検出

されず、南辺の溝も一部調査区外にかかっている。北辺の溝は、SDl・2であr上　中央部が

2．80mほどの間隔をもっている。また、その両端部は池状に広くなっている。北東のコーナー

もSD2・3の間が1．5mほど切れておr上SD2はさらに北へ延びている。全体の規模は、東

西24．40m、南北18．00mである。

掘立柱建物址群は、SBl～8の8棟が検出されておr上　西半部にSB1－3の3棟、東半

部にSB4～8の5棟と分離しており、中央部に幅約4mほどの空間が存在している。西半部

ではSB2が2×2間ではあるが規模が大きく、東半部ではSB5が3×4間に一部張り出し

をもち、最も規模が大きく、主たる建物と考えられる。建物の建て替えは、重複関係からみれ

ば、西半部、東半部ともに3回みられる。

溝に囲まれた内部の構成は、西と東に掘立柱建物址群が存在し、西辺は不明であるが、東辺

と南辺は溝が巡っておr上　北辺のSDl・2の間を出入口とすれば、中央部の空間は入口に続

く作業場的な場所ではないかと考えられる。また、北東コーナーのSD2・3の間についても

出入口ではないかと推定される。

また溝内部及び西辺の溝を切っているSK1－4の幸砿群は、出土遺物もほとんどなく、

性格は不明であるが、新しいと考えられる。

時期は、SB5出土の土師質土器杯（47）、SD2・3出土の土師質土器鍋（60）、瀬戸皿

（61）、備前捨鉢から16世紀と考えられる。

第2区画は、SD4－6により囲まれており、SD4が西辺と南北両辺の西半部を区画し、

SD5は北辺の東北部、SD6は南辺の東半部と東辺の南半部を区画する。その結果、東辺の

北半部と南辺の中央部が切れておr上　南辺はSK8・9を両端として6．40mの間隔をもってい

る。北辺のSD5は分離しているが、本来は続くものではあろう。また、SD6の東辺も本来

ならばSD5まで続いたのではないかと推定される。全体の規模は、東西19．60m、南北18．00
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mである。

掘立柱建物址群は、SB9～15の7棟が中央部からやや北東よりに集中する。SB11－14の

4棟は、完全に重複しておl上建て替えが4回みられる。この中では、SB13が2×3間で最

も大きく、主たる建物である。SB9は南西部、SBllは北東部、SBlOは中心部の南西に位

置しており、規模、配置により納屋的な機能をもつ建物と考えられる。

溝に囲まれた内部の構成は、中央部に主たる建物が存在し、南辺の中央部を出入口とすれば、

南に作業場があり、西及び北にも空間をもっている。南西と北東の角には、納屋が存在する。

また、中央部の南にみられるSK6・7は、4．16mの間隔をもっており、南辺のSK8・9

間より狭いが、主たる建物に向かう間隔をもっており、出入口に関連する何らかの存在が考え

られる。SD4西辺の張り出し、SK9、SD6の東辺には自然礫の集石がみられるが、その

性格は不明である。

時期は、遺物が少なく、不明な点はあるが、SD4・6出土の青磁碗（63）、土師質土器鉢

（65）、土錘（64）から、やはり16世紀と考えてよいと思われる。

第3区画は、SD7・8により囲まれている。SD7が西辺と南辺、さらに北辺の西半部を

区画し南へ延びており、SD8は東辺の中央部を区画している。北辺の東半部と北東コーナー、

さらに南西コーナーが開いている。全体の規模は、東西22．40m、南北20．56mである。

掘立柱建物址群は、西半部にSB16～21の6棟が集中しており、建て替えは4回みられる。

SB16は3×4間、SB20が2×5間と最も大きく、主たる建物と考えられる。また東半部に

も柱穴は散在しており、建物の存在は確実であるが、規模が判明したのはSB22のみである。

しかし、SB22はSD・8と重複しておt上　第3区画の中に含まれる建物とは考えられない。

溝に固まれた内部の構成は、南東コーナー及び北東部が出入口と考えられ、西半部に主た

る建物をもつものである。北部と南部には柱穴はみられず、出入口に続く空間を形成している。

また、溝の内部及び周辺に存するSK11－23の土砿群は性格不明であるが、出土遺物から

みれば、溝及び掘立柱建物址群とほぼ同時期のものと新しい時期のものが混在していると考

えられる。

時期は、SB17出土の土師質土器鍋（48）、瀬戸瓶（49）、SB19出土の土師質土器鍋（50）

鉢（51）、SK14・15出土の土師質土器鍋（57）、備前捨鉢（58）、染付碗（56）、SD7・

8出土の土師質土器皿（66）、鍋（67、81）、備前捨鉢（69）、鉢（70、71）、婆（72、73）、

瀬戸卸し皿（74）、青磁碗（75～77）、盤（79、80）、白磁皿（78）などからみれば、16世紀

と考えられる。

第4区画は、SD9・10により囲まれている。SD9は南辺と東辺さらに西辺の南一部を区

画し、SDlOは南辺と西辺を区画しており、北辺は検出されなかった。SD9・10は新旧関係

がみられるが、北辺を除き他の3辺は、切れることなく続いている。全体の規模はSD9より

東辺は18．40m、南北は19．04mである。
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掘立柱建物址群は、中央部に広く散在しており、SB23－30の8棟である。規模は、最大で

も2×2間であり、いずれも小さく、明確な主たる建物はみられない。建て替えは3回みられ

る。

溝に固まれた内部の構成は、東・西・南辺の3辺を溝に区画されているので、溝の存在しな

い北に出入口が考えられる。また、掘立柱建物址群の南には、やや狭いが空間がみられる。

時期は、SB24・28・29出土の土師質土器皿（54、55）、備前手雷鉢（53）、SD9・10出土

の土師質土器皿（87、88）、鍋（82、89、90）、瀬戸菊皿（83）、青磁碗（84、85、92、94）

白磁皿（93）、土錘（86、95）からみれば、16世紀と考えられる。SB23出土の白磁碗（52）

は13世紀と古いが、混入であろう。

以上のように、第1－4区画はいずれも16世紀に存在したと考えられ、きわめて整然と東西

に並んでいる。規模は、若干の差はあるが、東西は18～24m、南北は18－20mとほぼ同じ大き

さである。平行する溝の間隔は0．8～1．0mを測り、通路とも考えられる。また、正面または出

入口については不明な点も多いが、第1群は北、第2群は南、第3群は南西コーナーまたは北

東部、第4群は北と考えられ、統一性はみられない。掘立柱建物址群は、第4群を除き、集中

し重複しておl上　3～4回の建て替えがみられる。

Loc．19の北にはLoc．20が隣接しているが、同じく溝に囲まれた掘立柱建物址群が検出されて

いるが、時期も同時期と考えられ、Loc．19の4群との関連性を考えなければならい。また他の

調査区で検出されている溝の区画内には井戸が存在するが、Loc．19はいずれも井戸を伴わない

点が最大の違いである。さらに、溝に固まれる範囲もやや狭く、内部構成にも違いがみられる。
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第35表　掘立柱建物址計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（m 2）

備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 127 ・図 S B　 l 2　　 ×　　 2 3 ．28　×　 4 ．0 4 1 ．34　～　 2 ．12 N － 69 q－・W 13 ．3

第 12 8 図 S B　　 2 2　　 ×　　 2 5 ．0 4　×　 5 ．4 8 2 ．4 4　～　 3 ．02 N － 19 ？－ E 27 ．6

′′ S B　　 3 1　 ×　　 2 2 ．50　×　 3 ．5 2 1 ．5 6　～　 2 ．5 0 N － 18 ？－ E 8 ．8

第 12 7 図 S B　　 4 1　 ×　　 2 3 ．12　×　 4 ．34 1 ．6 8　～　 3 ．12 N － 3 0－ E 13 ．5

第 12 9 図 S B　　 5 3　　 ×　 4 6 ．00　×　 7 ．6 4 1 ．8 4　～　 2 ．31 N －　 9 0－ E 45 ．8

第 13 0 図 S B　　 6 1　 ×　 1 2 ．06　×　 2 ．59 2 ．0 5　～　 2 ．59 N － 25 ？－ E 5 ．3

′′ S B　　 7 1　 ×　　 2 2 ．69　×　 3 ．82 1 ．4 4　～　 2 ．6 9 N － 72 と－ W 10 ．3

第 13 1 図 S B　　 8 1　 ×　 1 2 ．16　×　 3 ．21 1 ．8 8　～　 3 ．2 1 N － 16 ？－ E 6 ．9

′′ S B　　 9 1　 ×　　 2 2 ．28　×　 2 ．96 1 ．39　～　 2 ．2 8 N － 75 q－ W 6 ．7

第 13 2 図 S B　 lO 1　 ×　　 2 2 ．42　×　 3 ．75 1 ．84　～　 2 ．4 2 N － 26 と－ E 9 ．1

′′ S B　 ll 2　　 ×　　 2 3 ．38　×　 3 ．5 7 1 ．3 9　－ 1 ．9 5 N － 6 0 － E 12 ．1

第 13 3 図 S B　 12 2　　 ×　 3 3 ．7 2　×　 4 ．9 9 1 ．28　－ 1 ．9 6 N － 7 6 ？－ W 18 ．6

第 134 図 S B　 13 2　　 ×　　 3 5 ．3 8　×　 6 ．19 1 ．5 4　～　 2 ．7 8 N － 7 7？－ W 3 3 ．3

第 133 図 S B　 14 1　 ×　　 2 3 ．19　×　 4 ．10 1 ．7 1 ～　 3 ．19 N － 7 0 － E 13 ．1

第 134 図 S B　 1 5 1　 ×　 1 1 ．3 6　× 1 ．9 5 1 ．1 6　～ 1 ．95 N － 24？－ E 2 ．7

第 135 図 S B　 16 3　　 ×　　 4 5 ．9 9　×　 8 ．3 3 1 ．72 ～　 2 ．3 0 N － 80㌔－W 4 9 ．9

第 137 図 S B　 17 2　　 ×　　 3 2 ．7 0　×　 5 ．6 0 1 ．2 2 ．～　 2 ．08 N － 8 0 竺－W 15 ．1

第 136 図 S B　 18 2　　 ×　　 2 3 ．7 0　×　 5 ．0 8 1 ．74 ～　 2 ．56 N － 7 0 － E 18 ．8

〝 S B　 19 2　　 ×　　 2 4 ．0 8　×　 4 ．14 1 ．7 2 ～　 2 ．40 N － 8 0 と－W 16 ．4

第 138 図 S B　 20 3　　 ×　　 5 5 ．4 6　×　 9 ．5 7 1 ．3 1 ～　 2 ．80 N － 7 3 と－W 5 2 ．3

第 137 図 S B　 2 1 2　　 ×　　 3 3 ．6 8　×　 4 ．4 3 0 ．82 ～　 2 ．22 N － 2 1q一一E 16 ．3

第 139 図 S B　 22 2　　 ×　 4 3 ．8 2　×　 7 ．54 1 ．54 ～　 2 ．14 N － 18？一 E 2 8 ．8

簡 14 0 図 S B　 2 3 2　　 ×　　 2 3 ．5 6　×　 3 ．9 0 1 ．4 5　～　 2 ．06 N 一一6 8 ？－ W 13 ．7

〝 S B　 24 2　　 ×　　 2 3 ．2 6　×　 4 ．0 6 1 ．0 8　′｝　 2 ．08 N － 14と－ E 13 ．2

第 14 1 図 S B　 25 1　 ×　　 2 2 ．8 2　×　 3 ．4 9 1 ．5 5　～　 2 ．8 2 N － 7 1㌔－ W 9 ．8

′′ S B　 26 2　　 ×　　 2 4 ．5 1 ×　 4 ．6 6 1 ．74　～　 2 ．3 2 N － 7 10－ W 2 1 ．0

第 14 2 図 S B　 27 1　 ×　　 3 2 ．4 8　×　 5 ．1 0 1 ．3 2　～　 2 ．4 8 N － 7 5 ？－・W 12 ．6

／′ S B　 28 1　 ×　　 2 3 ．9 8　×　 4 ．5 2 1 ．6 4　～　 3 ．9 8 N － 7 8 と－W 18 ．0

第 14 3 図 S B　 29 1　 ×　　 2 3 ．6 8　×　 4 ．1 7 1 ．8 5　～　 3 ．6 8 N － 10？－ E 15 ．3

′′ S B　 30 1　 ×　　 2 2 ．9 6　×　 3 ．4 2 1 ．2 4　～　 2 ．9 6 N － 7 7 ？－ W 10 ．1
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第36表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 1 4 4 図 S K　 l 不 定 形 3 ．2 2 1 ．1 7 0 ．3 4 N － 4 5 9－ W 逆 台 形

′′ S K　　 2 隅 丸 方 形 1 ．0 3 0 ．7 5 0 ．0 5 N － 2 5 q － E ′′

′′ S K　　 3 円　 形 1 ．1 2 1 ．0 2 0 ．2 5 N － 1 6 生－ E ′′

′′ S K　　 4 楕 円 形 1 ．2 3 0 ．9 3 0 ．2 4 N － 7 0 と－ W ′′

′′ S K　　 5 長 方 形 1 ．2 5 0 ．6 3 0 ．0 8 N － 2 0 9－ E ′′

第 14 5 図 S K　　 6 ′′ 0 ．9 3 0 ．6 2 0 ．1 3 N － 6 8 9一 W ′′

′′ S K　　 7 〝 0 ．8 3 0 ．4 5 0 ．1 3 N － 5 8 q一一W ′′

′′ S K　　 8 ′′ 1 ．4 3 1 ．2 7 0 ．2 8 N － 2 5 9 －　 E ′′

′′ S K　　 9 不 定 形 2 ．6 0 2 ．5 7 0 ．3 7 N － 6 0 年一一W ′′

′′ S K　 l O 不 整 円 形 0 ．7 5 0 ．6 7 0 ．1 5 N － 1 3 ？－ E
′′

′′ S K　 l l 長 方 形 1 ．9 5 0 ．9 5 0 ．1 0 N － 6 7 9－ W
〝

第 1 4 6 図 S K　 1 2 楕 円 形 0 ．8 0 0 ．6 0 0 ．1 1 N － 2 0 L E
′′

′′ S K　 1 3 〝 0 ．7 5 0 ．5 0 0 ．0 4 N － 6 0 ？－ W 皿　 形 ．

′′ S K　 1 4 不 定 形 1 ．3 3 0 ．9 0 0 ．5 0 N － 6 2 し－W 逆 台 形

′′ S K　 1 5 〝 2 ．0 6 1 ．9 0 0 ．6 0 N － 2 1 し E ′′

′′ S K　 1 6 ′′ 1 ．1 5 0 ．8 5 0 ．1 0 N － 7 8 し W ′′

′′ S K　 1 7 長 方 形 1 ．2 0 0 ．6 9 0 ．1 4 N － 6 9 し W ′′

第 14 7 図 S K　 1 8 〝 1 ．2 7 0 ．7 5 0 ．0 6 N － 5 9 と－ W ′′

′′ S K　 19 不 整 方 形 1 ．1 4 1 ．1 2 0 ．0 6 N － 5 9 し W ′′

′′ S K　 2 0 〝 1 ．9 5 年 6 8 0 ．2 0 N － 16 L E ′′

′′ S K　 2 1 台　 形 1 ．8 3 1 ．3 8 0 ．3 1 N －　 9 0 － E ′′

′′ S K　 2 2 長 方 形 1 ．3 6 0 ．9 5 0 ．1 1 N － 7 0 し －W 〝

′′ S K　 2 3 方　 形 1 ．5 0 1 ．4 3 0 ．1 7 N － 8 2 CJ w ′′

第 1 4 8 図 S K　 2 4 円　 形 0 ．7 4 0 ．7 1 0 ．1 9 N － 2 2 仁 一 E ′′

′′ S K　 2 5 長 方 形 1 ．2 7 0 ．7 7 0 ．1 2 N － 1 3 L E ′′

′′ S K　 2 6 円　 形 0 ．8 0 0 ．7 2 0 ．1 9 N 1 7 4 仁一 W ′′

′′ S K　 2 7
′′ 0 ．7 0 0 ．6 8 0 ．1 5 N － 1 8 し E ′′

′′ S K　 2 8 楕 円 形 0 ．5 6 0 ．4 4 0 ．1 6 N － 7 2 q 一一W
〝
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第37表　包含層出土土器観察表

挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口 径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ 層

土 師 質 土 器

皿

13 ．6

3 ．1

7 ．2

底 部 ， 休 部 と も 丸 み を も つ 。

底 部 は 薄 く ， 休 部 は 厚 い 。

内 外 面 共 ナ デ 調 整 。

2 〝 ′′

13 ．4

3 ．1

5 ．6

ロ 縁 は 緩 や か に 外 反 す る 。 ′′

3 ′′ ′′

1 3 ．0

2 ．8

9 ．2

端 部 は 丸 み を も つ 。

休 部 は 比 較 的 厚 い 。
′′

4 ′′ ′′

1 5 ．0

2 ．7

8 ．6

底 部 を 欠 損 。

休 部 は 直 線 状 に 外 反 す る 。
〝

5 〝 ′′

1 3 ．0

（ 3 ．5 ）

休 部 か ら 口 綾 部 に か け て 緩 く 外 反

す る 。
ロ 縁 に 強 い 桟 ナ デ 調 整 。

6 ′′

土 師 質 土 器

鍋

1 6 ．0

（ 4 ．7 ）

口 綾 部 及 び 休 部 は 内 傾 す る 。 折 り 返 し ロ 縁 。

内 外 面 と も ナ デ 調 整 。

7 ′′ ′′

1 8 ．8

（ 7 ．6 ）

2 1 ．1

〝 外 面 ， 胴 部 中 央 に 叩 目 が 残 る 。

8 ／′ ′′

2 3 ．2

（ 8 ．4 ）

2 6 ．3

〝 内 面 ， 横 方 向 の ハ ケ 調 整 。

9 ′′ 〝

2 2 ．2

（ 6 ．5 ）

口 縁 端 部 は 垂 直 的 に 立 ち 上 が る 。 〝

1 0 ′′ ′′

2 6 ．4

（ 4 ．6 ）

3 0 ．4

ロ 縁 部 及 び 休 部 と も 内 湾 す る 。 ロ

縁 端 部 は 突 出 し て ツ バ 状 と な る 。

外 面 ， 叩 目 が 残 る 。

1 1 〝 ′′

2 7 ．0

（ 5 ．4 ）

ロ 縁 端 部 は 僅 か に 外 反 す る 。
′′

1 2 ′′ 〝

2 6 ．2

（ 6 ．0 ）

2 8 ．4

口 縁 端 部 は 内 傾 す る 。 外 面 に 叩 目 痕 。

（右 上 方 向 ）‾

1 3 ′′ ′′

2 1 ．8

（ 6 ．0 ）

2 5 ．8

口 縁 部 は 内 湾 し ，端 部 は 面 を も つ 。 口 縁 端 部 平 担 面 に ， 1 本 の 沈 線 を

施 す 。

14 ′′ ′′

2 5 ．2

（ 7 ．0 ）

2 7 ．0

口 縁 部 は 部 厚 い 。

口 縁 端 部 は 平 担 。

．ロ 綾 部 平 坦 面 に 1 本 の 沈 線 。

1 5 ′′ 〝

3 0 ．0

（ 6 ．2 ）

3 0 ．4

′′ 口 縁 端 部 は 面 を も つ 。
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挿 図 番 号 層　 位 器　　 種

口径

豊 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 6 第 Ⅲ 層 捨　　　 鉢

1 6 ．2

（ 2 ．3 ）

ロ縁 端 は 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 内面 に 1 2 本 の 粂 線 。 備 前 焼 。

1 7 ′′ ′′

2 3 ．4

（ 5 ．6 ）

口縁 下 端 が 突 出 す る 。 内面 に 2 本 の 条 線 。

内 外 面 に ロ ．ク ロナ デ 調 整 。
′′

1 8
′′ ′′

2 2 ．4

（ 4 ．5 ）

口綾 部 は 内傾 す る 。 内外 面 と も横 方 向 の ナ デ 調 整 。 ′′

1 9 ′′ ′′

2 5 ．8

（ 3 ．8 ）

ロ縁 部 は 外 傾 す る 。 ′′ 〝

2 0 ′′ 〝

3 0 ．4

（ 7 ．1 ）

ロ縁 部 は 内 傾 す る 。 ′′ 〝

2 1 ′′ 〝

3 0 ．8

（10 ．3 ）

14 ．4

片 口 の捨 鉢 で あ る 。

口 綾 部 は 直 立 す る 。

内 面 に 8 本 1 単 位 の 粂 線 。 〝

2 2
′′

蛮

4 0 ．5

（ 6 ．9 ）

頚 部 は 短 い 。

ロ 縁 瑞 を外 方 へ 折 り返 す 。

内 外 面 と も ロ ク ロナ デ 調 整 。 〝

2 3
′′ ′′

4 4 ．3

（ 3 ．3 ）

ロ 縁 端 部 の 破 片 。

丸 み を も つ 。
〝 備 前 焼 。

大 喪 。

2 4 ′′ ′′
（ 4 ．2）

2 4 ．8

底 部 の 破 片 。

平 底 。
′′ 備 前 焼 。

2 5
′′ ′′

（ 3 ．9 ）

3 0 ．8

〝 〝

2 6 ′′ 〝
（ 5 ．1 ）

3 3 ．6

休 部 は 内 湾 ぎ み 。
′′

2 7 ′′ 片　　　 口

2 0 ．4 口 縁 部 は 大 き く外 反 し ，端 部 は つ 口 縁 内面 に ， パ ケ 目に よ る 文 様 と 緑 粕 （ル ソ ン

（ 4 ．4 ） ま み 上 げ る 。 へ ラ に よ る 文 様 が み られ る 。 粕 ） 。

瀬 戸 焼 。

2 8 ／′ 卸　　　 皿

（ 1 ．1）

7 ．8

底 部 の 破 片 。 底 部 回 転 糸 切 り 。 瀬 戸 焼 。

2 9 ′′

青　　　 磁

皿

（ 1 ．3 ）

6 ．2

高 台 内 の 削 りが 浅 い 。 畳 付 無 粕 。

全 面 に 貫 入 。

胎 土 ，黄 灰 色 。

明 緑 粕 。

3 0 〝
小　　　 杯

8 ．8

（ 2 ．7 ）

如 意 形 の 口 縁 端 部 は 丸 み を も つ 。 内 外 面 共 に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 瀬 戸 焼 。
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挿図番 号 層　 位 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

31 第 Ⅲ層

白　　　 磁

小　　　 皿

9 ．6

1 ．9

4 ．0

低い 高台を もつ。 高台部 をア ーチ状に 4 ヶ所削 る。
外面体 部下半無 軸 。

外底部 に墨書痕 。

灰日和 。

パケか け。

32 ′′ ′′

9 ．8

（1 ．3）

器高 は低い 。 外面体 部下半無 軸。 胎土 ，灰 白色 。
淡灰 白色 軸。

33 ′′

染　　　 付

皿

（2 ．0）

5 ．2

高台 内の削 りが深い 。 内面十字 花文 。

高台外 面に 3 本 の界線 。
全面 に貫 人を もつ。

胎土 ，灰 白色 。

34 〝 〝

9 ．8 旦縁端 は僅か に外反す る。 口縁外面 に 1 本 の界線 。 ′′
2 ．3

5 ．6

南台 内の削 りは浅い 。 見込 に 2 本の界 線。

外面 に唐 草文 。

35 ′′ 皿

12 ．8

（ 2 ．2）

口縁部 片。 見 込に 2 条 の界 線。 胎土 ，灰 白色 。
伊 万里焼 。

36 第 I～Ⅲ層 紅　 猪　 口

4 ．8

1．6

1 ．2

ロ縁端 は平坦 。

口縁外面 は波状 。
内面及び外 面休部 上半 に施 粕 。 胎 土 ，灰 白色 。

白色粕 。
伊 万里焼 。

37 ′′ 土　　　 錘

全 長　 3 ．8

径　 1 ．2

重 量　 3．3 g

形状 は細長 い 。 外面 ナデ調整 。 胎土 ，赤 褐色 。

38 ′′ 〝

全長　 3 ．0

径　 1 ．5

重量　 3．5 g

最大径 は 中央 部 。
全体 に不整形 。

〝 ′′

39 ／′ ′′

全 長　 2 ．9

径　 1 ．1

重量　 3．0 g

先細 であ る。 ′′ 胎土 ，茶褐色 。

4 0 〝 ′′

全 長　 2 ．9

径　 1 ．0

重量　 2．7 g

形状 は細長 い。 ′′ 胎土 ，赤 褐色 。

第38表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

最 大長

計 測値 夏 至厚

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

4 1 第 Ⅲ層 砥　 石

3 ．9

4 ．9

0 ．8

19 ．3

頁　　 岩

3 面が使用面 。

42 〝 〝

4 ．5

4 ．8

1 ．4

47 ．3

砂　　 岩

使用 面は 1 面 。

43 ′′ 〝

9 ・7

4 ．8

2 ．0

15 1．1

′′

′′
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挿図番号 層　　 位 器　 種

最大長

計測値 霊至淫

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

44 第Ⅲ層 砥　 石

10．7

8．0

5．9

545．0

砂　　 岩

2 面が使用面。
使用痕を有す。

第39表　包含層出土金属器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

最大 長

計測値 霊真澄

（c m ，g ）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

4 5 第 Ⅲ層

鉄　 器

不　 明

3 ．4

2 ．3

0 ．5

10 ．4

鉄

穿孔 を有す る。

4 6
′′

鉄　 器

・鑓

2 ．6

0 ．9

0 ．6

3 ．0

′′

鑓片 ，断 面 方形 。

第40表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 ・態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 7 S B　 5

土師質 土器

杯

12 ．6 底部 は平底 。 内外 面 ともロ クロナデ調整 。

5 ．0

4 ．4

休部 は直線的 。 ロク ロ目が残 る 。

4 8 S　B 17

土師質 土器

鍋

2 1．2

（ 5 ．0）

口綾部 は内傾す る 。 口綾部内外面に煤状炭 化物 が付 着 。

49 ′′ 瓶
（6 ．0 ）

7 ．4

平底 の底部 。 体部下半 と底部間に沈 線を いれ る。
体部下 半 に 1 本の沈線 。

瀬戸焼 。

50 S B 19

土師質土 器

鍋

22 ．2

（ 3 ．1）

ロ綾部 は内傾す る。

口縁下端 は上 向きに突 出す る。

内外 面ナデ調 整。

51 ′′

土師 質土器

鉢

32 ．2

（ 6 ．4 ）

体 的は 内湾 し，口縁端 は面を もつ。 ′′

52 S B 23

白　　　 磁

碗

15 ．0

（ 2 ．3）

ロ縁端 は丸み を もつ 。 内外面 に施 粕。 胎土 ，淡白色 。

5 3 S B 24 捨　　　 鉢
（5 ．7）

19 ．6

平底で 休部は直 線的で ある。 内外面 に ロクロナデ調 整。 備前焼 。

54 S B 28

土師質土 器

皿

10 ．8

（ 3 ．2 ）

4 ．8

底部 を欠 く。

口綾部 はやや外傾 して立 ち上が る。
′′
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

55 S B 29

土 師質土 器

皿

13 ．2

（ 2 ．9 ）

口綾部 は外 傾 して 立ち上 がる 。 内外面 共ナデ調 整。

56 S K 14

染　　　 付

碗

（3 ．9 ）

6 ．0

高 台の端部 を面取 りす る。 内外面 に染付 。

外面唐草 文。
伊 万里焼 。

57 S K 15

土 師質土器

鍋

21 ．6

（9 ．0）

休部 は内湾 する。 ロ綾部 に強い ヨコナデ調整 。

外 面に 叩目痕 。
外 面に煤状 炭化物 が付着 。

58 ／′ ま雷　　　 鉢

3 1．4

（4 ．0）

口綾 部は 内傾 し，端部 は直立す る。 内外 面 ナデ調整 。 備前 焼。

59 S K 14

土師質土 器

鍋

17 ．0

（ 9 ．2）

17 ．4

ロ縁部 は直立 して立 ち上 が る。 口綾部 外面 に指 頭圧 痕。

内面 パケ 目調整 。

60 S D　 2 ′′

19 ．4

（ 7 ．9 ）

20 ．5

口縁部 はやや 内偵 す る。 ロ縁部 を強 くヨコナデ する 。
外面 に叩 目痕 ，内面 にパケ 目痕 あ

り。

61 ′′
小　　　 皿 （1 ．4）

5 ．0

底 部 と休部 の境 は不 明瞭で あ る。 底 部は糸切 り。 瀬戸 焼。

6 2 S D　3 鉢

3 1．0

（ 5 ．2）

□綾部 は直立 す る。

口縁下 端は丸 味を もつ 。
内面 ，桟 ナデ調 整。 備前焼 。

63 S D　 4

青　　　 磁

碗

（1 ．2 ）．

5 ．4

底部の破 片。 外底面 を蛇 ノ臼状 にハ ギ トリ。
全面 に貫人が はい る。

胎土 ，灰 白色 。
緑色軸 。

64 〝 土　　　 錘

全長　 4 ．2

径　 1 ．0

重 量 ‘3．6 g

細 長い 。 ナデ調整 。

65 S D　 6

土師質 土器

鉢

30 ．8

（7 ．0）

休部 は内湾 す る。

ロ縁 端部 は面 を もつ 。
内外 面ナ デ調整 。

苧6 S D　7

土師質土 器

皿

11、0

2 ．6

4 ．8

休部 は ，直線状 にのび る。
′′

6 7 ／′

土 師質土 器

鍋

23 ．4

（ 4 ．7 ）

ロ縁 部は内傾す る。 外面 ，右方 向の タタキ。
内面 ，横方 向のパケ調 整 。

68 ′′

瓦 質 土 器

鍋

胴部 中央 に ツバ 。 外 面 ，縦方 向のパケ 目。

（8 ．6 ）

19 ．4

休 部は 内湾す る。 内面 ，横 方 向のパケ 目。

外 面 ，ナデ調整 。

69 ′′
捨　　　 鉢

29 ．4

（ 6 ．5 ）

片 口で ロ綾 部は 内傾 す る。 内面 に 6 本の条線 。 備前 焼。
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挿図 番号 遺 構番号 器　　 種

口径

子 重 量 形　　　　　　　 態． 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

70 S　D　7 鉢

24 ．8

（ 4 ．1）

口綾部 は内傾す る。

口縁下端 は下向 きであ る。

内外 面 とも ロクロナデ調整 。 備 前焼 。

71 ′′ ′′

26 ．8

（ 6 ．7 ）

幅 広の ロ縁 部で ，やや内傾 して立
ち上が る。

〝 ′′

72 〝
喪

37 ・4

（ 7 ．7 ）

去縁 状の ロ縁 。
′′ ′′

73 ′′ 〝
（6 ．9）

32 ．0

底部 の破片 。
平底 。

〝

74 ′′ 卸　 し　 皿
（2 ．5）

7 ．4

平 坦な底部 か ら2 段 に屈曲 して立
ち上 が る。

′′ 瀬戸焼 。

7 5 〝

青　　　 磁

碗

15 ．2

（ 3 ．1）

口縁 部の破片 。 全面 に貫入あ り。 胎土 ，灰色 。
緑色 軸。

76 ′′ 〝

12 ．2

（4 ．0）

′′ 外面 に蓮 弁文 。

〝

77 〝 ′′
（2 ．5 ）

4 ．4

高台 内の削 りが深 い 。 見 込 ，円形状 の粕ハギ 。
〝

78 ′′

白　　　 磁

皿

（1 ．3 ）

3 ．2

低 い高台 を もつ 。 内面 及び休部 上半 まで施軸 。 胎土 ，黄 白色。
淡茶 白色軸 。

79 〝

青　　　 磁

盤

（2 ．8 ）

7 ．4

高 台の削 りが浅 い。 外底面 まで施 軸。
全面 に貫入 あり。

胎土 ，灰 白色 。
緑色 粕。

80 ′′ 〝

24 ．8

（ 3 ．6 ）

口綾部の破 片 。

ロ縁瑞は直 立す る。
全面 に貫入 あり。

′′

81 S D　 8

土師質土 器

鍋

22 ．0 ロ縁部 は内傾す る。 内面 ，ナデ調整 。

（5 ．5 ） 口縁部下端 は断面三 角形 。 外面 ，叩 目痕 。

82 S D　 9 〝

22 ．0 ロ縁部下端 は上 向き。 ロ縁 部端 は 内面 ，横方 向のパ ケ調整 。

（4 ．8 ） 直立す る。 外面 ，叩 目痕。

83 ′′
菊　　　 皿

8 ．4

1 ．7

5 ．4

ロ縁部 は強 く外反 し，ロ縁 端は直
立す る。

内面 ，菊花文 。 胎土 ，黄白色 。
淡黄 色粕。
瀬戸焼 。

8 4 〝

青　　　 磁

碗

14 ．6

（ 3 ．0）

口綾部の破 片 。

口縁端 は外 反す る。

全面 に質 入あ り。 胎土 ，灰色 。
緑色 軸。
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挿図番 号 遺 構番号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

85 S D　 9

青　　　 磁

碗

（1 ．4）

6 ．4

高 台の削 りが浅い 。 高台 は無軸 、
内面及 び体部下 半貫入 あ り。

胎土 ・黄白色 。
淡緑 色軸。

86 ′′ 土　　　 錘

全長　 4 ．5

径　 1 ．1

重量　 4 ．2 g

側面 は平 たい。 ナデ調整 。

87 S D lO

土師質土 器

皿

11．2

（ 2 ．4 ）

口綾 部は厚 みを もち，端部 は尖 り
ぎみ。

内外面共 ロクロナデ調整 。

88 ′′ 〝

12 ．5

2 ．9

7 ．8

底部に くらべて休部 は厚 みを もつ。
′′

89 ′′

土 師質土器

鍋

20 ．6

（ 3 ．5 ）

21 ．5

休部 は直立 し口綾部 はやや内傾 す

る。
′′ 胴部は黒 褐色 。

90 ′′ ′′

25 ．0

（ 3 ．8 ）

25 ．9 ．

ロ縁部 は内傾す る。 口綾 部端面 をナデ る。

91 ′′ ′′

30 ．6

（6 ．4 ）

32 ．4

〝 〝 外面 に煤が付
着。

92 ′′

青　　　 磁

碗

12 ．6

7 ．1

5 ．4

底部 は厚 い。 外 面達弁文 。 緑 色軸 。

93 ′′

白　　　 磁

皿

（1 ．1 ）

4 ．0

高台 内の削 りが浅い 。 畳付 を 4 方 向に削 る。

胎土 日。
胎土 ，茶 白色 。
淡茶 白色粕 。

94 ′′

青　　　 磁

碗

（4 ．9 ）

5 ．4

高台 内の削 りが深い 。 内面 見込 ，印花文 。 胎土 ，灰色 。
緑色 軸。

95 ′′ 土　　　 錘

全 長 （2 ．9 ）

径　 1 ．1

重 量　 2．9 g

比 較的短 い。 ナデ調整 。

96 P　 l

土師質 土器

皿

13 ．4

3 ．1

7 ．8

休 部はや や厚み をもつ。

口縁端部 は丸み をもつ。
内外面 とも ロクロナデ調 整 。 C　4 －20 － 14

9 7 P　　 2

土 師質土 器

小　　　 皿

8 ．0

2 ．2

3 ．7

休部 は直線 上に外反 す る。 ロ縁外面 に黒斑 。
内外 面 ともロ クロナデ調整 。

C　5 －21 －10

98 P　　 3

染　　　 付

皿

底部 片。 外底 面は無 粕。 伊万 里焼 。

（1 ．2 ）

5 ．6

高台 を もつ 。 内外 面を染付 。 C　5 －22 － 6

99 P　　 5

土 師質土器

小　　　 皿

6 ，2

1 ．5

3 ．0

平坦 な底部か ら内湾 ぎみに立 ち上

が る。
内外 面 ともロク ロナデ調整 。 C　5 －22 － 12

－　315一



挿図番 号 遺構番 号 器　　 種l

口径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

10 0 P　　 4

土 師質土器

皿

13 ．2

2 ．5

8 ．0

体部 下半は薄 く，口綾部は厚 みを

もつ 。
内外面 と もロク ロナデ 調整 。 C　5 －22 － 14

10 1 P　　 7

土 師質土器

鍋

21 ．4 ロ縁部 は内傾 す る。 口綾部外 面 に煤 状の炭化 物が付 着 〝
（3 ．8 ） ロ縁下 端はや や上 向き。 す る。

10 2 P　　 6 ′′

15 ．4

8 ．2

18 ．1

9 ．6

由縁端 部は丸 みを もつ。

器高 はやや低 い。

外面 に11本 1 単位 の叩 目痕 。 C　5 －22 － 15

10 3 P ‘　 8 ′′

2 1 ．0

12 ．6

25 ．4

11．．4

口綾部 下端 は上 向 きぎみで ある。 内面 ナデ調整 。
外面平行 叩 き。

C　5 －22 －20

104 P　 ll 土　　　 錘

全長　 4 ．9

径　 1 ．4

重量　 7．3 g

最大径 は中央 部に もつ。 ナデ調 整を施す 。 〝

105 P　　 9 ′′

全長 （4 ．4 ）

径　 1 ．8

重量 11 ．8 g

不整形 な形状 で両端 は欠損 。 ′′ C　5 －23 － 17

106 P　 12 ′′

全長 （3 ．3 ）

径　 1 ．0 ・

重量　 2，9 g

1 万 の端を欠損 。 ′′ 〝

107 P　 14

土師質土 器

皿

13 ．4

3 ．1

6 ．0

口綾部 はやや外反 す る。 内外面共 にナデ調 整 。 C　5 －23 －22

108 P　 13

土師質土 器

／ト　　　 杯

5 ．8

2 ．2

2 ．8

平 底で休 部は短 く外反す る。 口縁部 内外 面に炭化 物が付 着 。 ′′

109 P　 15

土師質 土器

皿

11 ．2

2 ．5

6 ．2

休 部は内湾 し， ロ縁 端部 は丸み を
もつ。

内外面共 ロク ロナデ調整 。 D　5 －4 － 7

第41表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺 構番号 器　 種

最 大長

計測 値 霊譜

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

110 S B 2 1 砥　 石

3 ．8

4 ．3

1．5

33 ．4

粘 板 岩

2 面 が使用面 。
使用痕 を残す 。

111 S B 29 ′′

7 ．9

5 ．4

2 ．6

207 ．0

凝灰岩質

2 面 が使用面 。

112 S K 14 ′′

10 ．0

10 ．1

2 ．3

335 ．0

砂　　 岩

2 面 が使用面 。

使用 痕を残す 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 霊譜

（cm ，g ）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

113 P　 lO 砥　 石

15 ．8

7．0

4．1

590．0

砂　　 岩

2 面使用面が残る。 C　5 －23 －17
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7．Loc．20



Loc．20

I．位置と調査経過

Loc・20は、田村遺跡群の北部に位置し、字名を正吉と称す。調査区は正吉字の中央部の東西

に細長い水田であr）、標高約7mを測る。ここからは、中世の遺構群以外にも、古墳時代前期

の遺構も若干検出されている。

調査は、昭和56年度に行われ、まず、トレンチによる試掘調査を行った。トレンチは、グリ

ッドを基準に、南北トレンチ（西からA・B・C・Dトレンチと称した）4本と東西トレンチ

（Eトレンチ）1本を設定した0その結果、多数の遺構が検出されたため、全面発掘を実施す

ることとした。

調査期間は、昭和56年6月22日から8月6日までの40日間であr）、最終的な調査面積は2，607

mZであった。

2．調査概要

Loc・20では、調査によって、溝に囲まれた屋敷跡を確認することができた。この屋敷跡は、

南北約32m、東西約42mの規模を有するものである。確認された遺構は、掘立柱建物址23棟、

土砿52基、溝15条、井戸1基、柵列3基、水溜状遺構8基、性格不明遺構2基と柱穴とみられ

るピット群であった。掘立柱建物址は屋敷跡の西側に集中していて、土地は屋敷の東側にやや

多い。溝の内、SDl～6が屋敷を区画するものとみられ、SD6は屋敷の中央部を縦走して

いる。井戸は、屋敷の南東端に位置し、石組の井戸であった。柵列は屋敷の東側で確認した。

水溜状遺構はすべてSDl～6に伴うものと考えられる○性格不明遺構は、2基とも平面形が

方形を呈し、竪穴状をなし、屋敷の東端で検出された。柱穴とみられるピットは、屋敷の中央

部に集中しており、周辺に行くにしたがって散在している。

これら以外に、SDllからは、古墳時代前期とみられる土師器が出土している。

また、東部にはやや北へ広がる水田が存在し、その西端部には南から長さ25m、幅4m、高

さ1・4mを測る土塁状の地形がみられた。水田の区画とともに中世遺構の存在が考えられたが、

土塁状の地形の基底部からは、近～現代の陶磁器片及び瓦が出土しておr）、新しい時期に作ら

れたものであることが判明した。さらに、この区画内には、近世～近代の溝と土蛇、近～現代

の撹乱蛇が多数検出されており、中世の遺構は、削平を受け、溝とピットが存在するにすぎな

かった。

出土遺物は、総数約1，500点であったが、ほとんどが細片であり、復元できたのは68点であ

った。周辺部に弥生土器や須恵器が混入していた遺構もあった。
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3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第II層　褐色粘質土層（床土）

第III層　黒褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

中世の遺構が検出されたのは、第III層と第Ⅳ層上面であった。

第I層は現代の耕作土であり、遺物はほとんどこの層から出土している。

第II層は、第I層に伴う床土であり、遣物も若干出土したが、ほとんど細片であり、図示で

きたものはなかった。

第III層は、腐植土層で、調査区中央部において検出された土層であり、遺物は全く含まれて

いなかった。

第Ⅳ層は、自然堆積層で、第III層が検出されなかった部分で確認した土層である。ただし第

III層を掘り下げれば確認することができる。

出土遺物は第I層からのものが80％以上であり、図示できたのは第I層出土のものだけであ

った。遺物は弥生土器から近世の陶磁器までが混在していた。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区北西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘

削していた。

建物は3×4間の東西棟であるが、東妻は2間となっていて、桁の柱穴2個を確認できなか

った。棟方向はN－11LWである。梁間（東西）4．55m、桁行（南北）8．40mを測る。柱穴の

平面形は、Pl・3が楕円形、P4が方形を呈する以外はすべてほぼ円形を呈し、直径25～41

cmを測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より10～23cmで、基底面の標

高は6・663～6・781mを測る。柱間距離は、梁が1．30～2．40m、桁が0．90～4．00mであり、やや

歪んだ建物となっている。埋土は褐灰色粘質土である。付属施設とみられるものは確認できな

かった。出土遺物は少なく、図示できたのはP2から出土した土師質土器皿（23）のみである。

建物はSB2と重複している。

S B2

SB2は、調査区北西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘
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削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－75030′－Wである。梁間（南北）3．80m、桁行

（東西）5．30mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径31～51cmを測り、柱径

は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より12～40cmで、基底面の標高は6・565～

6．800mを測る。柱間距離は、梁が3．80m、桁が5．30mである。埋土は褐灰色粘質土である。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は、皆無に等しく、図示できるものは

ない。建物はSBlと重複している。

S B3

SB3は、調査区北西部、SB2の西側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第Ⅳ層を掘削きていた。

建物は、2×1間の東西棟で、棟方向はN－76LWである。梁間（南北）3．80m、桁行（東

西）4．50mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径19～42cmを測り、柱径は直

径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より11～47cmで、基底面の標高は6・500～6・823m

を測る。柱間距離は、梁が1．80mと2．00m、桁が4．30mと4．50mである。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土建物は、土師質土器の細片が数

点あったのみで、図示できるものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関

係は認められなかった。

S B4

SB4は、調査区中央部北西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第

IIトⅣ層を掘削していた。

建物は、1×1間の南北棟で、棟方向はN－10LEである。梁間（東西）3．00m、桁行（南

北）4．00mを測る。柱穴の平面形は、Plがやや方形を呈する以外はすべてほぼ円形を呈し、

直径28～35cmを測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より5～35cmで、

基底面の標高は6．602－6．875mを測る。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるも

のは確認できなかった。出土遺物は、皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は単

独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B5

SB5は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘削

していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－7LEである。梁間（東西）1．80m、桁行（南

北）2．75mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20～34cmを測り、柱径は直
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径約9cmである。これら柱穴の深さは検出面より15～31cmで、基底面の標高は6．620～6．776m

を測る。柱間距離は、梁が1・70mと1・80m、桁が1・00－1・50mである。埋土は褐灰色粘質土で

あった。付属施設とみられるものは検出されなかった。出土遺物は、土師質土器の細片が少量

あっただけで、図示できるものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係

は認められなかった。

SB6

SB6は、調査区西部に位置し、第II層を掛）下げた段階で検出した。建物は第III・Ⅳ層を

掘削していた。

建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－77LWである。梁間（南北）2．45m、桁行（東

西）4・20mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径25～35cmを酢主柱径は直

径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より8～25cmで、基底面の標高は6．661～6．838m

を測る。柱間距離は、梁が2・45m、桁が1・80～2・40mを測る。埋土は褐灰色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはな

い。なお、建物はSB7・8と重複している。

SB7

SB7は、調査区中央部西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III

層を掘削していた。

建物は、2×4間の東西棟で、桁の柱穴1個を確認することができなかった。棟方向はN－

77LWである。梁間（南北）3・35m、桁行（東西）6．46mを測る。柱穴の平面形は、すべてほ

ぼ円形を呈し、直径20～30cmを酢主柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面よ

r）8～23cmで、基底面の標高は6・668～6・885mを測る○柱間距離は、梁が1・50～1．75m、桁が、

0・70～2・10mであr）、桁の柱間距離は西に行くにしたがって長くなっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は、土師質土器と瓦質

土器の細片が少量あったのみで、図示できるものはない。なお、建物はSB6・8と重複して

いる。

SB8

SB8は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘削

していた。

建物は、3×5間の南北棟であるが、東側の桁が2間となっている。棟方向はN－29LEで

ある。梁間（東西）2・20m、桁行（南北）4・90mを測る。柱穴の平面形は、Pl・2が方形、

P3が楕円形を呈する以外はすべてほぼ円形を呈し、直径16～35cmを測り、柱径は直径約9cm
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である。これら柱穴の深さは検出面より4～25cmで、基底面の標高は6・668～6・885mを測る。

柱間距離は、梁が0．60mと0．80m、桁が0．95～2．80mであり、やや歪んだ建物となっている。

埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無

に等しく、図示できるものはない。なお、建物はSB6・7と重複している。

S B9

SB9は、調査区中央部北西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第

III層を掘削していた。

建物は、2×4間の東西棟であるが、北側の桁の柱穴は確認できなかった。棟方向はN－710

－Wである。梁間（南北）1．95m、桁行（東西）3．40mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ

円形を呈し、直径18～35cmを測り、柱径は直径約9cmと推定される。これら柱穴の深さは検出

面より5～42cmで、基底面の標高は、6・462－6．882mを測る。柱間距離は、梁が0．80～1．10m、

桁が0．80mと0．90mであり、やや歪んだ建物となっている。埋土は褐灰色粘質土であった。付

属施設とみられるものは検出されなかった。出土遺物は、土師質土器の細片が数点あっただけ

で、図示できるものはない。なお、建物はSBlOと重複している。

S B10

SBlOは、調査区中央部南西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第

III層を掘削していた。

建物は、2×3間の東西棟であるが、西妻の柱穴2個を確認することができなかった。棟方

向はN－80LWであった。梁間（南北）3．20m、桁行（東西）5．20mを測る。柱穴の平面形は、

すべてほぼ円形を呈し、直径20－35cmを測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは

検出面より5～18cmで、基底面の標高は6．750～6．884mを測る。柱間距離は、梁が0．90～1．20

m、桁が1．50－2．00mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは検出

されなかっ′た。出土遺物は、土師質土器片が少量あったのみで、図示できるものはない。

なお、建物はSB9と重複している。

S Bll

SBllは、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘

削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、横方向はN－68LWである。梁間（南北）2．50m、桁行（東

西）3．20mを測る。柱穴の平面形は、Pl・2が方形、他が直径20～24cmを測る円形を呈し、

柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より5～42cmで、基底面の標高は6・475～

6．859mを測る。柱間距離は、梁が2．50m、桁が3．20mである。埋土は褐灰色粘質土であった。
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付属施設とみられるものは検出されなかった。出土遺物は皆無である。なお、建物は単独で検

出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B12

SB12は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘削

していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－18LEである。梁間（東西）2．90m、桁行（南

北）2・95mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径19∵30cmを酢主柱径は直

径約12cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より7～28cmで、基底面の標高は6．625～

6・826mを測る。柱間距離は、梁が2・90m、桁が0・95～1・90mである。埋土は褐灰色粘質土で

あった。付属施設とみられるものは検出されなかった。遺物はほとんど出土せず、図示できる

ものはない。なお、建物はSBlOの桁の柱穴を切って造られている。

SBI3

SB13は、調査区北部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘削

していた。

建物は、3×4間の東西棟であl上東側1間分が間切されていて、梁が2間となっている。

棟方向はN－74LWである。梁間（南北）3・30m、桁行（東西）6．30mを測る。柱穴の平面形

は、ほぼ円形を呈し、直径23～40cmを測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検

出面より14－36cmで、華底面の標高は6・290～6・758mを測る。柱間距離は、梁が0．70～1．70m、

桁が0・80～2・35mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認でき

なかった。出土遺物は、土師質土器と瓦質土器の細片が少量あったのみで、図示できるものは

ない。なお、遺構は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B14

SB14は、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III

層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－78LWである。梁間（南北）1．55m、桁行（東

西）2・20mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径24～32cmを酢）、柱径は直

径約12cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より12～34cmで、基底面の標高は6．583～

6・806mを測る。柱間距離は、梁が1・55m、桁が2．20mである。埋土は褐灰色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはな

い。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。
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S BI5

SB15は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III層を掘

削していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－10LEである。梁間（東西）1・50m、桁行（南

北）2．80mを測る。柱穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、直径17～31cmを測り、柱径は、直径約

12cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より4～16cmで、基底面の標高は6・766～6・875

mを測る。柱間距離は、梁が1．50m、桁が1．10～1．60mである。埋土は褐灰色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は、土師質土器の細片が数点あったの

みで、図示できるものはない。なお、建物は単独で検出された。

S B16

SB16は、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第III

層を掘削していた。

建物は、2×3間の東西棟であるが、南側の梁の柱穴1個を確認することができなかった。

棟方向はN－80LWである。梁間（南北）1．95m、桁行（東西）3・00mを測る。柱穴の平面形

は、すべてほぼ円形を呈し、直径20－27cmを測り、柱径は、直径約12cmである。これら柱穴の

深さは検出面より3～30cmで、基底面の標高は6・588－6・850mを測る。柱間距離は、梁が

0．85～1．00m、桁が0．65～1．20mであり、やや歪んだ建物となっている。埋土は褐灰色粘質土

であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示でき

るものはない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S Bl7

SB17は、調査区西端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘削

していた。

建物は、′1×2間の細長い南北棟で、棟方向はN－27LEである。梁間（東西）1・70m、桁

行（南北）3．65mを測る。柱穴の平面形は、ほぼ円形を呈し、直径15～29cmを測り、柱径は直

径約9cmである。これら柱穴の深さは検出面より10～33cmで、基底面の標高は6・548～6・746m

を測る。柱間距離は、梁が1．40mと1．70m、桁が1．65～2．00mであり、南部が狭くなっている。

埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無

である。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B18

SB18は、調査区北東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘

削していた。
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建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－82030′－Wである。梁間（南北）1．90m、桁行

（東西）2．00mを測る。柱穴の平面形は、Plが方形を呈する以外すべてほぼ円形を呈し、直

径30－41cmを測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より14－52cmで、基

底面の標高は6・400～6・756mを測る。柱間距離は、梁が1．75mと1．90m、桁が1．90mと2．00m

である。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは検出されなかった。遺物は

ほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、建物はSB19と重複している。

S BI9

SB19は、調査区北東に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘削

していた。

建物は、2×4間の東西棟であるが、北側の桁の柱穴はほとんど確認できなかった。また、

東側1間分を間切っている。棟方向はN－81LWである。梁間（南北）3．00m、桁行（東西）

7・40mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径30～38cmを測り、柱径は直径約

15cmである。これら柱穴の深さは検出面より10～30cmで、基底面の標高は6．702～6．812mを測

る。柱間距離は、梁が1．50mと1．80m、桁が1．80mと1．90mである。埋土は褐灰色粘質土であ

った。付属施設とみられるものは検出されなかった。出土遺物は、土師質土器片が少量出土し

ただけで、図示できるものはない。なお、建物は、SB18、SK22・23と重複している。

S B20

SB20は、調査区北東部、SB19の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第Ⅳ層を掘削していた。

建物は、2×2間の南北棟で、棟方向はN－13LEである。梁間（東西）2．05m、桁行（南

北）3．10mを測る。柱穴の平面形はほぼ円形を呈し、直径22～35cmを測り、柱径は直径約15cm

である。これら柱穴の深さは検出面より5～38cmで、基底面の標高は6．590～6．938mを測る。

柱間距離は、梁が1．45～1．60m、桁が1．45と1．55mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付

属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B21

SB21は、調査区北東部、SB20の東側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第Ⅳ層を掘削していた。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－16LEである。梁間（東西）1．80m、桁行（南

北）3・45mを測る。柱穴の平面形は、Pl～3が、方形を呈し、一辺30～45cm、他が、ほぼ円

形を呈し、直径20～30cmを測る。柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より15
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～52cmで、検出面の標高は6．509－6．809mを測る。柱間距離は、梁が1．80m、桁が1．56～1．90

mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土

遺物は皆無に等しく、図示できるものはなかった。なお、建物は単独で検出された。

S B22

SB22は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅳ層を掘削

していた。

建物は、1×3間の細長い東西棟で、南側の桁の柱穴1個を確認することができなかった。

棟方向はN－75LWである。梁間（南北）2．55m、桁行（東西）5．80mを測る。柱穴の平面形

は、Pl・2が楕円形を呈する以外はすべてほぼ円形を呈し、直径20－30cmを測り、柱径は直

径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より3－34cmで、基底面の標高は6．526－6．939m

を測る。柱間距離は、梁が2．55m、桁が1．50mと2．50mである。埋土は褐灰色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は、土師質土器の細片が数点あったの

みで、図示できるものはなかった。なお、建物はSK26と重複している。

S B23

SB云3は、調査区東部、SB22の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第Ⅳ層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－51LEである。梁間（南北）1．90m、桁行（東

西）2．20mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20－30cmを測り、柱径は直

径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より8～15cmで、基底面の標高は　6・811－6．902

mを測る。柱間距離は、梁が1．90m、桁が2．10mと2．20mである。埋土は褐灰色粘質土であっ

た。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるもの

はない。なお、建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

土拡

S KI

SKlは、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ楕円形を呈し、長径0．99m、短径0．89m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN

－6LEである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器（24、25）の2点であった。
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S K2

SK2は、調査区中央部北寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ

層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径0．75m、短径0．64m、深さ0．14mを測る。長軸方向はN

－25LEである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。付属遺構として、東壁直下よりピットを検出した。出土遺物は皆無であった。

遺構はSB13と重複している。

S K3

SK3は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．19m、短径0．99m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN－230

30」Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。付属遺構として、東壁直下よりピットを検出した。出土遺物は、土師質土器の細

片が数点あったのみで、図示できるものはなかった。遺構は4個のピットに掘り込まれていた。

S K4

SK4は、調査区西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、不整形を・呈し、長径2．00m、短径0．48m、深さ0．14mを測る。長軸方向はN－10

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。付属遺構として、北部でピット1個を検出した。遺物はほとんど出土せず、

図示できるものはなかった。遺構は北西壁をピットに切られていた。

S K5

SK5は、調査区中央部西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．75m、深さ0．37mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示でき

たのは土師質土器（26）1点のみであった。

S K6

SK6は、調査区中央部西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。
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平面形は、不整楕円形を呈し、長径0．87m、短径0．81m、深さ0．39mを測る。長軸方向はN

－84LWである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器（27）1点のみであった。

S K7

SK7は、調査区ほぼ中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層

を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．54m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面よl）急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図

示できるものはなかった。

S K8－12

SK8－12は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層

を掘削していた。

平面形は、SK8・10が不整形、SK9が楕円形、SKll・12が円形であった。断面形はす

べて逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土はすべて褐灰色粘質土であった。

遺物はほとんど出土せず、図示できたのは、SK8から出土した土師質土器（28）1点のみで

あった。

S K13・14

SK13・14は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層

を掘削していた。

平面形は、いずれも不整楕円形を呈し、SK13が、長径1．11m、短径0．94m、深さ0．34m、

SK14が、長径0．92m、短径0．85m、深さ0．16mを測る。長軸方向はいずれもN－15LWであ

る。断面形はいずれも逆台形を呈し、壁は底面より急角度で上がっている。埋土はいずれも褐

灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはなかった。

S K15

SK15は、調査区中央部西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径4．03m、短径1．65m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN－

3LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。南部の底面

から集石を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として2個の小ピットを検出し

た。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはなかった。
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S KI6

SK16は、調査区中央部西寄l上　SK15の南側に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出し

た。遺構は第III層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．68m、深さ0．21mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図

示できるものはなかった。

S K17

SK17は、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．85m、短径0．99m、深さ0．43mを測る。長軸方向はN－

15LEである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。北部の埋土中よ

り集石を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、南端で小ピット1個を検

出した。遺物は、土師質土器片が少量出土しただけで、図示できるものはなかった。

S K18

SK18は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径2．00m、短径0．86m、深さ6cmを測る。長軸方向はN－84LE

である。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は、西部が平

場となっており、東部がピット状の落ち込みとなる。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物

は皆無に等しく、図示できるものはなかった。遺構は西側で直径24cmのピットに掘り込まれて

いた。

S K19

SK19は、調査区南部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．38m、短径0．73m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN

－27LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は南

部と北部でかなり起伏している。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物は、土師質土器と瓦質土

器の細片が数点あったのみで、図示できるのはなかった。

S K20

SK20は、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ
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層を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径0・48m、短径0・29m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－71LW

である。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面よI）急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質

土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはなかった。

S K2I

SK21は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げさ段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．01m、短径0．65m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－14L

Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。遺物は、土師質土器の細片が数点出土しただけで、図示できるものはなかった。

S K22

SK22は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．77m、短径1．32m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－

10LEである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、上層が

褐灰色粘質土、下層が黄灰色粘質土であった。付属遺構として南部の底面で小ピットを検出し

た。遣物は、土師質土器と瓦質土器の細片が数点出土したのみで、図示できるものはなかった。

遺構は、SB19と重複し、ピットに掘り込まれていた。

S K23

SK23は、調査区北東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径3．90m、短径3．01m、深さ0．14mを測る。長軸方向はN－140

－Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より傾斜して上がっている。底面は、ほぼ

平坦であl上北壁に沿って不整形の落ち込みを有する。埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺

構として、南部で小ピウト1個を検出した。遺物は土師質土器の細片が少量出土したのみで、

図示できるものはなかった。遺構はSB19と重複している。

S K24

SK24は、調査区北東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

平面形は、舟形を呈し、長径1．71m、短径0．71m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－30q
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Eである。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。また、底面より

集石を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものは

なかった。

S K25

SK25は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

平面形は、やや不整形を呈し、長径1．75m、短径1．29m、深さ0．42mを測る。長軸方向はN

－6LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は、

北部に不整形の平場を有する。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。遺

物は土師質土器の細片が少量あったのみで、図示できるものはなかった。遺構は北側で2個の

ピットに掘り込まれていた。

S K26

SK26は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．70m、深さ0．12甲を測る。断面形はほぼ逆台形をなし、

壁は底面より傾斜して上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無であった。

S K27

SK27は、調査区東端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第III層を掘

削していた。

平面形は、円形を呈し、直径1．20m、深さ0．11mを測る。断面形はほぼ箱形をなし、壁は底

面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示

できるものはなかった。

S K28

SK28は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．18m、短径0．98m、深さ7cmを測る。長軸方向はN‾

77LWである。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は褐

灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはなかった。
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S K29

SK29は、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．14m、短径0．87m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN－2L

Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰褐色粘

質土であった。出土遺物は皆無であった。遺構はSD3に切られていた。

S K30・31

SK30・31は、調査区の東部、SD15の西側に位置しており、SK31は溝に隣接している。

検出面は第III層上面である。

規畑土、SK30が、1辺1．40～2．00mの台形をなし、深さ0．25m、SK31は、長径1．70m、

短径0．60m、深さ0．62mを測る長方形である。長軸方向は、いずれも磁北である。底面はいず

れも平坦であl上断面形は箱形を呈する。埋土はすべて灰褐色粘質土である。遺物はほとんど

出土せず、近世～近代の陶磁器片が若干みられたのみである。SK31は、その形態からみて近

世墓ではないかとみられるが、SK30は、性格不明である。

S K32－35

SK32～35は、調査区の北東部、SD14の南に位置している。検出面は第III層上面である。

規模は、SK32が、長径0．80m、短径0・50m、深さ0．49mの楕円形、SK33は、長径0．60m、

短径0・50m、深さ9cmの不定形、SK34は、長径0．80m、短径0．60m、深さ9cmの方形、SK

35は、長径1・40m、短径1．00m、深さ0．11mの方形である。底面はいずれもほぼ平坦であり、

断面形は、SK33がU字形を呈し、他は箱形である。長軸方向は、SK32がN－32LW、SK

33～35はほぼN－80LWを示す。埋土はすべて灰褐色粘質土の単一層である。遺物は近世～近

代の陶磁器片が出土している。これらの遺構は時期的には同時期と考えられるが、その性格は

不明である。

S K36～39

SK36～39は、調査区の東部、SD15の東側に位置する撹乱蛇に隣接しており、一部重複関

係がみられ、第1II層上面において検出されている。

規模は、SK36が、長径1．40m、短径0．70m、深さ0．49mの不定形、SK37は、長径0．90m、

短径0・60m、深さ0．50mの楕円形、SK38は、長径1．30m、短径0．70m、深さ0．30mの長方形、

SK39は、撹乱砿（SK55・56）に壊されており、長径1．30m（検出長）、短径1．30m、深さ

0・30mを測る方形と考えられる。長軸方向は、SK36がN－17LW、SK37はN－7LE、S

K38はN－14LE、SK39はN－11LEである。底面は、SK36・37がやや窪み、SK38・39
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は平坦である。断面形も、SK36・37は捨鉢形をなし、SK38・39は箱形を呈する。埋土はい

ずれも灰褐色粘質土の単一層である。遺物は近世～近代の陶磁器片が出土しているが、その性

格は不明である。

S K40～43

SK40～43は、調査区の東南部、SD13の東側に位置しており、検出面は第III層上面である。

規模は、SK40が長径0・90m、短径0．70m、深さ0．11m、SK41は、長径1．70m、短径0．80

m、深さ0・22m、SK42は、長径1・50m、短径1．20m、深さ0．50m、SK43は、長径2．00m、

短径0・80m、深さ0・14mを測る。平面形は、SK40・41・43がほぼ方形であl上　SK42は楕円

形を呈する。長軸方向は、SK40がN－54LW、SK41はN－75LW、SK42はN－26LW、

SK43はN－11LEを示す。底面はいずれも平坦であり、断面形は箱形に近い逆台形である。

埋土はすべて灰褐色粘質土の単一層である。遺物は近世～近代の陶磁器片が出土しているのみ

で、その性格は不明である。

S K44－46

SK44～46は、調査区の東端部に位置しておr上南北に並んでいる。検出面は第III層上面で

ある。

規模は、SK44が、長径1・60m、短径1．40m、深さ0．21mの楕円形、SK45は、長径1．30m、

短径0・90m、深さ0・36mの方形、SK46は、長径1．80m、短径1．40m、深さ0．16mの不定形で

ある。長軸方向は、SK44がN－69LW、SK45はN－70LW、SK46はN－74LWを示す。

底面はいずれも平坦であり、断面形は逆台形を呈している。埋土はすべて灰褐色粘質土の単一

層である。遺物はほとんど出土せず、時期不明である。埋土は、検出面からみれば、他の土蛇

と同じく近世～近代と考えられるが、性格は不明である。

S K47～52

SK47～52は、調査区の東南部、SD13の東側に位置しており、SK40～43の南である。検

出面は第III層上面である。

規模は、SK47が、長径1・80m、短径1・10m、深さ0．19m、SK48は、長径2．50m、短径

1・80m、深さ0・34m、SK49は、長径2．10m、短径1．30m、深さ0．54m、SK50は、長径1．90

m、短径1・80m、深さ0・17m、SK51は、長径2．10m、短径1．30m、深さ0．27m、SK52は、

長径2・30m、短径1・20m、深さ0・43mを測r上平面形はいずれも方形を呈する。長軸方向は、

SK47がN－65LW、SK48はNq70LW、SK49はN－19LE、SK50はN－67LW、SK

51はN－11LE、SK52はN－17LEを示す。底面はすべて平坦であり、断面形は逆台形を呈

している。埋土は灰褐色粘質土の単一層である。SK50と51には重複関係がみられ、SK51が
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より浅いが、SK50を切っており新しい。また、SK51・52は、南端部を撹乱砿により切られ

ている。出土遺物には近世～近代の陶磁器片がみられるが、遺構の性格は不明である。

溝

S DI

SDlは、調査区西部に位置し、屋敷跡をコの字伏に囲む溝で、第II層を掘り下げた段階で

検出した。溝は第Ⅳ層を掘削していた。

溝は、まず北側で東西に約4．4m延び、南に屈曲して約31m延び、さらに東へ屈曲して約11

m延びる。幅0．40～1．20m、深さ0．12～0．42m、全長約46．40mを測る。断面形は逆台形ない

しU字形をなし、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。埋土は、主に褐灰色粘質土であり、

下層で一部灰色粘質土を検出した。付属施設とみられるものは検出されなかったが、SD2・

9及びSP6・7は同じ性格のものではないかと考えられる。出土遺物は規模の割に少をく、

図示できたのは29～31、68の4点のみであった。溝はSD2・9及びSP6・7に接している。

S D2

SD2は、調査区西部に位置し、SDlに平行して延びる溝で、第II層を掘り下げた段階で

検出した。溝は第Ⅳ層を掘削していた。

溝は、SDlから分派し、南北に延びるもので、幅0．50～0．80m、深さ8～14cm、全長22．60

mを測る。断面形は概ねU字形をなし、壁はほぼ平坦な底面より内湾気味に上がっている。埋

土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、南端でSP6を検出した。出土遺物は少なく、

図示できたのは32の土師質土器と33の備前捨鉢のみであった。溝はSDlとSP6に接してい

る。

S D3

SD3は、調査区中央部に位置し、屋敷跡をコの字状に大きく囲む溝で、第II層を掘り下げ

た段階で検出した。溝は第III・Ⅳ層を掘削していた。

溝は、南側で東西に約28m延び、北へ屈曲して約26m延び、さらに西へ屈曲して約29m延び

る。この間、溝は、2条に分かれる部分や短く分派する部分を有する。幅0．40～6．00m、深さ

6～34cm、全長約83mを測る。断面形は逆台形ないしU字形をなし、壁は底面より内湾して上

がっている。埋土は、主に褐灰色粘質土であり、下層で灰色粘質土を検出した箇所もある。付

属遺構として、SPl～4・8を検出した。これらは、溝の途中及び、分派して水溜り状をな

すものである。出土遺物は少なく、図示できたのは34～40の7点のみであった。この内、34～

36の弥生土器と37の須恵器は、混入したものと考えられる。溝はSD4～6と接している。
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S D4

SD4は、調査区南端に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅳ層を掘削し

ていた。

溝は、SD3とほぼ平行して東西に延びるもので、SD3と3ヶ所で接している。幅0．38～

1．30m、深さ0．14～0．36m、全長20．20mを測る。断面形はほぼU字形を呈し、壁は底面より

内湾して上がっている。埋土は、主に褐灰色粘質土で、下層の一部で灰色粘質土を検出した。

出土遺物は少なく、図示できたのは41の備前捨鉢1点のみであった。溝はSD3と接している。

S D5

SD5は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅳ層を掘削し

ていた。

溝は、南側で南北に約17m延び、途中から北へ屈曲して約25m延びる。幅0．24－2．30m、深

さ5～64cm、全長約42mを測る。断面形は逆台形ないしU字形をなし、壁は底面より傾斜し

て上がっている。埋土は、主に褐灰色粘質土であり、一部下層で灰色粘質土を検出した。遺物

はほとんど出土せず、図示できたのは42、43の土師質土器のみであった。溝は西端でSD3と

接している。

S D6

SD6は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III・Ⅳ層を

掘削していた。

溝は、SD3の北側から分派し、南北に延びていて、幅0．38－1．20m、深さ4～26cm、全長

約27mを測る。断面形はU字形ないし逆台形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。

埋土は褐灰色粘質土であった。付属遺構として、SP5を検出した。出土遺物はほとんどが細

片であり、図示できたのは44の土師質土器1点のみであった。溝は、SDllを切り、SD3・

7・8と接している。

S D7

SD7は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削

していた。

溝は、SD6から分派し、南北に延びる短いもので、幅0．20～0．48m、深さ2～9cm、全長

3．80mを測る。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。出土遺物は皆無であった。溝は北端でSD6と接している。
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S D8

SD8は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削

していた。

溝は、SD6から分派し、南北に延びるもので、北側で2条に分かれる。幅0．60～1．20m、

深さ4～11cm、全長3．40mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面よr月頃斜して上がってい

る。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無であった。溝は、SD6と接していて、4

個のピットに掘り込まれていた。

S D9

SD9は、調査区北西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

溝は、SDlの北側から分派し、東西に延びるもので、幅0．40～0．60m、深さ4～12cm、全

長7．90mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土であった。出土遺物はすべて細片で、図示できるものはなかった。溝はSDlと接して

いる。

S D10

SDlOは、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

溝は、東西に延びる短いもので、幅0．26～0．32m、深さ0．12～0．15m、全長2．30mを測る。

断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土であっ

た。出土遺物は皆無でああった。溝はSX2に切られている。

S DII

SDllは、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第III層を掘削

していた。

溝は、方形状に巡るもので、幅0．10－0．80m、深さ8～22cm、全長約14mを測る。断面形

はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐色粘質土であった。遺物

は北東部の底からまとまって出土した。すべて土師器であり、5点（45～49）が図示できた。

溝はSD6に切られていた。

S D12

SD12は、調査区北西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅳ層を掘削

していた。
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溝は、東西に延びるもので、調査区外へさらに延びている。幅1．84～2．60m、深さ0．18～

0．55m、残存長11mを測る。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がってい

る。底面は西へ向って傾斜し、幅30～40cmの河原石が多数検出された。埋土は、上層が褐灰色

粘質土で、下層が灰色粘質土であった。出土遺物はほとんどが破片で、図示できたのは3点の

み（50～52）であった。52の伊万里系の碗は混入したものとみられる。

S D13

SD13は、調査区の東南部に位置しており、途中で切れているが、西辺、南辺及び東辺の一

部が検出されている。検出面は第III層上面である。

幅は、コの字状をなし、幅0．40～1．20mで、西辺約10m、南辺約12m、東辺約6mを測り、

全長約28mである。深さは概して浅く0．fO～0．20mを測り、底面はほぼ平坦である。断面形は

逆台形をなし、南辺の底面上には7個の河原石で構成された石列がみられる。溝の方向は西辺

でN－15LEを測り、埋土は茶褐色粘質土の単一層である。出土遺物は土師質土器と瓦質土器

の細片であり、図示できるものはなかったが、時期的には西部の遺構と同じく15～16世紀と考

えられる。なお、南辺の中央部は撹乱蛇により壊されている。

S D14・15

SD14・15は、調査区の東部に位置しておl上西辺の北部が2．50mほど切れているが、一連

の溝と考えられる。検出面は第III層上面である。

SD14は、北辺と北西コーナー、さらに西辺の一部である。規模は、幅3．00mを測り、検出

長は、北辺13．30m、西辺5．80mである。深さは1．00mと非常に深い。北壁には、幅1．00mほど

の段をもち、下部の壁には、木板を横に杭で止め、上に石を並べている。また、西垣の西壁に

は、木板はみられないが、石を肩に並べており、底面には崩れた石がみられる。

SD15は、SD14の西辺に続き、南西部のコーナーから南辺にかけて検出されている。規模

は、幅1・50～2．00mを測り、検出長は、西辺31．80m、南辺18mである。深さは0．50mとSD14

に比べ浅くなっている。西辺の南部から南辺にかけては、幅0．50～1．00mの段がみられ、西辺

の北部では、東壁にSD14と同じく木板を横に止めており、南には石が肩に置かれている。溝

の方向は西辺でN－20LEを測る。埋土は、黄褐色と黒褐色粘質土のブロックを含む灰色粘質

土であり、SD14の北辺は青灰色の砂質土が下層にみられた。底面はほぼ平坦であり、断面形

はほぼ逆台形を呈している。出土遺物は、近～現代の陶磁器片であり、溝の内外にみられる撹

乱蛇と同時期である。
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井戸

S EI

SElは、調査区南東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

掘り方は、ほぼ円形を呈し、長径3．20mを測る。井戸の本体は石組となっており、平面形は、

ほぼ円形を呈し、直径1．20m、深さ3．20mを測る。底には自然木を到り貫いた直径48cmの井筒

が設置され、石組は河原石を螺旋状に積んで造っている。現代でも底には水が湧き出し、十分

使用し得る状況である。出土遺物は少なく、図示できたのは5点（53、54、64～66）であり、

内3点が木製品である。

柵列

S Al

SAlは、調査区中央部北東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柵列は第

IIトⅣ層を掘削していた。

柵列の規模は4間で、その方向はN－9LEである。全長7．30mを測り、柱間距離は1・70－

2．00mである。柱穴の平面形は、すべて円形を呈し、直径25～30cmを測り、柱径は直径約15cm

である。これら柱穴の深さは検出面より8－24cmで、基底面の標高は6・665～6．876mを測る。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物はほとんどが細片で、図示できたのはPlから出土し

した土師質土器皿1点（55）のみであった。柵列はSA2に切られていた。

S A2

SA2は、調査区中央部北東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柵列は第

IIトⅣ層を掘削していた。

柵列の規模は4間で、その方向はN－9LEである。全長7．20mを測り、柱間距離は1・70～

1．90mである。柱穴の平面形は、すべて円形を呈し、直径28～37cmを測り、柱径は直径約15cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より5～25cmで、基底面の標高は6．710～6・834mを

測る。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物はすべて細片であり、図示できるものはなかっ

た。柵列はSAlを切って造られている。

SA3

SA3は、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。柵列は第Ⅳ

層を掘削していた。

ー　378－



柵列の規模は4間で、その方向はN－12LEである。全長6・35mを掛目上柱間距離は0．80～

2・25mである。柱穴の平面形は、Plが方形を呈する以外はすべて円形を呈し、直径22～36cm

を測り、柱径は直径約12cmである。これら柱穴の深さは検出面より8～34cmで、基底面の標高

は6・622－6・865mを測る。埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示でき

るものはなかった。

水溜状遺構

S PI

SPlは、調査区北部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

SD3に伴うもので、SD3の西端で水溜り状を呈する部分である。平面形は、ほぼ方形を

呈し、長径1・64m、短径1・43m、深さ0．28mを測る。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面よ

り急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、かつ、細片であ

り、図示できるものはなかった。遺構はSD3に接している。

S P2

SP2は、調査区北部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

SD3に伴うもので、東西に延びるSD3に掘り込まれた形となっていた。平面形は、不整

形をなし、長径3・60m、短径3・40m、深さ0．58mを測る。断面形は措鉢状をなし、壁は底面よ

り傾斜して上がっている。底面より大小十数個の河原石を検出した。埋土は、上層が褐灰色粘

質土、下層が灰色粘質土であった。遺物は、土師質土器や瓦質土器が出土したが、すべて細片

で、図示できるものはなかった。

SP3

SP3は、調速区北部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削

していた。

SD3に伴うもので、東西に延びるSD3に掘り込まれた形となっていた。平面形は、不整

形を呈し、長径2・90m、短径2・00m、深さ0．46mを測る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面

より急角度で上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土

遺物は少なく、かつ、細片であr上　図示できるものはなかった。
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S P4

SP4は、調査区北東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

SD3に伴うもので、南北に延びるSD3に掘り込まれた形となっていた。平面形は、不整

形を呈し、長径4．20m、短径3．10m、深さ0．35mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面よ

り急角度で上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺

物は、ほとんどが細片で、図示できたのは56の土師質土器1点のみであった。

S P5

SP5は、調査区中央部やや南寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第III層を掘削していた。

SD6に伴うもので、南北に延びるSD6に掘り込まれていた。平面形は、不整形を呈し、

長径6．10m、短径2．80m、深さ0．40mを測る。断面形は措鉢状をなし、壁は底面より緩やかに

上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。遺物は土師質土器

や瓦質土器が出土したが、すべて細片で、図示できるものはなかった。

S P6

SP6は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

SD2に伴うもので、SD2の南端で水溜り状を呈する部分である。平面形は、ほぼ方形を

なし、長径3．20m、短径2．50m、深さ0．25mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急

角度で上がっている。底面は、ほぼ平坦で、大小12個の河原石を検出した。埋土は褐灰色粘質

土であった。出土遺物は少なく、かつ、細片で図示できるものはなかった。遺構はSD2と接

している。

S P7

SP7は、調査区南西部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘

削していた。

SDlに伴うものとみられ、SDlから延びる細い溝に接している。平面形は、不整形を呈

し、長径4．20m、短径1．95m、深さ0．45mを測る。断面形は措鉢状をなし、壁は底面より傾斜

して上がっている。西部には不整形の平場を有する。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が灰

色粘質土であった。出土遺物はすべて細片で、図示できるものはなかった。遺構はSDlに接

している。
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S P8

SP8は、調査区中央部南寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

SD3に伴うものとみられ、北へ延びたSD3と接している。平面形は、楕円形を呈し、長

径1・98m、短径1・60m、深さ0・21mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上

がっている。底面より集石を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等し

く、図示できるものはなかった。遺構はSD3と接している。

性格不明遺構

S XI

SXlは、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掛）下げた段階で検出した。遺構は第III

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径3・05m、短径2・90m、深さ0．27mを測り、面積は約8．80mZ

である。長軸方向はN－15LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上

がっている。埋土は、第I層が黄灰色粘質土、第II層が灰茶褐色粘質土、第III層が褐灰色粘質

土であった。付属遺構として底面より2個のピットを検出した。遺物はほとんど出土せず、図

示できたのは、57の備前捨鉢1点のみであった。

S X2

SX2は、調査区中央部南西寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅳ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径2・40m、短径2・10m、深さ0・21mを測り、面積約5．00mZで

ある。長軸方向はN－11LEである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は平坦な底面より急角度

で上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。遺物は土師質土器の細片が数点出土し

たのみで、図示できるものはなかった。遺構はSDlOを切って掘り込まれていた。

ピット

PI

Plは、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径21cm、深さ17cmを測る。柱根は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物はほとんどが細片で、図示できたのは58の土師質土器1点の
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みであった。Plは他の柱穴を切っている。

P2

P2は、調査区中央部に位置し、第II層を掘l）下げた段階で検出した。遺構は第II帽を掘削

していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径41cm、短径36cm、深さ32cmを測る。柱径は直径約15cmである。

埋土は褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは59の青磁碗1点のみ

であった。

P3

P3は、調査区中央部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層を掘削

していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径22cm、深さ23cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物はほとんどが細片で、図示できたのは60の土師質土器1点の

みであった。

P4

P4は、調査区東部に位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅳ層を掘削し

ていた。

平面形は、楕円形を呈し、長径32cm、短径28cm、深さ28cmを測る。柱痕は検出されなかった。

埋土は褐灰色粘質土であった。遺物は多数出土し、61－63の3点が図示できた。

P5

P5は、調査区中央部東寄りに位置し、第II層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第III層

を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径24cm、深さ29cmを測る。柱径は直径約9cmである。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は図示した68の渡来銭1点のみであった。

5．　まとめ

Loc20では、屋敷跡を確認することができた。以下それについてまとめてみたい。

この屋敷跡は南東部に石組の井戸（SEl）を保有し、屋敷を囲む溝としてはSD1－6が

考えられる。まず、SElは出土した白磁と染付により16世紀代のものと考えられる。屋敷を

囲む溝は、西側で小さなコの字、中央部から東側にかけて大きなコの字をなし、かつ、西側、

南側、東側で二重に設けられている。これらは、重複せず、ほぼ同時期に設けられたと考えら
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れる。各港の時期は、SDlが、出土した外反の白磁から15～16世紀中葉、SD2が、出土し

た備前捨鉢がⅤ期に相当することから16世紀、SD3が、出土した細蓮弁文の青磁から15～16

世紀中葉であると考えられる。これら以外のSD4～6は、時期を決定し得る遺物に乏しく、

時期を明確にできなかった。

以上からこの屋敷は、15世紀に造られ、16世紀後半には消滅したと考えられる。

また、この屋敷跡からは、先の遺構以外に多数の掘立柱建物址や土蛇等が確認されている。

これらは、時期を決定し得る遺物に乏しく、時期を明確にできなかったが、この屋敷跡に伴う

遺構とみられ、特に掘立柱建物址や柵列は、屋敷を囲む溝にほぼ平行か垂直に建てられていた。

なお、調査区中央部で検出されたSDllは、出土した土師器より古墳時代前半の遺構である

と考えられる。

調査区の東部は、一部に土塁状の地形をもつ水田であったが、土塁状の地形は近～現代のも

のであり、その下部より検出されたSD15も、SD14と同じく、近～現代の遺物を出土するの

で、新しい時期の家屋に伴うものとみられる。また、SK30～53は、近世～近代の遺物を出土

しており、近～現代の家屋跡に先行するものであった可能性が強い。SD13と南半部に集中す

るピット群は、出土遺物から15～16世紀と考えられるが、溝は途中で切れ、それは近世～近代

に削平を受けたものの痕跡と考えられる。
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第42表　掘立柱建物址計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（m Z）

備　　 考

梁 （間 ）×桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 165 図 S B　 l 3　　 ×　 4 4 ．55　×　 8 ．4 0 0 ．9 0　～　 4 ．0 0 N － 110－ W 38 ．2

′′ S B　　 2 1　 ×　 1 3 ．8 0　×　 5 ．3 0 3 ．8 0　～　 5 ．3 0 N － 75 0 30 ，－ W 20 ．1

第 166 図 S B　　 3 2　　 ×　 1 3 ．8 0　×　 4 ．5 0 1 ．8 0　～　 4 ．5 0 N － 7 6 L w 17 ．1

′′ S B　　 4 1　 ×　 1 3 ．0 0　×　 4 ．0 0 3 ．0 0　～　 4 ．0 0 N － 10 ㌧ E 12 ．0

′′ S B　　 5 1　 ×　　 2 1 ．8 0　×　 2 ．7 5 1 ．0 0　～ 1 ．8 0 N － 7 0 － E 5 ．0

第 167 図 S B　　 6 1　 ×　　 2 2 ．4 5　×　 4 ．2 0 1 ．8 0　～　 2 ．4 5 N － 77 と－W 10 ．3

′′ S B　　 7 2　　 ×　　 4 3 ．35　×　 6 ．4 6 0 ．7 0　－　 2 ．10 N － 77 と－W 21 ．6

第 168 図 S B　　 8 3　　 ×　　 5 2 ．20　×　 4 ．9 0 0 ．6 0　～　 2 ．8 0 N － 29 と－ E 10 ．8

′′ S B　　 9 2　　 ×　　 4 1 ．95　×　 3 ．4 0 0 ．8 0　～ 1 ．10 N － 710－ W 6 ．6

′′ S B　 lO 2　　 ×　　 3 3 ．20　×　 5 ．2 0 0 ．9 0　～　 2 ．0 0 N － 80 竺－ W 16 ．6

第 169 図 S B　 ll 1　 ×　 1 2 ．50　×　 3 ．20 2 ．5 0　～　 3 ．2 0 N － 68 と－W 8 ．0

〝 S B　 1 2 1　 ×　　 2 2 ．9 0　×　 2 ．9 5 0 ．9 5　～　 2 ．9 0 N － 18 と－ E 8 ．6

第 170 図 S B　 1 3 3　　 ×　　 4 3 ．30　×　 6 ．3 0 0 ．7 0　～　 2 ．3 5 N － 74 ？一一W 20 ．8

′′ S B　 14 1　 ×　 1 1 ．5 5　×　 2 ．2 0 1 ．5 5　～　 2 ．2 0 N － 78 ？－ W 3 ．4

′′ S B　 1 5 1　 ×　　 2 1 ．5 0　×　 2 ．8 0 1 ．10　－ 1 ．6 0 N － 10 ？－ E 4 ．2

第 17 1 図 S B　 16 2　　 ×　　 3 1 ．9 5　×　 3 ．0 0 0 ．6 5　～ 1 ．2 0 N － 8 0 ？－ W 5 ．9

／′ S B　 17 1　 ×　　 2 1 ．7 0　×　 3 ．6 5 1 ．4 0　－　 2 ．00 N － 27 し－E 6 ．2

第 17 2 図 S B　 18 1　 ×　 1 1 ．9 0　×　 2 ．0 0 1 ．7 5　～　 2 ．00 N －8 2 0 30 ，－ W 3 ．8

第 17 1 図 S B　 19 2　　 ×　　 4 3 ．0 0　×　 7 ．4 0 1 ．5 0　～ 1 ．90 N － 8 1q－ W 2 2 ．2

第 17 2 図 S B　 20 2　　 ×　　 2 2 ．0 5　×　 3 ．1 0 1 ．4 5　～ 1 ．60 N － 13 q一一E 6 ．4

′′ S B　 2 1 1　 ×　　 2 1 ．8 0　×　 3 ．4 5 1 ．56　～ 1 ．90 N － 16号一一E 6 ．2

第 17 3 図 S B　 22 1　 ×　　 3 2 ．5 5　×　 5 ．8 0 1 ．5 0　～　 2 ．55 N － 7 5L w 14 ．8

／′ S B　 2 3 1　 ×　 1 1 ．9 0　×　 2 ．2 0 1 ．9 0　～　 2 ．2 0 N － 51？－ E 4 ．2

第43表　土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

．長軸方向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 174 図 S K　 l 楕 円形 0 ．99 0 ．89 0 ．32 N －　6 0－ E U 字形

′′ S K　　 2 不整楕 円形 0 ．75 0 ．64 0 ．14 N －2 5CL E 逆台形
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 174 図 S K　　 3 方　 形 2 ．1 9 0 ．99 0 ．19 N －2 3 0　3 0 ，－E 逆 台 形

S K　　 4 不整 形 2 ．0 0 0 ．4 8 0 ．14 N － 1 0－ W 〝

第 17 4 図 S K　　 5 円　 形 0 ．7 5 0 ．37 ′′

〝 S K　　 6 不 整 楕 円形 0 ．8 7 0 ．8 1 0 ．39 N 一朗 q－W 〝

′′ S K　　 7 円　 形 0 ．54 0‘．13
′′

〝 S K　　 8 不整 形 1 ．8 9 1 ．5 0 0 ．19 N － 8 7 と－W ′′

′′ S K　　 9 楕 円形 0 ．8 9 0 ．7 8 0 ．60 N － 1 0－ W ′′

S K　 lO 不整 形 1 ．3 1 1 ．1 8 0 ．19 N － 50 q一一W ′′

第 174 図 S K　 ll 円　 形 0 ．86 0 ．17 ′′

〝 S K　 12 ′′ 0 ．64 0 ．09 〝

′′ S K　 l・3 不 整 楕 円形 1 ．1 1 0 ．9 4 0 ．34 N － 15 ？－W ′′

′′ S K　 14 〝 0 ．92 0 ．8 5 0 ．16 N － 15 9－ W ′′

第 175 図 S K　 15 方　 形 4 ．03 1 ．6 5 0 ．13 N －　3 0－ E ′′

〝 S K　 16 円　 形 0 ．6 8 0 ．2 1 ′／

〝 S K　 17 方　 形 1 ．8 5 0 ．9 9 0 ．4 3 N － 15 号一一E
′′

′′ S K　 18 不 整 形 2 ．0 0 0 ．8 6 0 ．0 6 N － 84 ㌧ 旦 ′′

〝 S K　 19 不 整 楕 円 形 1 ．3 8 0 ．7 3 0 ．16 N － 27 号－ E 〝

S K　 20 方　 形 0 ．4 8 0 ．2 9 0 ．0 8 N － 71㌧－W ′′

第 17 5 図 S K　 2 1 ′′ 1 ．0 1 0 ．6 5 0 ．1 1 N － 14 q一一E ′′

′′ S K　 22 ′′ 1 ．7 7 1 ．3 2 0 ．25 N － 10 L E ′′

〝 S K　 23 不 整 形 3 ．9 0 3 ．0 1 0 ．14 N － 14 q－ E ′′

第 17 6 図 S K　 24 舟　 形 1 ．7 1 0 ．7 1 0 ．16 N － 3 0－ E U 字 形

′′ S K　 25 不 整 形 1 ．7 5 1 ．29 0 ．4 2 N － 6 0 － E 逆 台 形

〝 S K　 26 円　 形 0 ．7 0 0 ．12 ′′

〝 S K　 27 ′′ 1 ．2 0 0 ．1 1 箱　 形

〝 S K　 28 不整 楕 円形 1 ．1 8 0 ．9 8 0 ．07 0N － 7 7 － W U 字 形

〝 S K　 29 方　 形 1 ．14 0 ．8 7 0 ．13 N －　 2 0 － E 逆 台 形

′′ S K　 30 台　 形 2 ．0 0 1㌧4 0 0 ．25 N － 0 0－ E 箱　 形

第 17 7 図 S K　 31 〝 1 ．7 0 0 ．60 0 ．62 N － 0 0 － E ′′

第 17 6 図 S K　 32 楕 円形 0 ．80 0 ．50 0 ．49 N － 32 と－W U 字 形
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 17 7 図 S K　 33 不 定 形 0 ．60 0 ．50 0 ．09 N － 80 ？－W U 字 形

′′ S K　 34 方　 形 0 ．80 0 ．60 0 ．0 9 N － 80 と－W 箱　 形

′′・ S K　 3 5 ′′ 1 ．40 1 ．00 0 ．11 N － 80 q－ W 〝

′′ S K　 36 不 定 形 1 ．40 0 ．70 0 ．4 9 N － 17 ？一一W ヰ富鉢 形

′′ S K　 37 楕 円形 0 ．90 0 ．60 0 ．5 0 N －　 7 0－ E ′′

′′ S K　 38 長方 形 1 ．30 0 ．70 0 ．3 0 N － 14 と－E 箱　 形

第 17 8 図 S K　 39 方　 形 1 ．30 1 ．30 0 ．30 N － 110－ E ′′

′′ S K　 40 方　 形 0 ．90 0 ．70 0 ．11 N － 54 9－ W 逆 台 形

′′ S K　 41 ′′ 1．70 0 ．80 0 ．2 2 N － 7 5q一一W ′′

′′ S K　 4 2 楕 円形 1 ．50 1 ．2 0 0 ．5 0 N － 26 L w ′′

′′ S K　 4 3 方　 形 2 ．00 0 ．80 0 ．14 N － 110－ E ′′

第 17 9 図 S K　 4 4 楕 円形 1 ．60 1 ．40 0 ．2 1 N － 69 ？－・W
′′

′′ S K　 4 5 方　 形 1 ．30 0 ．90 0 ．3 6 N － 7 09－ W
′′

′′ S K　 4 6 不定 形 1 ．80 1 ．40 0 ．16 N － 74 ？－・W ′′

′′ S K　 4 7 方　 形 1 ．80 1 ．10 0 ．19 N － 65 ？一 W ′′

′′ S K　 4 8 ′′ 2 ．50 1 ．80 0 ．3 4 N － 70 と－W ／′

第 180 図 S K　 4 9 ′′ 2 ．10 1 ．30 0 ．54 N － 19 ？一一E 〝

′′ S K　 5 0 ′′ 1 ．90 1 ．80 0 ．17 N － 67 ？一 W
〝

′′ S K　 5 1 ′′ 2 ．10 1 ．30 0 ．27 N － 110－ E
′′

′′ S K　 5 2 〝 2 ．30 1 ．20 0 ．43 N － 1 7 q－ E 〝
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第44表　包含層出土土器観察表

挿図番 号 ．層　 位 器　　 種

口径

悪 意窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 I 層

弥 生 土 器
15 ．0 胴部か らなめ らかに外反 す る口縁 内外面 ともナデ調 整 。

（．6 ．6） 部。口縁端 部は丸 く仕上 げ られ る。
rL　　壬／1

段 は粘土 等を貼付 す るこ とにより

＝土ご宝E ロ縁外面 に段を 放け る。 つ くられ る。

2 〝 〝
（5 ．0 ）

8 ．9

あげ底気 味の底 部。 器面は 磨耗が著 しく調整 不明 。

3 ′′

弥 生 土 器

窺

15 ．8 胴部 は上外方へ上が り口縁部 はやや 口縁部 ヨ コナデ調 整。 内面パ ケ調

（7 ．6 ） 外反 し，端部 を丸 く仕上 げる 。
外面 には突帯を 貼付す る。

整 。外面 パケ調整 のあ とへ ラ磨 き。

4 ／′ ／′

23 ．4 胴部は はは直立 し口縁部 で短 く外 ロ綾部 ヨコナデ調 整。 内面ナデ 調

（10 ．6 ） 反 し，端 部に刻 目を施す 。 整 。外面 縦方 向のパ ケ調整。
□縁外面 には段 を設 ける。 段 は粘土 紐接合時 に出 きた もの で

ある。

5 ′′ 〝

30 ．10

（ 9 ．2 ）

胴 部は はば直立 し□綾部で 短 く外
反 し，端 部に刻 目を施す 。
如 意形 口縁 をなす 。

器面 は磨耗 が著 し く調整 不明。

挿図番 号 層　 位 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

6 第 I 層

土師質土 器

皿

11．6 は ば平 らな底 部か ら休 部は上外 方

。
口縁部 ヨコナ デ調整 。

2 ．1

6 ．0

への び，端部 を細 く仕 上げ る。 内面 ナデ調整。外 面不 明。

7 ′／

土師質土 器

杯

平 らな底 部か ら休部 は上外方 への 内面に はロ クロ目が残 る。 底部 は

（2 ．6 ）

4 ．2

び る。 回転糸切 り底 とみ られ る。

8 ′′

土師質 土器

釜

（6 ．1）

25 ．2

丸みの ある底部 か ら胴部 は内湾 気
味に上 が り，鍔 は水平 にのび る。

器 面は磨耗 が著 し く調整不 明 。 鍔 には煤が付
着 。

9 ′′
寸富　　　 鉢

20 ．2 休 部は上 外方へ のび 口綾 部は直立 内外 面 ともロ クロナデ。 内面に は 備前焼 。

（6 ．4 ） し，下端 を拡張す る 。 7 本 単位の条 線を部 分的 に施す 。

10 ′′ ′′

平 らな底部 か ら休 部は上外 方へ立 内外面 ともロク ロナデ。 内面 には ′′
（6 ．5）

10 ．6

ち上が る。 6 本 単位 の粂 線を部分 的 に施 す。

11 ′′

青　　　 磁

碗

13 ．4 上外 方へ のび る口縁 部。 外面 にはへ ラ描 の細蓮 弁文 。 青緑色軸 。

（2 ．0） 端 部は丸 く仕 上げ られ る。 内外面 に約 1 mm 幅で施 粕す る。

12 ′′ ′′

14 ．0

（ 5 ．4 ）

休部 は内湾気 味に上 が り，端 部を

丸 く仕 上 げる。
内外面 に約 1 mm 幅で施 粕す る。 淡 青緑色 粕。

13 〝

染　　　 付

皿

11 ．0 碁筒底 の底部 か ら休部 は内湾気 味 見込 に文様 ，外 面 に芭蕉披文 と披 呉須 の発色 は

（2 ．9 ） に上 が り，端 部を細 く仕上 げる。 清文 。

底部 は蛇 ノ臼状 粕ハギ 。

よい。

14 ′′ 瓶

削 り出 し高台 。 内面 ロク ロナデ。外面 には蛸唐草 伊万 里系 。

（3 ．0 ）

4 ．0

休部 は内湾 して上が る。 文，波清 文 と 2 条 の界線 。

外面 に施 粕 。
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挿図番号 層　 位 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

15 第 I層 碗

削 り出し高台。休部は内湾気味に 見込に花文。外面にも文様あり。 能茶山焼 。

（1．9）

6．2

上がる。 高台内面に窯印。 呉須の発色は
よくない。

第45表　包含層出土石器観察表

挿図番 号 層　 位 器　 種

最大 長

計測値 霊真澄

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

16 第 I 層 砥　 石

3 ．6

3 ．6

1 ．3

27 ．4

砂　　 岩

大 部分が欠 損 して いて，使 用面は 1 面 しか

残存 して いない 。

17 ′′ その他

8 ．0

2 ．7

0 ．5

17 ．1

サ ヌカ イ ト

両面 に大 剥離面が残 る。 刃部に は両面か ら ．

細 かい調整 剥離 を加えて いる。

第46表　包含層出土金属器観察表

挿図番号 層　 位 器　 種

最大長

計測値 豊美淫

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

18 第 I 層 又　 釘

6．2

1．0

0．9

18．7

鉄

一方の先端部は欠損する‘が，U 字状をなし
先端部を尖らす。
全体に鋳化が著 しい。

第47表　包含層出土古銭観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 銭　　 種 初 鋳 年 （西 暦 ） 備　　　　　　　　　　　　　 考

19 第 I 層 寛 永 通 宝 16 24 年 直 径 2 ．4 clu 。

2 0 〝 〝 〝 ′′

2 1 ′′ 〝 〝 直 径 2 ．3 c m 。

2 2 〝 〝 〝 〝
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第48表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

23 S B l

土師質 土器

皿

13 ．8

（ 2 ．7 ）

やや丸 みのあ る底 部か ら休 部 は内
湾気味 に上が り，端部 を丸 く仕 上
げ る。

器面 は磨耗 が著 し く調整不 明。 P　 2 出土。

24 S K l

土師質 土器

小　　　 皿

7 ．4 ほば平 らな底部 か ら休部 は斜 め上
°

器面 は磨耗 が著 し く調整不 明。

1．5

3 ．5

外方へ のび，端部 を細 く仕上 げ る。 底部 は回転糸 切 り底 。

2 5 〝

土師質 土器

皿

14 ．2

3 ．0

6 ．5

はば平 らな底部 か ら休 部は上外 方

へやや 内湾気味 に上が り，端部 を
丸 く仕上 げ る。

器面 は磨耗 が著 し く調整不 明。

26 S K　 5

土師 質土器

杯

10 ．4 平 らな底 部か ら休 部 は内湾気味 に 内外 面 ともロ クロナデ。

3 ．0

5 ．0

上が り，端部 を丸 く仕 上げ る。 底部 は回転糸 切 り底 。

27 S K　 6 〝

9 ．4

3 ．7

5 ．3

平 らな底 部か ら休 部 は上 外方 へ内
湾気味 に上が り，端部 を丸 く仕 上
げ る。

〝

28 S K　 8

土師質土 器

小　　　 皿

7 ．0 平 らな底 部か ら休 部は斜 め上外方 外面 ナデ調整。 内面不 明。

1 ．3

3 ．7

へ短 く上 が り，端 部を細 く仕上 げ
る。

底 部 は回転糸切 り底 。

29 S D l

土師 質土器

皿

13 ．2

（ 2 ．4 ）

休 部は 内湾気味 に上が り，端 部 を

丸 く仕上 げる。

器面 は磨耗 が著 し く調整不 明 。

30 ′′

土師質 土器

鍋

18 ．0 胴部 は 内湾 して上 が り，その まま 内面 ヨコナデ調整 。他は不 明 。 鍔 以下 に煤が

（4 ．2 ）

19 ．0

口縁 部 に至 る。外面 に鍔を つ くる。 鍔は粘土紐を外 にのは して つ くる。 付 着す る。

31 ′′

白　　　 磁

皿

12 ．6 削 り出 し高 台。休部 は内湾気 味 に 見込 蛇 ノ目粕ハギ 。 白色粕 。

3 ．0

4 ．4

上 が り口縁 部で反 る。端部 は丸 く
仕上 げ る。

見込 か ら外 面にか けて施 軸。

32 S D　 2

土 師質土 器

皿

13 ．2

（ 2 ．4 ）

休部 は内湾気 味に上 が り，端 部を
細 く仕上 げる。

器面 は磨耗 が著 し く調整不 明 。

33 〝
寸雷　　　 鉢

27 ．2 休部 は上外方 へ上が り口綾部 で直 内外面 ともロ クロナデ。 内面に は 備 前焼 。

（10 ．2 ） 立 し，下端 を若干拡 張す る。 6 本 単位の粂 線を部 分的 に施す 。

挿図 番号 遺構 番号 器　　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

34 S D　 3

弥 生 土 器

士宝E

17 ．0 胴部 は内傾 して上が り， 口縁 部は へ ラ磨 きが一部 残存 。

（5 ．6） 外反 し端部 は丸 く仕上 げ る。 段とみ られ る起伏は ほとん どない 。

35 〝 ′′

（19 ．2） 胴部 は内傾 して上が り， ロ綾 部は 内外面 と もナデ調整。一 部 にへ ラ

（10 ．5） 反 し　 。は　 く　 上げ る。 きが　 。段 はへ ラ　 ノ、 でJ
口縁外 面 に段 を有す る。 線を施 す ことによ りつ くられ る。

36 ′′

弥 生 土 器

喪

2 1．0 胴部 は内湾 して上が り口綾部 で短 口綾部 ヨコナ デ調整 。 胴 部に黒斑 が

（2 1．0）

20 ．8

く外反 し．端 部にへ ラ状原体 によ
る刻 目を施す 。

他は ナデ調整 。 残 存。
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挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

口径

器 葱窪 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

37 S D　 3

須　 恵　 器

＝量ご宝E

（3 ．3 ）

10 ．0

底 部 にはハの字状 に開 く高台 が付

く。端部 は外傾 す る凹面 を有す 。

内外面 と もヨコナデ調整 。

挿図 番号 遺 構番号 器　　 稽

口径

子 ≡… 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

38 S D　 3

土 師質土 器

鍋

28 ．4 丸味のある底部か ら胴部 は直立 し， 内面 ヨコ± デとナデ調 整0 外面 には煤 が

（9 ．2）

30 ．4

その まま ロ　 。に至 る。 は　 調整 で，底 。には　　 目 付着 す る。
端部 は外傾す る凹面 をなす 。 叩 きを施す。

39 ′′ 憩
（6 ．4）

33 ．6

平 らな底部か ら底部 は上外方 へ上

が る。

内外面 ともナデ調整 。 常滑 焼。

40 ′′

青　　　 磁

碗

12 ．8 休部 は内湾気味 に上 が り端部 を細 外面 にへ 子持 の細蓮弁 文。 内外面 青 緑色粕 。

（4 ．8） く仕上 げ る。 に0 ．5 mm幅 で 施 軸す る。

4 1 S D　4 才富　　　 鉢

‘平 らな底部か ら休部 は上外方 へ上 内外 面 ともロ クロナデ。 備 前焼 。

（7 ．2）

10 ．0

が る。 内面 には10本 単位の条 線を部 分的

に施 す 。

42 S　D　5

土師質土 器

杯

12 ．4

3 ．5

6 ．6

平 らな底部 か ら休部 は上外方 へ上
が り，端部 を細 く仕 上げ る。

器面 は磨耗 が著 し く調 整不 明。

43 ′／

土師質 土器

鍋

22 ．0 胴部 は内湾気 味に上 が り，その ま 胴部 中位以下 に 叩目が残存 。 鍔以下 に煤 が

（8 ．5）
まロ　 ロ　に至 る。 鍔 は　 、　　　 へ 弓 きの ば して 付 着す る。
外面 には鍔 が付 く。 つ くる 。

44 S D　6

土師質 土器

小　　　 皿

5 ．8

1 ．8

2 ．0

丸 い底 部か らその まま内湾 して立

ち上 が り，端 部を丸 く仕上 げる。

器面 は磨耗 が著 し く調 整不 明。

挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 5 S D ll

土　 師　 器

＝土ご宝E

13 ．4 球体 をなす 胴部か らロ縁部 は上外 内外 面にパ ケ 目が部 分的 に残 る以

（13 ．2 ）

18 ．4

方 へのび ，端 部を 丸 く仕上 げ る。 外 は不明 。

4 6 ′′ 〝
（20＿・0 ）

25 ．6

肩部やや下に最大径 を有す る胴部 。 外面 にパ ケ目が一部残 存す る以外

は不明 。

47 ′′

土　 師　 器

窺

14 ．8 丸味の ある上胴部 か らロ綾 部は く ロ縁部 ヨコナデ調整 。外面 パケ調

（9 ．9 ）

（20 ．0 ）

の字状 をな し，端 部を丸 く仕上 げ

る。

整 。 内面 には指頭 圧痕が残 る。

48 ′′ ′′

18 ．2

（ 2 ．9 ）

上外方 へのび る口縁部 。
端 部 は丸 く仕上 げ る。

器面 は磨 耗が著 しく調整 不明 。

49 〝 ′′

25 ．9 丸底の底 部か ら胴部 は内湾 して 上 口縁部 ヨコナデ調 整 。

°
20 ．4

25 ．6

が ，ロ　 ロは　　　 へのび、 ロ ロにへ フ I が　 。
は外傾 す る平面 をなす 。 肩部 ナデ調整。 肩部以下 に 叩目が

残存 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径

子 ≡… 料　　　　 学 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

50 S D 12

土師質土 器

杯

12 ．2 ii ば平 らな底部 か ら休 部は上外 方 器面 は磨耗 が著 しく調 整不明 。

3 ．1

4 ．8

へ上 が り，端 部を細 く仕 上げ る。 底部 は回転糸切 り底 とみ られ る。

51 ′′ 括．　　 鉢

25 ．8 休部 は上外方 へ上が り，ロ綾 部で 内外面 ともロlク ロナデ 。 備前焼 。

（6 ．3） ほば直 立 し下端 を若干拡 張す る。 内面 には 8 本単 位の条 線を部分 的

に施す 。

52 ′′ 碗

12 ．4 休部 は内湾気味 に上 が り，そ のま 内面 に 2 条の界 線。外面 に蝶 の文 伊万里 系。

（3 ．4 ） ま口縁 部に至 る。端部 は細 く仕 上
げ られ る。

様 あ り。呉須 の発色 は良い 。 呉須 の発色 は
良 い。

5 3 S E l

白　　　 磁

小　　　 皿

平 らな底 部か ら休 部 は斜 め上方 へ 見込 か ら外面 にか こて施 柚 。

（ 1．2）

5 ．6

上が る。 底部 回転糸切 り底 。

54 ′′

染　　　 付

碗

（ 1．5 ）

5 ．0

削 り出 し高台 。 見込 に花文 。
見込か ら外面 にかけて施 軸 。

胎土灰 白色 。

55 S A l

土 師質土器

皿

14 ．6

（ 2 ．7 ）

内湾気味 に上が る休 部 。

ロ縁端部 は指でつ まみ上 げ細 く仕
上 げ る。

器 面は磨 耗が著 しく調整 不明 。 P l 出土 。

56 ． S P　 4

土師質土 器

鍋

13 ．2 丸 味のあ る底部か ら，休部 はほば ロ綾 部 ヨコナデ調整 。内外面 パケ 内外面 ともに

（5 ．1 ） 直 立 しそ のま ま口綾 部に至 る。 調整 。 煤 が付着す る。

57 S X l ヰ富　　　 鉢

24 ．6 休部 は上外方 への び，口縁部 はや 内外面 ロタロナデ。 内面に は条 線 備前 焼 。

（7 ．5） や 内偵 して 上が る。
外面 に 3 条 の凹線を施 す 。

を施す 。ただ し単位 は不明 。

58 P　 l

土師質土 器

皿

13 ．0

（ 2 ．3）

休部 は内湾気 味に上 が り，端 部を

丸 く仕 上げ る。
器面 は磨 耗が著 しく調 整不明 。

59 P　　 2

青　　　 磁

碗

削 り出 し高台 。休部 は内湾気味 に 外面 にへ ラ磨の 細蓮弁 文。高台 内

（3 ．8）

5 ．2

上が る。 面蛇 ノ臼状に 軸ハギ 。

60 P　　 3

土師質土 器

小　　　 皿

8 ．8

（2 ．2）

休部 は内湾気 味に上 が り，そ のま
ま 口綾 部に至 る。

端部を 細 く仕上 げ る。

器面 は磨 耗が著 しく調 整不明 。

挿 図番号 、血　　　　　　ロ 器　　 種

口律
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考退構番号

6 1 P　　 4

土　 師　 器

椀

15 ．9

5 ．2

5 ．4

底 部 にはハの字 状に開 く高台が付

き，端部 は外傾す る平面 をなす 。
休 部 は内湾気味 に上が り，端部 を
丸 く仕上 げ る。

内外面 とも ヨコナデ調整 。

62 ′′

土　 師　 器

蛮

25 ．6 はば直立 す る胴部 か ら，・口縁部 は ロ縁部 ヨヨナデ調 整 。 外面 には煤が

（5 ．6 ） 外傾 してのび端部 を丸 く仕 上げ る。 内面 ナデ調 整 。 付着す る。
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挿図番号 遺構番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

63 P　　 5

土師質土器

杯

7．4 平らな底部か ら休部は内湾して上 口縁外面を強 くヨコナデする。 内外面に煤が

4．0

5．1

が ，そのままロ縁。に至る。 ロクロナデ。底。は回 ／、 付着する。
端部は丸い。 切り底。

第49表　遺構出土木器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種
最大長

計測値　 最 大幅

（cm ） 最大厚

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　 ・徴 ．備　　 考

64 S E l 箸

23 ．8

0 ．6
桧

中央部 が最 も太 く，先端 部に行 くに従 って
細 く＿な ってい る。断面 は円形 に近 くな って

い る。

65 ′′ 不　 明

12 ．8

5 ．2

4 ．5
〝

薄い板状 の もので ，中央 部か ら先端部 にか
けて 2 つに分 かれ先端部 で 内側 にやや 丸め

られ る。

66 ′′ 井　 筒

32 ．6

53 ．0

2 ．7
不　 由

木を 到り貫い たもので あ り，外面 は面取 り

をす るよ うに削 ってい る。

・はば 中央 部に四 角形の穴 を穿 ってい る。

第50表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 霊套霊

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

67 S D l 包　 丁

9．0

4 ．9

0 ．2

2 3．3

鉄

・全体に鋳化 しているため．刃はほとんど残
存していない。峰は先端か らやや外湾 して
いる。

第51表　遺構出土古銭観察表

挿図番号 遺構番号 銭　　 種 初 鋳 年 （西暦） 備　　　　　　　　　　　　　 考

68 P　　 5 紹聖元宝 1094年 北宋銭であり，直径2．35cmを測る。
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8．Loc．21



Loc．21

1．位置と調査経過

Loc・21は、田村遺跡群の中央部のやや北寄りに位置しており、小字は正吉（マサヨシ）で

ある。Loc・21は、民家の立ち退き等の手続きの関係や遺構が旧県道の下に埋没していたこと等

で、2年間にわたり、断続的な調査を実施せざるを得なかった。

昭和56年6月5日～9月16日の第1次調査では、調査区北東部の民家の跡や調査区東部の旧

県道の道路敷の部分を除いた調査区の大半約2，512m2の調査を実施した。

昭和57年2月16日～2月23日の第2次調査では、調査区西端部で検出されたSElの半裁等

を行い、井筒を取り上げた。

昭和57年8月5日～8月18日の第3次調査では、調査区北東部の民家跡の部分と旧県道の道

路敦の部分約300mZの調査を実施した。

最終的には、調査期間は、延べ日数約110日間となり、調査面積は、約2，812m2となった。

2．調査概要

第1次調査では、Loc．21における遺構の分布状況を把握するために、試掘トレンチを設定し

たところ、調査区のほぼ全域で中世のピット群や土蛇等の遺構を検出した。そこで、調査区の

東部から西部へ向かって調査を進め、3区画の溝に囲まれた屋敷跡を確認した。

第2次調査では、急拠Loc．21の西端部において、工事にとりかかることとなったため、SE

lの半裁をし、井筒の取り上げ作業を実施した。

第3次調査では、調査区の北東部の民家跡や東部の旧県道の道路敷の部分を調査したが、S

D9の北東辺を探すことを主眼とした。

3．層序と出土遺物

Loc．21の基本的な層序は以下の通りである。

第1層　耕作土

第II層　床土

第1II層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　灰褐色砂質土層

第I層は、耕作土で調査区の全域でみられ、ほぼ水平に堆積していた。第1I層は床土で、調

査区に散在していた。第1II層は灰褐色粘質土層で、中世の遺物包含層であるが、全域にはみら

れなかった。第1II層からは、青磁碗（1、2）等の遺物が出土している。第Ⅳ層は黄褐色粘質
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第190図　調査区設定図
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土層で、中世の遺構検出面であl上全域に堆積がみられた。第Ⅴ層は黒褐色粘質土層で、無遺

物層であるが、ほぼ全域に堆積しておl上西部から東部に向かって深く落ち込んでいた。第Ⅵ

層は、灰褐色砂質土層で無遺物層である。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の西端に位置し2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南西部と南東

部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－840－E
l

である。梁間は推定長3．57mを測り、柱間距離は1．79～1．95mである。桁行は5．72mを測り、

柱間距離は2．72－3．00mである。柱穴は、直径23～32cm、深さ7～24cmを測り、円形、楕円形

及び隅丸方形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器の細片や炭化物が出土した。

SBlは、西部でSB2、SD2と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B2

SB2は、調査区西端に位置し、2×2間の掘立柱建物址である。検出面は、第Ⅳ層の黄褐

色粘質土層で棟方向はN－150－Eである。梁間は2．88mを測り、柱間距離は1．42～1．45mであ

る。桁行は2．93mを測り、柱間距離は1．40～1．54mである。柱穴は、直径18～27cm、深さ17～

29cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、白磁皿（3）、煙管

（569）等が出土した。SB2は、SD2を切っておl上　SBlと重複しているが、新旧関係

は不明である。

S B3

SB3は、調査区西部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南東部の柱穴

1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－710－Wである。

梁間は1．81mを測r上柱間距離は1．81mである。桁行は2．86mを測り、柱間距離は1．34～1．52

mである。柱穴は、直径18－36cm、深さ9～30cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘

質土であr上　ごく少量の土師質土器片や炭化物が出土した。SB3は、SD3と重複している。

が、新旧関係は不明である。

S B4

SB4は、調査区北端部に位置し、2×2間以上の東西棟の掘立柱建物址と考えられるが、
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北部は調査区外に延びており、不明な点が多い。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向

はN－770－Wである。梁間の検出長は4．58mを測l上柱間距離は2．45mである。桁行は5．64m

を測l上柱間距離は2・79－2．85mである。柱穴は、直径20～39cm、深さ3～22cmを測り、不整

円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB4は、SB5、S

K9と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B5

SB5は、調査区北端で検出した東西棟と考えられる掘立柱建物址であるが、北部は調査区

外に延びており、不明な点が多い。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－780－W

である。梁間は不明であるが、桁行は5．23mを測り、柱間距離は2．60～2．63mである。柱穴は、

直径27～33cm、深さ7～15cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であるが、出土

遺物はみられなかった。SB5は、SB4、SK8と重複しているが、新旧関係は不明で．ある。

S B6

SB6は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北

辺中央部、北東部及び南西部の柱穴は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層

で、棟方向はN－780－Wである。梁間の推定長は3．58mを測り、柱間距離は1．65－1．74mであ

る。桁行の推定長は4．00mを測り、柱間距離は1．97mである。柱穴は、直径23～30cm、深さ15

～24cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であr上土師質土器皿（5、8）・小杯

（6）・杯（4、7、9）等の遺物が出土した。

S B7

SB7は、調査区中央部のやや西寄りに位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址である。

検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－690－Wである。梁間は2．87mを測り、柱

間距離は2．87～2．92mである。桁行は3．39mを測l上柱間距離は1．53－1．84mである。柱穴は、

直径20－41cm、深さ7－22cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であ

t上土師質土器杯（10）等の遺物が出土している。SB7は、南部でSB8・9、SK21と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S B8

SB8は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×3間の南北棟の掘立柱建物址であるが、西

辺南部の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

110－Eである。梁間は3．00mを測り、柱間距離は1．17－1．84mである。桁行は5．57mを測り、

柱間距離は1．68～2．17mである。柱穴は、直径22～39cm、深さ7－34cmを測り、不整円形を呈
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す。埋土は、灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB8は、SB7・9～

11・13、SK21・22・24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B9

SB9は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南

東隅の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－770

－Wである。梁間は3・73mを測l上柱間距離は1．78～1．95mである。桁行は3．97mを測り、柱

間距離は1・96～2．25mである。柱穴は、直径33～40cm、深さ14～22cmを測り、不整円形及び方

形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（11）・杯（12）等の遺物が出土した。

SB9は、SB7・8・10～14、SK21・22・24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S BIO

SBlOは、調査区中央部のやや西寄りに位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址である。

検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－40－Wである。梁間は3．15mを測り、柱

間距離は1・50～1・65mである。桁行は3．51mを測り、柱間距離は1．45～2．06mである。柱穴は、

直径21～36cm、深さ7～30cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、白磁碗

（13）等の遺物が出土した。SBlOは、SB8・9・11、SK24と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S Bll

SBllは、調査区中央部のやや西寄りに位置し、2×5間の東西棟の掘立柱建物址である。

検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－730－Wである。梁間は3．15mを測り、柱間

距離は1・10～2・02mである。桁行は6．56mを測り、柱間距離は1．00～1．58mである。柱穴は、

直径14～34cm、深さ7－30cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、

土師質土器杯（14）が出土した。SBllは、SB8～10・12－14、SK22・24・25と重複して

いるが、新旧関係は不明である。

S B12

SB12は、調査区中央部の西寄りに位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址である。検出

面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－890－Eである。梁間は1．70mを測り、柱間距

離は1・70～1・褐mである。桁行は4．36mを測り、柱間距離は1．84～2．41mである。柱穴は、直
°

径20～36cm、深さ12～28cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、ごく少量

の土師質土器片が出土した。SB12は、SK16を切っており、SB9・11・13・14、SK18と重複

複し．ているが、新旧関係は不明である。
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S B13

SB13は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北

東部と南辺中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟

方向はN－730－Wである。梁間は3．22mを測り、柱間距離は1．58～1．90mである。桁行は4．40

mを測り、柱間距離は1．99mである。柱穴は、直径24～34cm、深さ10－26cmを測り、不整円形

及び楕円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB13は、

SK22を切っており、SB8・9・11・12・14～16、SK19・20・23と重複しているが、新旧

関係は不明である。

S B14

SB14は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×4間の掘立柱建物址であるが、南辺の柱穴
1

1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－810－Wである。

梁間は4．25mを測り、柱間距離は1．97～2．28mである。桁行は5．47mを測り、柱間距離は1．07

～1．64mである。柱穴は、直径25－32cm、深さ7～26cmを測り、不整円形及び不整楕円形を呈

す。埋土は、灰褐色粘質土であr上　少量の土師質土器片が出土した。SB14は、SB9・11－

13・15・16、SK18－20と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B15

SB15は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南

東隅の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－30

－Wである。梁間は2．61mを測り、柱間距離は1．05～1．31mである。桁行は2．88mを測り、柱

間距離は1．32－1．50mである。柱穴は、直径20～28cm、深さ10～41cmを測り、円形及び不整円

形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であるが、出土遺物はみられなかった。SB15は、SB13・14・

16・17、SK17・19と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B16

SB16は、調査区中央部の西寄りに位置し、2×2間の掘立柱建物址であるが、南西隅の柱

穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－850－Wであ

る。梁間は4．18mを測り、柱間距離は1．88～2．40mである。桁行は4．08mを測l上柱間距離は

2．02－2．27mを測る。柱穴は、直径22～28cm、深さ18～38cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、

灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（15）、青磁碗（16）等の遺物が出土している。SB16は、

SB13～15・17、SK14・15・17・19・27～29と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S BI7

SB17は、調査区南西部に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、北西隅、西

辺及び南辺中央部の柱穴3個は、検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、

棟方向はN－30－Eである。梁間は4．05mを測l上柱間距離は1．59mである。桁行は4．76mを

測り、柱間距離は2・27－2・49mである。柱穴は、直径24－34cm、深さ15－29cmを測り、不整円

形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土である。SB17は、SB15・16、SK13～15・27～29と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S B18

SB18は、調査区南西部に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、北東隅と南

辺中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN

－300－Eである。梁間は3・05mを測り、柱間距離は1．73mである。桁行は3．92mを測l上柱間

距離は1・76～2・10mである。柱穴は、直径21－34cm、深さ8－28cmを測l上円形及び不整円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB18は、SB19～21、

SD6と重複しているが、新旧関係は不明である。

S BI9

SB19は、調査区南西部に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南辺中央部

の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－170－E

である。梁間は3・48mを測り、柱間距離は1．66－1．82mである。桁行は5．51mを測り、柱間距

離は2・17－3・34mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ4－24cmを測り、円形及び不整円形を

呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、ごく少量の土師質土器片が出土した。SB19は、SD5

の南辺を切っておr上　SB18・20・21、SD6と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B20

SB20は、調査区南西部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址である。検出面は、第

Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－820－Eである。梁間は3．92mを測l上柱間距離は3．12

－3・92mである。桁行は4．48mを測l上柱間距離は1．90～2．40mである。柱穴は、直径18～32

cm、深さ8－28cmを測I上円形及び不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、出土遺物

はみられなかった。SB20は、SD5の南辺を切っており、SB18・19・21、SD6と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S B21

SB21は、調査区南西部に位置し、2×4間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北辺の柱穴
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1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－760－Wである。

梁間は3．60mを測り、柱間距離は1・55－2・03mである。桁行は7・48mを渦中）、柱間距離は1・10

～2．58mである。柱穴は、直径20～32cm、深さ6～34cmを測り、不整円形及び隅丸方形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB21は、SB18～20・22・

23、SD6と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B22

SB22は、調査区南端に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南西隅、北辺

及び東辺中央部の柱穴3個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方

向はN－17？－Eである。梁間は2．60mを測り、柱間距離は1．12mである。桁行は3．19mを測t上

柱間距離は1．54～1．65mである。柱穴は、直径20～26cm、深さ4～24cmを測り、円形及び不整

円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が出土した。SB22

は、SB21・23、SK39と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B23

SB23は、調査区南部に位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南東隅と北辺

中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

730－Wである。梁間は3．14mを測り、柱間距離は1．42～1．62mである。桁行は3．90mを測り、

柱間距離は1．62mである。柱穴は、直径9～31cm、深さ2～32cmを測り、不整円形及び隅丸三

角形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB23は、SB

21・22、SK38と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B24

SB24は、調査区北部に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南西隅と南辺

中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

200－Eである。梁間は3．05mを測り、柱間距離は1．52～1．53mである。桁行は4．16mを測り、

柱間距離は1．81～2．18mである。柱穴は、直径30～50cm、深さ14～30cmを測り、円形及び楕円

形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SB24は、S

B25、SDlOと重複しているが、新旧関係は不明である。

S B25

SB25は、調査区北部に位置し、1×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南西隅と西辺

中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

170－Eである。梁間は2．35mを測り、柱間距離は2．35mである。桁行は3．71mを測り、柱間距
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牡は1・66～2・05mである。柱穴は、直径28～44cm、深さ5～32cmを測り、不整円形及び楕円形

を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB25は、SB24・

26と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B26

SB26は、調査区北部に位置し、1×1間の南北棟の掘立柱建物址であり、SB24の東側に

位置している。検出面は、黄褐色粘質土層で、棟方向はN－180－Eである。梁間は2．65mを測

り、柱間距離は2・25～2・65mである。桁行は3．28mを測l上柱間距離は2．92～3．28mである。

柱穴は、直径22～40cm、深さ9～14cmを測り、不整円形及び隅丸三角形を呈す。埋土は、灰褐

色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB26は、西部でSB25と重複しているが、新

旧関係は不明である。

SB27

SB27は、調査区北部に位置し、1×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが南西隅の柱穴1

個は検出されなかった。検出面は、黄褐色粘質土層で、棟方向はN－240－Eである。梁間は2．

50mを測る。桁行は4・45mを測l上柱間距離は1．65～2．80mである。柱穴は、直径29～54cm、

深さ4～36cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質

土器片が出土した。SB27は、SK47を切っておt上　SK45・48と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S B28

SB28は、調査区北部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北西隅と北辺

中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－770

－Wである。梁間は2・67mを測り、柱間距離は2．67mである。桁行は3．66mを測l上柱間距離

は1・74～1・92mである。柱穴は、直径24～30cm、深さ14～28cmを測り、不整円形を呈す。埋土

は灰褐色粘質土であt上少量の土師質土器片と炭化物が出土した。SB28は、SB29、SK49

と重複しているが、‘新旧関係は不明である。

S B29

SB29は、調査区北部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北辺の柱穴1

個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－790－Wである。梁

間は1・47mを測り、柱間距離は1・44～1．47mである。桁行は2．80mを測り、柱間距離は1．60－

1・80mである。柱穴は、直径22～31cm、深さ14～26cmを測r上不整円形及び隅丸方形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であり、出土遣物はみられなかった。SB29は、SK49を切っており、
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SB28と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B30

SB30は、調査区北部に位置し、2×4間の南北棟の掘立柱建物址であるが、西辺及び東辺

の柱穴7個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向は、N－160－E

である。梁間は4．23mを測り、柱間距離は2．02－2．21mである。桁行は6．52mを測るが、柱間

距離は不明である。柱穴は、直径10－28cm、深さ8－30cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、

灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB30は、SK51－54と重複している

が、新旧関係は不明である。

S B31

SB31は、調査区北東部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南西隅の柱

穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN一位0－Wであ

る。梁間は1．45mを測り、柱間距離は1．45mである。桁行は3．92mを測l上柱間距離は1・90－

2．02mである。柱穴は、直径18－30cm、深さ8－14cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土している。SB31は、SB32・33と重複している

が、新旧関係は不明である。

S B32

SB32は、調査区東部に位置し、2×3間の東西棟の掘立柱建物址と考えられるが、北辺と

南辺の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－830

－Wである。梁間は2．82mを測l上柱間距離は0．86－2．14mである。桁行は4・51mを測l上柱

間距離は1．15－1．26mである。柱穴は、直径15－32cm、深さ4－20cmを測り、不整円形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であl上土師質土器杯の小破片が出土した。SB32は、SK64を切って

おl上　SB31・33－35、SK63と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B33

SB33は、調査区東端に位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北東隅と北辺

中央部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

650－Wである。梁間は3．45mを測り、柱間距離は1．72－2．39mである。桁行は3・92mを測り、

柱間距離は1．83－2．09mである。柱穴は、直径25－43cm、深さ7－27cmを測l上不整円形を呈

す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB33は、SB31・32・

34と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S B34

SB34は、調査区東部に位置し、1×2間の南北棟の掘立柱建物址である。検出面は、第Ⅳ

層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－140－Eである。梁間は2．95mを測り、柱間距離は2．65～

2・95mである。桁行は5・19mを測l上柱間距離は2．45～2．85mである。柱穴は、直径20－25cm、

深さ4～25cmを測l上不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（17）、

染付皿（18）、土錘（19）等の遺物が出土した。SB34は、北部でSB32・33・35、SK63と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S B35

SB35は、調査区東部に位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、東辺中央部の

柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－280－Eで

ある。梁間は2・28mを測り、柱間距離は0．8～1．40mである。桁行は3．37mを測l上柱間距離

は1・64～1・73mである。柱穴は、直径14～35cm、深さ6－30cmを測り、不整円形及び楕円形を

呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB35は、SK64を切

っておl上　SB32・34・36と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B36

SB36は、調査区東部に位置し、2×5間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北辺の柱穴4

個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－800－Wである。

梁間は3・99mを測り、柱間距離は1．88～2．36mである。桁行は8．61mを測り、柱間距離は1．43

～1・98mである。柱穴は、直径24～32cm、深さ3～30cmを測l上不整円形及び楕円形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（21、22）・杯（20）等の遺物が出土した。SB

36は、SK64を切っておr上　SB35・37、SK77と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B37

SB37は、調査区中央部の東寄りに位置し、1×2間の掘立柱建物址であるが、南西隅の柱

穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－660－Wであ

る。梁間は1・55mを測り、柱間距離は1．55mである。桁行は4．66mを測り、柱間距離は1．80～

2・34mである。柱穴は、直径17～30cm、深さ9－42cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋

土は、灰褐色粘質土であと上土師質土器杯（23～26）、白磁小皿（27）等の遣物が出土した。

SB37は、東部でSB36と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B38

SB38は、調査区中央部に位置し、2×3間の南北棟の掘立柱建物址であるが、北東隅の柱
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穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－210－Eであ

る。梁間は3．16mを測り、柱間距経は1．48～1．68mである。桁行は3．87mを測l上柱間距離は

0．97－1．76mである。柱穴は、直径16－24cm、深さ5－42cmを測り、円形及び不整円形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB38は、SK68を切ってお

l上南部でSB39、SK66・69と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B39

SB39は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、3×3間の東西棟の掘立柱建物址であるが

北東隅と南西隅の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方

向はN－800－Wである。梁間の推定長は3．30mを測り、柱間距離は0．95～1．27mである。桁行

の推定長は4．47mを測り、柱間距離は1．38－1．47mである。柱穴は、直径20～28cm、深さ12～

35cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（28）等の遺物が

出土した。SB39は、SK68を切っており、SB38、SK66・69・71と重複しているが、新旧

関係は不明である。

S B40

SB40は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、2×5間の東西棟の掘立柱建物址であるが、

南辺の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－770

－Wである。梁間は3．09mを測り、柱間距離は1．50－1．58mである。桁行は8．27mを測り、柱

間距離は1．40～1．94mである。柱穴は、直径20～29cm、深さ9－65cmを測り、不整円形及び隅

丸方形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

SB40は、SK68・73・74を切っており、SB41・43－46、SK72と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S B41

SB41は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、2×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、

北東隅の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層．の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

740－Wである。梁間は3．42mを測り、柱間距離は1．06－1．82mである。桁行は3．54mを測り、

柱間距離は1．75－1．96mである。柱穴は、直径18－30cm、深さ8－33cmを測り、不整円形を呈

す。埋土は、灰褐色粘質土であり、瓦質土器培鉢（29）、土師質土器杯（30）等の遺物が出土

している。SB41は、SK67・73を切っており、SB40・43・45、SK72と重複しているが、

新旧関係は不明である。

S B42
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SB彪は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、1×1間の掘立柱建物址である。検出面は、

第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－170－Eである。梁間は1・72mを測り、柱間距離は1．

68～1・72mである。桁行は1・掲mを酢上柱間距離は1・68～1・74mである。柱穴は、直径20～

39cm、深さ3～40cmを測り、不整円形を呈す○埋土は、灰褐色粘質土であり、出土遺物はみら

れなかった。SB42は、SB43と重複しているが、新旧関係は不明である。

SB43

SB43は、調査区中央部のやや南計）に位置し、2×6間の東西棟の掘立柱建物址であるが、

西辺と南辺の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、黄褐色粘質土層で、棟方向はN－750－

Wである。梁間は3・43mを測り、柱間距離は1・48～1・95mである。桁行は10．09mを測り、柱

間距離は1・37～1・95mである。柱穴は、直径20～34cm、深さ8－34cmを測り、不整円形及雨音

円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。

SB43は、SK76を切っており、SB41・42・44－48、SK75と重複しているが、新旧関係は

不明である。

S B44

SB44は、調査区中央部の南東寄りに位置し、2×3間の東西棟の掘立柱建物址であるが、

南辺と南東隅の柱穴3個は検出されなかった。検出面は、黄褐色粘質土層で、棟方向はN－750

－Wである。梁間は3・59mを掛目上柱間距離は1・44～2・15mである。桁行は5．35mを測り、柱

間距離は1・66～1・92mである。柱穴は、直径17～42cm、深さ5～30cmを測り、不整円形及び楕

円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であり、染付皿（31）、鉄釘（570）等の遺物が出土した。

SB44は、SB43・45～47、SK74・75と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B45

SB45は、調査区南東部に位置し、2×3間の東西棟の掘立柱建物址であるが、東辺中央部

の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で棟方向はN－860－Wで

ある。梁間は3・1紬を測り、柱間距離は1・50～1・66mである。桁行は5・18mを酢）、柱間距離

は1・40～2・16mである。柱穴は、直径20～26cm、深さ7～30cmを測r上円形及び不整円形を呈

す。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB45は、SK73を切っ

ており、SB40・41・43・44・46、SK74と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B46

SB46は、調査区南東部に位置し、2×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南西隅の柱

穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－760－Wであ
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る。梁間は2．91mを測り、柱間距離は1．41～1．50mである。桁行は4．32mを測り、柱間距離は

2．00～2．32mである。柱穴は、直径17－31cm、深さ4～28cmを測り、不整円形を呈す。埋土は、

灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が出土した。SB46は、SK76を切ってお

り、SB43－45・47・48、SK75と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B47

SB47は、調査区南東部に位置し、2×3間の東西棟の総柱の掘立柱建物址であるが、西辺

中央部の柱穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－

750－Wである。梁間は3．53mを測l上柱間距離は1．56～1．97mである。桁行は5．16mを測り、

柱間距離は1．60～1．88mである。柱穴は、直径24－46cm、深さ13～32cmを測り、不整円形及び

楕円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上土師質土器皿の小破片が出土した。SB47は、

SK76を切っておt上　SB43・44・46・48、SK75と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B48

SB48は、調査区南東部に位置し、3×4間の東西棟の掘立柱建物址であるが、南辺の柱穴

2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN一乃0－Wである。

梁間は4．84mを測り、柱間距離は1．25－1．98mである。桁行は7．27mを測l上柱間距離は1．55

～2．02mである。柱穴は、直径17～34cm、深さ8～32cmを測t上不整円形及び楕円形を呈す。

埋土は、灰褐色粘質土であr上土師質土器杯（32）、瀬戸天目茶碗（34）、白磁皿（33）等の

遺物が出土した。SB48は、SK76・79を切っており、SB43・46・47・49、SK80と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S B49

SB49は、調査区南東部に位置し、2×3間の南北棟の総柱の掘立柱建物址であるが、東辺

北部と南東隅の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向

はN－140－Eである。梁間は4．95mを測り、柱間距離は2．36～2．58mである。桁行は5．09mを

測り、柱間距離は1．56－1．91mである。柱穴は、直径24－40cm、深さ12－20cmを測り∴不整円

形及銅品丸方形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上土師質土器皿の小破片が出土した。S

B49は、SPlを切っておt上　SB48、SK79・80と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B50

SB50は、調査区南部に位置し、2×3間の南北棟の掘立柱建物址であるが、北東隅と東辺

北部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－150

－Eである。梁間は3．44mを測り、柱間距離は1．66～1．99mである。桁行は5．31mを測t主柱
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間距離は1・73－1・86mである。柱穴は、直径12－38cm、深さ11～32cmを測・上不整円形及び隅

丸方形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SB50は、S

K67を切っており、SB51・52、SK71・84－87と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B51

SB51は、調査区南部に位置し、2×4間の南北棟の掘立柱建物址であるが、北東隅と東辺

北部の柱穴2個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－130

－Eである。梁間は3・47mを測l上柱間距離は1．47～1．85mである。桁行は6．90mを測り、柱

間距離は1・56－1・82mである。柱穴は、直径24～56cm、深さ11－46cmを測l上不整円形及び楕

円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上　少量の土師質土器皿・杯の小破片が出土した。S

B51は、SB50・52、SK84・85と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B52

SB52は、調査区南部に位置し、1×2間の南北棟の掘立柱建物址であるが、南西隅の柱穴

1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－130－Eである。

梁間は2・02mを神主柱間距離は2・02mである。桁行は3・21mを神主柱間距離は1．54～1．66

mである。柱穴は、直径24－43cm、深さ11－42cmを測l上円形及び不整円形を呈す。埋土は、灰

褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB52は、SB50・51、SK84と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S B53

SB53は、調査区南東部に位置し、1×2間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北西隅の柱

穴1個は検出されなかった。検出面は、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－810－Wであ

る。梁間は2・19mを測l上柱間距離は2．19mである。桁行は3．09mを測り、柱間距離は1．44－

1・64mである。柱穴は、直径24－34cm、深さ6～45cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋

土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB53は、SK89を切っており、

SK91と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B54

SB54は、調査区南東部に位置し、1×1間の東西棟の掘立柱建物址である。検出面は、第

Ⅳ層の黄褐色粘質土層で、棟方向はN－740－Wである。梁間は1．55mを測り、柱間距離は1．55

－1・69mである。桁行は2・13mを測r上柱間距離は1．90～2．13mである。柱穴は、直径22－30

cm、深さ10～24cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は、灰褐色粘質土であl上少量の

土師質土器片が出土した。
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土砿

S KI

SKlは、調査区西端に位置し、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層の上面で検出された。平面形は楕

円形を呈し、長径0．74m、短径0．34m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向は

N－570－Wである。埋土は、灰褐色粘質土であと上出土遺物はみられなかった。

S K2

SK2は、調査区西端に位置し、第Ⅳ層の上面で検出された。SK2は、SKlの東側に存

し、北部は調査区外に延びているため、短径の全長は不明である。平面形は楕円形を呈し、長

径0．84m、短径の検出長0．50m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

820－Eである。埋土は、灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K3

SK3は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径0．82m、短径0．35m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－800－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上　出土遺物はみられなかった。

S K4

SK4は、調査区南西端に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径2．45m、短径1．26m、深さ0．19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－70－E

である。SK4は、北西部に小段を有しており、北部の底面には拳大程度の自然礫の集石がみ

られた。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器や瓦質土器の細片が出土した。

S K5

SK5は、調査区南西端に位置し、第Ⅳ層の上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長

径1．34m、短径0．62m、深さ0．32mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－70－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯・・皿の小破片が出土した。SK5．は、SK4

のすぐ南側に存し、南北の両端部に小段を有している。

S K6

SK6は、調査区南西端に位置し、第Ⅳ層の上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、

長径2．71m、短径2．29m、深さ0．45mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－160－E

である。SK6は、東西の両端部に小段を有し、埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土
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器片が出土した。埋土中には、拳大～人頭大程度の自然礫の集石がみられた。

S K7

SK7は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層の上面で検出された。平面形は不整長楕円形を呈し、

長径7・98m、短径2・30m、深さ0．28mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－80－E

である。SK7は、東部でSD4と切り合っているが、切り合い関係は不明である。埋土は灰

褐色粘質土であり、土師質土器杯（35）等の遺物が出土した。

S K8

SK8は、調査区北端に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。SK8は、SD8の北端部の西

側に存し、北部は調査区外に延びている。平面形は不整楕円形を呈し、長径1．20m、短径0．62

m、深さ0・10mを測り、断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－790－Wである。埋土は灰

褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K9

SK9は、調査区北西端に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は細長い長楕円形を呈

し、長径4・34m、短径0．45m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－850－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S KIO

SKlOは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。SKlOは、SD5の東側に存し

北部は調査区外に延びており、長径の全長等は不明である。平面形は細長い隅丸長方形を呈し、

長径の検出長3・89m、短径0．99m、深さ0．22mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－10－Wである。埋土は灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。

S Kll

SKllは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1・07m、短径0・69m、深さ0．40mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－750－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K12

SK12は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径0・81m、短径0・35m、深さ4cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－830－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。
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S K13

SK13は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径1．

70m、短径1．15m、深さ0．44mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－750－Wである。

SK13は、SK12の南側に存し、底面西部には、拳大程度の自然礫の集石がみられた。埋土は

灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S KI4

SK14は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径の残

存長0．44m、短径0．59m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－720－Wで

ある。SK14は、SK13の北東側に隣接し、東部をSK15に切られている。埋土は灰褐色粘質

土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K15

SK15は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0．78m、短径0．72m、深さ0．20mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－720－Wであ

る。SK15は、SK13の東側に隣接し、東部にかなり大きな段部を有している。埋土は灰褐色

粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SK15は、SK14を切ってお

り、SK14より新しい時期の土砿である。

S KI6

SK16は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径0．

80m、短径0．55m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－40－Eである。

SK16は、南部に大きな段部を有しており、底面北部は深くなっている。埋土は灰褐色粘質土

であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SK16の北西部は、中世のピットに

切られている。

S K17

SK17は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長方形を呈し、長径1．

48m、短径0．91m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－180－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK17の南部では、埋土中に拳

大程度の自然礫の集石がみられた。SK17は、SB14～16と重複しているが、新旧関係は不明

である。
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S K18

SK18は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径

0・68m、短径0・52m、深さ6cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－420－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK18は、SB14に切られて

おり、SB12と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K19

SK19は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長径

1・46m、短径1・27m、深さ0・18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－740－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK19の底面には、拳大程

度の自然礫が堆積していた。

S K20

SK20は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形

を呈し、長径0・85m、短径0・54m、深さ0．26mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

20－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK20は、SB

13・14と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K21

SK21は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形

を呈し、長径1・24m、短径0・68m、深さ0・19mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

150－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SK21の北部

では、底面に拳大程度の自然礫数個が堆積していた。SK21は、SB7～9と重複しているが、

新旧関係は不明である。

S K22

SK22は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径0・58m、短径0・56m、深さ0・25mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－140

‾Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK22の底面には、直

径28cmの自然礫1個が堆積していた。SB22は、SB8・9・11・13と重複しているが、新旧

関係は不明である。

SK23

SK23は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、
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長径0・73m、短径0・70m、深さ0．20mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－880－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK23は、SB13と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S K24

SK24は、調査区中央部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕

円形を呈し、長径1・42m、短径0．94m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向

はN－150－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK24は、

SB8～11と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K2．5

SK25は、調査区中央部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円

形を呈し、長径0・60m、短径0・56m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向は

N－60－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK25は、SB

llと重複しているが、新旧関係は不明である。

S K26

SK26は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1・12m、短径0・91m、深さ0．44mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－730－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S K27

SK27は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径4・23m、短径2・67m、深さ0．42mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－670－W

である。SK26の中央部では、底面には拳大程度の自然礫の集石がみられた。埋土は灰褐色粘

質土であり、土師質土器杯（36）等の遺物が出土した。SK27は、SB16・17と重複している

が、新旧関係は不明である。

S K28

SK28は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長方形を呈

し、長径1・28m、短径0・92m、深さ0．31mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－680－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK28は、SK29を

切っており、SB15－17と重複しているが、新旧関係は不明である。

ー　440－



S K29

SK29は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長方形を呈し、

長径1・38m、短径0・84m、深さ0．21mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－280－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK29は、北西部をSK

28に切られており、SB16と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K30

SK30は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を

呈し、長径0・78m、短径0・61m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

330－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K31

SK31は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形

を呈し、長径1・72m、短径0・48m、深さ6cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

750－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK31の南西部は、

中世のピットに切られている。

S K32

SK32は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径の残存長0・68m、短径の残存長0．26m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、

長軸方向はN－320－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

SK32は、SK33に切られており、SK33より古い時期の土拡である。

S K33

SK33は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形

を呈し、長径0．85m、短径0・46m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－250－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK33は、S

K32・34を切っておr上　SK32・34より新しい時期の土蛇である。

S K34

SK34は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形

を呈し、長径1・39m、短径0．61m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－340－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK34は、北

部に大きな段部を有し、底面は南部でかなり深まっている。SK34は、南部でSK35を切って
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いるが、北西部をSK33に切られている。

S K35

SK35は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円由

を呈し、長径2．74m、短径1．56m、深さ0．20mを測り、断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－680－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK35

は、北西部をSK34に切られている。

S K36

SK36は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形

を呈し、長径1．23m、短径0．75m、深さ0．10mを側る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－300－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器釜（37）、唐津鉢（38）等の遺物が

出土している。

S K37

SK37は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径1．

29m、短径1．06m、深さ0．44mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－60－Eである。

SK37の周縁部には、直径6～8cm程度の小さな自然礫がめぐらされていた。埋土は灰褐色粘

質土であり、備前捨鉢（39）等の遺物が出土した。

S K38

SK38は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1．20m、短径0．76m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－820－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SK38は、SB23と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S K39

SK39は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径4．38

m、短径1．36m、深さ0．14mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－500－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK39は、SD5の南辺東

端部を切っており、SD5より新しい時期の土蛇と考えられる。

S K40

SK40は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長
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径0・95m、短径0・74m、深さ0・38mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－470－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であI上出土遺物はみられなかった。

SK4I

SK41は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径6・05m、短径2・29m、深さ0・56mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－220－E

である。SK41の埋土中には、拳大程度の自然礫の集石がみられた。SK41は、東部でSK42

を切っており、南西部ではSD7と切り合っているが、切り合い関係は判然としない。埋

土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（40）、備前捨鉢（41）・大喪（43）、染付皿（42）

砥石（548）等の遣物が出土した。SK41は、東部でSK42を切っており、南西部でSD7と

重複しているが、新旧関係は不明である。

SK42

SK42は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径の残存長1・09m、短径0・98m、深さ0・13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

‾40‾Eである。埋土は呵褐色粘質土であり、鉄製の金具（571）が出土した。SK42は、SK

41に切られており、北東部に小段を有している。

SK43

SK43は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径

0・73m、短径0・70m、深さ0・12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－530－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SK44

SK44は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径0・82m、短径0・66m、深さ0・18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－80－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であl上人骨1体分が出土した。SK44は、近世の座棺墓と考えら

れる。

SK45

SK45は、調査区中央部の北計）に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形

を呈し、長径の残存長1・駈m、短径1・60m、深さ0・45mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸

方向はN－680－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、白磁皿底部（44）等の遺物が出土した。

SK45は、東部をSK47に切られており、SB27と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S K46

SK46は、調査区中央部のやや北寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円

形を呈し、長径2．00m、短径1．80m、深さ0．44mである。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN

－650－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK46は、西部と

南部に小段を有している。

S K47

SK47は、調査区中央部のやや北寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円

形を呈し、長径1．16m、短径1．51m、深さ0．42mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN

－90－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、漆椀の残片が出土した。SK47は、西部でSK

45を切っているが、SB27に切られている。

S K48

SK48は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0．92m、短径0．78m、深さ0．19mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－800－Wである0

埋土は灰褐色粘質土であり、砥石が出土した。SB48は、SB27と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S K49

SK49は、調査区中央部の北寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径1．28m、短径1．12m、深さ0．23mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－140

－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、瀬戸菊皿（45）、土錘（46）等の遺物が出土した。

SK49の東部は、中世のピットに切られている。SK49は、SB27と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S K50

SK50は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径1．80m、短径1．07m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－590－Wで

ぁる。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK50は、中央部に小段を有

し、底面は、東西の両端部が深まっている。SK50は、SDllを切っており、SDllより新し

い時期の土蛇である。

S K51

SK51は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

ー　444－



0・87m、短径0．67m、深さ0．19mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－お0－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK51は、西部に小段を有して

おl上　SB30と重複して・いるが、新旧関係は不明である。

S K52

SK52は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径

0・97m、短径0・80m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－140－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（47）等の遺物が出土した。SK52は、SB30と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S K53

SK53は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0・75m、短径0・62m、深さ0・15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－450－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上出土遺物はみられなかった。SK53は、SB30と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S K54

SK54は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径

1・01m、短径0．82m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－230－Eをあ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上出土遺物はみられなかった。SK54は、SB30と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S K55

SK55は、調査区の北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径

6・57m、短径5．14m、深さ0．80mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－90－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上　出土遺物はみられなかった。SK55は、SD9の北東隅の内

側を切っている。

S K56

SK56は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径1．06m、短径0・87m、深さ0．45mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－850－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、白磁皿（48）等の遺物が出土している。
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S K57

SK57は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．63m、短径0．58m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－50－Wで

ある。理土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K58

SK58は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径の残存長1．11m、短径0．77m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－730－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK58

は、西部をSD9の西辺に切られており、SD9より古い時期の土二蛇である。

S K59

SK59は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径3．74m、短径2．14m、深さ0．27mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－700－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であl上土師質土器皿（49－55）等の遣物が出土した。SK59は、南

部に小段を有しておl上　東部でSK60を切っている。

S K60

SK60は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径5．38m、短径2．57m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－120－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であl上土師質土器皿（56－74）・小杯（75）・杯（76－86）、備

前捨鉢（87）等の遣物が出土した。SK60は、東部と南部に小段を有し、底面は北西部で深ま

っている。．SK60は、南西部をSK59に切られている。

S K61

SK61は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径0．91m、短径0．58m、深さ7cmを測る。断面形は浅ら逆台形を呈し、長軸方向はN－550－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K62

SK62は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整長楕円形を呈し、

長径6．00m、短径1．59m、深さ0．22mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－640－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK62は、東西の両端

部に小段を有している。
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S K63

SK63は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径0．97m、

短径0・66m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－50－Wである。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（90～92）・杯（93）等の遺物が出土した。SK63は、

北部に段部を有しており、底面は南部で深まっている。SK63は、SB32・34と重複している

が、新旧関係は不明である。

S K64

SK64は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径3・72m、短径1．96m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－220－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（89）、青磁碗（88）、石臼等の遺物が出土し

た。SK64の底面には、拳大程度の自然礫が散在していた。SK64は、SB32・36に切られて

おり、SB35と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K65

SK65は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0・92m、短径0．82m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－140－Wであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K66

SK66は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径1・07m、短径0・76m、深さ0．09mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－320－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK66は、SB38・39と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S K67

SK67は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径5・55m、短径1．81m、深さ0．27mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－710－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯・皿の小破片等の遣物が出土した。SK67は、

SK71を切っており、SB41・50、SK88に切られている。

S K68

SK68は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形

のL字形を呈し、長径3．38m、短径1．08m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸
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方向はN－180－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器片及び砥石（545）が出土し

た。SK68は、SB38・39、SK69に切られておl上　SB38・39、SK69より古い時期の土二蛇

である。

S K69

SK69は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は方形を

呈し、長径1．00m、短径0．99m、深さ0．30mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－180

－Eである。埋土は灰褐色粘質土であl上　土師質土器杯等の遺物が出土した。SK69は、SK68

のL字状の屈曲部を切っており、SB38・39と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K70

SK70は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方

形を呈し、長径2．03m、短径1．82m、深さ0．22mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向は

N－770－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（94）、土錘（95）等の遺物が

出土した。SK70の埋土中には、拳大程度の自然礫が散在していた。

S K71

SK71は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径の推定長3．01m、短径の推定長1．70m、深さ0．23mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方

向はN－80－Wである。埋土は灰褐色粘質土であl上　土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

SK71は、中央部をSK67に切られておr上　SK67より古い時期の土砿である。

S K72

SK72は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径1．

38m、短径0．76m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－820－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、瓦質土器鍋（96）等の遺物が出土した。SK72は、SB40・41と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S K73

SK73は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径2．24m、

短径1．98m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－790－Wである。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SK73は、北部に大

きな段部を有し、SB40・41・45に切られている。
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S K74

SK74は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径2・14m、短径1・69m、深さ0・36mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－670－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であl上土師質土器杯（97）、白磁碗（98）等の遺物が出土した。

SK74の埋土には、拳大から人頭大程度の自然礫の集石がみられた。SK74は、SB45に切ら

れており、SB40・44と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K75

SK75は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0・84m、短径0・62m、深さ0・15mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－70－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SK75は、南部に小段を有

しており、底面は北部で深まっている。SK75は、SB43・46・47と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S K76

SK76は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径2．86

m、短径2・68m、深さ0・19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－110－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器小皿（99、100）・皿（101～145）等の遺物が多量に出

土した。SK76は、SB43・46～48に切られておr上　SB43・46～48より古い時期の土蛇であ

る。

S K77

SK77は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径0・91m、短径0・57m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－310－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK77は、SB36に切られ

ており、SB36より古い時期の土蛇である。

S K78

SK78は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長径

0・72m、短径0・55m、深さ0・11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－50－Eであ

る。埋土は灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。SK78は、南北の両端部を

中世のピットに切られている。

S K79
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SK79は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径4．20m、短径1．12m、深さ0．23mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－790－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（147）、備前培鉢底部（148）・大窪口縁

部（149）、青磁碗（150、151）、土錘（152）等の遺物が出土した。SK79は、SPlの南部

を切っているが、SB48に切られている。また、SK79は、SB49と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S K80

SK80は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．76m、短径0．74m、深さ0．20mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－57LEで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（146）等の遺物が出土した。SK80は、声

B48・49と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K81

SK81は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整長方形を呈し、

長径1．10m、短径0．40m、深さ0．18mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－80－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（153）・鍋（156）、備前措鉢（154）、土錘

（155、157）等の遺物が出土した。SK81は、SPlを切っており、SPlより新しい時期の

土ナ広である。

S K82

SK82は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、

長径1．05m、短径1．02m、深さ0．25mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－630－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK82は、SPlを切っ

ており、SPlより新しい時期の土蛇である。

S K83

SK83は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方形を呈し、

長径の残存長1．02m、短径0．84m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

860－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK83は、SP

lを切っており、SPlより新しい時期の土蛇である。

S K84

SK84は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径
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0・74m、短径0．64m、深さ8cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－140－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK84は、SB50－52と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S K85

SK85は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0・83m、短径0．44m、深さ0．19mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－30－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK85は、SB50・51と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S K86

SK86は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1・64m、短径1．22m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－140－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK86は、SK89

の西部を切っており、SB50と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K87

SK87は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径2．

13m、短径1・60m、深さ0．43mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－140－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿及び青磁の小破片が出土した。SK87は、南端部に

小段を有しており、SB50と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K88

SK88は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径3．

05m、短径1．10m、深さ0．38mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－140－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、多量の土師質土器片及び青磁片が出土した。SK88は、北西部で

SK67を南部でSK89を切っている。

S K89

SK89は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を呈し、長径

の残存長3．72m、短径0．48m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－790

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、かなり多量の土師質土器片が出土した。SK89は、

東部に小段を有しておt上西部をSK86に、中央部をSK88に、東部をSB53、SK91に切ら

れている。
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S K90

SK90は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径1．38m、短径0．94m、深さ0．27mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－40－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であl上　少量の土師質土器片や炭化物が出土した。

S K91

SK91は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径2・39m、短径1・04m、深さ0．20mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－50－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SK91

は、SK89の東部を切っており、SB53・SK92と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K92

SK92は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径2・68m、短径1・70m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はNq890－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K93

SK93は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径1・73m、短径1・43m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－120－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S K94

声K94は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整長楕円形を呈し、

長径3・08m、短径0・62m、深さ0．22mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－750－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片及び青磁片が出土した。SK

94、95と切り合っているが、切り合い関係は不明である。

S K95

SK95は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径1．12m、短径0．59m、深さ0．23mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－110－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK95の北部は、SK

94と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K96

SK96は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、
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長径3・61m、短径0・92m、深さ0・19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－760－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿、杯の小破片が出土した。SK96は、SP

3を切っており、SP2と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K97

SK97は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径0・63m、短径0・38m、深さ0．22mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－440qE

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK97は、北東部に小

段を有しておl上南西部は中世のピットに切られている。

S K98

SK98は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径0・87m、短径0．38m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－200－E

である。埋土は灰褐色粘質土であl上少量の土師質土器片が出土した。

SK99

SK99は、調査区南東端菖障位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形拝不整楕円形を呈し、

長径8・42m、短径2．42m、深さ0．28mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－770－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（158、159）、備前捨鉢（160、161）等の

遺物が出土した。SK99は、SP2を切っており、SD9東辺の南端部と重複しているが、新

旧関係は不明である。

井戸

S EI

SElは、調査区南西端で検出された石組みの井戸で、東部では、撹乱を受け、石組みの上

部は崩壊していた。石組みは、直径20～30cm程度の扁平な自然礫をらせん状に積みあげて構築

されており、裏込めには、灰褐色粘質土に直径3～5cm程度の小砂利を混入した土を使用して

いた。石組みの直径は1・60m、深さ3．88mを測る。石組みは、上方にいくにつれ、やや幅が広

くなっている。石組みの最下部の直下には、一木をくり抜いた井筒（558）が埋置されていた。

井筒の上端の直径0．56m、下端の直径0．46m、高さ0．28mを測る。掘り方の平面形は、不整円

形を呈し、直径約3・40mを測る。掘り方の断面形はかなり鋭いV字形を呈し、深さ4．16mを測

る。埋土は灰色粘質土であり、拳大から人頭大程度の自然礫が多量に混入していた。

SElからは、土師質土器捨鉢（162）・鍋（163～165）・釜（166～168）、瓦質土器捨鉢
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（169）・鍋（．175）、備前大喪底部（170、171）、瀬戸美濃系天目茶碗（172）・碗（173）

等の遺物が出土した。

S E2

SE2は、調査区南部で検出された井戸で、SD8南部の西側に位置している。平面形は不

整円形を呈し、長径3．30m、短径2．90mを測る。SE2は、調査時に約1．8mほど掘り下げたが、

壁が崩壊したため、深さ等は不明であr上　石組み等も見出せなかった。

SE2からは、備前捨鉢（177、178、180）・壷（179）、唐津皿（176）等の遺物が出土し

た。

S E3

SE3は、調査区東南端部で検出された石組みの井戸である。石組みは、直径25～30cm程度

の扁平な自然礫をらせん状に積み上げて構築されており、裏込めには、灰褐色粘質土に直径3

～5cm程度の小砂利を混入した土を使用していた。石組みの直径は約1．52m、深さの推定長3．

80mを測る。SE3は、半裁後に崩壊してしまったため、石組み等の全容を明確に出来なかっ

たが、石組みの最下部の直下に、一木をくり抜いた井筒（557）が埋置されていた。井筒の上端

の直径の推定長は一0．53m、下端の直径0．45m、高さ0．30mを測る。掘り方の平面形は不整円形

を呈し、直径約3．00mを測る。掘り方の断面形はかなり鋭いⅤ字形を呈し、推定される深さは

4．16mを測る。石組みの上面までの埋土は、灰褐色粘質土であr上拳大程度の自然礫が多量に

堆積していた。石組みの中の埋土は、灰色粘土であり、人頭大程度の自然礫が多量に混入して

いた。

SE3からは、土師質土器杯（181～185）・釜（186）、備前培鉢（187）・大喪（188）、

瀬戸天目茶碗（189）、青磁碗（190）・瓶（192）、土錘（193）等の遺物が出土した。また、

SE3からは包丁の柄（549）、桶の底板（551、552）、桶の側板（554、555）、曲げ物（553）

等の木器も多量に出土した。

溝

S DI

SDlは、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝であるが、南北の両端部は、

調査区外に延びており、全長等は不明である。断面形は逆台形を呈し、検出長10．30m、幅1．70

m、深さ0．16mを測る。SDlは、北東から南西に向かって縦走する溝であるが、北端部でS

D2と連結している。SDlの埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。
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S D2

SD2は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝で、SDlの東側に隣接して

いる。SD2も、SDlと同様に南北の両端部が調査区外に延びておl上全長等は不明である。

断面形は逆台形を呈し、検出長12．50m、幅0．80m、深さ0．11mを測る。SD2は、SDlと同

様に北東から南西に向かって縦走する溝であるが、北端部でSDlと連結している。SD2は、

SDlと走向方向が同じであり、北部でSDlと連結していることを考えると、同一の溝かも

しれない。SD2の埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SD2は、SBl・

2に切られており、SBl・2より古い時期の溝と考えられる。

S D3

SD3は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝であり、SD2の東側に位置し

ている。SD2は、北半部では北東方向から南西流し、南半部では北から南に向かって縦走す

る。断面形は浅い逆台形を呈し、全長18．5m、幅0．60m、深さ0．12mを測る。SD3の埋土は

灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SD3は、北端部がSD4に切られ、中

央部はSB3と重複するが、新旧関係は不明である。

S D4

SD4は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝であり、SD3の東側に位置し

ている。SD4は、南北の両端部が調査区外に延びているため、全長等は不明である。断面形

は、捨鉢形を呈し、検出長22．8m、幅1．30m、深さ0．29mを測る。SD4の埋土は、4層に分

層された。第I層は、黄灰色粘質土であl上遺物をほとんど含んでいなかった。第II層は、灰

褐色粘質土であr上少量の遺物を含んでいる。第III層は黒灰色粘質土であり、遺物はほとんど

含んでいなかった。第Ⅳ層は、暗灰色粘質土であり、かなり多量の遺物を含んでいた。

SD4からは、土師質土器杯（194～197）、備前捨鉢（198）、白磁碗（199）等の遺物が出

土した。

SD4は、SD3を切っており、SD3より新しい時期の溝であり、中央部そSK7と切り合

っているが、切り合い関係は不明である。

S D5

SD5は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝で、SD4の東側に位置してい

る。SD5の北部は、調査区外に延びており、全長等は不明である。断面形は培鉢形を呈し、

検出長29．00m、幅1・90m、深さ0．45mを測る。SD5は、北部から南部に向かって縦走するが、

南部でL字形に屈曲し、東流している。埋土は、4層に分層され、かなり多量の遺物が出土し

た。第I層は、黄灰色粘質土で、約13cmほどの堆積し、遺物をほとんど含んでいなかった。第II
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層は、灰褐色粘質土で、約16cmほど堆積し、少量の遺物を包含していた。第III層は、暗灰褐色

粘質土で、かなり多量の遺物を包含しており、約13cmほど堆積していた。第Ⅳ層は、暗灰褐色

粘質土で、約16cmほど堆積し、多量の遺物を包含していた。

SD5の北部では、底面近くに拳大から人頭大程度の自然礫が直線状に堆積していたが、溝

の側壁が壊れるのを防ぐための施設かもしれない。

SD5からは、土師質土器皿（200～204）・杯（205～219）・鍋（220～223）、瓦質土器培

鉢（224）、備前捨鉢（225）・大喪底部（226）、染付皿（227、228）、唐津皿（229）等の遺

物が出土した。SD5は、SB19・20、SK39・SD6に切られており、SB19・20、SK39、

SD6より新しい時期の溝である。

S D6

SD6は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝で、SD5南部の東側に位置

している。断面形は逆台形を呈し、長さ10．80m、幅1．00m、深さ0．22mを測る。埋土は灰色
l

砂であり、土師器鉢（230）が出土した。SD6は、東西方向に横走する溝であり、SB18～21

と重複しているが、出土遺物等から、SB18～21より古い時期の溝と考えられる。SD6は、

出土遺物等から、6～7世紀の溝と考えられる。

S D7

SD7は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝であるが、西部は調査区外に

延びており、全長等は不明である。断面形は箱形を呈し、検出長5．20m、幅2．34m、深さ0．52

mを測る。SD7は、SD6の南東側に位置し、底面近くに拳大程度の自然礫の集石がみられ

た。埋土は灰色粘質土であり、土師質土器皿（231～235）等の遺物が出土した。SD7は、S

K41と切り合っているが、切り合い関係は不明である。

S D8

SD8は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝で、SD5の東側に位置して

いる。SD8の北端部は調査区外に延びており、全長等は不明である。断面形は、寺雷鉢形を呈

し、検出長43．00m、幅2．30m、深さ0．41mを測る。SD8は、南北方向に縦走する溝で、南半

部の底面近くに拳大程度の自然礫の集石がみられる箇所があった。

SD8の埋土は、3層に分層され、かなり多量の遺物が出土した。第1層は、黄灰色粘質土

で約8cmほど堆積し、少量の遺物が出土した。第II層は、灰色粘質土で約14cmほど堆積し、少

量の遺物を包含していた。第111層は、暗灰色粘質土で約21cmほど堆積し、かなり多量の遺物を

包含していた。

SD8からは、土師質土器皿（236、237、239、240）・杯（238、241～248）・鍋（249）・
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倍賂（251）、瓦質土器脚部（250）、備前措鉢（252～255）・大喪底部（256）、青磁碗（258）、

染付皿（257）、伊万里系碗（260～264）、砥石（547）等の遺物が出土した。

S D9

SD9は、調査区東半部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された門構え様に囲む溝であl上　SD

8の東側に位置している。SD9西辺は、全長43．30m、幅2．30m、深さ0．36mを測る。SD9

北辺は、全長35．5m、幅2．70m、深さ0．65mを測る。SD9東辺は、全長38．40m、幅2．20m、

深さ0．64mを測る。

SD9の埋土は6層に分層され、多量の遺物が出土した。第I層は、黄灰色粘質土で、約24

cmほど堆積し、少量の遺物を包含していた。第II層は、灰褐色粘質土で約16cmほど堆積し、少量

の遺物を包含していた。第III層は、淡黒褐色粘質土で、18cmほど堆積し、多量の遺物を包含し

ていた。第Ⅳ層は、黄褐色粘質土で約10cmほど堆積し、無遺物層であった。第Ⅴ層は、暗黒灰

色粘質土で約10cmほど堆積し、多量の遺物を包含していた。第Ⅵ層は、黒灰色粘質土で約8cm

ほど堆積し、かなり多量の遺物を包含していた。土師質土器は、小皿（265、266）・皿（267～

400）・小林（401－406）・杯（407～441）・鍋（442、443、446、447）・釜（444、445）・

脚部（448）等がみられた。瓦質土器は、捨鉢（449、450）・鍋（451～455）・火舎（456）等が

みられた。備前は（457～473）で、捨鉢（457～468）・大喪（469～473）等がみられた。（474）

は瀬戸天目茶碗である。青磁は（475～485、487）で、皿（475、476）・碗（477～485）・盤

（487）等がみられた。（486）は白磁皿である。（488、489）は染付で、猪口（488）・皿

（489）等がみられた。土錘は、（490～507）で、（507）はかなり大型の有溝土錘であり、錠

前（573）等も出土した。SD7の北辺東端部は、SK55に切られており、西辺中央部は、SK

45・58を切っている。また、SD7は、SK99、SPlと切り合っているが、切り合い関係は

不明である。

水溜り状遺構

S PI

SPlは、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された水溜り状遺構で、SD9東辺南

部の西側に隣接している。平面形は、不整の半月形を呈し、長径5．20m、短径3．30m、深さ0．

11mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－150－Eである。埋土は灰褐色粘質土

であり、少量の土師質土器片が出土した。SPlは、SK79・81～83に切られているが、SD

9東辺との切り合い関係は不明である。
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S P2

SP2は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された水溜り状遺構で、SPlの南

西側に位置している。平面形は不整楕円形を呈し、長径8．60m、短径4．10m、深さ0．12mを測

る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－60－Eである。SP2は、底面に拳大程度の

集石がみられる箇所が存在した。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（508～515）、青

磁皿（516）、染付皿（517、518）、土錘（519、520）等の遺物が出土した。SP2は、南部を

SK99に切られているが、SK96、SD9東辺南部との切り合い関係は不明である。

S P3

SP3は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された水溜り状遺構で、SP2の東

側に位置している。平面形は不定形で、長径6．50m、短径3．50m、深さ0．13mを測る。断面形

は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－130－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器

皿（521、522、524、525）・杯（523、526～529）等の遺物が出土した。SP3は、SK96、S

D9東辺南部に切られており、SK96、SD9よr上古い時期の遺構である。

柱穴

PI

Plは、調査区西端に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SD2中央部の東側に隣接

している。平面形は不整円形を呈し、直径21cm、深さ23cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、

土師質土器杯（530）等の遺物が出土した。

P2

P2は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SD9西辺南部の東側に位

置している。平面形は不整円形を呈し、直径31cm、深さ28cmを測り、柱痕を有している。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（531）等の遺物が出土した。

P3

P3は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SD9西辺と東

辺のほぼ中間に位置している。平面形は不整円形を呈し、直径28cm、深さ21cmを測り、柱痕を

有している。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（532）等の遺物が出土した。

P4

P4は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P3の南側に位
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置している。平面形は不整円形を呈し、直径約27cm、深さ22cmを測る。埋土は灰褐色粘質土で

あり、土師質土器皿（533）、瓦質土器鍋（534）等の遺物が出土した。

P5

P5は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層の上面で検出された柱穴で、P4の北東側

に位置している。平面形は不整円形を呈し、直径は約20cm、深さ18cmを測る。埋土は灰褐色粘

質土であr上土師質土器皿（535）等の遺物が出土した。

P6

P6は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P5の南東側に

位置している。平面形は隅丸三角形を呈し、直径約41cm、深さ33cmを測る。埋土は灰褐色粘質

土であり、瀬戸天目茶碗（536）等の遺物が出土した。

P7

P7は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P3の東側に位

置している。平面形は不整円形を呈し、直径約31cm、深さ21cmを測る。埋土は灰褐色粘質土で

あり、土師質土器小杯（537）等の遺物が出土した。P7は、SK77の北部を切っており、SK

77より新しい時期の柱穴である。

P8

P8は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P7の東側に位

置している。平面形は不整円形を呈し、直径約28cm、深さ16cmを測る。埋土は灰褐色粘質土で

あり、土師質土器皿（538）等の遺物が出土した。

P9

P9は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P8の南側に位置してい

る。平面形は円形を呈し、直径約20cm、深さ17cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質

土器杯（539、540）等の遺物が出土した。

P10

PlOは、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、P9の南東側に位置して

いる。平面形は円形を呈し、直径約31cm、深さ24cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師

質土器皿（541）等の遺物が出土した。
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PII

Pllは、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、PlOの南側に位置して

いる。平面形は不整円形を呈し、直径約40cm、深さ28cmを測り、柱痕を有している。埋土は灰

褐色粘質土であり、土師質土器杯（542）等の遺物が出土した。

5．　まとめ

Loc．21では、16世紀と考えられる3区画の溝に固まれた屋敷跡及び近世墓を検出した。

西部の区画は、南北方向に細長く、西部をSDlにより、東部をSD4により区画されてお

り、1基の井戸（SEl）を有している。西部の区画の検出された長径は22．50m、短径18．40

mである。この区画内で検出された掘立柱建物址は、SBl～3の3棟であり、土蛇はSK2

～7の6基である。

中央部の区画は、南北方向に細長く、西部と南部をSD5により、東部をSD8により区画

されており、1基の井戸（SE2）を有している。中央部の区画の検出された長径は43．0m、

短径20．0mを測る。この区画内で検出された掘立柱建物址は、SB4～23の20棟であり、土蛇

はSK8～42の35基である。

東部の区画は、SD9により門構様に固綾されており、長径43．5m、短径32．0mを測る。こ

の区画内で検出された掘立柱建物址は、SB24～54の31棟であり、土蛇はSK43～99の57基で

ある。しかし、この区画内の北西部で検出された土砿群（SK43～49）は形態や出土遺物等か

ら墓砿と考えられ、SK43・44が近世墓であり、SK45～47は中世墓と考えられる。

以上の3区間の東西方向の空間には遺構が全く存在せず、16世紀の通路が存在したと考えら

れる。SD4とSD5の空間、SD8とSD9西辺の空間、SD9東辺の東側に北北東から南

南西に向かって延びる16世紀の通路が存在したと考えられる。
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第52表　掘立柱建物吐計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（m 2）

備　　 考

（間 ）×桁 （問） ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 19 2 図 S B　 l 2　 ×　 2 （3 ．57 ）×　 5 ．72 1 ．79　～　 3 ．00 N － 84 9－ E （20 ．4）

〝 S B　　 2 2　 ×　 2 2 ．8 8　×　 2 ．93 1 ．40　～ 1 ．54 N － 15仁一－E 8 ．4

第 19 3 図 S B　　 3 1　 ×　　 2 1 ．8 1 ×　 2 ．86 1 ．34 ～ 1 ．8 1 N － 7 1㌧一一W 5 ．2

〝 S B　　 4 2　　 ×　 2 （4 ．58 ）×　 5 ．64 2 ．4 5 ～　 2 ．85 N － 77 竺－ W （25 ．8 ）

第 194 図 S B　　 5 不　　　 明 （1 ．85 ）×　 5 ．23 2 ．6 0　～　 2 ．6 3 N － 78 と－ W （ 9 ．7 ）

〝 S B　　 6 2　　 ×　 2 （3 ．58 ）× （4 ．00 ） 1 ・6 5 r l ・9 7 N － 78 ㌔－W （14 ．3 ）

第 195 図 S B　　 7 1　 ×　　 2 2 ．8 7　×　 3 ．3 9 1 ．5 3　～　 2 ．9 2 N － 69 ？－ W 9 ．7

〝 S B　　 8 2　 ×　 3 3 ．0 0　×　 5 ．5 7 1 ．17　～　 2 ．17 N － 119－ E 1．6 ．7

第 19 6 図 S B　　 9 2　 ×　 2 3 ．7 3　×　 3 ．9 7 1 ．78 ～　 2 ．25 N － 7 7 L W 14 ．8

〝 S B　 lO 2　　 ×　　 2 3 ．1 5　×　 3 ．5 1 1 ．45　～　 2 ．06 N － 4 0－ W 11 ．1

第 19 7 図 S B　 ll 2　 ×　 5 3 ．15　×　 6 ．56 1 ．00　～　 2 ．02 N － 73 L W 2 0 ．7

〝 S B　 12 1　 ×　 2 1 ．70　×　 4 ．36 1 ．7 0　－　 2 ．4 1 N － 89 q－・E 7 ．4

第 198 図 S B　 13 2　 ×　 2 3 ．22　×　 4 ．4 0 1 ．5 8 ～ 1 ．9 9 N － 73 q一一W 14 ．2

〝 S B　 14 2　 ×　 4 4 ．2 5　×　 5 ．4 7 1 ．0 7 ∴一 2 ．2 8 N － 810－ W 23 ．2

第 19 9 図 S B　 15 2　 ×　 2 2 ．6 1 ×　 2 ．8 8 1 ．0 5　～ 1 ．5 0 N － 3 0－ W 7 ．5

〝 S B　 16 2　　 ×　 2 4 ．1 8　×　 4 ．0 8 1 ．8 8 ～　 2 ．40 N － 8 59－ W 17 ．1

第 20 0 図 S B　 17 2　 ×　 2 4 ．05　 ×　 4 ．76 1 ．59　～　 2 ．49 N － 3 0－ E 19 ．3

〝 S B　 18 2　　 ×　 2 3 ．05　 ×　 3 ．92 1 ．73　～　 2 ．10 N － 30 年一一E 1 2 ．0

第 20 1 図 S B　 19 2　 ×　 2 3 ．48　×　 5 ．5 1 1 ．6 6　～　 3 ．34 N － 17 し－E 19 ．2

〝 S B　 2 0 1　 ×　 2 3 ．92　×　 4 ．4 8 1 ．9 0　～　 3 ．9 2 N － 82 と－ E 17 ．6

第 2 02 図 S B　 2 1 2　　 ×　 4 3 ．60　×　 7 ．4 8 1 ．10 ～　 2 ．5 8 N － 76 L W 26 ．9

／′ S B　 2 2 2　　 ×　 2 2 ．60　×　 3 ．19 1 ．12　－ 1 ．6 5 N － 17 ㌧－E 8 ．3

第 2 03 図 S B　 2 3 2　　 ×　　 2 3 ．14　×　 3 ．9 0 1 ．4 2 ～ 1 ．6 2 N － 73 ㌧－W 12 ．2

〝 S B　 24 2　 ×　 2 3 ．0 5　×　 4 ．1 6 1 ．5 2　～　 2 ．18 N － 20 q一一E 12 ．7

第 20 4 図 S B　 25 1　 ×　　 2 2 ．3 5　×　 3 ．7 1 1．66　～　 2 ．35 N － 17 ？－ E 8 ．7

〝 S B　 26 1　 ×　 1 2 ．2 5　×　 3 ．2 8 2 ．25　～　 3 ．28 N － 18 ？－ E 7 ．4

第 20 5 図 S B　 27 1　 ×　　 2 2 ．50　 ×　 4 ．45 1 ．6 5　－　 2 ．80 N － 24 ㌧－E 1 1 ．1

〝 S B　 28 1　 ×　　 2 2 ．67　 ×　 3 ．66 1 ．74　－　 2 ．67 N － 77 q－ W 9 ．8

第 206 図 S B　 29 1　 ×　　 2 1 ．47　×　 2 ．80 1 ．4 4 ・－ 1 ．8 0 N － 79 と－ W 4 ．1

〝 S B　 3 0 2　 ×　 4 4 ．23　×　 6 ．52 2 ．02　～ 2 ．2 1 N － 16 q－ E 27 ．6
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挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積
（m 2）

備　　 考

梁 （間）×桁 （問 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 2 07 図 S B　 3 1 1　 ×　　 2 1 ．4 5　×　 3 ．9 2 1 ．4 5　～　 2 ．0 2 N － 62 ？－W 5 ．7

′′ S B　 3 2 2　　 ×　　 3 2 ．8 2　×　 4 ．5 1 0 ．8 6　′－　 2 ．14 N － 83 ㌔－W 12 ．7

第 208 図 S B　 3 3 2　　 ×　　 2 3 ．4 5　×　 3 ．9 2 1 ．7 2　～　 2 ．3 9 N － 65 CL w 13 ．5

〝 S B　 3 4 1　 ×　　 2 2 ．9 5　×　 5 ．19 2 ．4 5　～　 2 ．9 5 N － 14 ？－ E 15 ．3

第 209 図 S B　 35 2　　 ×　　 2 2 ．28　×　 3 ．37 0 ．88　～ 1 ．7 3 N － 28 9－ E 7 ．7

第 210 図 S B　 36 2　　 ×　　 5 3 ．99　×　 8 ．6 1 1 ．43　～　 2 ．36 N － 80 ？－W 34 ．4

第 209 図 S B　 37 1　 ×　　 2 1 ．55　×　 4 ．66 1 ．55　～　 2 ．34 N － 66 q－ W 7 ．2

第 2 11 図 S B　 38 2　　 ×　　 3 3 ．16　×　 3 ．87 0 ．97　～ 1 ．76 N － 2 10－ E 1 2 ．3

′′ S B　 39 3　　 ×　　 3 （3 ．30 ）×（4 ．47 ） 0 ．95　～ 1 ．47 N － 80 ？－ W （14 ．8 ）

第 2 12 図 S B　 40 2　　 ×　　 5 3 ．09　 ×　 8 ．27 1 ．40　～ 1 ．94 N － 77 L W 25 ．6

第 2 13 図 S B　 41 2　 ×　 2 3 ．4 2　×　 3 ．54 1 ．60　～ 1 ．96 N － 74 ？一 W 1 2 ．1

〝 S B　 42 1　 ×　 ．1 1 ．7 2　× 1 ．74 1 ．68　～ 1 ．74 N － 17 q－ E 3 ．0

第 2 14 図 S B　 43
ノ

2　　 ×　　 6 3 ．4 3　×10 ．09 1 ．37　－ 1 ．95 N － 7 5CJ w 3 4 ．6

第 2 15 図 S B　 44 2　　 ×　　 3 3 ．5 9　×　 5 ．35 1 ．44　～　 2 ．15 ．N － 7 5と－W 19 ．2

′′ S B　 45 2　　 ×　　 3 3 ．16　×　 5 ．18 1．40　～　 2 ．16 N － 8 6q－ W 16 ．4

第 2 16 図 S B　 46 2　　 ×　　 2 2 ．9 1 ×　 4 ．3 2 1 ．4 1 ～　 2 ．32 N － 7 6 し－W 12 ．6

′′ S B　 47 2　　 ×　　 3 3 ．5 3　×　 5 ．16 1 ．56　～ 1 ．97 N － 7 5？－ W 18 ．2

第 2 17 図 S B　 48 3　　 ×　　 4 4 ．8 4　×　 7 ．27 1 ．2 5　～　 2 ．02 N － 7 3 q－ W 3 5 ．2

ヽ

第 2 18 図 S B　 49 2　　 ×　　 3 4 ．9 5　×　 5 ．09 1 ．56　～　 2 ．58 N － 14と－E 2 5 ．2

〝・ S B　 50 2　　 ×　　 3 3 ．4 4　×　 5 ．3 1 1 ．6 6　～ 1．99 N － 15と－E 18 ．3

第 2 19 図 S B　 5 1 2　　 ×　　 4 3 ．4 7　×　 6 ．9 0 1 ．4 7　～ 1 ．8 5 N － 13 と－E 2 3 ．9

′′ S B　 5 2 1　 ×　　 2 2 ．0 2　×　 3 ．2 1 1 ．5 4　′～　 2 ．0 2 N － 13 と－E 6 ．5

第 2 20 図 S B　 5 3 1　 ×　 2 2 ．19　×　 3 ．0 9 1 ．4 4　～　 2 ．19 N － 81 ㌔－W 6 ．8

／′ S B　 5 4 1　 ×　 1 1 ．55　×　 2 ．13 1 ．5 5　～　 2 ．13 N － 74 ？－W 3 ．3
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第53表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 2 21 図 S K　 l 楕 円 形 0 ．7 4 0 ．3 4 0 ．0 8 N － 57 9－－W 逆 台 形

S K　　 2 〝 0 ．8 4 （0 ．5 0 ） 0 ．13 N － 82 q－ E 〝

第 2 21 図 S K　　 3 不 整 楕 円 形 0 ．8 2 0 ．3 5 0 ．0 7 N － 80 号－ W ′′

〝 S K　　 4 隅 丸 長 方 形 2 ．4 5 1 ．2 6 0 ．19 N －　 7 0－ E ′′

第 2 22 図 S K　　 5 楕 円 形 1 ．3 4 0 ．6 2 0 ．3 2 N － 7 0－ E 据 鉢 形

第 22 1 図 S K　　 6 不 整 円 形 2 ．7 1 2 ．2 9 0 ．4 5 N － 16 し E ′′

第 22 2 図 S K　　 7
不整

長 楕 円形 7 ．9 8 2 ．3 0 0 ．2 8 N － 8 0－ E 逆 台 形

S K　　 8 不 整楕 円 形 1 ．2 0 0 ．6 2 0 ．1 0 N － 79 ？一一W 浅 い逆 台形

第 22 1 図 S K　　 9
細 長 い

長 楕 円形 4 ．34 0 ．45 0 ．07 N － 8 5 と－W 逆 台形

第 22 2 図 S K　 lO
細 長 い

隅丸 長 方 形
（3 ．89 ） 0 ．99 0 ．22 N － 10－ W

〝

〝 S K　 ll 隅丸 長 方 形 1 ．07 0 ．69 0 ．40 N － 7 5？一 W 箱　 形

第 2 23 図 S K　 12 ′′ 0 ．8 1 0 ．35 0 ．04 N － 83 と－ W 浅 い 逆 台 形

〝 S K　 13 楕 円形 1 ．70 1 ．15 0 ．4 4 N － 75 号一一W 才富鉢 形

〝 S K　 14 円　 形 （0 ．4 4 ） 0 ．5 9 0 ．0 9 N － 72 q－ W 逆 台 形

／′ S K ‘15 不 整 円 形 0 ．7 8 0 ．7 2 0 ．2 0 N － 72 ？－ W 〝

〝 S K　 16 楕 円 形 0 ．8 0 0 ．5 5 0 ．14 N － 4 0－ E ′′

′′ S K　 17 長 方 形 1 ．4 8 0 ．9 1 0 ．3 3 N － 18 し E 箱　 形

〝 S K　 18 隅 丸 台形 0 ．6 8 0 ．5 2 0 ．0 6 N － 4 2 と－ E 浅 い逆 台形

〝 S K　 19 隅 丸方 形 1 ．4 6 1 ．2 7 0 ．18 N － 7 4㌧－W 逆 台 形

〝 S K　 20 隅丸 長 方 形 0 ．8 5 0 ．54 0 ．26 N － 2 0－ W 箱　 形

第 224 図 S K　 21 ′′ 1 ．24 0 ．6 8 0 ．19 N － 15 ？一 E ′′

〝 S K　 22 不 整 円形 0 ．5 8 0 ．56 0 ．25 N － 14？－ E ′′

〝 S K　 2 3 円　 形 0 ．7 3 0 ．70 0 ．20 N － 8 8 q－ W 才雷鉢 形

〝 S K　 2 4 不 整 楕 円形 1 ．42 0 ．94 0 ．15 N － 15？－ W 逆 台 形

〝 S K　 2 5 不 整 円形 0 ．60 0 ．56 0 ．13 N － 6 0－ E 〝

〝 S K　 26 隅 丸 長 方 形 1 ．12 0 ．9 1 0 ．4 4 N － 73 ？－ W 箱　 形

第 2 25 図 S K　 27 〝 4 ．23 2 ．6 7 0 ．4 2 N － 67 し－W 捨 鉢 形

第 2 24 図 S K　 28 長 方 形 1 ．28 0 ．9 2 0 ．31 N － 68 ？－ W 箱　 形

′′ S K　 29 〝 1 ．38 0 ．8 4 0 ．2 1 N － 28 ㌧－E ′′

′′ S K　 30 不 整 楕 円 形 0 ．7 8 0 ．6 1 0 ．14 N － 33 q－ E 逆 台 形
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 22 5 図 S K　 31 不 整 楕 円形 1 ．7 2 0 ．48 0 ．06 N － 7 50－ W 逆 台 形

′′ S K　 32 不 整 円形 （0 ．68 ） （0 ．26 ） 0 ．08 N － 3 2 と－E ′′

′′ S K　 33 不整 楕 円 形 0 ．8 5 （0 ．46 ） 0 ．1 1 N － 2 5 と－E 〝

′′ S K　 34 ′′ 1 ．3 9 0 ．6 1 0 ．2 4 N － 3 4CL E ′′

〝 S K　 35 ′′ 2 ．7 4 1 ．5 6 0 ．2 0 N － 6 8号一一W 〝

′′ S K　 36 楕 円 形 1 ．2 3 0 ．7 5 0 ．10 N － 30と一E ′′

第 2 26 図 S K　 37 ′′ 1 ．2 9 1 ．0 6 0 ．4 4 N －　 6 0－ E 箱　 形

′′ S K　 3 8 隅 丸 長 方 形 1 ．20 0 ．7 6 0 ．0 9 N － 82 q一一W 逆 台形

′′ S K　 39 不 定 形 4 ．38 1 ．36 0 ．14 N － 50 ？一 W 浅 い 逆 台 形

′′ S K　 4 0 隅 丸 台 形 0 ．95 0 ．74 0 ．38 N － 47 ？－ E 才雷鉢 形

第 2 27 図 S K　 4 1 隅 丸 長 方 形 6 ．05 2 ．29 0 ．56 N － 22 ㌧ E ′／

′′ S K　 4 2 ′′ （1 ．09 ） （0 二98 ） 0 ．13 N － 4 0－ E 逆 台 形

第 226 図 S K　 4 3 隅丸 台 形 0 ．73 0 ．70 ・0 ．12 N － 5 3㌧－W ′′

第 22 7 図 S K　 4 4 不 整 楕 円形 0 ．82 0 ．66 0 ．18 N － 8 0－ E ′′

第 22 8 図 S K　 4 5 ′′
（1 ．86 ） 1 ．60 0 ．45 N － 6 8㌔－W 才富鉢 形

第 22 7 図 S K　 4 6 不 整 円形 2 ．00 1 ．80 0 ．44 N － 6 5㌔－W 箱　 形

第 22 8 図 S K　 47 ′′ 1 ．6 2 1 ．5 1 0 ．4 2 N － 9 0－ E ′′

第 22 7 図 S K　 48 ′′ 0 ．9 2 0 ．7 8 0 ．19 N － 8 0 と一W ′′

′′ S K　 49 ′′ 1 ．2 8 1 ．1 2 0 ．2 3 N － 14？－ E
′′

第 22 8 図 S K　 50 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 1 ．0 7 0 ．1 8 N － 59 ㌔－W 逆 台 形

′′ S K　 51 不 整 円 形 0 ．8 7 0 ．6 7 0 ．1 9 ．N － 83 と－W 才富鉢 形

′′ S K　 52 隅 丸 台 形 0 ．9 7 0 ．8 0 0 ご0 8 N － 14 q－ E 逆 台形

′′ S K　 53 不 整 円 形 0 ．7 5 0 ．6 2 0 ．15 N － 45 L W ′′

第 2 30 図 S K　 54 隅 丸 台 形 1 ．0 1 0 ．82 0 ．1 1 N － 23 と－E ′′

第 2 29 図 S K　 5 5 不 定 形 6 ．57 5 ．14 0 ．80 N － 9 0－ E 措 鉢 形

第 2 30 図 S K　 5 6 不 整 円形 1 ．06 0 ．87 0 ．45 N － 8 5L E 箱　 形

S K　 57 〝 0 ．6 3 0 ．5 8 0 ．1 1 N － 5 0－ W 逆 台 形

第 230 図 S K　 58 不整 楕 円 形 （1 ．1 1 ） 0 ．7 7 0 ．1 2 N － 7 3？－W ′′

第 236 図 S K　 59 隅 丸 長 方 形 3 ．7 4 2 ．1 4 0 ．2 7 N － 70 ？－W ′′

〝 S K　 60 ′′ 5 ．3 8 2 ．5 7 0 ．2 4 N － 12 L E 〝

ー　464－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸 方 向 断 面 形 備　 考

長 ．径 短　 径 深　 さ

第 23 1 図 S K　 61 不整 楕 円形 0 ．9 1 0 ．5 8 0 ．0 7 N － 5 5 L W 浅 い逆 台形

第 23 0 図 S K　 6 2
不整

長 楕 円形
6 ．0 0 1 ．5 9 0 ．2 2 N － 6 4し－W 4雷鉢 形

第 23 1 図 S K　 63 不 定 形 0 ．9 7 0 ．6 6 0 ．1 6 N － 5 0－ W 逆 台 形

〝 S K　 64 不整 楕 円形 3 ．7 2 1 ‘9 6 0 ．08 N － 2 2 q－ E ′′

〝 S K　 6 5 不 整 円形 0 ．9 2 0 ．8 2 0 ．1 5 N － 14 ㌧－W 〝

〝 S K　 6 6 不 整 楕 円形 1 ．0 7 0 ．76 0 ．0 9 N － 3 2 L E 〝

第 23 2 図 S K　 6 7 隅 丸長 方 形 5 ．5 5 1 ．8 1 0 ．2 7 N － 7 1？一一W ′′

第 23 3 図 S K　 6 8 不 定 形 3 ．3 8 1 ．08 0 ．10 N － 18 竺－E ′′

〝 S K　 6 9 方　 形 1 ．00 0 ．99 0 ．30 N － 18と－．E 箱　 形

第 2 32 図 S K　 7 0 不 整 方 形 2 ．03 1 ．82 0 ．22 N － 77 竺－W 逆 台 形

〝 S K　 7 1 不 整 楕 円 形 （3 ．0 1 ） （1 ．7 0 ） 0 ．23 N － 8 0－・W 〝

第 2 3 1 図 S K　 7 2 楕 円形 1 ．38 0 ．76 0 ．16 N － 82 ㌔－W 〝

第 2 32 図 S K ・ 73 不 定 形 2 ．2 4 1 ．9 8 0 ．15 N － 79 ㌔－W ′′

第 2 33 図 S K　 74 隅 丸 方 形 2 ．14 1 ．6 9 0 ．3 6 N － 67 竺－W 才雷鉢 形

〝 S K　 75 楕 円 形 0 ．8 4 0 ．6 2 0 ．15 N － 7 0 － E ′′

第 23 4 図 S K　 76 不 定 形 2 ．8 6 2 ．6 8 0 ．19 N － 11？－ E 逆 台形

〝 S K　 77 不 整 楕 円 形 0 ．9 1 0 ．5 7 0 ．0 8 N － 310－ E ′′

〝 S K　 78 隅 丸 方 形 0 ．7 2 0 ．5 5 0 ．11 N －　 5 0 － E ′′

S K　 79 不整 楕 円形 4 ．2 0 1 ．1 2 0 ．2 3 N － 7 9 q－W ′′

S K　 80 不整 円 形 0 ．7 6 0 ．7 4 0 ．2 0 N － 5 7 9－ E 才雷鉢形

S K　 81 不整 長 方形 1 ．1 0 0 ．4 0 0 ．1 8 N － 8 0 － E 軍　 形

S K ‘82 不整 円形 1 ．0 5 1 ．0 2 0 ．2 5 N － 6 3 竺－E
〝

S K　 83 不整 方 形 （1 ．0 2 ） 0 ．84 0 ．09 N － 8 6 と－W 逆 台 形

第 234 図 S K　 8 4 不 整 円形 0 ．74 0 ．64 0 ．08 N － 14 と－W ′′

／′ S K　 8 5 楕 円形 0 ．8 3 0 ．44 0 ．19 N － 3 0－ W 箱　 形

′′ S K　 8 6 隅丸 長 方 形 1 ．64 1 ．22 0 ．18 N － 14 L －E 逆 台 形

第 235 図 S K　 8 7 楕 円形 2 ．1 3 1 ．60 0 ．4 3 N － 14 ？一一E 才雷鉢 形

〝 S K　 8 8 〝 3 ．05 1 ．10 0 ．38 N － 14 ？－ E 箱　 形

〝 S K　 8 9 長 楕 円形 （3 ．72 ） 0 ．4 8 0 ．13 N － 79 ㌧－W 逆 台 形

′′ S K　 9 0 隅丸 長 方 形 1 ．38 0 ．94 0 ．27 ・N － 4 0－ E 箱　 形
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 、 断　 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 23 5 図 S K　 9 1 隅丸 長 方 形 2 ．39 1 ．04 0 ．20 N －　 5 0－ E 逆 台 形

第 23 0 図 S K　 9 2 不 整 楕 円形 2 ．68 1 ．70 0 ．15 N － 89 q－ W ′′

第 236 図 S K　 9 3 隅 丸方 形 1 ．73 1 ．4 3 0 ．16 N － 121 － E 〝

S K　 9 4
不 整

長 楕 円形 3 ．08 0 ．62 0 ．22 N － 7 5と－W ヰ雷鉢 形

S K　 95 不整 楕 円形 1 ．12 0 ．59 0 ．23 N － 110－ W ′′

S K　 96 〝 3 ．6 1 0 ．92 0 ．19 N － 7 6㌧－W 逆 台 形

S K　 97 ′′ 0 ．6 3 0 ．38 0 ．22 N － 4 4？一一E 培 鉢 形

S K　 98 ′′ 0 ．8 7 0 ．38 0 ．1 3 N － 2 0㌧－E 逆 台 形

S K　 99 ′′ 8 ．4 2 （2 ．4 2 ） 0 ．28 N － 7 7号一一W 〝
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第54表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層　 位 器　　 種

「］径

悪 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ層

青　　　 磁

碗

（2 ．2 ）

5 ．0

直立 した重量感 のあ る高台。 高台 内及び畳付 を除 いた全面 に粕
を施す 。

見込 に印花文 。

2 ′′ ′′

径が小 さ く．か つ高い 高台で ，や 高台 内及び畳付 を除い た全面 に粕

（3 ．9 ）

4 ．2

や丸み を もって 立ち上が る休部へ を施す 。
続 く。 休 部外 面に間隔 のあい た達弁 文の

側線が 見 られ る。

第55表　遺構出土土器観察表

挿図番 号 遺構番号 器　　 種

ll．】径

悪 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

3 S B　 2
白　　　 磁

皿

内部を削 り込 まな い高台で ，やや 高 台外面を 除いて ，白濁 粕を施 し

（1 ．5）

4 ．3

丸 みを もって水平 に開 く休部 に続
く。

て いる。．

4 S　B　 6

土師質 土器

杯

安定 した底部で ，外方 に直線的 に 内外 面と もにロ クロナデ調整 。 底部 内面に小
（2 ．8 ）

4 ．4

立 ち上 が る休部 に続 く。 底部 は回転糸切 り底 。 さな 黒斑が あ

る 。

5 ′′

土師質土 器

皿

11 ．8

（ 2 ．3 ）

内湾 しつ つ，肥厚 して丸 くお さめ
る口綾部 に達す る。

内外面 と もに ナデ調整 。

6 ′′

土 師質土器

小　　　 杯

8 ．4

（ 2＿．3 ）

外 方に．直線 的に開 き，やや 尖 った

□綾部 に達 す る。

内外面 ともに ロクロナデ 調整 。

7 ′′

土 師質土器

杯

（2 ．3）

5 ．0

安定 した底部 で，外方 に直線 的に
立 ち上が る休 部に続 く。

′′

8 ′′

土師質 土器

皿

11．4

（ 2 ．1）

底部 よ り内湾 しつつ外 方に開 き ，
休部 中位よ り外反す る。

内外面 と もにナデ調整 。

9 ′′

土師質 土器

杯

（ 1．8 ）

5 ．4

安定 した底部で ．外方 に直線的 に
立 ち上 が る休 部へ続 く。

内外面 と もロク ロナデ調整 。

10 S　B　 7 ′′
（ 1 ．6 ）

4 ．6

′′ ′′

11 S B　 9

土師質土 器

皿

13 ．4

（ 2 ．3 ）

底 部よ り内湾 しつ つ外方 に開 き，
休 部中位 よ りわず かに内方 へ屈曲

し，肥厚 しつつ丸 くお さめ る端部
に達す る。

内外面 ともにナデ 諷啓 。

12 ′′

土 師質土器

杯

（1 ．9 ）

6 ．4

安 定 した底 部で ，外 方にや や内湾
しつつ立 ち上が る休 部に続 く。

不　 明 。 器表面が磨 耗

してい る。

13 S B lO

白　　　 磁

碗

7 ．0

（ 2 ．5）

やや内湾気味 に外方 に立 ち上 が り，
小 さい玉縁状 口縁 を呈 して いる 。

内外 面には ，白色 粕を施す 。 器 表面にや や

粗 さがみ られ
る。
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挿図 番号 遺 構番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

14 S B ll

土 師質土 器

杯

（3 ．0 ）

5 ，4

安定 した底部で ，外方 に直線的 に
開 く休部 へ続 く。

内外面 ともにナデ調 整 。

15 S B 16 ′′

13 ．4

（ 2 ．6 ）

内湾 して立 ち上 が り，端 部を 丸 く

お さめ る。
′′

16 ′′

青　　　 磁

碗

4 ．9

（3 ．2 ）

外方 に直線的 に開 き，端 部を 丸 く

お さめ る。

内外面共 に青緑色 粕を施 す。

17 S B 34

土 師質土器

杯

（2 ．5 ）

6 ．3

安定 した底部 で外方 に直線的 に立

ち上 がる休部 に続 く。器壁は厚 い。

内外面 ともに ナデ調整 。

18 ′′

染　　　 付

皿

15 ．0 休部 は内湾 しつつ外 方に開 き，口 内外面 ともに ，白色粕 を施す。 内

や
（2 ．5） 綾部 は外反す る。 面には ，口縁部及 び腰 部に 2 条 の

界線を描 き，そ の間に文様 を描 く。
外 面は ，口縁部 に 2 条 の界線 を描

き，休部 に宝相華 唐草文 を描 く。

19 ′′ 土　　　 錘

長 さ　 3 ．7

径　 1．4

重量（g ）7．0

円筒形 。 ナデ調整 。 孔径 は 4 mm 。

20 S B 36

土 師質土器

杯

（ 1．8）

6 ．9

安定 した底部 で，外 方に直線 的に
立 ち上が る休 部へ続 く。

内外面 とも ロクロナデ調 整 。

2 1 ′′

土 師質土 器

皿

1 1．8

（ 1．8）

外反 しつつ外 方に開 き，丸 くお さ

め る端 部に達 す る。

内外面 ともに ナデ調整 。 器表面 が磨耗

す る。

22 ／′ ′′

16 ．4

（ 2 ．1）

外方 に，肥厚 しつつ外 反 し，丸 く
お さめる端部 に達す る。

′′

23 S B 37

土 師質土器

杯

（ 1．9 ）

6 ．1

安定 した底部で ，外方 に直線 的に

開 く休 部へ続 く。
不　 明 。 器表面の磨 耗

が著 しい。

24 ′′ ′′
（ 1．7 ）

6 ．0

安定 した底部 で，外方 に直線 的に

立 ち上 が る休 部へ続 く。
内外面 ともに ロク ロナ デ調整 。

25 〝 ′′
（2 ．1）

5 ．8

′′
′′

26 ′′ ′′
（2 ．4）

6 ．8

′′ ′′

27 ′′　‘

白　　　 磁

小　　　 皿

10 ．0 安定 した底部 で ，外 方にやや 内湾 口は げの □縁部 で他 は全面 白色粕

2 ．5

5 ．8

しつつ立 ち上が り，やや尖 った端

部 へ達す る。

を施 してい る。

28 S B 39

土師質土 器

杯

（2 ．7 ）

4 ．9

安 定 した底 部で ，外 方に直線 的 に
立ち上が る休部へ続 く。
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挿図 番号 遺構番 号 器　　 種

口径

豊 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

29 S B 4 1

瓦 質 土 器

寸富　　　 鉢

外反気 味に面取 りした端 部へ達 す 口綾部 は，内外 面 ともに ヨコナデ

（7 ．6 ） る。 調整。休 部は ，内外面 と もにナデ

調整 。
休 部外面 に指頭 圧痕が残 る 。
休 部 内面 に粂線 が残 る。

30 ′′

土師質土 器

杯

8 ．9

3 ．2

6 ．4

安定 した底部で ，器厚 が厚 く，外
方に直線 的に開 き丸 くおさめ る端

部へ達す る。

内外面 と もに ナデ調整 。

3 1 S B 44

染　　　 付

皿

15 ．3 外 方 に内湾 しつつ 開 き，丸 くおさ 内面 には 1 条の 界線を描 く。

（1 ．5 ） め る端 部へ達す る。 外面 には□綾部 と腰部 にそれ ぞれ

1 条の界 線を描 き，そ の間 に波 清
文帯が廻 って いる。

32 S B 48

土 師質土 器

杯

（2 ．6 ）

4 ．7

安定 した底 部で ，外方 に直線的 に
開 く休部 へ続 く。

内外面 と もに ロク ロナデ調整 。

33
′′

白　　　 磁

皿

11 ．2

（ 1 ．5）

端 反 りの 皿。 内外面 ともに施 粕。

34
′′

天 目 茶 碗

10 ．0

（ 4 ・早）

内湾 しつつ 立ち上が り， 口縁 部に

お いてやや くびれ ，丸 くお さめ る

口綾 部に達 する。

内外 面 ともに鉄粕 を施す 。 瀬戸 ・美濃 。

35 S K　 7

土師質 土器

杯

8 ．8

3 ．6

6 ．8

安定 した底部 で，外方 に直線 的に

立 ち上が り，端 部を 丸 くお さめ る。
内外面 と もにロ クロナデ調整 。

36 S K 27 ′′
（1 ．9 ）

4 ．6

安定 した底部 で．外方 に直線 的に

立 ち上 が る休 部へ続 く。
′′

37 S K 36

土師質土 器
丸みを も った休 部に ，やや長 い断 内面は刷毛調整の あ とにナデ調 整。 休部 外面下位

（7 ．2 ） 面 長方 形の鍔 がつ く。 外面は ナデ調整 し，鍔 の上面 は特
血　 、　　　　　　　　　　一°一ニ

には ， スス状

J
釜 28 ．3 に丁寧 な ヨコナ丁調整 を施す 。 炭化物 が付着

す る。

38 〝
鉢

やや 内傾 した高 い高台か ら，外方 内面は軸 を施 し，刷毛 目を描 く。 唐　 津 。

（3 ．5 ）

9 ．0

に直線 的に開 く休 部へ続 く。 外 面は露胎 で ，回転へ ラ削 り堕よ

り高台を作 り出 してい る。

39 S K 37 寸富　　　 鉢

安 定 した底 部で ．外方 に直 線的 に 内外面 ともに ロクロナデ調 整。 備　 前 。

（3 ．9 ）

17 ．2

立 ちあ がる休部 へ続 く。 内面には 7 条 1 単位 の条線 が残 る。

40 S K 4 1

土 師質土器

杯

12 ．4

4 ．0

3 ．2

径 の小 さい安定 した底部で ，外方

に直線的 に立 ちあが り，端 部は丸
くお さめ る。

内外面 ともに ロクロナデ調 整。

41 ′′
寸富　　　 鉢

外方 に直線 的にの び， ロ縁部 は 内外 面 ともに ロクロナデ調整 。 備　 前 。

（4 ．3）
I短 く太い もので ，端 部を 内傾 させ 口綾 部外面 に 2 条 の凹線 を施す 。

る。 内面 に条線 が残 る。

4 2 ′′

染　　　 付

皿

やや 内傾 した，断面 三角形 の高台 畳付 以外の全 面に施 粕

（ 1．4 ）

4 ．8

か ら，外方 に直線 的に開 く休 部へ 0見込 に文様 を描 き，外 面高 台脇 に
続 く。 2 条の界線を描 く。外面にも文様 が

描 かれてい るよ うで あ る。

4 3
′′

大　　　 喪

28 ．4

（ 6 ．0 ）

やや 内傾 した玉縁状 口縁 。 内外 面 ともにロク ロナ デ調整 。 備　 前 。
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挿 図番号 遺構番 号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

44 S K 45

白　　　 磁

皿

断面長方形の しっか り した高台 で ， 内面は施 軸す るが，外面 は露胎 で

（ 1．3）

3 ．9

はば水平 にの びる休部 へ続 く。 ある。削 り出 し高 台で ある。

45 S K 49 皿

低い高 台か ら，外方 にや や直線 的 見 込 及 び畳 付 の 部分 を 除 い た全 瀬戸 ・美濃。

（ 1 ．3）

6 ．5

にの びる休部 へ続 く。 面 に軸 を施 す 。
高台内面 に トチ ンのあ とが残 る。

菊皿で ある。

46 〝
土　　　 錘

長 さ　 4 ．0

径　 1 ．1

重 量（g ）2．5

孔径 は4 mm 。 ナデ調整 。

47 S K 5 2

土師質土 器

皿

10 ．8

（ 2 ．0 ）

外 方 に直 線的 に開き ，休 部中位 よ
りやや屈 曲 し立 ち上が って端部 を

丸 くお さめ る。

内外面 ともに ナデ調整 。

48 S K 56

白　　　 磁

皿

11 ．8

（ 2 ．1）

端 反 りの皿 。 内外面 と もに，白色軸 を施す 。
ヽ

49 S K 59

土師質土 器

皿

12 ．0

（ 2 ．4 ）

内湾気 味に立 ち上が り，端部 は丸

くお さめ る。

．内外面 ともに ナデ調整 。

50 ′′ ′′

1 1．0 内湾気 味 に立 ち上が り，やや外 反 内外面 と もに粗 いナデ 調整 。

（2 ．6 ） す る端 部 に達 す る。 休 部外面 に ，指頭 圧痕 をと どめ る。

51 ′′ ′′

10 ．9

2 ．7

6 ．7

内湾気 味 に立 ち上が り，やや 尖 っ
た端部 に達す る。

内外面 と もにナデ諭整 。

52 ′′ 〝

12 ．8

（ 1 ．9 ）

外方 にやや水平 にの び，中位 よ り
上方 に屈曲 し，やや平 坦な端部 を

呈す る。

′′

53 〝 ′′

13 ．3

（ 2 ．5 ）

外方 に直 線的 に立ち上 が り，端 部
を面 と りす る。

′′

54 ／′ ′′

12 ．7

（ 3 ．0）

内湾 しつつ ，端 部は丸 くお さめ る。 ′′

55 〝 ′′

10 ．8 外方 に直線 的にのび ，口縁部 にお 内外面 と もに指 頭押圧 のあ とに粗

（3 ．2） い てわずか に屈曲 し，端部 は丸 く
お さめ る。

い ナデ 調整 。

56 S K 60

土師質 土器

皿

8 ．2

（ 1 ．8）

丸底 の底部 か ら内湾気 味 にゐび端

部 は丸 くおさめ る。
内外面 ともにナデ調整 。

57 ′′ ′′

9 ．7

（1 ．2）

外方 に・肥厚 しつつ直 線的 にのび ，

端部 は丸 くお さめ る。
′′

5 8 ′′ 〝

10 ．8

（ 1 ．7 ）

肥厚 しつつ 内湾気 味にの び， 口縁

部 におい てやや外反 す る。
不　 明。 器 表面の磨 耗

が著 しい。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口 径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

5 9 S K 6 0

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．7

2 ．0

8 ．0

直 線 的 に外 方 に の び ， 端 部 は 丸 く

お さ め る 。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

6 0 ′′ ′′

1 3 ．6

2 ．0

9 ．0

内湾 しつ つ 外 方 に の び ，端 部 は や

や 尖 った 形 を 呈 す る 。
′′

6 1 ′′ ′′

1 3 ．4

（ 2 ．2 ）

内湾 しつ つ 外 方 に の び ，端 部 は や

や 外 反 し て 丸 くお さ め る 。
′′

6 2 ′′ ′′

1 0 ．6

（ 2 ．2 ）

内湾 しつ つ 立 ち 上 が り， 端 部 は 丸

く お さ め る 。
′′

6 3 ′′ ′′

1 1 ．0

3 ．0

3 ．6

不 安 定 な 底 部 か ら ， 内 湾 しつ つ 外

方 に の び ，端 部 は 丸 くお さめ る 。
′′

6 4 ′′ ′′

13 ．2

（ 2 ．8 ）

内 湾 し つ つ 立 ち 上 が り ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。
′′

6 5 ′′ ′′

1 2 ．8

（ 1 ．9 ）

や や 外 反 気 味 に立 ち 上 が り ， 端 部

を や や 丸 くお さ め る 。
〝

6 6 ′′ ′′

1 3 ．5

（ 2 ．0 ）

内 湾 し ，肥 厚 しつ つ 外 方 に の び ，

端 部 を 丸 くお さめ る 。
′′

6 7 ′′ ′′

1 2 ．6 ，ノ

（ 3 ．0 ）

内湾 しつ つ 休 部 中 位 よ り 内方 へ わ

ず か に 屈 曲 して 端 部 を 丸 く お さ め

る 。

〝

6 8 ′′ ／′

1 2 ．4

（ 3 ．0 ）

内湾 しつ つ ，休 部 中 位 よ り 内方 へ

や や 段 を な して わ ず か に 屈 曲 して ，

端 部 を 丸 く お さ め る 。

′′

6 9 〝 ′′

1 2 ．1

（ 3 ．1 ）

内 湾 しつ つ 外 方 に の び ， 端 部 は や

や 外 反 す る 。
′′

7 0 ′′ ′′

12 ．6

（ 3 ．4 ）

不 安 定 な 底 部 よ り ，や や 屈 曲 しつ

つ 上 方 に 立 ち上 が り ， や や 外 反 す

る 口縁 端 部 を 有 す る 。

′′

7 1 ′′ ′′

1 3 ．4

（ 2 ．8 ）

内 湾 し つ つ 上 方 に の び ．端 部 は 丸

くお さ め る 。
′′

7 2 ′′ ′′

1 4 ．8

3 ．2

8 ．0

〝 ′′

7 3 ′′ ′′

1 6 ．6

2 ．7

1 1 ．4

外 方 に 直 線 的 に の び ，端 部 は 丸 く

お さ め る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。‘
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

7 4 S K 6 0

土 師 質 土 器

皿

18 ．0

（ 3 ．2 ）

内 湾 しつ つ 上 方 に の び ， 端 部 は 丸

く お さ め る 。
内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

7 5 ′′

土 師 質 土 器

小　　　 杯

6 ．4

2 ．3

4 ．0

安 定 した 底 部 よ り直 線 的 に 外 方 に

の び ， 端 部 は や や 尖 っ て お わ る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

7 6 〝

土 師 質 土 器

杯

（ 1 ．4 ）

4 ．6

安 定 し た 底 部 よ り， や や 外 反 気 味

に の び る 休 部 へ 続 く 。
′′

7 7 〝 ′′
（ 2 ．5 ）

4 ．6

や や 安 定 した 底 部 よ り ， や や 外 反

気 味 に の び る休 部 へ 続 く。
〝

7 8 ′′ ′′
（ 2 ．8 ）

4 ．8

安 定 し た底 部 よ り ， や や 内 湾 気 味

に の び る休 部 へ 続 く 。
′′

7 9 ′′ ′′
（ 2 ．0 ）

5 ．1

安 定 した 底 部 よ り ， 直 続 的 に 外 方

に の び る休 部 へ 続 く。

不　 明 。 器 表 面 の磨 耗

が 著 し い 。

器 厚 が 薄 い 。

8 0 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

4 ．7

〝
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

8 1 〝 ′′
（ 1 ．3）

6 ．4

′′ 〝

8 2 〝 ／′
（ 2 ．0）

6 ．6

′′ ′′

8 3 ′′ ′′

12 ．4

4 ．5

5 ．4

安 定 し た 底 部 よ り ，や や 外 反 気 味

に の び ， 端 部 は 丸 く お さ め る 。
′′

糾 ′′ ′′

12 ．2

（ 2 ．3 ）

外 反 気 味 に の び ， 端 部 は 丸 く お さ

め る 。
′′

8 5 ′′ ′′

（ 1 ．9 ）

6 ．9

安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に 外 方

に の び る 休 部 へ 続 く 。
′′

8 6 ′′ ′′

（ 2 ．5 ）

7 ．2

′′ ′′

8 7 〝
措　　　 鉢

外 方 に直 線 的 に の び ， ロ 縁 部 は短 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 備　 前 。

（ 4 ．2 ）
く太 い も の で ，端 部 を 内傾 させ る。 口綾 部 外 面 に 2 条 の 凹 線 を 施 す 。

内 面 に 条 線 が 残 る 。

8 8 S K 6 4

青　　　 磁

碗

1 0 ．2

（ 1 ．7 ）

外 方 に 直 線 的 に の び ， 口 綾 部 は外

反 し丸 くお さめ る 。

内 外 面 と も施 軸 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口 径

豊 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

8 9 S K 6 4

土 師 質 土 器

杯

（ 1 ．3 ）

7 ．4

安 定 し た底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方

に の び る休 部 へ 続 く。

不　 明 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

9 0 S K 6 3

土 師 質 土 器

皿

1 0 ．0

（ 2 ．4 ）

丸 底 の 底 部 よ り ， や や 内湾 気 味 に

の び ， 端 部 は 丸 くお さめ る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

9 1 ′′ ′′

6 ．7

（ 2 ．0）

や や 安 定 した 底 部 よ り ，や や 内 湾

気 味 に の び ，端 部 は 丸 くお さ め る 。
′′

9 2 ′′ ′／

1 1 ．4

（ 2 ．5 ）

内湾 気 味 に の び ，端 部 は や や 外 反

し て い る 。

不　 明 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い 。

9 3 ′′

土 師 質 土 器

杯

（ 2 ．3 ）

5 ．4

安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に の び

る休 部 に 続 く。

内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

9 4 S K 7 0 ′′
（ 1 ．7 ）

6 ．2

”
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

底 部 は 回 転 糸 切 り痕 で あ る 。

9 5 ／′
土　　　 錘

全 長　 3 ．6

径　　 2 ．0

重 量（g ）6 ．0

孔 径 は 6 m m ～ 8 m m 。 ナ デ 調 整 。

9 6 S K 7 2

瓦 質 土 器

鍋

19 ．6

（ 4 ．0 ）

1 9 ．6

休 部 中 位 よ りゆ るや か に 屈 曲 内 傾

し ， 頚 部 よ りや や 外 反 し ，面 取 り

し た ロ 綾 部 に 達 す る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

9 7 S K 7 4

土 師 質 土 器

杯

（ 1．3 ）

5 ．1

安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 立

ち上 が る休 部 へ 続 く 。

内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

9 8 ′′

白　　　 磁

碗

1 2 ．0

（ 2 ．0 ）

内 湾 しつ つ 立 ち 上 が り ， 口 綾 部 が

ゆ るや か に 外 反 す る 。
波 状 口 縁 を 呈 す る 。

内 外 面 と も に施 軸 。

9 9 S K 7 6

土 師 質 土 器

小　　　 皿

6 ．2

（ 1 ．5 ）

丸 底 の 底 部 よ り 内 湾 気 味 に 立 ち 上

が り ，端 部 は 丸 くお さめ る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

10 0 ′′ ′′

6 ．4

1 ．4

2 ．4

丸 底 の 底 部 よ り 内 湾 気 味 に 肥 厚 し

つ つ の び ， 端 部 は 丸 くお さ め る 。
／′

1 0 1 ′′

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．0

（ 2 ．2 ）

内 湾 しつ つ の び ，端 部 に お い て や

や 外 反 す る 。
′′

1 0 2 ′′ ′′

1 1 ．8

等・5

6 ．0

や や 上 げ 底 の 底 部 よ り， 内 湾 しつ

つ 肥 厚 して の び 端 部 に お い て や や
外 反 す る 。

′′

10 3
′′ ′′

1 2 ．0 内 湾 気 味 に の び ， 端 部 は 丸 くお さ 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

（ 2 ．1） め る 。 口 縁 部 内 面 に ，1 条 の 沈 線 を 施 す 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

豊 憂 窪 形　　　　　　　　 態 ．文　 様　 ＿・　 手　 法 備　　 考

1 0 4 S K 7 6

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．6

（ 2 ．3 ）

　　　　Ⅰ　　　　－

直 線 的 に外 方 に の び ， 端 部 は や や

尖 り気 味 に 丸 く お さ め る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 0 5 ′′ ′′

1 2 ．6

2 ．2

9 ．4

内 湾 し ， か つ 肥 厚 しつ つ 外 方 に の

び ， 端 部 は や や 尖 り気 味 に 外 反 す

る 。

′′

1 0 6 ′′ ′′

1 3 ．6

（ 2 ．5 ）

内 湾 し ， か つ 肥 厚 し端 部 は 丸 くお

さ め る 。
′′

1 0 7 ′′ 〝

1 1 ．4

（ 2 ．5 ）
′′

不　 明 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

10 8 ′′ ／′

1 4 ．2

2 ．2

8 ．4

安 定 し た 底 部 よ り， 内湾 しつ つ ，

か つ 肥 厚 して の び ， 端 部 は 丸 くお

さ め る 。

内 外 面 と もに ナ デ 調 整 。 底 部 外 面 に 黒

斑 あ り 。

10 9 ′′ ′′

1 3 ．6

（ 2 ．8 ）

内 湾 し つ つ 外 方 に の び ，休 部 中位

に お い て 屈 曲 し， や や 上 方 に 立 ち

上 が り ，．端 部 は 丸 く お さ め る 。

′′

1 10 ′′ ′′

1 3 ．8

（ 2 ．5 ）

内 湾 し つ つ 外 方 に の び ， 端 部 は や

や 外 反 し， 尖 り 気 味 に 丸 くお さ め

る 。

′′

tl

1 1 1 ′′ ′′

1 5 ．2

（ 2 ．4 ）

内 湾 し つ つ 外 方 に の び ，一口 綾 部 に

お い て 外 反 し ， 端 部 は 丸 くお さ め

る 。

′′

1 12 〝 ′′

1 4 ．4

2 ．9

7 ．8

内 湾 し つ つ 立 ち 上 が り ，端 部 を 丸

くお さ め る 。
〝

1 13 ′′ ／′

14 ．2

（ 3 ．3 ）
〝 ′′

1 14 ′′ ′′

14 ．8

（ 2 ．5 ）

外 方 に や や 直 線 的 に の び ， 口縁 部

に お い て 外 反 し， 端 部 は 丸 くお さ

め る 。

〝

1 1 5 ′′ ′′

1 4 ．0

（ 2 ．8 ）

内 湾 し・， か つ 肥 厚 し つ つ 外 方 に の

び ，端 部 は 丸 くお さ め る 。
′′

1 1 6 ′′ ′′

14 ．6 底 部 よ り直 線 的 に 外 方 に の び ，体 内外 面 と も に 粗 い ナ デ 調 整 。

（ 3 ．6） 部 及 び 口 縁 部 に お い て や や 屈 曲 し

て 外 反 し ，端 部 は 丸 くお さ め る 。

内外 面 と も に ， 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

1 1 7 ／′ ′′

1 4 ．2

（ 3 ．2 ）

や や 安 定 な 底 部 よ り， 直 線 的 に外

方 に の び ， 端 部 は 丸 くお さ め る 。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 1 8 ／′ ′′

1 6 ．2

（ 3 ．1 ）

底 部 よ り ， 肥 厚 しつ つ 外 方 に 立 ち

上 が り ，端 部 は 丸 くお さ め る 。
′′

－　474－



l

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 19 S K 7 6

土 師 質 土 器

皿

1 3 ．4 や や 安 定 した 底 部 よ り ， ゆ る や か 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

（ 3 0 ）

3 ．6

に 立 ち 上 が り ，休 部 下 位 よ り外 方

に 直 線 的 に の び ， 端 部 は 丸 く お さ

め る 。

外 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

12 0
′′ ′′

1 6　0

2 ．8

1 1 ．5

安 定 し た 底 部 よ り， 直 線 的 に 外 方

に の び ，や や 肥 厚 しつ つ ，端 部 は 丸
くお さ め る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 2 1
′′ ′′

1 3 ．0

（ 3 ．4 ）

や や 不 安 定 な 底 部 よ り ， ゆ るや か

に 内 湾 気 味 に 外 方 に の び ， 端 部 は
丸 くお さ め る 。

′′

1 2 2 ′′ ′′

1 6 ．8

（ 2 ．2 ）

外 方 に 直 線 的 に の び ， や や 肥 厚 し

つ つ ， 端 部 は 丸 くお さめ る 。
′′

1 2 3 ′′ ′′

1 1 ．8

（ 3 ．3 ）

外 方 に 直 線 的 に 立 ち 上 が り ， 口 縁

部 で や や く び れ ， 直 線 的 に 外 方 に

の び ． 端 部 は 丸 くお さ め る 。

′′

12 4 〝 ′′

15 ．8

（ 2 ．0 ）

外 方 に 直 線 状 に の び ，端 部 は 丸 く

お さ め る 。
′′

1 2 5 〝 ′′

1 7 ．8

（ 4 ．2 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， □ 縁 部 に

お いて や や くびれ ，端 部 は やや 尖 っ

て お さめ る 。

′′

1 2 6 ′′ ′′

9 ．4

2 ．0

6 ．4

安 定 した 底 部 よ り ， や や 外 反 しつ

つ 外 方 に の び ，端 部 は 丸 くお さめ
る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

1 2 7 ′′ ′′

1 1 ．8 や や 安 定 し た 底 部 よ り， 内湾 気 味

や

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2．9

6 ．2

に 外 方 に の び ，□縁 部 は 外 反 す る 。 外 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

12 8 ′′ ／′

12 ．2

（ 3 ．3 ）

や や 内 湾 気 味 に 外 方 に の び ， □ 綾

部 に お い て ， や や 外 反 す る 。

端 部 は 丸 く お さ め る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

12 9 ′′ ′′

1 1 ．8

（ 3 ．3 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， 端 部 は や

や 尖 り気 味 に お さ め る 。
′′

1 3 0 ′′ ′′

1 3 ．0

2 ．4

7 ．8

や や 内湾 気 味 に外 方 に の び ， 端 部

は 丸 く お さ め る 。
′′

1 3 1 ′′ ′′

1 3 ．0

（ 1 ．9 ）
′′ ′′

1 3 2 ′′ ′′

1 4 ．6

（ 2 ．5 ）

直 線 的 に 外 方 に の び ， 端 部 は 丸 く

お さ め る 。
′′

＼

1 3 3 ／′ ′′

13 ．6

（ 2 ．8 ）

内 湾 気 味 に立 ち 上 が り， 端 部 は 丸

く お さ め る 。
′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 3 4 S K 7 6

土 師 質 土 器

皿

1 3 ．2

3 ．2

6 ．6

や や 安 定 な 底 部 よ り， 内湾 気 味 に

肥 厚 しつ つ 立 ち上 が り ，端 部 は 丸

くお さめ る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 3 5 ′′ ′′

1 6 ．2

（ 2 ．8 ）

直 線 的 に外 方 に の び ，端 部 は 丸 く

お さめ る 。
′′

1 3 6 ′′ ′′

1 5 ．0

（ 3 ．2 ）

や や 安 定 な 底 部 よ り， ゆ る や か に

外 方 に の び ， 端 部 は や や 尖 り気 味

に お さ め る 。

′′

1 3 7 ′′ ′′

1 3 ．4

（ 3 ．5 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ， 口 縁 部 は

や や 外 反 す る 。

端 部 は や や 丸 く お さ め る 。

／′

1 3 8 〝 ／′

1 2 ．8

（ 2 ．1 ）

内湾 気 味 に 肥厚 しつ つ 外 方 に の び ，

端 部 は や や 外 反 し，丸 くお さめ る。
′′

13 9 ′′ ′′

1 2 ．8

3 ．1

8 ．4

や や 安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味

に 立 ち 上 が り ，端 部 を や や 外 反 さ

せ ，や や 尖 り気 味 に お さ め る 。

／′

14 0 ′′ ′′

1 4 ．8

（ 3 ．4 ）

直 線 的 に ，肥 厚 しつ つ 外 方 に の び ，

端 部 は や や 尖 っ て お さ め る 。
〝

14 1 ／′ ′′

14 ．0

3 ．0

8 ．6

安 定 し た 底 部 よ り内 湾 気 味 に立 ち

上 が り ， 口 縁 部 に お い て 外 反 し ，

端 部 は 丸 くお さ め る 。

′′

14 2 ′′ ′′

14 ．8

・（ 2 ．4）

内 湾 気 味 に 外 方 に の び ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。
〝

14 3 ′′ ′′

14 ．4

2 ．5

8 ．4

内 湾 気 味 に ，や や 肥 厚 しつ つ 外 方

に の び ， 端 部 は 丸 く お さ め る 。
′′

14 4 ′′ 〝

1 1 ．4

（ 2 ．9 ）

休 部 下 位 で 外 方 に や や 屈 曲 し ， 直

線 的 に や や 肥 厚 しつ つ の び ，端 部

は や や 丸 くお さ め る 。

′′

1 4 5 ′′ ′′

12 ．－6

（ 3 ．6°）

や や 外 反 気 味 に 立 ち上 が り ， 口 縁

部 に お い て ， や や 内方 に 屈 曲 し ，

再 び外 反 す る端 部 へ 続 く。 端 部 は

や や 丸 くお さ め る 。

内外 面 と も に ナ デ調 整 。 ロ綾 部 外 面 に

黒 斑 。

1 4 6 S K 8 0

土 師 質 土 器

杯

（ 3 ．4 ）

5 、0

安 定 した 底 部 よ り直 線 的 に 外 方 に

の び る 。
ヽ

内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ 調 整 。

1 4 7 S K 7 9

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．4

（ 1 ．9 ）

内 湾 気 味 に外 方 に の び ，端 部 は 丸

く お さ め る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 4 8 ′′
措　　　 鉢

l

安 定 した 底 部 よ りや や 内 湾 気 味 に 内 外 面 と もに ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 頻 繁 に 使 用 さ

（ 3 ．3 ）

1 1 ．2

外 方 に の び る 。 内 面 に集 線 が 残 る 。 れ た た め か ，

粂 線 が 磨 滅 し

て い る 。
備　 前 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　　 種

【］径

悪 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

149 S K 79 大　　　 盤
（4 ．4）

直立 する玉縁状 口縁 。 内外 面と もにナデ調整 。 備　 前 。

150 ′′

青　　　 磁

碗

15 ．6

（ 3 ．3）

内湾 しつつ立 ち上が り，端 部 を丸

くお さめる。
外面 に簡略化 された達弁 文 。 目線部 内外面

の軸に気 泡が
生 じてい る。

15 1 ／′ ′′

12 ．4

（ 2 ．4 ）

や や直線 的に立 ち上が り，端部 は
丸 くお さめる。

目線部外 面に一 条の沈線 。

152 ′′ 土　　　 鋒

長 さ （2 ．7）

径　　 1．0

重量（g ）2．5

円筒 形。 ナデ調整 。 孔 径 は4 ．0 mm 。

153 S K 8 1

土 師質土器

皿

16 ．4 やや 内湾気味 に外方 にのび，端 部 内外面 と もにナデ調整
（2 ．4） は丸 くお さめ る。 ＿　0外面 に指 頭圧痕 が残 る。

154 〝 桔‘　　 鉢

26 ．8 外 方に直線 的にの び， 口綾部 は直 内外 面 ともにロクロナデ調 整 備　 前 。
（4 ．2 ） 立 し，端 部は平坦 に内傾す る。 0

口綾 部外面 に 2 条 の凹線

155 ′′ 土　　　 錘

長 さ　 3 ．8

径　　 1．3

重量（g ）5．0

円筒形 。 ナデ調 整。 外面 に黒斑 あ

り。
孔径 は 4 ．0 mm。

156 ′′

土 師質土器

鍋

（5 ．6 ）

ゆるやかに内湾 しつつ立 ち上が り ，

口綾部に穿孔 し，端部は丸 くおさめ
る。

内外面 ともに ナデ調整 。

157 ′′ 土　　　 錘

長 さ　 3 ．8

径　　 1 ．2

重量（g ）5．0

円筒 形。 ナデ調整 。 孔 径 は4 ．0 mm 。

158 S K 99

土 師質土 器

皿

11 ．5 直線 的に外方 にのび ，やや肥厚 し 内外面 と もにナデ調整 。

2 ．3

5 ．6

つつ，端部なやや尖り気味におさめ

る。

外面 に指 頭圧 痕が残 る。

159 ／′ ′′

13 ．0

（ 2 ．7） ′′

内外面 ともに ナデ調整 。

160
′′

寸富　　 ．鉢
（4 ．3 ）

外 方に直線 的にの び， 口縁 部は短
く太 い もので，端部 を内傾 させ る。

内外 面 ともに ロク ロナデ調 整 。 備　 前 。

161 ′′ ′′

安定 した底部 よ り，内湾気味 に外 内外面 と もにロク ロナ デ調整 内面 がかな り
磨滅 してい る

備　 前。

（2 ．9 ）

16 ．2

方 に立 ち上が る。 ロ　　　0
内面 に条 線が残 る。

16 2 S E l

土 師質土器

寸富　　　 鉢

29 ．2

（4 ．8）

外方 に直 線的 にのび ，口綾部 は端

部 が 内傾 す る。
内外面 ともに ナデ調整

163 ′′

土師質 土器

鍋

25 ．4

（ 6 ．1）

内湾気味 に上方 に立ち上が り，端

部 が とび 上が る。 ′′
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挿図 番号 遺構 番号 器　　 種

「］径

器 憂窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

164 S E l

土 師質土 器

鍋

29 ．0 やや直立気 味 に外 方 にのび，端部 ロ綾部 は内外面 と もに ヨコナデ調 外面 にスス状

°
（8 ．7）

を丸 くおさめ る。 整 。
休 部は 内外面 ともに刷毛 調整 のあ
とに ナデ調整 。

炭 化物 が付 着
す る。

16 5 ′′ ′′

25 ．0 直線的 に立 ち上 が り，断 面台形 の 内外面 と もに ナデ調整 。

（4 ．7） 鍔が付 く。 内面 に沈線が 1 条。

16 6 ′′

土師質土 器

釜

11 ．0

（ 3 ．7 ）

丸み をおびた休 部 に，やや直立 し
た □緑 野 続 く0

rr軒

内外面 と もに ナデ調整 。

16 7 ′′ ′′

12 ．6 丸み をおびた休 部 に，やや外傾 し 口縁部 は内外面 ともに ヨコナデ調 外面 には ，ス

マ
（6 ．2 ）

直立 した 口綾 部が続 く。 整 。
休部 は内外面 と もに刷 毛調整 。

ス状 炭化物 が
付着 する 。

16 8 ′′ ′′

丸み をおびた休 部 に，断面台 形の 内隼 面 ともに刷 毛調整 の あとにナ

′′（7 ．3 ）

32 ．6

鍔が付 く。 デ調整 。

169 ′′

．瓦 質 土 器

寸雷　　　 鉢

25 ．8

（ 6 ．3 ）

直線 的に外方 にの び，端部 はやや
平坦 にお さめ る。

内外 面 ともにナデ調整 。
内面 に粂線 が残 る。

170
′′

大　　　 窪
（4 ．2）

19 ．0

安定 した底 部か ら，直線的 に外方

．にのび る。

内外 面 ともにロク ロナデ調整 。 備　 前 。

171 ′′ ／′
（3 ．9 ）

42 ．4

′′
′′ 〝

172 ′′
天 誅 茶 碗

や や内傾 した高台 よ り，や や直線 内面 に鉄粕 を施 し，外面 は露胎で 瀬戸 ・美濃 。

（ 1．9 ）

4 ．0

的 に外方 にのび る。 あるが ，鉄 粕が垂下 して いる 。

173 ′′
碗

外 方に張 った高台 よ り，や や直線 畳付 を除 いた全面 に黄 白色粕を施 瀬 戸 ・美 濃

（2 ．4）

5 ．2

的 に外方 にのび る。 す 。 （志野 ）。

174 ′′

青　　　 磁

碗

や や 内傾 し，高 い高台 より丸み を 高台内及 び高台下位 外面 を除い た 産地不 明。

（2．5）

5 ．5

も って立 ち上が る休部へ続 く。 全 面に施 軸。

175 ′′

瓦 質 土 器

鍋

20 ．4

（ 4 ．9）

丸みを も った休 部に ，頚 部よ り外

方に直線的にのび る口綾 部に続 き ，一
端邸 は平 坦 におさめ る。

内外面 ともに ナデ調整 。

176 S E　 2 皿

直立気 味の高 台よ り，やや 内湾気 内面 に鉄 絵を描 く。 内面は粕 を施 唐津 の鉄絵 。

（2 ．2 ）

4 ．0

味 にに外方 にのび る休 部へ続 き ， し，外 面は露胎 であ る。
見込がや や くぼむ 。 削 り出 し高台 。

17 7 ′′
措　　　 鉢

安定 した底 部よ り，直 線的 に 外 方 内外面 ともに ロクロナデ調整 。 内面 の磨滅 が

（3 ．2 ）

13 ．6 ‾

にのび る。 内面 に粂線 が残 る。 著 しい 。

備　 前 。

178
′′ ′′

（3 ．1）

10 ．2

や や安定 した底部 よ り，内湾 気味

に立ち上 がる休部 へ続 く。
′′

備　 前 。

－　478－



挿 図番号 遺構番号 器　　 種

口径

悪 意窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

17 9 S E　 2 一土璽E

安定 した底部 よ り，直 線的 に外 方 内面 はナデ調整 。 備　 前。

（5 ．5）

1 1．6

に立 ち上が る。 外面はへ ラ削 り調 整の後 ナデ諷 軽。

180 〝
寸富　　　 鉢

安定 した底部 よ り，直 線的 に外 方 内外面 と もに ロク ロナデ調整 。 内面 が著 し く

（2 ．8 ）

17 ．2

にの びる。 内面 に粂 線が残 る。 磨滅 してい る

備　 前。

18 1 S E　 3

土師質土 器

杯

安定 した底部 よ り，や や内湾気 味 内外面 ともに ロ クロナデ調整 。

（1 ．4 ）

6 ．0

にの びる。 底 部 は回転 糸切 り底 。

18 2 ′′ ′′
（1 ．5 ）

5 ．5

′′
′′

底部外 面に は

スス状炭 化物
が付着 す る。

183 ′′ ′′
（2 ．1）

5 ．6

′′ 内外面 ともに ロクロナデ 調整 。

184 ／′ ′′

安 定 した底 部よ り，やや 内湾気味 声 内外 面 ともに ロクロナデ調 整。

（1 ．7）

7 ．4

に直立す る。 底部 は回転糸 切 り底 。

185 〝 ′′

10 ．0

（ 2 ．5）

直線 的に外方 にの び，端部 は丸 く

お さめ る。
内外面 と もにロク ロナデ調整 。

186 ′′

土師質土 器

釜

（3 ．3）

25 ．2

丸み をおびた休 部 に，断面台 形の

鍔を付 す。
内外面 と もに ナデ調整 。 休部 外面 には

スス状 炭化物
が付 着す る。

18 7 ′′ 捨　　　 鉢

25 ．6 やや外反 す る休部 に ，はば直立 す 内外面 ともに ロク ロナデ 調整 。 備　 前。

（5 ．3 ） る 口縁 が続 く。 ロ縁部外 面に 2 条 の凹線 。

188 ′′ 大　　　 盤

29 ご4

（ 5 ．0 ）

やや 内傾 気味 に立 ち上が る玉縁状

口縁 。

内外 面 ともにiロク ロナ デ調整。
′′

189 ′′
天 目 茶 碗

直 立す る高 台よ り水 平な高 台脇 に 内面は ，鉄 粕が施 され ，外 面は 化 瀬戸 ・美濃 。

（1 ．9 ）

4 ．2

つ づ き，やや内湾気 味 の休 部へ続

く。

粧 が けを施す。 。

190 ′′

青　　　 磁

碗

（1 ．5 ）

5 ．2

安 定 した低 い高台 。 畳付 を除 いた全面 に施粕 。
見込 に沈線 をめ ぐ らせ ，その中 に

印 花文が ある。

191 ′′
碗

14 ．0 内湾 気味 に立ち上 が り，端部 を丸 内外 面 ともに， 白色 粕を施 し，外

（2 ．4） くおさめ る。 面 に，文様 を描 く。

192 〝

青　　　 磁

瓶

直立 す る高台 よ り，内湾気味 に立 内外面 と もに施 軸 。

（4 ．8）
ち上 が る。 見込 の部分 に， 1 条 の沈線を め ぐ

らせ る。

193 ′′
土　　　 錘

長 さ　 5 ．6

径　　 1．3

重量（g ）9．5

円筒形 。 ナデ調整 。 孔 径 は3 ．0 mm 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

日径

豊 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 9 4 S D　 4

土 師 質 土 器

杯

安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．8 ）

4 ．4

に の び る 。 底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

1 9 5 ′′ ′′

（ 3 ．0 ）

4 ．4

安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 立

ち 上 が る 。
′′

19 6 ′′ ′′

（ 2 ．6 ）

4 ．8

安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方

に の び る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

1 9 7 ′′ ′′
（ 3 ．1）

4 ．2

′′ ′′

19 8 ′′
培　　　 鉢

2 8 ．4 直 線 的 に外 方 に の び る休 部 よ り ． 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 備　 前 。

（ 4 ．4 ） 口 綾 部 は や や 内 傾 気 味 に直 立 し ，

内 傾 した 平 坦 な 端 部 に 達 す る 。

外 面 に 2 条 の 凹 線 。

19 9 ′′

白　　　 磁

碗

低 く安 定 した 高 台 よ り ． 内 湾 気 味 畳 付 を 除 い た 全 面 に 白 色 粕 を 施 す

（ 3 ．2 ）

5 ．0

に 立 ち 上 が る 。 が ，気 泡 が 混 入 して い る 。

高 台 内 及 び 畳 付 に 砂 が 付 着 して い

る 。

見 込 及 び 腰 部 外 面 に 1 条 の 沈 線 。

2 0 0 S D　 5

土 師 質 土 器

皿

1 0 ．4

2 ．3

5 ．0

や や 安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に

外 方 に の び ，や や 尖 った 端 部 に達

す る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2 0 1 ′′ ．′′

1 1 ．6

2 ．1

4 ．0

や や 安 定 した 底 部 よ り ， ゆ るや か

に外 反 気 味 に 立 ち 上 が り ，や や 尖 っ

た 端 部 に 達 す る 。

′′

2 0 2 ′′ ／′

1 3 ．2

2 ．1

8 ．0

や や 安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に

外 方 へ 肥 厚 しつ つ ． 端 部 は 丸 く お

さ め る 。

′′

2 0 3 ′′ ′′

1 1 ．2

（ 3 ．5 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 は

や や 外 反 し，端 部 は 丸 く お さ め る 。
′′ 口縁 部 内 面 に

ス ス状 炭 化 物

の 付 着 が 見 ら

れ る 。

2 0 4 ′′ ′′

1 2 ．3 外 方 に 肥 厚 しつ つ 直 線 的 に の び 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

（ 2，：2 ） 端 部 は 丸 くお さ め る 。 外 面 に ， 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

2 0 5 ′′

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．6

5 ．1

4 ．2

安 定 し た底 部 よ り ，休 部 は外 反 し ，

端 部 を 丸 くお さ め る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 底 部 内 面 に は

黒 斑 が あ る 。

2 0 6 ′′ ′′

1 1 ．8 安 定 し た 底 部 よ り， 外 方 に 直 線 的

J　　　　山
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

4 ．8

4 ．4

に の ひ ， 端 部 は 丸 くお さ め る 。 底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

底 部 の 中 央 部 を 穿 孔 して い る 。

2 0 7 ′′ ′′

14 ．5

（ 3 ．3 ）

外 方 に直 線 的 に の び ，端 部 は 丸 く

お さめ る 。

内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 0 8 ′′ ′′

安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に外 方 内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．6）＿ノl

5 ．0

に の び る 。 底 部 は 糸 切 り底 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 ．種

日経

豊 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

2 0 9 S D　 5

土 師 質 土 器

杯

底 径 の 小 さ い 安 定 し た 底 部 よ り ， 内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ 調 啓 。

（ 3 ．9）

4 ．0

外 反 気 味 に の び る 。 底 部 は 回 転 糸 切 り 底 。

2 10 ′′ ／′
（ 4 ．2）

4　 6

′′ ′′

2 1 1 ′′ ′′
（ 2．4）

4 ．8

底 径 の 小 さ い 安 定 し た 底 部 よ り ，

直 線 的 に 外 方 に の び る 。 ′′

2 12 ′′ ′′
（ 2 ．4）

4 ．6

′′
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 1 3 ′′ ′′
（ 2 ．8 ）

5 ．0

〝 ′′

2 1 4 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

4 ．0

′′ ′′ 外 面 は ， 器 表

面 の 磨 耗 が 著

しい 。

2 1 5 ′′ ′′
（ 2 ．4 ）

4 ．8

′′
内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ 調 整 。 I

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

2 1 6 ′′ ′′
（ 2 ．9）

4 ．6

底 径 の 小 さ い 安 定 し た 底 部 よ り ，

外 反 気 味 に の び る 。 ′′
器 形 が 著 し く

ひ ず ん で い る。

2 1 7 ′′ ′′

（ 2 ．9 ）

4 ．4

底 径 の 小 さい 安 定 し た底 部 よ り ，

外 方 に 直 線 的 に の び る 。

内外 面 と も に ロ ク 白 ナ デ 調 整 。 外 面 は ， 器 表

面 の 磨 耗 が 著

しい 。

2 18 ′′ ′′
（ 3 ．0 ）

4 ．8

”
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

2 1 9 ′′ ′′
（ 2 ．5 ）

5 ．4

′′ ′／

2 2 0 ′′

土 師 質 土 器

内 湾 す る よ うに の び ， 端 部 を 丸 く 口 縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調 休 部 外 面 に

（ 8 ．9 ）
お さ め る 。 整 。

・．一．・J＿ニ

I
ス ス 状 炭 化 物
す

鍋 ． 休 部 は 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。 が 付 着 。

2 2 1 ′′ ′′
（ 7 ．2 ）

〝 ′′

2 2 2 ′′ ′′
（ 6 ．8）

′′ ′′

2 2 3 ′′ ・′′
（ 8 ．3）

直 立 気 味 に立 ち 上 が る休 部 か ら ，

外 反 気 味 に の び ． 丸 くお さめ る 端

部 に達 す る 。
′′

休 部 外 面 に 著

し く ス ス 状 炭

化 物 が付 着 す

る。
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挿 図番号 遺構番号 器　　 種

日径

悪 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

224 S D　 5

瓦 質 土 器

寸富　　　 鉢

直線的 に外方 にのび ，端 部は 内傾 内外面 と もに ヨ コナデ 調整 。

（4 ．8 ） してお さめ る。 内面 に粂 線を施 す。

225 ′′
寸富　　　 鉢

28 ．8 外方 に直 線的 にのび ，直立気味 に 内外面 と もにロク ロナ デ調整 。 備　 前。

（4 ．4 ） のび るH 縁 。か ら，、部 は内傾 し 口縁 。　 面 には， 2　 の凹線 があ
て平坦 にお さめ る。 り，内面に粂線 を施す 。

226 ′′
大　　　 窪

（3 ．9 ）

22 ．0

安定 した底部か ら，外 方に直線 的

に立 ち上 が る。

内外面 と もにロク ロナデ調 整 。 底部 外面 に破
片 が窯著 して

い る。
備　 前。

227 ′′

染　　　 付
12 ．0 やや 内傾 した 高台か ら，ゆ るや か 高台 内面に砂 が付 着 し，畳付 を除

2 ．2 に外方 にのび ，端部 を丸 くお さめ いた全 面に施 粕。

口縁 内外面及 び一ム外 面に 1 条の
皿

8 ．0

る。 烏 口
界線 。見込 は， 2 条 の界線 をめ ぐ

らせ た中に文様 を描 く。

228 ／′ ′′

直立す る高台 か ら，直 線的に外 方 内外 面と もに全面 に施 粕 。

（1 ．4 ）

6 ．4

に開 く。 高台脇 及び見込 に文様 を描 く。

229 ′′ 皿

13 ．0

（ 2 ．4 ）

直線的 に外方 にのび ，端 部 は丸 く

お さめる 。

体部下 半を除 いた 内外 面 に施 粕。 唐　 津 。

230 S D　 6

土 師質土 器

鉢

12 ．8 丸底 の底 部 よ り，丸 みを もって立 休部 内面は刷 毛調整 のあ とナデ調

4 ．0

2 ．0

ち上 が り，端部 は丸 くお さめ る。 整 。
休部 外面は ナデ調整 。

23 1 S D　 7

土師質土 器

皿

11 ．3 外方 に直線的 に肥厚 しつつの び ， 内外 面 ともナデ調整

（2 ．1） 端部 はやや尖 ってお さめ る。 外面 に指頭圧 痕が残 る。

232 〝 〝

9 ．4 やや 内湾気味 に肥厚 ‘しつつの び ， 内外 面 ともにナデ調整 。

（1 ．9 ） 口縁部 はやや外反 し，端部を丸 くお

さめ る。

ロ綾部内外面 ともに ヨコナデ調整 。

233 ′′ ′′

9 ．7

1 ．9

5 ．4

内湾気味 に肥厚 しつつ 外方 にのび ，
端部 はやや尖 り気味 にお さめる 。 ノ′

234 ′′ ′′

10 ．8

（ 2 ．8 ）

内湾気 味に肥厚 しつ つのび ，口縁
部 はや や外反 し，端 部を丸 くお さ

め る。

′′

235 ′′ 〝

12 ．3

2 ．2

6 ．8

やや 不安定 な底 部か ら，直線 的に
外方 にのび ，端部 はやや尖 り気味

におさめ る。

〝

2 36 S D　 8 〝

11．0

2 ．1

4 ．7

不 安定な底 部か ら．直線的 に肥厚

しつつ外方 にの び，端部 はやや尖
り気 味 におさめ る。

′′

237 ′′ ′′

14 ．0

（ 2 ．7）

内湾気味 に立 ち上が り，端 部は丸

くお さめ る。
′′

238 ′′

土 師質土器

杯

11 ．2

（ 1 ．6）

直 線的 に外方 にのび ，端部 は丸 く

お さめ る。

内外面 と もに ロク ロナデ調整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「」径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態

t▼

文　 様 ・　 手 ・法 備　　 考

2 3 9 S D　 8

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．6

（ 2 ．5 ）

内 湾 しつ つ 外 方 に の び ， 口縁 部 に

お い て 外 反 し ，端 部 は 丸 くお さめ

る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 繋 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い ？

2 4 0 ′′ ′′

1 4 ．6

（ 3 ．0 ） ′′

日 綾 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調

整 。

休 部 内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2 4 1 ′′

土 師 質 土 器

杯

安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方 内 外 面 と もに ロ ク ロ ナ デ 調 懲 器 表 面 の 磨 耗

（ 2 ．1）

7 ．0

に の び る 。 ＿　0底 部 は 回 転 糸 切 り底 。 が 著 しい 。

2 4 2 ′′ ′′

（ 2 ．1 ）

5 ．0

′′ ′′ ′′

2 4 3 ′′ ′′
（ 3 ．2）

4 ．9

安 定 した 底 部 よ り ，や や 外 反 気 味

に 外 方 に の び る 。
′′ ′′

2 4 4 ′′ ／′

（ 2 ．7）

5 ．4

′′ 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 諷 啓 。 外 面 の 磨 耗 が

著 しい 。

2 4 5 ′′ ′′
（ 3 ．2 ）

4 ・0

′′ ′′ ′′

2 4 6 ′′ ′′
（ 3 ．0 ）

5 ．0

′′ ′′

24 7 ′′ ′′
（ 2 ．7）

4 ．5

安 定 し た 底 部 よ り ，直 線 的 に 外 方

に の び る 。
′′ 外 面 の磨 耗 が

著 し い 。

2 4 8 〝 ′′
（ 3 ．0 ）

4 ．0

′′ ′′ 内 外 面 と も に

磨 耗 が 著 しい 。

2 4 9 ′′

土 師 質 土 器

鍋

直 立 して 立 ち 上 が り ， 端 部 を 丸 く 口 縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調

（ 4 ．9 ） お さ め る 。 整 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

2 5 0 ′′

瓦 質 土 器

鍋

長 さ　 6 ．4

径　　 2 ．1

棒 状 の 脚 部 で あ る 。 ナ デ 調 整 。 内側 と思 わ れ

る部 分 に ス ス

状 炭 化 物 が 付

着 。

2 5 1 ′′

土 師 質 土 器

焙　　　 烙

（ 5 ．5 ）

円 筒 状 の 把 手 の つ く接 合 部 。 内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2 5 2 ′′ 寸富　　　 鉢

2 3 ．8 直 線 的 に の び る体 的 に ， や や 内傾 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 備　 前 。

（ 4 ．2） す る ロ縁 部 が 立 ち 上 が り ， 端 部 は

丸 くお さ め る 。

内 面 に 粂 線 を 施 す 。

2 5 3 ′′ ′′

安 定 し た底 部 よ り ， 外 方 に 直 線 的 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 豊 野 減 が

備　 前 。
（ 5 ．9 ）

1 3 ．5

に の び る 。 内 面 に 条 線 を施 す 。

休 部 外 面 に は ， 不 整 方 向 の ナ デ 調

整 が み られ る 。
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挿 図番号 遺構番号 器　　 種

「】径

器 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

254 、 S D　 8 捨　　　 鉢

外方 に直線 的にの び，口縁部 は短 内外 面 ともに ロク ロナデ調整 。 備　 前 。

（5 ．9） く太 い もの で，端部 は丸 くお さめ H 綾 部外面 に 2 条 の凹線 。

る。 内面に 9 条 1 単位 の条線 が残 る。

25 5 ′′ ′′

安定 した底部 よ り，外方にや や内 内外面 ともに ロクロナデ調 整。 内面が ，かな

（5 ．3）

16 ．2

湾気 味に開 く。 内面に 8 粂 1 単位 の条線 が残 る。 り磨滅 してい

る。
備　 前 。

256 ′′
大　　　 要

（4 ．3 ）

21 ．4

安定 した底部 よ り，直線的 に外方

に立 ち上が る。

内外 面 ともに ロクロナデ調整 。 備　 前 。

257 ′′

染　　　 付

皿

やや外 に張 る高台か ら，外方 にゆ 内外 面 ともに施粕 。

（ 1．1） るや かに開 く。　 、 腰部 外面 に 1 条 ，高台外面 に 2 条

の界 線を描 く。
高台 内に 「大 明年製」 崩れ 銘を描

く。

258 ′′

青　　　 磁

碗

低い 安定 した 高台か ら，やや 内湾 高 台内を除 いて全面 に施粕 。

（ 1．7 ）

5 ．0

気味 に立 ち上 が る。 見込 に花弁 が描かれ ，外面 には ，

側線 と思 われ る線が描 かれてい る。

259 ′′

染　　　 付

碗

直線的に外方に開き，端部は丸 くお 内外 面 ともに施粕 。

（2 ．2 ） さめ る。 内面 には 1 条 の界線 。外面 には文

様 が描かれ てい る。

260 ′′
碗

12 ．0 内湾気 味に 立ち上が り，端部 は丸 内外 面 ともに施粕。 粕に気 泡が混 伊万里 系？

（6 ．5 ） く仕上 げ る。 入 してい る。

26 1 ′′ ′′

13 ．2 内湾気 味に外方 に開 き，端部 は丸 内外 面 とも施 粕。 伊万里 。

（4 ．5 ） く仕上 げ る。 見込 の部分 に界線 。
外面 には丸文 を描 く。

262 ′′ ′′

直立す る高い高 台か ら，内湾気 味 畳付 以外の全面 に施 粕。．
′′

（3 ．5 ）

5 ．0

に立 ち上が る。 見込 には 1 条 の界線。 外面 には文
様が描 かれて い る。

263 ′′ ′′

やや内傾 す る高 台か ら，内湾気 味 畳付 を除いた全 面に施 粕 。 ′′

（2 ．9 ）

5 ．0

に立 ち上 が る。 内面 に 1 条の界 線 ，高 台外面 に 2
条 ，腰 部外面 に 1 条の界 線を描 く。

264 ′′ ′′

やや直立 す る高 台か ら，内湾気 味 畳付 を除いた全 面 に施 粕 。 ′′
（5 ．2 ）

6 ．8

に立 ち上 が る。 内面 に 1 条 ，高 台外面 に 2 条 の界

線を描 く。
休部外 面 に文 様を描 く。

265 S D　 9

土 師質土器

小　　　 皿

7 ．6 やや安定 した底 部よ り，外方 に内 内外面 と もロク ロナデ調整 。

1 ．1

3 ．8

湾気味 に開 き，端部 は丸 くお さめ

る。

底部 は回転糸 切 り底 。

266 ′′ ′′

10 ．8

1 ．5

4 ．5

′′ 内外面 と もロク ロナデ調整 。

267 ′′

土 師質土器

皿

11 ．8

（ 1 ．9 ）

内湾気 味に外方 I＿こ開 き，端部 を丸
く仕上 げ る。

′′

268 ′′ ′′

11 ．8

（ 1 ．9 ）

内湾気 味に外 方にや や肥厚 し，端

部は やや外反 し，丸 く仕 上げ る。
内外 面 ともナデ調整 。 器表面 の磨耗

が著 しい。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

l　 口径

豊 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

2 6 9 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．8

（ 1 ．9 ）

や や 内 湾 気 味 に ， 肥 厚 しつ つ 立 ち

上 が り ，端 部 は 丸 くお さ め る 。

不　 明 器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い 。

2 7 0 ′′ ′′

1 1 ．0

（ 1 ．8 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ，休 部 中 位

よ り外 反 気 味 に の び る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2 7 1 ′′ ′′

1 1 ．3

2 ．1

6 ．5

や や 安 定 な 底 部 か ら ，直 線 的 に肥

厚 しつ つ 外 方 に の び ，端 部 は 丸 く

お さめ る 。

′′

2 7 2 ／′ ′′

1 1 ．6

2 ．4

6 ．2

／′

′′

2 7 3 ′′ ′′

1 1 ．4

（ 2 ．1 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸

く仕 上 げ る 。

′′

27 4 〝 ′′

13 ．2

（ 2 ．2 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 口 縁 部 が

や や 外 に 屈 曲 し直 線 的 に の び ， 端

部 は 丸 く仕 上 げ る 。

′′

2 7 5 ′′ ′′

12 ．4

（ 2 ．0 ） ′′

ロ縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調

整 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

外 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

ロ綾 部 内 面 に

ス ス状 炭 化 物

が 付 着 す る 。

2 7 6 ′′ ′′

1 2 ．4

1 ．8

8 ．3

内湾 気 味 に 肥 厚 しつ つ 立 ち 上 が り ，

端 部 が や や 外 反 して い る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

2 7 7 ′′ ′′

1 1 ．6

1 ．8

6 ．2

直 線 的 に 肥 厚 し つ つ 外 方 に 開 き ，

端 部 は外 方 につ ま み 出 して い る 。
′′

2 7 8 ′′ ′′

1 1 ．6

（ 2 ．4 ）

′′ ′′

2 7 9 ／′ ′′

12 ．2 や や 上 げ 底 の 底 部 で ，直 線 的 に外 ロ縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調

2 ．3

6 ．0

に 巴目 しつ つ の び ， l ロ は や や 。　 ロ は ナ デ 調　 。
尖 り気 味 に 仕 上 げ る 。 休 部 内 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

2 8 0 〝 ′′

13 ．4

2 ．4

8 ．2

や や 安 定 した 底 部 で ，直 線 的 に 外

方 に 肥 厚 しつ つ の び ，端 部 は や や

丸 く仕 上 げ る 。

内 外 面 と も ナ デ 調 整 。

2 8 1 ′′ ′′

1 3 ．0 内 湾 気 味 に 肥 厚 しつ つ ， 端 部 が や 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

（ 2 ．4 ） や 外 反 し， 尖 り気 味 に仕 上 げ る 。 内 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

2 8 2 ′′ ′′

1 2 ．6 内 湾 気 味 に 外 方 に の び　 端 部 は 丸 □綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

一・一・°　‾（ 2 ．6） くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

2 8 3 ′′ 〝

1 3 ．6

2 ．4

7 ．7

や や 上 げ 底 で ， 直 線 的 に 外 方 に の

び ，端 部 は 外 方 に つ ま み 出 す 。
′′

－485－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口 径

悪 意 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

2 8 4 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．6 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 を 丸 口縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．3 ） く仕 上 げ る 。 休 部 は ナ＿デ 調 整 。

2 8 5 ′′ ′′

1 1 ．9

（ 2 ．4 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 は や

や 外 方 に つ まみ 出 され て い る 。 〝

2 8 6 ′′ ′′

1 3 ．6

（ 2 ．4 ）

内 湾 気 味 に や や 肥 厚 しつ つ 立 ち上

が り ，端 部 は 丸 く仕 上 げ る 。 ′′

2 8 7 ′′ ／′

1 4 ．2

2 ．2

5 ．0

禁 ヂ 詣 簑 欝 笠 も‡ 譜 讐 島

部 は 丸 く仕 上 げ る 。

〝

2 8 8 ／′ ′′

1 4 ．2

（ 2 ．5 ） ′′
〝

2 8 9 〝 ′′

1 4 ．4 ’

2 ．1

1 0 ．0

や や 安 定 な 底 部 に ， 内湾 気 味 に肥

厚 しつ つ 外 方 に 開 き 端 部 を 丸 く仕

上 げ る 。

〝
底 部 外 面 が 赤

変 し て い る 。

2 9 0 ′′ ／′

1 4 ．1

2 ．4

8 ．0

′′
′′

2 9 1 ′′ ／′

1 4 ．6

（ 2 ．1 ）

内 湾 しつ つ 立 ち上 が り ，端 部 を 丸

く仕 上 げ る 。
′′

2 9 2 ′′ ′′

1 3 ．4

（ 3 ．4 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 を 外

方 に つ まみ 出 して い る 。 〝

2 9 3 ′′ ′′

14 ．4

（ 2 ．0 ）

直 線 的 に 肥 厚 しつ つ 立 ち上 が り ，

端 部 は 丸 くお さめ る 。 〝

2 9 4 ′′ 〝

1 3 ．7

（ 2 ．2 ）

内湾 気 味 に立 ち 上 が り ，端 部 は 丸

く お さ め る 。 〝

2 9 5 ′′ ′′

1 5 ．2

（ 1 ・9 ）

外 反 気 味 に ， や や 肥 厚 し つ つ の び

る 。 〝

2 9 6 〝 ／′

1 4 ．8

（ 2 ．1 ）

．直 線 的 に外 方 に の び ，端 部 は 丸 く

お さ め る 。 ′′

器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

2 9 7 ′′ 〝

1 7 ．2

2 ．2

12 ．4

内 湾 気 味 に 外 方 に の び ，端 部 は 丸

くお さ め る 。 ′′

2 9 8 〝 ′／

1 6 ．8

（ 1 ．5 ）

直 線 的 に 外 方 に の び ， 端 部 は 丸 く

お さ め る 。 〝

器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「］径

豊 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

2 9 9 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

17 ．4 内 湾 気 味 に 外 方 に の び ，端 部 は 丸 口綾 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．2） くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 0 0 ′′ ′′

1 7 ．4

2 ．9

2 ．0

不 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 外

方 に の び ， 端 部 は や や 外 反 し ，丸

くお さめ る 。

′′

3 0 1 〝 ／′

1 2 ．0

（ 2 ．7 ）

や や 安 定 な底 部 よ り， 外 方 に 直 線

的 に の び ，端 部 は 丸 く お さ め る 。 〝

3 0 2 ′′ ′′

1 3 ．0

3 ．0

7 ．4

や や 安 定 な 底 部 よ り ， 外 方 に や や

内 湾 気 味 に の び ， 端 部 は 丸 く お さ

め る 。

′′

3 0 3 〝 ′′

12 ．7

2 ．7

2 ．5

や や 安 定 な 底 部 よ り ， 直 線 的 に や

や 肥 厚 しつ つ 外 方 に の び ， 端 部 は
丸 くお さ め る 。

〝

3 0 4 〝 ′′

1 0 ・．8

2 ．6

6 ．4

安 定 な 底 部 よ り ，外 方 にや や 内 湾

気 味 に の び ， 端 部 は 内 面 が や や 内

傾 して 丸 くお さめ て い る 。

′′

3 0 5 ′′ ′′

1 2 ．8

2 ．7

6 ．8

や や 安 定 な 底 部 よ り ，外 方 に や や

外 反 しつ つ の び ， 休 部 下 位 よ り ，

や や肥 厚 しつ つ ，端 部 は 丸 くお さ め

る 。

”
ロ綾 部 内外 面

に小 さな 黒 斑

が あ る 。

3 0 6 〝 ′′

1 2 ．1

2 ．8

5 ．3

や や 不 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味

に 立 ち上 が り ，休 部 中 位 よ りや や

屈 曲 して ，再 び 内湾 気 味 に の び る 。

〝

3 0 7 ′′ ′′

1 0 ．7

（ 2 ．6 ）

不 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に立

ち 上 が り ， や や 肥 厚 しつ つ ， 端 部

は 丸 くお さ め る 。

′′
器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い 。

3 0 8 ′′ ′′

1 2 ．1

2 ．7

6 ．2

や や 安 定 な 底 部 よ り ： 内 湾 気 味 に

立 ち 上 が り ， や や 肥 厚 しつ つ ， 端

部 は 丸 くお さ め る 。

′′ 〝

3 0 9 ／′ ′′

1 2 ．7

3 ．0

6 ．2

′′
′′

3 1 0 ′′ ′′

10 ．6

（ 2 ．5 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 内面

が や や 内傾 し ，丸 くお さめ る 。 ′′

3 1 1 ′′ ／′

1 3 ．2

（ 2 ．9 ）

内湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 は 丸

く仕 上 げ る 。 ′′

3 1 2 ／′ ′′

1 2 ．5

3 ．0

4 ．6

や や 不 安 定 な底 部 か ら， 内湾 気 味

に 立 ち 上 が り ， 端 部 に お い て や や

外 反 して い る 。

〝

3 13 ′′ ′′

10 ．4

（ 2 ．4 ）

内 湾気 味 に肥 厚 しつ つ 立 ち 上 が り ，

端 部 は 丸 くお さ め る 。 ′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

3 1 4 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．8 不 安 定 な 底 部 よ り ， 内湾 気 味 に 立 口縁 部 は ヨ コナ デ 調 整 。

3 ．3

0 ．6

ち 上 が り ， 端 部 に お い て 外 反 し ，

や や 尖 っ て 仕 上 げ て い る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 1 5 ′′ ′′

1 2 ．6 内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，．端 部 に お 口綾 部 は ヨ コナ デ 調 整 。

（ 2 ．7） い て 外 反 し， や や 尖 って 仕 上 げ て 部 は ナ デ 調 整 。
い る 。 内面 に 指 頭 圧 痕 を と どめ て い る 。

3 1 6 ′′ ′′

1 1 ．1 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ，端 部 は 丸 ロ 縁 部 は ヨ コナ デ 調 整 。

（ 2 ．6） くお さめ て い る。 端 部 外 面 は ，面

取 り して い る 。
休 部 は ナ デ 調 整 。

3 1 7 〝 ′′

1 2 ．1

（ 2 ．7 ） ′′
′′

3 1 8 〝 ′′

1 2 ．9

（ 2 ．6 ）

外 反 気 味 に 外方 に開 き ，端 部 は丸 く

仕 上 げ る 。 ′′

3 1 9 〝 〝

1 1 ．7

（ 2 ．6 ）

内湾 気 味 に肥 厚 し つ つ 外 方 に 開 き ，

端 部 は 丸 く仕 上 げ る 。 ′′

3 2 0 ′′ ′′

12 ．1 や や 安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に 口綾 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

3 ．0

6 ．8

に の び ， 、 ロ が や や 肥 厚 し ， 。 は ナ デ 調 整 。
丸 くお さ め る 。 内外 面 とも に指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

3 2 1 ′′ ′′

13 ．4 や や 安 定 した 底 部 よ り ． 内 湾 気 味 ロ縁 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

（ 3．0） に 外 方 に の ぴ ， や や 肥 厚 しつ つ ，

端 部 は 丸 くお さ め る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 2 2 ′′ 〝

1 1 ．6

（ 2 ．4 ）

内湾 気 味 に肥 厚 し つ つ 外 方 に の び ，

端 部 は 外 方 に つ ま み 出 して い る 。 ′′

3 2 3 ′′ 〝

1 2 ．9

（ 2 ．2 ）

内湾 気 味 に 外 方 に の び ，端 部 は 丸

く仕 上 げ る 。 〝

3 2 4 ／′ ′′

1 3 ．6

（ 2 ．2 ）

内 湾 気 味 に外 方 に の び ， ロ縁 部 で

や や くび れ ， 端 部 は 丸 くお さ め て

い る 。

〝

3 2 5 ′′ ′′

1 1 ．4

（ 3 ．1 ）

内湾 気 味 に外 方 に立 ち 上 が り ，端

部 は 丸 く お さ め る 。 〝

3 2 6 ′′ ′′

1 2 ．2

（ 2 ．8 ）
” 〝

3 2 7 ′′ ′′

13 ．2

（ 2 ．5 ）

内湾 気 味 に 外 方 に 開 き ，休 部 中 位

よ り外 方 に 直 線 的 に ひ ら く。 ′′

3 2 8 ′′ 〝

12 ．6

（ 2 ．8 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 口 縁 部 は

丸 く仕 上 げ る 。 〝
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

豊 憂 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

3 2 9 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．0 や や 外 反 気 味 に外 方 に 開 き ， 休 部 ロ 綾 部 は ヨヨ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．7 ） ＼よ ， や や 立 ち 上 が る 。 ロ は ナ デ 調 整 。

端 部 は や や 丸 く お さ め る 。 外 面 に 指 頭 圧 痕 を と どめ る 。

3 3 0 ′′ ′′

1 3 ．1

2 ．8

7 ．0

や や 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 休 部

中位 よ り ， や や 立 ち 上 が る 。

端 部 は や や 丸 く お さ め る 。
′′

休 部 外 面 に は

ス ス 状 炭 化 物
が 多 量 に付 着

して い る 。

3 3 1 ′′ ′′

1 2 ．0 や や 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 休 部 ロ 縁 部 は ．ヨヨ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．0 ） 中 位 よ り ， や や 外 反 して 立 ち 上 が

る 。

端 部 は や や 丸 くお さ め る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 3 2 ′′ ′′

1 2 ．3

3 ．5

5 ．4

や や 安 定 した 底 部 よ り， 内 湾 気 味

に 立 ち 上 が り， 端 部 は 丸 く お さ め

る 。

′′

3 3 3 ′′ ′′

1 2 ．8

3 ．2

1 ．0

や や 安 定 し た底 部 よ り， 内 湾 気 味

に 立 ち 上 が り ，口 綾 部 は 外 反 す る。

端 部 は 丸 く お さ め る 。

′′

3 3 4 ′′ ／′

12 ．0

（ 3 ．1 ）

や や 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部

は 丸 くお さめ る 。 ′′

3 3 5 ′′ ′′

1 3 ．2

（ 3 ．6 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 が や

や 外 反 す る 。

端 部 は や や 尖 り気 味 に お さ め る 。

”

3 3 6 ′′ ′′

1 2 ．7

（ 3 ．0 ）

や や 内 湾 気 味 に 直 線 的 に外 方 に 開

く 。 端 部 は 丸 くお さ め る 。 ′′

3 3 7 ′′ 〝

1 2 ．1

3 ．4

2 ．8

内湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 が や

や 外 反 す る 。

端 部 は 丸 く お さめ る 。

′′

3 3 8 ′′ ′′

12 ．8 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り， 端 部 は や □綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．8） や　 反 す る 。 部 は ナ デ 調 整 。

端 部 は や や 丸 くお さ め る 。 外 面 に 指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

3 3 9 ′′ ′′

1 3 ．0

（ 3 ．2 ） ′′

ロ縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 4 0 ′′ ／′

1 4 ．0

（ 2 ．7 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。 ”

3 4 1 ′′ ′′

1 4 ．0

（ 3 ．0 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 は や

や 尖 り気 味 に 立 ち上 が って 仕 上 げ

て い る 。

′′

3 4 2 ′′ ′′

1 3 ．1

3 ．6

4 ．3

内湾 気 味 に立 ち 上 が り ，端 部 は や

や 外 方 に開 く。

端 部 は 丸 く＿お さめ る 。

〝

3 4 3 〝 〝

1 3 ．3

3 ．2

4 ．0

安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 立

ち上 が り ， ロ 綾 部 は外 反 し ， 端 部

は や や 尖 り気 味 に お さ め る 。

〝
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

3 4 4 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 3 ．9 や や 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ，端 部 ロ縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．1） は 丸 くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 4 5 ′′ ′′

1 3 ．5

3 ．4

1 ．8

や や 不 安 定 な 底 部 よ り ，．や や 内 湾

気 味 に 外 方 に 開 き ，端 部 は 丸 くお

さめ る 。

〝

3 4 6 〝 ′′

1 4 ．7

（ 2 ．5 ）

や や 直 線 的 に外 方 に開 き ， 休 部 中

位 よ り ， や や 内 方 に丸 み を も って

屈 曲 し， 端 部 は や や 尖 り気 味 に お

さめ る 。

t

〝

3 4 7 ′′ ′′

1 4 ．4

3 ．5

1 ．6

不 安 定 な 底 部 よ り ， 内湾 気 味 に 外

方 に 開 き 端 部 は 丸 く お さ め る 。 ′′

3 4 8 ′′ ′′

1 4 ．8 や や 内 湾 気 味 に 肥 厚 しつ つ 外 方 に 口縁 部 は ヨ コナ デ 調 整 。

一 ニヽ
（ 3 ．3 ）

，　 ロ は や や ノ、　　　 に ， ロ は ナ デ こ　 。

め る 。 休 部 外 面 に指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

3 4 9 ′′ ′′

1 4 ．2 や や 直 線 的 に外 方 に 開 き ， 口縁 部 ロ綾 部 は ヨ コナ デ調 整 。

（ 3 ．6 ） は や や 外 反 す る 。

端 部 は 丸 くお さ め る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 5 0 ′′ ′′

i 4 ．1

2 ．9

5 ．6

直 線 的 に 外 方 に 開 き ， 口 綾 部 は や

や 立 ち 上 が っ て ， 尖 り気 味 に お さ

め る 。

〝

3 5 1 ′′ ′′

1 4 ．8

（ 3 ．7 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。 〝
器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い 。

3 5 2 ′′ ′′

1 5 ．0

（ 2 ．8 ）

直 線 的 に 外 方 に の び ，端 部 は 丸 く

お さめ る 。 〝

3 5 3 ′′ ′′

1 5 ．0

（ 2 ．8 ）

直 線 的 に 外 方 に の び ， 口 縁 部 外 面

を 面 取 り し ，端 部 は 丸 くお さめ る。 〝

l

3 5 4 〝 ′′

1 5 ．1

（ 2 ．7 ）

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ，端 部 は や

や 外 反 し， 丸 くお さめ る 。 〝

3 5 5 ／′ 〝

1 5 ．8

（ 2 ．5 ）
〝 ′′

3 5 6 ′′ ′′

1 6 ．0

（ 2 ．7 ）

内 湾 気 味 に立 ち 上 が り ， 端 部 は 丸

． くお さ め る 。
′′

3 5 7 ′′ ′′

1 4 ．5

（ 2 ．7 ）
〝 ′′

3 5 8 ′′ ′′

1 6 ．6

（ 2 ．4 ）

内 湾 気 味 に外 方 に 開 き ，肥 厚 しつ

つ ，端 部 は 尖 り気 味 に お さ め る 。
〝
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

豊 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

3 5 9 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

15 ．6 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は や □綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 2．7） や 尖 り 気 味 に お さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 6 0 ′′ ／′

1 5 ．8

（ 2 ．1 ）
′′ ′′

3 6 1 ′′ ′′

1 5 ．6

（ 2 ．4 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ， ロ綾 部 外

面 は 面 取 り し ，端 部 は 丸 くお さめ

て い る 。‘

′′

3 6 2 ′′ ′′

1 6 ．8

（ 3 ．2 ）

内湾 気 味 に立 ち 上 が り， 口綾 部 は

外 方 に 開 き ，端 部 を 丸 くお さ め る。 ′′

3 6 3 ′′ ′′

15 ．3

3 ．3

9 ‘．8

や や 直 線 的 に外 方 に立 ち 上 が り ，

ロ綾 部 は や や 外 反 し，端 部 を丸 く お

さ め る 。

口 綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

底 部 内面 に 指 頗 圧 痕 を と どめ る 。

3 6 4 ′′ ′′

1 2 ．7 内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 は 丸 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．0 ） くお さめ る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 6 5 ′′ ′′

1 3 ．3

3 ．4

3 ．0

不 安 定 な 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方

に の び ， 端 部 は や や 尖 り気 味 に お

さめ る 。

′′

3 6 6 ′′ ′′

13 ．3

3 ．3

3 ．0

内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。 〝
器 表 面 が 磨 耗

す る 。

3 6 7 ′′ ′′

1 2 ．0

（ 2 ．8 ）
′′ ′′

3 6 8 ′′ 〝

1 3 ．3 や や 安 定 し た 底 部 よ り ，直 線 的 に 口綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 3 ．0 ） 外 方 に の び ，端 部 を 丸 くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

休 部 外 面 に指 頭 圧 痕 を と ど め る 。

36 9 ′′ ′′

13 ．2 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸 ロ綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

3 ．4

5 ．8

くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 7 0 ′′ ／′

1 2 ．9

（ 2 ．8 ）
〝 ′′

3 7 1 ／′ ′′

1 3 ．5

（ 2 ．6 ）
〝 ′′

3 7 2 ′′ 〝

1 3 ．6 不 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 立 ロ縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

3．6

2 ．5

ち 上 が り ；端 部 は 外 反 しや や 尖 り

気 味 に お さめ る 。
休 部 は 粗 い ナ デ 調 整 。

休 部 内 外 面 と も に 指 頭 圧 痕 を と ど

め る 。

3 7 3 ′′ ′′

13 ．0 や や 内湾 気 味 に外 方 に 開 き ，端 部 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．7 ） は や や 尖 り気 味 に お さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

口径

悪 意 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法

ヽ

備　　 考

3 7 4 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 3 ．3 や や 外 反 気 味 に 立 ち 上 が り ， 端 部 ロ 綾 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

（ 2 ．8 ） を 丸 くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 7 5 ′′ ′′

1 3 ．4 や や 外 反 気 味 に外 方 に 開 き ，・口縁

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ

ロ 縁 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

3 ．2

6 ．7

部 が や や 立 ち 上 が る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

休 部 外 面 に 指 頭 圧 痕 を と どめ る 。

3 7 6 ′′ ′′

1 3 ．．0 安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に立

ヰ

□ 綾 部 は ヨ ヲ ナ デ 調 整 。

2 ．9

5 ．6

ち 上 が り ， 端 部 は 丸 くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

3 7 7 ′′ ′′

12 ．6

3 ．1

5 ．2

や や 安 定 した 底 部 よ り ，外 方 に直

線 的 に 肥 厚 しつ つ の び ，端 部 が や

や 外 反 す る 。

′′

3 7 8 ′′ ／′

1 2 ．8

3 ．4

2 ．8

′′
ヽ ′′

3 7 9 ′′ ′′

12 ．9

3 ．1

5 ．9

′′
′′

3 8 0 ′′ ′′

13 ．3

3 ．0

5 ．4

′′
・　〝

3 8 1 ′′ ′′

13 ．3

3 ．6

2 ．6

不 安 定 な 底 部 よ り ，直 線 的 に外 方

に の び ，や や 肥 厚 しつつ ，端 部 は 尖

り気 味 に お さ め る 。

′′

3 8 2 ／′ ′′

1 3 ．2

（ 3 ．2 ）

内 湾 気 味 に肥 厚 しつ つ の び ， 端 部

は や や 外 反 し ， 丸 く お さ め る 。 ′′

3 8 3 〝 ′′

14 ．1

（ 3 ．0 ）
〝 ′′

3 84 ′′ ′′

1 3 ．6

2 ．9

6 ．5

や や 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に

外 方 に の び ，端 部 は 丸 くお さ め る 。 ′′

3 8 5 ′′ 〝

1 4 ．1 内湾 気 味 に外 方 に ひ らき ，や や 肥 ロ 縁 部 は ヨヨ ナ デ 調 整 。

（ 2 ・8 ） 厚 しつ つ ，端 部 は 丸 くお さ め る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

休 部 内外 面 に 指頭 圧 痕 を と どめ る 。

3 8 6 〝 ′′

1 3 ．4

3 ．1

7 ．5

安 定 し た 底 部 よ り外 反 し ， 口 縁 部

に お い て や や 立 ち 上 が り気 味 に外

反 す る。 端 部 は 丸 くお さ め る 。
′′

3 8 7 ′′ ′′

1 4 ．1 や や 不 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 口綾 部 は ヨ ヨ ナ デ 調 整 。

3 ．4

5 ．2

に 外 方 に 開 き ，端 部 は 丸 くお さ め

る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

3 8 8 ′′ 〝

14 ．0

3 ．2

6 ．1

や や 安 定 な 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に

外 方 に 開 き ，端 部 は 丸 くお さめ る。 ′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号　 器　　 種

「」径

豊 曇 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

38 9 S D　 9

土 師 質 土 器

皿

1 5 ．0 安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方

や

□綾 部 は ヨ ヲナ デ 調 啓 。

3 ．3

6 ．0

に の び ， 端 部 は や や 尖 り気 味 に お

さ め る 。

休 部 は ナ デ 調 啓 。

3 9 0 ′′ 〝

17 ．0

（ 3 ．1 ）

外 方 に 直 線 的 に の び ， 端 部 は や や

外 反 し， 丸 ぐお さめ る 。 ′′

3 9 1 ′′ ′′

1．8 ．4

（ 2 ．7）

外 方 に 内 湾 気 味 に 開 き ， 端 部 は 丸

くお さ め る 。
′′

3 9 2 ′′ ′′

1 1 ．2

（ 3 ．8 ）

外 方 に 内 湾 気 味 に 開 き ， 端 部 は や

や 外 反 気 味 に 丸 くお さ め る 。 ′′

3 9 3 ′′ ′′

1 2 ．2 外 反 気 味 に 開 き ， 口 綾 部 は 肥 厚 し □ 綾 部 ヨ コ ≠ デ 調 整 。

（ 3 ．3 ） つ つ ，や や直 立 気 味 に立 ち上 が る 。 。 は ナ デ 調 整 。
端 部 は 丸 くお さ め る 。 休 部 外 面 に 指 頭 圧 痕 を と どめ る 。

3 9 4 ′′ ′′

1 0 ．4

（ 3 ．6 ） ′′

口 綾 部 は ヨ コナ デ 調 整 。

休 部 は ナデ 調 整 。

3 9 5 ／′ ′′

12 ．2

（ 3 ．3 ） 〝
′′

3 9 6 ′′ ′′

1 1 ．4

（ 3 ．0 ） ′′
〝

3 9 7 ′′ ′′

1 3 ．0

3 ．8

7 ．6

安 定 した 底 部 よ り ， 内湾 気 味 に立

ち 上 が り ， 口 縁 部 で や や 外 方 に屈

曲 ，再 び 内 湾 し，端 部 は 丸 くお さめ

る 。

／′

3 9 8 ′′ ′′

1 1 ．6

（ 4 ．1 ）

直 線 的 に 外 方 に 立 ち 上 が り ， 口 綾

部 は 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 。 端 部

は 丸 くお さ め る 。

′′

3 9 9 ′′ ′′

14 ．8

（ 3 ．4 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り， 口縁 部 で

や や 外 方 に 屈 曲 ， 再 び 内 湾 し 端 部

は 丸 くお さめ る 。

〝

4 0 0 ／′ ′′

14 ．2

（ 3 ．9 ） ′′
′′

4 0 1 〝

土 師 質 土 器

小　　　 杯

6 ．7 安 定 し た底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 器 表 面 の 磨 耗

2 ．2

3 ．9

に 立 ち上 が り ，端 部 を 丸 くお さ め

る 。

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。 が 著 しい 。

4 0 2 ′′ ′′

6 ．5

2 ．0

3 ．6

′′

′′
′′

4 0 3 〝 ′′

5 ．6

2 ．1

3 ．5

′′

〝
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「」径

豊 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 0 4 S D　 9

土 師 質 土 器

小　　　 林

　 6 ．7 安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に外 方 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

2 ．2

3 ．1

に の び ∴ 端 部 は 丸 く お さ め る 。 底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

4 0 5 ′′ ′′
（ 1 ．4 ）

3 ．0

や や 上 げ 底 の 安 定 し た 底 部 よ り ，

や や 外 反 気 味 に 立 ち 上 が る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 器 表 面 は ，磨

耗 が 著 しい 。

4 0 6 ′′ ′′
（ 1 ．0 ）

2 ．4

や や 上 げ 底 の 安 定 し た底 部 よ り ，

直 線 的 に 外 方 に の び る 。
′′ ′′

4 0 7 ′′

土 師 質 土 器

杯

（ 1 ．3 ）

3 ．9

〝
′′

4 0 8 〝 ′′

（ 1 ．6 ）

5 ．6

〝
内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

底 部 は 回 転 糸 切 り底 で あ る 。

4 0 9 ′′ ′′

（ 1 ．3 ）

3 ．6

や や 上 げ 底 の 安 定 し た 底 部 よ り ，

や や 内 湾 気 味 に 外 方 に の び る 。 ′′
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 1 0 ′′ ′′

（ 1 ．9 ）

5 ．0

や や 上 げ 底 の 安 定 し た 底 部 よ り ，

や や 外 反 気 味 に 外 方 に の び る 。 ′′

4 1 1 ′′ ′′

（ 1 ．6 ）

5 ．0

安 定 した 底 部 よ り ， や や 外 反 気 味

に の び る 。 〝

4 1 2 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

6 ．0

安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に外 方

に の び る 。 ′′

4 1 3 ′′ ′′
（ 1 ．2 ）

5 ．1

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 よ り ， 直 線

的 に外 方 に の び る 。 ′′

4 1 4 ′′ ／′

1 3 ．0

3 ．9

5 ．7

安 定 した 底 部 よ り ， や や 内 湾 気 味

に 外 方 に の び ， 端 部 は や や 尖 り気
味 に お さ め る 。

′′
器 表 面 が 磨 耗

す る 。

4 1 5 ／′ ′′

1 3 ．2

4 ．5

4 ．2

安 定 した 底 部 よ り ， や や 外 反 気 味

に外 方 に の び ， 端 部 は や や 尖 り気
味 に お さめ る 。

ノ′
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 16 ／′
′′

1 4 ．2

（ 3 ．0 ）

外 方 に 直 線 的 に や や 肥 厚 し つ つ の

び ，端 部 は や や 丸 くお さめ て い る 。

内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

4 17 ′′ ′′

1 1 ．2

（ 2 ．4 ）

外 方 に 直 線 的 に の び ，端 部 は 丸 く

お さ め て い る 。
′′

器 表 面 の磨 耗

が 著 し い 。

4 1 8 ′′ ′′

14 ．5

（ 2 ．5 ）

や や 外 反 気 味 に外 方 に の び ， 端 部

は 丸 く お さ め て い る 。
′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「」径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

4 19 S D　 9

土 師 質 土 器

杯

13 ．6

（ 2 ．9 ）

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り， 休 部 中 位

よ り直 線 的 に 外 方 に の び ．端 部 は

丸 くお さめ る 。

内 外 面 と もに ロ ク ロ ナ デ 調 啓 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 2 0 ′′ 〝

1 0 ．6 や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 よ り ， 直 線 内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ 調 啓 。

4 ．0

4 ．8

的 に外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸 く お さ

め る 。

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

4 2 1 ′′ ′′

1 2 ．7

3 ．3

4 ．4

安 定 した 底 部 よ り， 内湾 気 味 に 立

ち 上 が り， 端 部 は 尖 り気 味 に お さ

め る 。

′′

4 2 2 ′′ 〝

1 0 ．6

3 ．0

4 ．3

安 定 し た底 部 よ り ， や や 外 反 気 味

に 立 ち上 が る ，端 部 は 尖 り 気 味 に

お さ め る 。

”
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 2 3 〝 ′′

1 1 ．0

4 ．1

5 ．7

安 定 した 底 部 よ り ， や や 直 線 的 に

外 方 に の び ，端 部 は 丸 くお さ め る。 ′′ ′′

4 2 4 ′′ ′′
（ 2 ．9 ）

4 ．4

安 定 した 底 部 よ り ， や や 直 線 的 に

外 方 に の び る 。 ′′

4 2 5 ′′ ′′
（ 3 ．6）

4 ．6

′′ 〝
外 面 の 磨 耗 が

著 し い 。

4 2 6 ′′ 〝
（ 3 ．0 ）

5 ．0

′′ ′′
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 2 7 ′′ ′′
（ 3 ．4 ）

4 ．6

′′ 〝

4 2 8 ′′ ′′
（ 3．1）

5 ．4

” ′′

4 2 9 ′′ ′′

（ 2 ．7 ）

5 ．0

′′ ′′
器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 3 0 ′′ ′′
（ 3 ．0 ）

4 ．7

〝 ”

4 3 1 ′′ 〝
（ 3 ・字）

7 ．0

安 定 した 底 部 よ り ， 内 湾 気 味 に 立

ち 上 が る 。
不　 明 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 3 2 〝 ′′
（ 2 ．4 ）

5 ．4

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 よ り ， 直 線

的 に 外 方 に の び る 。
内外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。

4 3 3 ′′ ′′

安 定 し た 底 部 よ り， や や 外 反 気 味 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整

（ 2 ．4 ）

5 ．6

に の び る 。 0底 部 は 回 転 糸 切 り底 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

日経

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 3 4 S D　 9

土 師 質 土 器

杯

（ 2 ．1）

4 ．2

安 定 した 底 部 よ り ，や や 内 湾 気 味

に 立 ち 上 が る 。

内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 器 表 面 が 磨 耗

す る 。

4 3 5 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

5 ．2

′′
′′ ′′

4 3 6 ′′ ′′
（ 2 ．2 ）

5 ．0

′′
／′ ′′

4 3 7 ′′ ／′
（ 2 ．5）

5 ．6

′′

内 外 面 と もに ロ ク ロナ デ 調 整 。

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

4 3 8 ′′ ′′
（ 1 ．6）

7 ．4

安 定 し た底 部 よ り ， 直 線 的 に 立 ち

上 が る 。 ′′　‘

4 3 9 ′′ ′′

9 ．9

°3 ．0

6 ．2

安 定 し た底 部 よ り ， 内湾 気 味 に 立

ち 上 が り ， 端 部 を 丸 くお さ め る 。
′′

4 4 0 ′′ ′′

1 1 ．7

4 ．1

6 ．4

′′ ＜′

4 4 1 ′′

土 師 質 土 器

脚　 付　 杯

1 1 ．3 安 定 した 平 底 の底 部 か ら ，や や 内 湾 杯 部 は 内外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 三 足 の 脚 が 付

4 ．9

7 ．4

メ　 に ＼　　 が ，、一口 は や や 。 は ナ デ 三。 。 さ　 る　 の
反 し ， 尖 り気 味 に お さ め る杯 で

あ り ，こ の 杯 に 脚 が 付 さ れ て い る。

杯 部 内 面 に 指 頗 圧 痕 を と ど め る 。 思 わ れ る。

4 4 2 ′′

土 師 質 土 器

鍋

2 4 ．4 丸 み を も って 立 ち 上 が り ，端 部 は □ 綾 部 は ヨ フ ナ ．デ 調 整 0 ロ縁 部 を 穿 孔

（ 7 ．1）

1 4 ．2

や や 丸 くお さ め て い る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。 し て い る 。

4 4 3 ′′ ／′

2 8 ．4

（ 6 ．4 ）

3 2 ．0

口 綾 部 は 内 湾 し， 端 部 は や や 尖 り

気 味 に 丸 く お さ め て い る 。
′′

4 4 4 〝

土 師 質 土 器

釜

1 7 ．4 休 部 は 丸 み を も って 内 湾 し ， 口 縁 口 縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コナ デ 調

整 。

上 胴 部 は 内 外 面 と もに ヨ コパ ケ 調

整 の あ と ナ デ 調 整 。

（ 5 ．4 ）
ロ　は や や　　 気 味 に　　　　 が る 。

端 部 は や や 尖 り気 味 に お さ め る 。

4 4 5 ′′

休 部 は 丸 み を も っ て 立 ち上 が り ， 休 部 は 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

′′
（ 5 ．6）

2 9 ．3

や や 丸 い 鍔 が つ く 。 鍔 の 部 分 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

4 4 6 ′′

土 師 質 土 器

鍋

34 ．0 直 立 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 は 丸 □縁 部 は 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デ 調 休 部 外 面 に ス

17
（ 6 ．7 ）

3 5 ．2

く仕 上 げ る 。 整 。

休 部 内 外 面 と も に ヨ コパ ケ調 整 の

あ と に ナ デ 調 整 。

ス 状 炭 化 物 が

付 着 す る 。

4 4 7 ′′ ′′

3 5 ．0

（1 1 ．1 ）

外 方 に直 線 的 に の び る底 部 よ り 屈

曲 して ， 直 立 気 味 に 立 ち 上 が り ，

端 部 は 内 方 に や や 肥 厚 して ，平 坦

に 仕 上 げ て い る 。

口縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

休 部 内 面 に ス

ス状 炭 化 物 が
付 着 す る 。

4 4 8 ′′

土 師 質 土 器

脚

長 さ　 5 ．8

径　　 3 ．8

棒 状 の 脚 部 で あ るが ， 器 壁 は か な

り厚 い 。

ナ デ 調 整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「＿」径

豊 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 4 9 S D　 9

瓦 質 土 器

揺　　　 鉢

2 1 ．3

（ 6 ．0 ）

や や 外 反 気 味 に の び ． 端 部 は 丸 く

お さ め る 。

l

不　 明 。 内外 面 と も に

磨 耗 が 著 し い

4 5 0 〝 ′′

2 4 ．0 直 線 的 に 外 方 に の び ， 端 部 は 面 取 ［」縁 部 は ヨ ヲナ デ 諷 啓 。

（ 6 ．5） り して 仕 上 げ る 。 休 部 は ナ デ 調 整 。

内 面 に 条 線 を 施 す 。

4 5 1 ′′

瓦 質 土 器

鍋

休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， □ 目 線 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。 休 部 外 面 に ス

（ 5 ．9．） 綾 部 は 直 立 気 味 に 立 ち ，端 部 を 丸

くお さめ る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。 ス状 炭 化 物 が

付 着 す る 。

4 5 2 ′′ ′′

18 ．0

（ 3 ．2 ）

内傾 気 味 に 立 ち上 が った 休 部 よ り ，

頚 部 か ら や や 屈 曲 して 外 方 に 直 線

的 に の び ， 端 部 は や や 平 坦 に お さ

め る 。

′′

4 5 3 ′′ ′′

19 ．6

（ 5 ．5 ）

2 2 ．2

丸 み を お び た 休 部 よ り ， 口 綾 部 は

外 方 に 直 線 的 に短 くの び ， 端 部 を

面 取 りす る 。

〝

4 5 4 ′′ ′′

2 6 ．2

（ 5 ．5 ）

2 6 ．6

丸 み を お び た 休 部 よ り ， 口 綾 部 は

ゆ る や か に 外 方 に 直 線 的 に の び ，

端 部 は 面 取 り して 仕 上 げ る 。

′′
内 外 面 と も に

器 表 面 の 磨 耗

が 著 しい 。

4 5 5 ′′ ′′

2 4 ．2

3 ．7

内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 は 内

傾 気 味 に 平 坦 に 仕 上 げ る 。 ′′

4 5 6 ′′

瓦 質 土 器

火　　　 舎

2 7 ．8

（ 3 ．4 ）

外 方 に 直 線 的 に の び ， 端 部 は 平 坦

に仕 上 げ る 。 ロ 縁 部 に 透 し穴 が あ

る 。

内外 面 と も ヨ コナ デ 調 整 。

4 5 7 ′′
寸富　　　 鉢

2 3 ．8 休 部 は 直 線 的 に の び ， 口縁 部 は や 内外 面 と も に ロク ロ ナデ 調 整 。 備　 前 。

（ 6 ．5） や 内 傾 気 味 に 立 ち 上 が り ，端 部 は

丸 くお さめ る 。

内面 に 6 条 1 単 位 の 条 線 を 施 す 。

4 5 8 ′′ ′′

（ 5 ．7 ） ′′
′′

′／

4 5 9 r　〝 ′′

2 6 ．6 休 部 は や や 内 湾 気 味 に 直 線 的 に の 内外 面 と も に ロク ロ ナデ 調 整 。 ′′

（ 8 ．0） び ， 口縁 部 は や や 内 傾 し ，端 部 を

を 丸 くお さ め る 。

内 面 に 8 粂 1 単 位 の 条 線 を 施 す 。

4 6 0 ′′ ′′

2 8 ．0

（ 4 ．3 ） ′′

内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ調 整 。

内 面 に 粂 線 を 施 す 。
′′

4 6 1 ′′ ′′

2 5 ．6

（ 6 ．0 ）

休 部 は や や外 反 気 味 に 立 ち上 が り ，

ロ綾 部 は 直 立 気 味 に 立 ち ， 内 面 が

わ ずか に隆 起 し ，端 部 を 丸 くお さ め

る 。

〝
′′

4 6 2 ／′ ′′

2 6 ．6

（ 4 ．4 ）

休 部 は 直 線 的 に 外 方 に の び ， 口縁

部 は 直 立 気 味 に 立 ち ， 端 部 は や や

内傾 し ，平 坦 に お さ め る 。

内外 面 と も に ロ ク ロナ デ調 整 。 ／′

4 6 3 ′′ ′′

3 2 ．0

（ 6 ．2 ） ′′

内 外 面 と も に ロ クロ ナ デ調 整 。

内 面 に 条 線 が 残 る 。
′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

日 径

豊 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 6 4 S D　 9 寸雷　　　 鉢

安 定 し た 底 部 よ り ， 直 立気 味 に 立 内 外 面 と も に ロ ク ロ ナ デ 調 整 。 備　 前 。

（ 3 ．0 ）

1 2 ．1

ち 上 が る 。 内 面 に 条 線 を 施 す 。

4 6 5 ′′ ′′

安 定 し た底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方 内 外 面 と も に ロク ロ ナデ 調整 。 ′′

（ 4 ．5 ）

1 6 ．0

に 立 ち上 が る 。 内 面 に 7 条 1 単 位 の 条 線 を 施 す 。

4 6 6 ′′ ′′
（ 8 ．1）

1 3 ．8

ヽ
′′

内 外 面 と も に 占 ク ロナ デ 調整 。

内 面 に 1 6 条 1 単 位 の 条 線 を 施 す 。
′′

4 6 7 ′′ ′′
（ 5 ．0 ）

1 4 ．2

′′
内 外 面 と も に ロ ク ロ ナデ 調整 。

内 面 に 9 粂 1 単 位 の 条 線 を 施 す 。
′′

4 6 8 〝 ′′
（ 6 ．2 ）

1 6 ．9

′′ ′′ ′′

4 6 9 ′′
大　　　 要

4 2 ．6 直 立 気 味 に 立 ち上 が る頚 部 よ り外

士

口 縁 部 は ロニグ ロナ デ調 整 0
〝

（1 1 ．7 ） 反 す る 口縁 部 が 続 き ，端 部 は や や

尖 り気 味 に 仕 上 げ る 。

休 部 は ナ デ 調 整 。

4 7 0 ′′ ′′

3 8 ．4

（ 5 ．6 ）

直 立気 味 に 立 ち上 が る玉 縁 状 □縁 。 内 外 面 と も に ロ ク ロナ デ 調 整 。 ′′

4 7 1 ′′ ′′

2 9 ．6

（ 4 ．9 ）

′′ ′′ ′′

4 7 2 ′′ ′′
（ 4 ．7）

3 1 ．1

．安 定 した 底 部 よ り ， 直 線 的 に 外 方

に 立 ち 上 が る 。

内外 面 と も に ロ ク ロナ デ調 整 。 ′′

4 7 3 ′′ ′′

（10 ．8 ）

2 3 ．7

〝
〝 ′′

4 7 4 ／′ 天 目 茶 碗

直 立 す る高 台 よ りや や 直 線 的 に 外 休 部 内 面 及 び 休 部 外 面 下 位 ま で 鉄 瀬 戸 ・夷 濃 。

（ 4 ．1）

4 ．3

方 に 立 ち 上 が る 。 粕 が 施 され る 。

削 り 出 し高 台 。

4 7 5 ′′

青　　　 磁

皿

12 ．1 内湾 気 味 に 立 ち 上 が り ， 口縁 部 は 口縁 部 外面 に 1 条 の 沈 線 が 施 さ れ ，

（ 2 ．9） 大 き く外 方 に 開 く。 そ の 下位 に達 弁 文 が 描 か れ て い る 。

4 7 6 ′′ 〝

12 ．9

（ 2 ．4 ）
′′ ′′

4 7 7 ′′

青　　　 磁

碗

14 ．7 内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ，端 部 は 丸 ロ 縁 部 外 面 に 雷 文 帯 ， 内面 に 唐 草

（ 4 ．7） くお さめ る 。 文 が 描 か れ る 。

4 7 8 ′′ ′′

14 ‘．4

（ 2 ．O I）
〝

口 綾 部 外 面 に 文 様 が 描 か れ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種 ．

「」径

悪 意 窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

4 7 9 S D　 9

青　　　 磁

碗

1 6 ．5

（ 5 ．1 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が り ， ＝ 綾 部 が

外 反 す る 。
休 部 外 面 に 軸 ム ラ が あ る 。

4 8 0 ′′ ′′

空 や 内 傾 気 味 の 高 台 よ り外 方 に 内 高 台 内 を 除 い て 全 面 に 施 粕　 見 込

（ 1 ．5 ） ・

5 ．9

湾 気 味 に の び る 。 0に 印 花 文 を 施 す 。

4 8 1 ′′ ′′
（ 4 ．1 ）

5 ．8

直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 高 台 よ り 内

湾 気 味 に 立 ち 上 が る休 部 へ 続 く。
高 台 内 面 を 除 い て 全 面 に施 軸 。

休 部 外 面 に 文 様 が 描 か れ て い る 。

4 8 2 ′′ ′′

15 ．8

（ 1 ．7 ）

や や 外 反 気 味 に 立 ち上 が る 。 全 面 に施 粕 。

4 8 3 ′′ ′′

1 4 ．7

（ 3 ．7 ）

内 湾 気 味 に 立 ち上 が る 。 休 部 外 面 に 側 線 の み を 施 す 。

達 弁 文 が 描 か れ る 。

4 8 4 ′′ ′′

（ 2 ．3 ）

5 ．2

直 立 した 高 台 か ら ， 外 方 に 内 湾 気

味 に の び る 。
見 込 に 印 花 文 が み ら れ る 。

4 8 5 ′′ ′′

（ 4 ．1）

7 ．0

直 立 した 高 台 か ら ， 内 湾 気 味 に 立

ち 上 が る 。
見 込 に沈 線 が 1 粂 め ぐ って い る 。

4 8 6 ′′

白　　　 磁

皿

1 4 ．4 ・

（ 1 ．3 ）

端 反 り の 皿 。 全 面 に 施 軸 され る が ，粕 調 が 粗 い 。

4 8 7 ′′

青　　　 磁

盤

2 4 ．0

（ 3 ．6 ）

や や 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， ロ綾

部 が 外 方 に 屈 曲 し 開 く。 口縁 端 部

が 稜 花 状 。

全 面 に 施 粕 。

4 8 8 ′′　‘

染　　　 付

猪　　　 口

1 0 ．3

（ 1 ．5 ）

直 立 気 味 に立 ち 上 が る 。 口縁 内 面 に 2 条 の 界 線 ，外 面 に 7

条 の 界 線 が 描 か れ る 。

4 8 9 ′′

染　　　 付

皿

15 ．2 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， や や 端 反 口 縁 内 面 に 2 条 の 界 線 ， 外 面 に 1

（ 2 ．2） りで あ る 。 条 の 界 線 を 描 き ， 休 部 外 面 に 唐 草

文 を 描 く。

4 9 0 ′′ 土　　　 錘

長 さ　　 2 ．9

径　　 1 ．8

重 量（g ） 2 ．0

円 筒 形 。 ナ デ 調 整 。 孔 径 3 ．5 m m 。

4 9 1 ′′ ′′

長 さ　 （2 ．1 ）

径　　 1 ．2

重 量（g ）2 ．0

ノ′ ′′ 孔 径 4 ．5 m m 。

4 9 2 ′′ ′′

長 さ　　 3 ．5

径　　 1 ．1

重 量 （g ）2 ．5

〝 ′′ 孔 径 3 ．0 m m 。

4 9 3 ′′ ′′

長 さ　　 3 ．5

径　　 1 ．1

重 量（g ）2 ．5

′′ ′′ 孔 径 3 ．5 mm 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

日径

÷ ≡ … 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 9 4 S D　 9 土　　　 錘

長 さ　 （3 ．4）

径　　 1 ．1

重 量（g ）5 ．0

円 筒 形 。 ナ デ 調 整 。 孔 径 5 ．0 mm 。

4 9 5 ′′ ′′

長 さ　 （3 ．6 ）

径　　 1．8

′′ ′′ 孔 径 6 ．0 m m 。

4 9 6 ′′ ′′

長 さ　　 5 ．2

径　　 1 ．6

重 量 （g ）10 ．0

′′ ′′ 孔 径 6 ．0 m 皿。

4 9 7
／′ ′′

長 さ　　 3 ．2

径　　 1 ．0

重 量 （g ）2 ．5

′′ ′′ 孔 径 4 ．0 m 。

4 9 8
／′ ′′

長 さ　　 4 ．1

径　　 1 ．2

〝 ′′ 孔 径 4 ．0 m m 。

4 9 9
′′ ′′

長 さ　 （2 ．9 ）

径　　 1 ．5

重 量 （g ）4 ．0

′′ ′′ 孔 径 6 ．0 m m 。

5 0 0 ′′ ′′

長 さ　　 4 ．4

径　　 1．2

′′ ′′ 孔 径 4 ．0 m m 。

5 0 1 〝 ／′

長 さ　 （4 ．4 ）

径　　 1 ．8

′′ ′′ 孔 径 6 ．0 m m 。

5 0 2 ′′ ′′

長 さ　 （3 ．9 ）

径　　　 2 ．0

重量 （g n l ．0

′′ ′′ 孔 径 7 ．0 m m 。

5 0 3 ／′ ′′

長 さ （3 ．6．）

径　　 1．6

重 量（g ）7 ．5

′′ ′′ 孔 径 7 ．0 m m 。

5 0 4 ′′ ′′

長 さ　　 4 ．7

径　　 1 ．2

′′ ′′ 孔 径 4 ．0 m 皿。

5 0 5 ′′ ′′

長 さ （3 ．4 ）

径　　 1 ．1

重 量（g ）3 ．0

／′ 〝 孔 径 4 ．5 m皿。

5 0 6 ′′ ′′

長 さ　 （2 ．8 ）

径　　 1 ．6

重 量 （g ）4 ．0

〝 ′′ 孔 径 6 ．0 m m 。

l

5 0 7 〝 ′′

長 さ　　 7 ．8

径　　　 5 ．3

有 溝 土 錘 。 ′′

5 0 8 S P　 2

土 師 質 土 器

皿

12 ．3

（ 1 ．6 ）

や や 安 定 した 底 部 よ り ，直 線 的 に

立 ち 上 が り， 端 部 は や や 尖 り気 味

に お さ め る 。

不　 明 。 器 表 面 の 磨 耗

が 著 し い 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　　 種

「」径

器 憂 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

5 0 9 S P　 2

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．9

（ 2 ．3 ）

や や 安 定 した 底 部 よ り， 外 反 気 味

に 立 ち 上 が り ， 端 部 は 丸 く お さ め

る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

5 1 0 ′′　． ′′

14 ．0

3 ．0

6 ．0

や や 安 定 した 底 部 よ り， 内 湾 気 味

に 立 ち 上 が り， 端 部 は 外 方 に つ ま

み 出す 。

〝

5 1 1 ′′ ′′

12 ．1

（ 2 ．5 ）

直 線 的 に 外 方 に 立 ち 上 が り ， 端 部

は や や 尖 り気 味 に お さ め る 。
′′

5 1 2 ′′ ′′

12 ．6

（ 2 ．3 ）

直 線 的 に 外 方 に 肥 厚 しつ つ 立 ち 上

が り ， 端 部 は 丸 くお さ め る 。
′′

5 1 3 ′′ ′′

1 3 ．8

（ 2 ．4 ）

や や 内 湾 気 味 に 肥 厚 しつ つ 立 ち 上

が り ，端 部 は 丸 くお さ め る 。
〝

5 1 4 ′′ 〝

1 5 ．8

（ 3 ．6 ）
′′

内 面 は刷 毛 調 整 の 後 ナ デ 調 整 。

外 面 は ナ デ 調 整 。

5 1 5 ′′ ′′

1 5 ．7

（ 3 ．2 ）
′′

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

5 16 ′′

青　　　 磁
9 ．0 こ け 底 よ り 直 線 的 に 外 方 に の び ， 畳 付 部 分 及 び 高 台 内 面 を 除 い た 全

2 ．7 端 部 で や や 肥 厚 しつ つ 丸 くお さめ 面 に 施 粕 。

・亨ロコ．LJ
皿

3 ．6

る 。 粕 調 が 粗 い 。

5 17 〝

染　　　 付

皿

直 立 気 味 の 高 台 よ り 外 方 に 内 湾 気 内外 面 と も に 2 条 の 界 線 を 描 き ，

（ 1 ．7）
味 に 開 く 。 見込 に は ， さ ら に 文 様 を描 く 。

5 1 8 〝 ／′

12 ．4

（ 1 ．8 ）

や や 端 反 り の 皿 。 ロ綾 部 内面 に は 2 条 の 界 線 。

外 面 に は ， 1 条 の 界 線 と唐 草 文 を

描 く。

5 1 9 〝
土　　　 錘

長 さ　 （2 ．8 ）

径　　 1．0

重 量 （g ）2 ．6

円 筒 形 。 ナ デ 調 整 。 孔 径 3 ．5 m m 。

5 2 0 ′′ 〝

・長 さ　　 3 ．4

径　　 1 ．0

重 量（g ）4 ．3

′′ ′′ 孔 径 4 ．0 m m 。

5 2 1 S P　 3

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．8 内 湾 気 味 に 外 方 に 開 き ， 端 部 は 丸 内 面 は刷 毛 調 整 の 後 ナ デ 調 整 。

（ 2 ．3 ） く仕 上 げ る 。 外 面 は ナ デ 調 整 。

5 2 2 ′′ ′′

1 1 ．1

（ 2 ．3 ）
′′

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

5 2 3 ′′

土 師 質 土 器

杯

（ 3 ．5 ）

6 ．4

安 定 し た 底 部 よ り， 直 線 的 に外 方

に 立 ち 上 が る 。
〝
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挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

「］径

語 意窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

524 S P　 3

土師質土 器

皿

14 ．6

（2 ．9 ）

や や内湾気 味に外 方に開 き， 口縁
部 は外反す る 。

内外面 と もに ナデ調整 。

525 ′′ ′′

14 ．6

（ 2 ．3）

や や内湾気 味に外 方に肥厚 しつつ
開 き，端部 は丸 くお さめ る。

′′

526 〝

土 師質土器

杯

（ 1．3）

6 ．2

安 定 した底 部よ り，直線的 に外方

にのび＿る。
内外面 と もに ロク ロナデ調整 。

527 ′′ ′′
（ 1．8 ）

6 ．0

′′ ′′

528 ／′ ′′
（2．1）

9 ．3

安定 した底部 よ り，外反気味 に立
ち上 が る。

不　 明 器表 面の磨耗
が著 しい 。

5 29 ′′ ′′
（2 ．3 ）

4 ．3

安定 した底 部よ り，直線的 に外方

にの び る。
内外面 ともに ロク ロナ デ調整 。

530 P　　 l ′′
（2 ．7 ）

6 ．8

〝
内外面 ともにナ デ調整 。

53 1 P　　 2 ′′
（2 ．わ

4 ．1

′′
内外面 ともに ロクロナデ 調整。

532 P　　 3 ′′
（1 ．6）

5 ．8

〝 ′′

533 P　　 4

土師質 土器

皿

13 ．2 直線的 に外方 に肥 厚 しつつ立 ち上 内外 面 ともにナデ調 整。

（3 ．6） が り，端 部は 丸 くお さめる 。 外面 に指頭圧 痕を とどめ る。

534 ′′

瓦 質 土 器

鍋

34 ．0 丸みを も った休 部か ら，やや外傾 ロ綾 部は ヨヨナデ調整 。

（4 ．7） 気味 に口縁部 が立 ち上 が り，端 部 休部 はナデ調整 。

ヒ．　　　　　　　　　　　　　 ◆
は凹状 に仕上 げる。 休部外 面に指頭 圧痕 を とどめる。

535 P　　 5

土師質土 器

皿

13 ．9

（ 2 ．6）

直線的 に外方 にやや肥厚 しつつ の

び ，端 部は丸 くお さめ る。
内外 面 ともにナデ調整 。

536 P　　 6
天 目 茶 碗

12 ．4 内湾気 味に立 ち上が り，ロ縁部 に

す
内面 及び休部 外面下位 まで は鉄粕 瀬戸 －・美濃。

（5 ．9） おいて やや くびれ ，、 。は　 くお が施 され るが，それ 以　 は露胎で
さめ る。 ある。

537 P　　 7

土師質 土器

小　　　 杯

安定 した底部 よ り，直 線的に外 方 内外 面 ともに ロクロナデ調 整。

（1 ．5 ）

2 ．8

に立 ち上が る。 底 部は回転 糸切 り底 。

538 P　　 8

土師質 土器

皿

15 ．5 外反気 味に外方 に開 き，端部 は丸 口綾 部は ヨ コナデ調 整 。

（2 ．3 ） く仕上 げ る。 休 部はナ デ調整 。
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挿 図番号 遺 構番号 器　　 種

口径

器 憂窪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

539 P　　 9

土師質土 器

杯

12 ．2

（ 1．7 ）

やや外反 気味 に開 き，端 部は丸 く
お さめ る。

内外面 ともに ロクロナデ調 整。

540 ′′ ／′
（3 ．9 ）

4 ．8

安定 した底 部よ り，やや 外反気味

に立 ち上 が る。
′′ 底 部内面 に黒

斑 。

541 P　 lO

土 師質土器

皿

13 ．8

（ 2 ．5 ）

直線的 に立 ち上が り，端部 は丸 く

おさめ る。
不　 明。 器 表面の磨 耗

が著 しい 。

54 2 P　 ll

土 師質土器

杯

安 定 した底部 よ り　 内湾気味 に立 内外 面 ともにロ クロナデ調整

（2 ．5 ）

6 ．2

Iち上が る。 0底部 は回転糸 切 り底 。

第56表　包含層出土石器観察表

挿図番号 層　　 位 器　 種

最大長

計測値 霊至厚

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

54 3 第 I層 石　 硯

10．3

5．5

1．3 粘 板 岩

全面に研磨時に生 じた擦痕が残る。表面に
は使用痕と考えられる擦痕がある。

544 ′′ 五輪塔

21．0

12．6
砂　　 岩

五輪塔の火輪である。上面には円形のほぞ
穴がある。

第57表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構番号 器　 種

最大長

計測値 霊譜

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

54 5 S E　 3 砥　 石

6 ．4

2 ．7

2 ．8
砂　　 岩

表裏南面 と両側面 の 4 面 に研磨 痕が残 る。

546 ．S K 68 〝

22 ．4

10 ．0

8 ．0

3 100 ．0

〝

表裏両 面 と両側 面及び ，下面の 5 面 に研 磨

痕が残 る。

547 S D　 8 ′′

9 ．5

泥　　 岩 ＿

砥石の破 ナ■‾で ある。表面 は磨耗す るが ，横 淡黄 白色を呈
5 ．8

0 ．9

5 5 ．0

方向 の擦 痕が残 る。裏面 は剥離 面で ある。 す 。

548 S K 4 1 ′′

9 ．2

9 ．7

3．5

6 10 ．0

砂　　 岩

表裏 両面 と下面 の 3 面 に研磨 痕が残 る。表

裏両面 には ，擦 痕がわ ずか に残 る 。
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第58表　遺構出土木器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器 ‘ 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ）　 最 大 厚

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

5 4 9 S E　 3 包 丁 の 柄

12 ．0

不　　 明

刃 部 及 び 背 部 が わ ず か に 欠 損 す る が ， は ば

完 形 で あ る　 柄 の 両 端 部 に 2 箇 所 の 差 し 込

S E 3 の 最 下

層 付 近 か ら 包

3 ．4 0
み が あ る 。 刃 部 の 長 さ 1 7 ．2 cm ， 幅 4 ．5 c m ，

丁 が 柄 に 装 着

ノー
3 ．2 厚 さ 0 ．4 c m を 測 る 。 し た 状 態 で 出

土 。

5 5 0 ′′ 加 工 木

2 2 ．2

2 ．2

0 ．8

′′

用 途 は 不 明 で あ る 。

5 5 1 ′′ 桶

1 5 ．0

5 ．2

1 ．2

′′

桶 の 底 板 で あ る 。

5 5 2 ′′ ′′

1 5 ．2

5 ．6

1 ．6

〝

′′

5 5 3 ／′ 曲 げ 物

1 7 ．1

16 ．8

．0 ．8

〝

曲 げ 物 の 底 板 で あ る が ， 表 裏 両 面 に 切 り 痕

が 残 る 。

5 5 4 ′′ 桶

14 ．2

4 ．7

0 ．7

〝

桶 の 側 板 で あ る 。 l

5 5 5 〝 ′′

1 4 ．5

5 ．2

0 ．9

′′

〝

5 5 6 ′′ 加 工 木

1 2 ．6

4 ．3

0 ．8

〝

用 途 は 不 明 で あ る 。

5 5 7 ′′ 井　 筒

（2 9 ．6 ）

（4 9 ．2 ）

9 ．0

〝

一 木 を く り 抜 い た 井 筒 で ，約 兢 個 体 で あ る 。

5 5 8 S E l 〝

（2 8 ．0 ）

5 6 ．4

4 ．0

〝

一 木 を く り 抜 い た 井 筒 で ， 完 形 で あ る 。

第59表　包含層出土金属器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

最大長

計測値 霊奈竪

（cm ，g ）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

5 59 第 I 層 煙　 管

7 ．3

1．0

0 ．1 －

5 ．0

銅

吸口で あり，羅芋 が残 る。

560 第 Ⅲ層 ′′

1．2

1 ．6

0 ．1

0 ．2

′′

雁首で あるが ，火皿の部 分 しか残 って いな

い 。

56 1 ′′ ′′

5 ．7

1 ．1

4 ．5

〝

吸 口であ るが ，圧力 を受 け ，変 形 して い る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

最大 長

計測値 霊譜

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

562 第 Ⅲ層 煙　 管

4 ．2

1．0

0 ．1

5 ．1

銅

雁首 であ るが ，火皿の部分 が一部 欠損す る。

563 第 Ⅲ層 ′′

4 ．0

1．0

0 ．1

5 ．0

〝

雁首で あり，5 弁 花の文様 が陰 刻され るが ，

火皿の 部分が欠損 す る。

564 第 I 層 不　 明

3 ．1

0 ．7

2 ．5

鉄

鈍化が著 しい 。

565 ′′ 鉄　 釘

3 ．1

0 ．7

2 ．5

′′

鉄 釘で あるが ，先端 部が折 れ曲 ってい る。

56 6 第 Ⅲ層 不　 明

5 ．0

0 ．7

3 ．5

′′

鈎状 を呈 してい るが，鋳化 が著 しい。

567 第 I一層 ′′

7 ．5

0 ．8

9 ．0

′′

鋳化 が著 しい。

568 第 Ⅱ層 ′′

4 ．9

2 ．0

1 ．5

14 ．0

〝

′′

第60表　遺構出土金属器観察表

挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最大長

計 測値 霊套筐

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

5 69 S B　 2 煙　 管

5 ．8

1 ．0

0 ．1

6 ．0

銅 ・

吸 口で あ り，羅字が残 る。

570 S B 44 鉄　 釘

4 ．6

0 ．8

4 ．0

鉄

角釘で ある。

57 1 S K 42 金　 具

3 ．2

2 ．8

1 ．1

6 ．5

′′

棺座 鋲か ？

572 S D　 9 不　 明

3 ．5

1．7

0 ．9

5 ．2

′′

鋳化 が著 しい。

573 ′′ 錠　 前

3 ．5

5 ．3

1 ．4

25 ．5

〝

′′
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